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新聞の新しい魅力、提案します。

切抜き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1 970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。

~ ~ K,r nuki Sok 
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月刊切銭き速報⑮

社会版
政治綬清法f阜、国際関係、歴史など、

時事問題の総覧と比般からニュースを

深〈理解し.より且い社主を考える.

eA4 判 196 頁

・年間踊続料 18∞0 同 情9・ ，.田7阿+劃

・送料サービス

月刊切銭き速報@

教育版
学授経営運営、教聴員、学校安全、

生徒指噂、学園指導など、学校教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策.

・A4 判 1 168 頁
・2手間踊観軒 27 .720 円 惜信田圃7肉+冊

.送料サービス

月刊切銭曹速報@

食と生活版
貴の安全、貴晶流通や貴の歴史文化、

貴育.給食など.栄聾官理指導や

家庭科教育に賜わる方、食品曹界の方にも.

・A4判 196 買

・2手間鴎院制 18.000 円 情修 "届7周+船
.送料サービス

月刊切銭き速報@

健康りてらしい
こころとからだの健庫情報、医学基礎知棟、

生活習慣改膏.健康教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて.

eA4 判 196 頁

・年間踊院料 18.000 円 悼修治朗7門+船

・送料サービス

月刊切簸曹速報⑮

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動害実践から

子育ての知恵まで、保育土.幼稚園教蹴

はもちろん、子育て中の保E章者にも.

eA4判 196 頁

.年間.a料 18.000 円 情像 ，.田?内+劃

.送料サービス

月刊切銭き速報⑮

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用E置や

原理の解りやすい解説など、自然科学

伎術に関する知讃欲を刺激する情報館.

・A4 判 196 頁
・年岡崎院制 18.000 円 障体晴朗7阿+蜘

.送料サピス

月刊切t証書速報@

福紘ニュース障害福松緬
保育、教育、就労、福祉施殴の取り組み、

行政の動曹など.さまざまな実路、報遍から、

よりよい障害福祉を考える.

eA4 判 196 買

・年間崎臨斜 18.∞0 円 {時時曲7問+劃

.送料サービス

月刊切篠き速報@

福祉ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介置施訟の取り組み、

社会保障行政など、介護者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲磁.

.A4 判 196 頁

..手間周観科 18.0∞円 '*・，.回7門叶}

・送料サービス

月刊 コラム歳時記スペシャル臆
『新聞コラム慎み比べJ 大商目晶元自販付

全国の地方紙 1 面コラムを毎fl200本厳選.

地域の脂題、心動かされるエピソードや時事

問題など、幅広いE百四を幅広い視点で.

.A5 判 12 16 頁 1 12 冊

+腕み比べ A5 判 1 128 頁 1 1 冊

.年間崎臨調 16. 18日同 体徳川醐肉+劃

.送料サービス

月刊切篠宮速報@

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医樺従事者の

育成労働環i克愚者心理主擁など.

医療に携わるすべての方に.

.A4判 1 1 20 頁

.年間踊観軒 23.940 円 情偽目'町内+船

.送料サービス

本院は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購院での販売と、 IIUl期間の自動継続システムをとっております. ご購続いただいてい

る純箆が途切れることがないよう、 お申し込みいただいた定期鴎続期聞が満了する 107月ほど前に‘郵便で纏績のご案内を差し上げます. お客

さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期踊慨を継続更新させていただきます. 定期騎院期間を気にして、 メールや電話葉書などでご連

絡いただく必要がないシステムです.

0 1 冊980円 悼依田7門+酎

0特別創作による題字銀文字表示

銘柄により、ファイルへの収納冊数が嘆なります.

4ファイル1 冊の眼納融》

「融育版J6冊{半年分)

『医曹と安全官理総聾版J"6冊(半年分)
その他銘柄7!õ (rコラム瞳時記j を献く)- - 1 2冊 (1 年分)

『医療と安全管理総集版』 継続特典

『医曹と安全曹理総量版』を継幌頂いた方に 1 問プレゼント犠ご希望の方U算粧まで必ずZ退絡〈ださL、

切抜き速報についての詳しい内容最新情報は |http μwww.nihon-mic .co.jp/

送i送り先

800円大阪府

900円

1.000円九州関東甲惜越(山梨新潟星野)

1.100内東北

近鰻中国四国北陸(石川福井富山) 東海(静岡量知三重般皐)

専用ファイルのご案内

1 .400円

ニホン・ミックrJ 

北海道沖縄



CKUP TOPCS⑫ 
[今号の話題5選]

災害医療の今後@
東日本大震災から5年
震災から5年。いまだに続く仮般住宅などでの避雛生活を支える医療は不安定で、慢性

的な医療従事者の不足をはじめ、様々な課題が生じています。災害医療とは、災害直

後の救命活動だけでなく、その後の医療体制づくりまで、継続して取り組むことが求め

られているのではないでしょうか.

外国人患者の増加 @ 
年々増加する外国人患者との文化の壁が、大きな問題に

なっています.日本人でも聞き慣れない専門用語や、海外と

の医療システムの違いは理解が難しいととも. 医療ツーリ

ズムも注目される今、各地の取り組みの記事を集めました.

病院から地域ヘ @ 
入院による閉鎖的な治療が少なくない中、地域との交流を

重視する取り組みも多くあります.患者自身が社会の偏見

や自立への不安を感じている時、前に進む一助となるのは

医療的なケアだけでなく人とのつながりかもしれません.

虐待から守りたい @ 
なくなることのない児童虐待に、医療はどのような対策をと

るべきでしょうか。心身の異変に気付いても、判断が難しい

ことも. 専門機関はもちろん、医療従事者ならではの協力に

よってつくる虐待防止への道とは.

認知症患者を看る @ 
認知症患者が病院を受診したり入院した時、患者とその家

族が医療側に不満を持つ乙とが少なくありません. 今後さら

に増加する認知症患者に、適切なケアを行うためには、医

師だけでなく看護師など、たくさんの支える手が必要です.

KEZOKU 下OPCS
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]
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テ マをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします.NTENTS 
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聞
(東
京
)

認
知
症
の
プ
口
医
師
以
外
に
も

看
護
師

、

保
健
師
ら
対
象
3

・

2
北
園
新
聞

在
宅
ケ
ア
の
負
担
軽
減
へ

潜
在
看
護
師
の
力
生
か
す

・:
3

・

お
北
陸
中
日
新
聞・

[
社
説
]
認
定
看
護
師
の
養
成
認
知
症
の
支
援
体
制
強
化
へ
3

・
引
北
国
新
聞

医
療
従
事
者

第
糾
回
医
療
功
労
賞
金
国
表
彰
但
人
の
横
顔
・3

・
悶
読
売
新
聞
(
東
京
)

仏
の
医
療
に
関
す
る
本
出
版

-

3

・

5

西
日
本
新
聞

乳
歯
は
被
ぱ
く
の
証
鎚
品

3

・
7

毎
日
新
聞
(
東
京
)

善
成
・
研
修

献
体
で
実
践
的
な
訓
練

人
体
に
し
か
な
い
感
覚
養
う

・:
3

・
辺
中
日
新
聞

若
手
医
師
に
φ

聴
訟
の
ス
ス
メφ

聴
き
分
け
方
法
解
説

、

技
術
継
承
へ3
・
7

神
戸
新
聞

41 42 42 46 47 48 48 50 50 50 52 55 55 56 57 

3 



NihonoMiと

医
師
、
変
化
を
的
確
把
握

が
ん
告
知
心
に
寄
り
添
い

親
の
「
決
断」ど
う
支
え
る

ベ
ア
の
看
護
成
果
報
告

ー

・

日
日
経
流
通
新
聞M
J

希
望
含
ま
せ
不
安
を
緩
和

3

・
市
佐
賀
新
聞

治
療
ど
の
範
囲
ま
で/
揺
れ
る
心情
理
解
を3
・
4

信
濃
毎
日
新
聞
-
j
i
-
-

全
国
6
5
5

人
集
う

:
:
:
:

3

・
げ
福
井
新
筒j
i
-
-
・
:
:
:

市
長

医
療
充
実
を
期
待

3 

17 

河
北
新
報

医
師
の
資
質
を
判
断
・
・
.... 

新
看
護
師
の
半
数
が
流
出

妓
術
・
療
法

摘
出
卵
巣
の
卵
子
で
妊
娠

脂
肪
再
生
し
顔
に
移
植

糖
尿
病
豚
の
細
胞
で
改
善

人
工
中
耳
で
音
の
あ
る
世
界

難
病
遺
伝
子
素
早
く
解
析

酸
素
吸
入
器

警
告
3

種

病
院
運
営

3

-

H
産
経
新
聞

(東
京
)

熱
心
な
勧
誘

、

奨
学
金
も
充
実
3

・
却
南
日
本
新
聞

国
内
初
論
文
報
告
へ

3

・
げ
信
濃
毎
日
新
聞

圏
内
初

、

新
治
療
確
立
へ

・

3

・
叩
琉
球
新
報

勝
島
移
植
血
糖
値
が
低
下

3

・
げ
読
売
新
聞
(
東
京)

埋
め
込
み
手
術
保
険
適
用
へ
3

・

同
中
国
新
聞
:
・
・0・
・

先
天
性
免
疫
不
全
症

・
3

叩
中
日
新
聞

外
出
時
安
全
に

3

・
2

日
経
産
業
新
罰
・
:

便
失
禁
外
来
、
先
進
治
療
施
す
・
・
・
・
・
:
j
i
l
-
-
-

-

・
3

・
3

日
経
産
業
新
聞

が
ん
遺
伝
子
を
高
精
度
解
析
-
........ .
 

3

・

3

十
勝
毎
日
新
聞

・

移
動
式
カ
フ
ェ
で
病
院
食
磨
く
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:

・
2

・

市
日
経
産
業
新
聞

58 58 60 61 62 62 63 64 65 64 66 67 67 68 68 68 

地
滋
医
療
を
支
え
る

医
療
維
持
へ
医
師
ら
連
舞

勤
務
し
や
す
い
環
境
整
備

3

・
叩
中
国
新
聞

連
載
・
つ
な
が
る
医
療
・
介
護

北
海
道
新
聞

上

高
齢
者
支
鍾
「
北
見
モ
デ
ル
」

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
2

・

n
i
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:

円

中

頒
の
見
え
る
関
係
着
実

2 

24 

下

地
縁
-
丸
で
生
活
量
視
に

:
j
i
-

-
:
:
j
i
-
-・:

2

・
ぉ:
:
・j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
:
η

佐
賀
藩
医
療
の
功
績
紹
介

地
織
医
療
「
発
展
の
一
助
に
」
3

・

市
佐
賀
新
聞

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

島
根
の
制
度
普
及
進
ま
ず

両
県
医
療
情
報
連
携
の
課
題

3

同
山
陰
中
央
新
報

腎
臓
機
能
情
報
共
有
化
へ

「
お薬
手
帳
」
に
程
度
別
シ
ー
ル
3

・
3

静
岡
新
聞

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
愚
者
デ
ー
タ
共
有

3
-
m
読
売
新
聞

(東
京
)

証
明
機
能
活
用

患
者
・
家
族
支
援

A
Y
A
世
代

全
国
初
「病
棟
」
精
神
面
も
ケア
3

・
9

静
岡
新
聞

が
ん
治
療
専
門
支
媛

病
の
子ど
も

絵
本
で
応
援
脳
腫
癒
闘
病
中
甲
府
の8
歳
が
キ
ヤ
ラ考
案
3

氾
山
梨
日
日
新
聞・

低
価
格
化
、
多
品
種
化
図
る

腎
臓
病
愚
者
は
普
及
心
待
ち

3

・

リ
円
秋
田
魁
新
報
・
・
:
:•• 

行
列
で
き
る
健
康
ア
プ
リ
に

日
々
の
体
調
手
軽
に
記
録

3

・

4

毎
日
新
聞

(大
阪
)

移
植
医
療

「
病
気
臓
器
を
移植
」
年
内
に
も
指
針
改
正
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2

・

6

大
分
合
同
新
聞

(共
同
)

4 

70 72 73 74 75 75 76 77 78 79 80 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲戴いたします.NTENTS 

骨
髄
ド
ナ
ー
引
っ
越
し
た
ら
連
絡
を

川
・8
%

住
所
不
明
3

・
1

毎
日
新
聞
(
東
京
)

骨
髄
移
植
に
弁
護
士
の
目

リ
ス
ク
の
認
識
再
確
認

3

・

2
京
都
新
聞
(
共
同
)

医
療
倫
理

受
精
卵
で
ゲ
ノ
ム
編
集
基
礎
研
究
な
ら
容
認
も

3

市
読
売
新
聞
(
東
京)

4

人
の
卵
子
凍
結
承
認

3

・
九
日
長
崎
新
聞
(
共
同
)

浦
安
市
、
少
子
化
対
策
で
初

卵
子
凍
結
健
康
女
性56
2

人

出
産
柑
歳
代
3
人

お
医
療
機
関
実
施

3

・

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

救
急
医
療

搬
送
病
院
救
急
車
で

高
齢
者
緊
急
性
低
け
れ
ば

3

・
5

毎
日
新
聞
(
東
京
)

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
普
及
へ

3

・

吃
山
口
新
聞

心
肺
蘇
生
の
手
順
音
声
で
案
内キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
学
校
配
布
も
検
討
3

・
市
信
濃
毎
日
新
聞

精
神
医
療

統
合
失
調
症
叩
年
支
え
合
い
生
き
る
「
働
け
ば
前
に
進
め
る
」
2

・

U
中
国
新
聞

j
i
-
-
-

精
神
医
療
対
話
大
切
に

2

・
叩
琉
球
新
報・
:
・i
-

支
援
者
ら
課
題
議
論

日
中
年
続
く
病
棟
「
全
開
放
」

全
職員
が
目
配
り/
急
性
期
は1
対
1
看
磁
3

・

市
南
日
本
新
聞

予
防
医
療

重
症
結
膜
炎
涙
で
即
判
定

特
定
タ
ン
パ
ク
質
着
目
。

:
3

・

8

佐
賀
新
聞

脂
肪
肝
診
断
に
M
R
|

有
効

胸
に
振
動
す
る
機
器
i

・
e
・
3

・
什
日
経
産
業
新
聞
・
:

ぜ
ん
そ
く
個
人
へ
予
報

患
者
の
発
症
傾
向
か
ら
分
析

3

・

5

神
奈
川
新
聞

80 81 82 82 83 84 84 85 86 86 87 88 88 89 

医
薬
品

エ
ボ
ラ
に
有
効
性
確
認
で
き
ず

仏
機
関
が
臨
床
結
果
公
表
3

・
3

北
日
本
新
聞

ワ
ク
チ
ン

、

予
防
か
ら
治
療
へ

免
疫
活
用

、

副
作
用
少
な
く
3

・

m
日
本
経
済
新
聞

糖
尿
病
薬
、
大
腸
が
ん
予
防
に
期
待

3

・
3

朝
日
新
聞
(
東
京
)

薬
剤
師
外
来
が
ん
患
者
支
え

服
薬
管
理
や
副
作
用
チ
ェッ
ク
2

・

m
読
売
新
聞
(
和
歌
山
)

「
在
宅
薬
剤
管
理
」
学
ぼ
う

3

・

引
信
濃
毎
日
新
聞

「
在
宅
調
剤
」
対
応
を
強
化高
齢
者
支
援、

健
康
状
態
も
確
認
3

・

M
m岐
阜
新
聞

医
療
行
政

性
同
一
性
障
害
に
認
定
医

学
会
が
9

人
発
表

・
:
j
i

-
-
-
3

・
引
毎
日
新
聞
(東
京
)

比
な
ど
外
国
人
灯
人
看
護
師
試
験
に
合
格

3

・

お
中
日
新
聞(共
同
)

全
国
2
0
0

病
院
で
終
末
期
支
援

今
秋
か
ら
チ
|
ム
育
成
3

・

U
徳
島
新
聞

(共
同
)

美
容
医
療
広
告
規
制
検
討
へ

患
者
相
談
9

年
間
で
叩
倍3
・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

肝
-
勝
臓
の
腹
腔
鏡
保
険
適
用

手
術
可
能
な
病
院
限
定
3

・
5

読
売
新
聞
(
東
京
)

薬
害
エ
イ
ズ
被
害
者
支
援
へ
「
手
帳
」
発
行

3

・
7

毎
日
新
聞
(
東
京
)

大
学
病
院
長
の
裁
量
拡
大

医
療
事
故
を
防
止
-
e・
.

3

・

同
産
経
新
聞
(
東
京
)

意
見
・
社
説

被
爆
地
の
経
験
徳
島
に

医
師
と
し
て
放
射
線
の
誤
解
を
解
く
3

・

6

読
売
新
聞
(
福
岡
)

国
際
医
療
支
援
「
長
い
目
で
」
福
島
原
発
事
故
「
追
跡
調
査
を
」3

・
お
信
濃
毎
日
新
聞

90 91 91 92 93 93 94 94 95 96 96 96 97 98 99 

5 
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医
療
ニ
ュ
ー
ス

日
独
の
遣
い
浮
き
彫
り
に

-

・
:
3
・
5
熊
本
日
日
新
聞

関
西
に
「
ゆ
り
か
ご
」
設
置
へ

2
年
後
目
標
、
相
談
窓
口
も
3
-
m
熊
本
日
日
新
聞

「
子
ど
も
食
堂
に
役
立
て
て
」
現
金1
0
0
万
円
、
食
材
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3
・M
M熊
本
日
日
新
聞
・
:

短
期
転
院
繰
り
返
し
4
0
0
0
人

生
活
保
護
受
給
の
患
者
3
・
市
日
本
経
済
新
聞

国
承
認
の
後
発
薬
特
許
侵
害

「
製
法
同
こ
と
認
定

・
・
・3

-

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

医
療
事
故
・
訴
訟

6
1
0
0
万
円
支
払
い
命
令

・

3
・
お
静
岡
新
聞

痔
の
手
術
後
に
死
亡
賠
償
命
令

病
院
側
に
4
6
0
0
万
円
3
・

お
朝
日
新
聞
(
東
京
)

内
視
鏡
操
作
ミ
ス
5
6
9
万
円

・•••
•• 

3
-
m
宮
崎
日
日
新
聞

医
療
安
全

最
新
施
設
の
負
債
重
荷
に

医
療
都
市
構
想
へ
の
影
響
懸
念
3
・
行
神
戸
新
聞

医
療
事
故
3
6
5
4
件
最
多

市
年
報
告
、
前
年
比
4
6
0
件
増
3
・
羽
徳
島
新
聞
(
共
同
)

が
ん
「
中
核
病
院
」
に

報
酬
加
算
が
一
部
復
活

3
・
4
上
毛
新
聞
:
:

第
一
外
科
も
高
死
亡
率

3
-
U
読
売
新
聞
(
東
京
)

全
国
平
均
の
4

倍

術
後
死
亡
犯
人
未
報
告外
科
学
会
が
調
査
結
果
提
出

3
-
m
上
毛
新
聞

不
正
「
和
解
に
背
く
」

3

・

叩
熊
本
日
日
新
聞

節
目
の
年
に

・

・
・
怒
り
あ
ら
わ

薬
害
エ
イ
ズ
続
く
不
安

闘
病
長
期
化
「
人
生
設
計
に
混
乱
」
3
-
m
読
売
新
聞
(
東
京
)

100 101 101 102 103 104 104 104 105 105 106 107 107 108 108 

医
薬
品
の
安
全

副
作
用
救
済
申
請
5
%

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

・
:
:
:
2
・
川
西
日
本
新
聞・

患
者
8

割
同
じ
遺
伝
子

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
健
康
障
害
3
・
げ
毎
日
新
聞
(
東
京
)

認
知
症
薬
副
作
用
1
0
0
件

中
間
集
計
で
興
奮
や
幻
覚
3
・
市
岩
手
日
報
(
共
同
)

米
で
第
2
相
治
験
終
了

・
:

:
・

3
・

8

日
経
産
業
新
聞
・
・
・
・
・
:

災
害
に
備
え
る

節
目
優
先
議
論
十
分
つ

健
康
調
査

福
島
原
発
事
故
5
年
2

・

U
東
京
新
聞

日
常
の
ヨ
ウ
索
被
ぱ
く
防
御
「
が
ん
リ
ス
ク
抑
え
た
材
料
の
一
つ
」
3
・
4
徳
島
民
友

絵
本
が
結
ぶ
親
子
の
紳
被
災
地
で
も
「
わ
だ
か
ま
り
解
き
ほ
ぐ
す
」
3
・

8

中
国
新
聞

山
岳
医
療
に
強
い
医
師
を

悪
条
件
で
の
処
置
磨
く

2
-
m
岐
阜
新
聞

い
や
し
地
蔵
い
の
ち
の
限
り

3
・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
|
バ
ッ
タ
ー
週
間
2
0
1
6
年
2

/
訂
1
3

/
4
3
・
5
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
|
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
6
年
3

/
5
1
3

/
刊
3

・

M
M朝
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

プ
レ
l

パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
6
年
3

/
吃
|
3

/
叩
3

・

泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)・・

プ
レ
!
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
6
年
3
/
叩
|
3
/
お
3

-

m
朝
日
新
聞
(
東
京
)・・

3
・

2
長
野
日
報

サ
ン
シ
ュ
ユ
か
れ
ん
な
花

高
島
公
園

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

・
-
-
--
e

6 

110 110 1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

112 113 114 115 116 117 117 117 117 
表
紙119 
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と安全管理総集版 2016年6号

東日本大震災後に

休廃止した診療所数 |被災の岩手・宮城・福島|

診
療
所

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
害
を
受
け

た
岩
手
、
宮
城
、
徳
島
3
県
の
沿
岸
と
東

京
電
力
福
島
第
1
原
子
力
発
電
所
事
故
で

避
難
指
示
区
域
と
な
っ
た
計
必
市
区
町
村

で
、
震
災
前
に
あ
っ
た
計
1
9
3
8
診
療

所
の
約
口
%
に
当
た
る
2
5
9
施
設
が
廃

止
ま
た
は
休
止
し
た
こ
と
が
、
3
県
や
保

健
所
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た

。

津
波
で
建

物
や
医
師
ら
が
被
災
し
た
り
、
患
者
が
減

っ
た
り
し
た
こ
と
が主
な
理
由
と
い
う。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
震
災

前
か
ら
医
師
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
震
災
後
は
被
災 し

た
人
々
の
健
康
状
態
の
悪

化
な
ど
新
た
な
問
題
も
生
じ

て
い
る。

一
部
地
域
で
診
療

休止 廃止 言十
震災 休廃止
目IJ した割合

岩手 23 24 221 11% 

宮城 4 55 59 1016 6% 

福島 94 82 176 701 25% 

言十 99 160 259 1938 13% 

(注)岩手、福島は 2 月、宮城は昨年
. 9 月時点。診療所は医科、歯科
の合計

ね
%
休
廃
止

医療過疎、復興の妨げ
施設倒壊住民も減少

所
が
新
設
さ
れ
た
例
も
あ
る

が
、
「医
療
過
疎
」
の
進
行

に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
お
ら

ず
、
復
興
の
妨
げ
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

震
災
後
、
今
年
2
月
ま
で

に
保
健
所
に
休
止
ま
た
は
廃

止
届
を
出
し
た
医
税
と
歯
判
明

診
療
所
の
数
を
調
べ
た
。
必

市
区
町
村
は
岩
手
ロ
、
宮
城

問
、
福
島
日。
仙
台
市
は
沿

岸
2
区
を
集
計
し
た
。

県
別
で
は
、
震
災
前
の
約

加
%
に
当
た
る
1
7
6
施
設

が
休
廃
止
し
た
福
島
県
が
最

多
。
岩
手
県
は
約
日
%
のM

施
設
、
宮
城
県
は
約
6
%
の

印
施
設
が
休
廃
止
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
区

域
の
大
半
を
管
轄
す
る
福
島

県
相
双
保
健
所
の
管
内
で

災
害
医
療
の
今
後

i

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

は
、
建
物
自
体
が
疲
れ
た
の

は
1
施
設
だ
が
1
1
0
施
設

が
休
廃
比
し
た
。

岡
県
が
昨
年
秋
に
双
葉
郡

の
初
診
療
所・
病
院
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
再
開
の
意
向
を

示
し
た
の
は
お
施
設
だ
っ

た
。

う
ち
は
施
設
は
「
住
民

帰
還
」
や
「
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧
・
整
備
」
「
除
染
2
苧
」

と
い
っ
た
条
件
が
整
え
ば
再

開
し
た
い
と
回
答
し
た
。
施

設
か
ら
は
「民
間
で
は
(
経

営
が
)
厳
し
い
」
「
帰
還
す

る
人
数
が
分
か
ら
ず
、
財
政

的
に
運
営
が
難
し
く
な
る
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
い

-
つ。診

療
所
の
医
師
が
休
廃
止

に
伴
い
、
開
業
医
か
ら
勤
務

医
に
な
っ
た
例
も
目
立
つ
。

宮
城
県
に
よ
る
と
、
被
害
が

集
中
し
た
石
巻
、
気
仙
沼
医

療
留
で
は
休
廃
止
し
た
診
療

所
の
医
師
の
う
ち
鈎
%
は
市

外
、
幻
%
は
市
内
の
他
院
な

ど
で
働
い
て
い
る
。

岩
手
県
で
は
仮
設
診
療
所

で
診
察
を
続
け
る
医
師
も
い る

。
県
が
再
建
費
用
を
補
助

し
て
い
る
が
「
土
地
区
画
整

理
事
業
が
遅
れ
、
現
地
再
建

の
め
ど
が
立
た
な
い
ケ
l

ス

が
あ
る
」
(
医
療
政
策
室
)

。

岩
手
、
宮
城
両
県
の
公
立

病
院
は
本
格
復
旧
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
宮
城
県
南三陸
町

立
の
「公
立
志
津
川
病
院
」

は
昨
年
ロ
月
に「南
三
陸
病

院
」
と
し
て
新
た
に
オ
ー
プ

ン
。

仮
診
療
所
で
診
察
を
続

け
る
同
県
石
巻
市
立
病
院
も

新
築
し
た
施
設
で
今
秋
の
開

業
を
予
定
す
る
。

震
災
時
に
石
巻
赤
十
字
病

院
の
医
師
だ
っ
た
東
北
大
の

石
井
正
教
授
は「も
と
も
と

医
師
不
足
だ
っ
た
地
域
が
被

災
し
て
お
り
、
建
物
の
整
備

だ
け
で
な
く
人
材
を
ど
-
つ
確

保
す
る
か
が
課
題
だ
。

医
療

は
復
興
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ

ラ
で
、
公立
の
施
設
を
定'付

し
て
復
旧
さ
せ
、
住
民
の
帰

還
へ
の
不
安
を
減
ら
す
な
ど

の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
し
て
い
る
。

7 

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
8

日
(
火
)
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災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
1

プ
レ
ハ
ブ
診
療
所
あ
す
閉
所

陸
前
高
田

高
田
診
療
所
は2
0
1
1

年

8

月
、
陸
前
高
田
市
立
第
一
中

学
校
の
敷
地
に
開
設
さ
れ
た
。

プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
に
内
科
、
外

科
、
心
療
内
科
な
ど
叩
診
岳
科

が
あ
り
、
県
内
外
の
応
援
医
師

が
診
療
に
あ
た
っ
て
き
た
。
常

勤
医
は
い
な
い
。

肉
親
や
自
宅
を
失
っ
た
人
の

心
を
ケ
ア
す
る
心
療
内
科
は
、

今
も
患
者
が
絶
え
な
い
。

惜
阿
波
で
自
宅
が
全
壊
し
、
仮

設
住
宅
で
独
り
暮
ら
し
を
し
て

い
た
市
内
の
女
性
(
作
)
は
寂
し

年た
中学校の敷地に立つ惨療所
(岩手県陸前高田市で。 画
像は一部修盤しています)

村
に
住
む
男
性
医
師
(
当
時η

歳
)
が
、
車
で4
時
聞
を
か
け

て
応
援
診
察
に
向
か
う
途
中

に
山
の
斜
面
に
乗
り
上
げ
て
横

転
し
、
亡
く
な
る
事
故
も
起
き

た
。
日
年
叩
月
か
ら
却
回
以
上

派
遣
さ
れ
た
板
倉
さ
ん
も
開
業

プレハブ診療所のまま 仮
設

I酉|
厚司|
【園|

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
5

年
を
迎
え
る
今
も
、
仮
設
の

プ
レ
ハ
ブ
の
ま
ま
の
議
所
が
岩
手
県
大
船
渡
市
に
あ
る
。
「
滝
田

医
院
」
院
長
の
滝
固
有
医
師
(
日
)
は
「
本
当
の
医
療
の
復
興
」
と

は
何
か
を
考
え
た
来
、
津
波
で
失
っ
た
医
院
の
再
建
を
後
回
し
に

し
、
薬
剤
師
や
介
護
士
ら
と
連
携
し
て
仮
設
暮
ち
し
の
被
災
者
ろ

を
支
え
る
体
制
作
り
に
尽
く
し
て
き
た
。
【
久
野
馨
代
、
写
真
も

】

「
い
ず
が
っ
た
?
(
不

快
だ
っ
た
?
)」
。
鼻
の

奥
に
援
異
を
差
し
込
む
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
を

終
え
た
高
齢
女
性
に
、
滝

田
さ
ん
が
大
き
な
声
を
か

け
た
。
滝
田
医
院
の
診
察

室
は3
畳
ほ
ど
。
向
か
い

合
う
滝
田
さ
ん
と
患
者
と

の
匝
離
は
互
い
の
膝
が
触

れ
そ
う
な
く
ら
い
近
い
。

震
災
で
、
岩
手
県
で
は

沿
岸
部
を
中
心
に
2
1
3

診療優先
診
療
を
再
開
し
た
が
、
元

の
医
院
が
あ
っ
た
更
地
を

横
目
に
通
う
の
は
気
が
重

か
っ
た
と
い
う
。
自
分
の

年
な
ら
融
資
も
受
け
ら
れ

る
と
、
再
建
用
の
土
地
も

探
し
た
。
だ
が
仮
設
住
宅

か
ら
通
う
患
者
を
見
て
い

る
と
、
真
新
し
い
医
院
が

す
ぐ
に
必
要
な
の
か
と
の

思
い
も
わ
い
た
。
「
仏
作
っ

て
貌
入
れ
ず
」
の
と
と
わ

ざ
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

希
望
を
か
な
え
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。
「
手
狭

だ
が
、
診
療
は
プ
レ
ハ
ブ

で
も
で
き
る
。
で
も
、
医

療
や
介
護
の
仕
組
み
作
り

は
今
や
ら
な
い
と
辛
選
れ

に
な
る
」
。
危
機
感
か
ら
、

自
分
の
医
院
再
建
の
優
先

順
位
は
低
く
な
っ
た
。

地
域
を
支
え
る
一
歩
と

し
て
、
2
0
1
2

年
に
薬

剤
師
や
歯
科
医
師
、
こ
れ

ま
で
交
流
が
少
な
か
っ
た

介
護
や
福
祉
の
事
業
者
も

加
わ
っ
た
チl
ム
「
未
来

か
な
え
機
構
」
を
作
っ
た
。

今
春
か
ら
、
患
者
の
検
査

結
果
や
処
方
し
た
薬
な
ど

の
情
報
を
介
護
・
医
療
従

事
者
で
共
有
で
き
る
新
シ

ス
テ
ム
を
始
め
る
。

と
う
し
た
取
り
組
み

が
、
新
し
く
医
院
を
建
て

る
以
上
に
、
費
失
感
を
建
一

東
日
本
大
震
災
の
湾
波
で
中
心
部
が
榎
滅
的
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
、
県
医
師
会
が
開
設
し
た
仮

設
の
「
高
田
診
療
所
」
が
初
日
で
閉
所
す
る
。
震
災
か
ら

5

年
が
た
ち
、
診
療
を
再
開
し
た
医
療
機
闘
が
増
え
、
役

目
を
終
え
た
と
判
断
し
た
。
被
災
者
ら
延
べ

2

万
7
8
7

2

人
(
2月
末
現
在
)
が
受
診
し
て
き
た
。

8 
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さ
か
ら
、
震
災
の
約
叩
年
前
に

亡
く
し
た
長
男
を
思
い
出
し
て

は
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
。
診

療
所
に
通
っ
て
少
し
ず
つ
気
持

ち
が
溶
ち
着
き
、
眠
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
「
苦
し
い
思

い
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
、

助
け
ら
れ
た
」
と
感
謝
す
る
。

診
察
し
た
心
療
内
科
医
師
の

仮
倉
康
太
郎
さ
ん
(
倒
)
は
「
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
(
P

T
S
D
)
な
ど
は
今
後
も
表
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
被
災
者
に

は
継
続
的
な
心
の
ケ
ア
が
必
要

だ
」
と
話
す
。

派
遣
さ
れ
た
医
師
は
延
べ
3

0
9
5

人
、
看
護
師
は
延
べ1

0
2
8

人
(
と
も
に2
月
末
現

在
)
に
上
る
。
昨
年
8

月
に
は
、

約
2
0
0
J
隙
れ
た
岡
県
川
一

R

守っ被災地の健康

医
と
し
て
患
者
を
抱
え
る
が
、

「
被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
」

と

休
日
を
潰
し
て
岡
県
奥
州
市

か
ら
1

時
間
以
上
か
け
て
通
っ

た
。震

災
で
医
療
機
関
口
か
所
の

う
ち
叩
か
所
が
被
災
し
た
陸
前

高
田
市
で
は
、4
か
所
が
廃
業

し
た
が
、8
か
所
が
再
開・
新

設
さ
れ
た
。
市
健
康
推
進
課
の

伊
藤
真
基
課
長
は
「
幅
広
い
診

療
体
制
で
復
興
を
支
え
て
く
れ

た
。
今
後
も
、
震
災
前
と
同
じ

水
準
の
医
療
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
に
よ

る
と
、
震
災
で
は3
県
で
計
日

病
院
が
全
捜
し
た
。
こ
の
う
ち
、

宮
城
県
南
三
陸
町
の
公
立
志
津

川
病
院
は
昨
年
四
月
、
「
南
三

陸
病
院
」
と
し
て
新
た
に
開
業

し
た
。

読

士
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
市
日
(
土
)

大船渡
カ
所
の
病
院
・
診
療
所
が

被
災
し
た
。
県
は
医
師
の

流
出
を
食
い
止
め
よ
う

と
、
再
建
にl
億
1
2
5

0

万
3
7
5
0
0

万
円
を

上
限
に
助
成
。
県
内
の
仮

設
の
病
院
・
診
療
所
叩
カ

所
の
う
ち
、
滝
田
医
院
以

外
は
新
し
い
施
設
の
着
工

中
か
着
工
待
ち
だ
。

医
院
は
元
々
、
港
か
ち

1
0
0
M
の
場
所
に
あ
っ

た
。
祖
父
も
父
も
と
の
地

で
町
医
者
と
し
て
生
き

た
。
建
て
替
え
て8
年
の

医
院
は
津
波
に
流
さ
れ
、

滝
田
さ
ん
も
命
を
落
と
し

か
け
た
。

7

カ
月
後
、
約I
J
離

れ
た
高
台
の
プ
レ
ハ
ブ
で

介護士らと連携プレハプの滝田医院=若手県
大船渡市東崎町で

滝
田
さ
ん
は
震
災
翌

年
、
地
元
医
師
会
宏
童

に
推
さ
れ
て
就
い
た
。
先

代
宏
童
と
聖
霊
は
震

災
の
犠
牲
に
な
り
、
「
生
き

残
っ
た
使
命
」
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

震
災
で
管
内
で
は
養

所
が
相
次
い
で
閉
院
し
、

医
療
や
介
護
の
担
い
手
不

足
は
深
刻
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
「
こ
と
で
愚
期
を
迎

え
た
い
」
と
い
う
住
民
の め

て
く
れ
た
気
が
す
る
と

い
う
。
「
地
域
で
医
療
と

福
祉
に
関
わ
る
人
た
ち
が

集
ま
り
、
真
剣
に
話
し
合

っ
た
と
と
と
そ
財
産
」
と

胸
を
張
る
。

プ
レ
ハ
ブ
の
ま
ま
で

「
(
医
院
を
)
や
め
る
ん
で

な
い
か
」
と
の
う
わ
さ
は

何
度
も
立
っ
た
が
、
そ
ん

な
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。

「
う
ち
は
腕
で
勝
負
だ
か

ら
」
と
力
と
ぶ
を
作
っ
た
。

応
援
頼
み
綱
渡
り

高
齢
化
が
進
む
東
北
地

方
は
、
地
域
医
療
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
口
当
た
り
の
医
師

数
が
全
国
平
均
よ
り
少
な

い
問
題
を
以
前
か
ら
抱
え

て
い
た
。
震
災
後
は
心
身

の
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
中

で
医
療
体
制
が
縮
小
し
て

お
り
、
他
地
域
か
ら
応
援

を
も
ろ
っ
て
綱
渡
り
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

岩
手
県
で
は
地
域
医
療

の
拠
点
と
な
る
沿
岸
の
県

立
病
院3
カ
所
が
津
波
で

金
壇
し
、
ま
だ
仮
絞
の
ま

ま
。
宮
城
県
で
は
1
7
6

3

の
病
院
・
診
療
所
の
う

ち
、
震
災
後
に4
病
院
必

診
療
所
が
休
廃
止
し
た
。

福
島
県
は
、
東
京
電
力
福

島
第1
原
発
の
あ
る
双
葉

郡
内
で
、
臼
病
院
・
診
療

所
の
う
ち
約
叩
施
設
し
か

聞
い
て
い
な
い
。

毎

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
1

日
(
月
)

9 
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災
害
医
療
の
今
後

i

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

医
師
不
足
と
震
災
後
の
急
速
な
け
同
年
度
は
赤
字
日
の
外
憲
裏
は
、
叩
年
度
せ
る
か
ら
だ
。
約

6
0
0

人
が
受
診
し
た
。

人
口
流
出
と
い
《
蜂
題
カ
立
ち
の

1
5
0

人
か
ら
日
年
度
は
但
坂
下
院
長
は
「
町
内
の
開
業
県
医
師
会
は
「
役
目
を
終
え

は
だ
か
る
。
新
病
院
は
常
勤
医
が
足
り
人
へ
と
ほ
ぼ
半
減
し
た

。

医
も
近
場
に
入
転
院
の
受
け
皿
た
」
と
し
て
3

月
で
診
療
所
を

プ
レ
ハ
ブ
の
大
槌
病
院
の
仮
ず
、
震
災
前
は
対
応
し
た
休
日
大
槌
病
院
は

U
年
度
決
算
の
が
で
き
て
安
、
年
9
る
は
ず
。
急
閉
鎖
す
る。
心
療
内
科
は
県
立

設
診
療
所。
廊
下
に
外
章
者
と
夜
間
の
救
急
患
者
の
受
け
入
管
損
益
で
約

7
6
8

万
円
性
期
の
対
応
は
釜
石
病
院
に
任
高
田
語
原
型
誰
ぐ
。
田
畑

が
ぎ
っ
し
り
並
ぶ。
常
勤
医
は
れ
を
断
念
し
た
。
病
床
も
叩
少
の
赤
字
だ
っ
た

。

再
建
後
は
病
せ
る
役
割
分
担
で
地
域
医
療
を
潔
院
長
は
「
精
神
的
に
ダ
メ

l

内
科
と
外
科
の
計5
会
段

。

な
い
叩
と
し
、
休
診
中
の
産
婦
床
の
稼
働
で
収
入
増
を
田
窪
む
支
え
た
い
」
と
展
望
を
描
く

。

ジ
を
受
け
て
い
る
被
災
者
は
多

応
雲
市
に
よ
る
週
1

回
の
眼
人
科
な
ど
を
廃
止
し
て8

科
か
が
、
賞
す
る
看
護
師
の
人
件
ス
ト
レ
ス
訴
え
く
、
公
立
震
と
し
て
一
丁
ズ

科
や
整
形
外
科
の動量
南
口
は
患
ら6
科
に
絞
る。
病
床
復
活
で
貨
な
ど
経
費
も
か
さ
み
、
赤
字
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

者
が
さ
ら
に
増
え
る
。

必
事
と
な
る
当
直
は
、
山
萄
宇
医
が
続
く
見
通
し
だ

。

被
災
地
で
は
心
の
ケ
ア
の
重
と
態
勢
護
備
を
急
ぐ

。

岩
宇
県
で
は
、
東
日
本
大
震
外
科
の
坂
下
伸
夫
院
長
は
大
(
局
間
市
)
や
周
辺
の
開
業
そ
れ
で
も
、
み
臨
寵
の
回
要
性
も
増
し
て
い
る
。

仮
設
住

(東
野
滋
、
太
楽
裕
克)

災
で
被
災
し
た
高
田
露
前
高
「
高
齢
化
で
整
形
外
科
の
需
要
医
の
応
援
で
し
の
ぐ
予
定
だ

。

復
は
医
療
圏
に
と
っ
て
大
き
な
宅
暮
ら
し
の
長
期
化
な
ど
に
伴

。

田
市
)
、
大
槌
(大
槌
町
)
、
は
高
い
が
、
新
患
を
受
け
付
け
た
だ
、
加
速
す
る
人
口
減
少
意
味
を
持
つ

。

急
件
期
を
過
ぎ
う
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

1

山
田
(山
田
町
)
の
3

県
立
病
る
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

湿
は
病
院
経
営
を
圧
迫
す
る
。

町
た
患
者
や
経
過
観
察
の
必
要
な
し
、
片
頭
痛
や
腹
痛
と
い
っ
た
原
発
事
故
の
影
響
で
、
被
災
地

院
が
今
も
仮
設
施
設
で
の
診
療
布
や
飲
み
薬
の
処
方
で
済
む
患
人
口
は

2
0
1
5

年
の
国
勢
調
高
齢
者
の
引
き
受
け
が
可
際
比
症
状
が
現
れ
る
被
災
者
は
多
で
は
医
療
資
源
の
確
保
に
苦
心

を
続
け
る。
5

月
に
開
院
す
る
者
は
外
科
の
自
分
が
診
る
」
と
査
(
速
報
値

)
で
1

万
1
7
3

な
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
大
半
を
い。

す
る
状
況
が
続
く
。

特
有
の
医

大
槌
を
皮
切
り
に
再
建
が
進
む
現
状
を
説
明
す
る

。

2
。

前
回
日
年
よ
り3
5
4
4

受
け
入
れ
て
い
る
県
立
釜
石
病
県
医
師
会
が
日
年

8

月
に
陸
療
一
一lズ
も
生
じ
、
新
た
な
対

が
、
震
災
前
か
ら
続
く
深
刻
な
人

(幻
・
2

%
)
減
っ
た。
1

院
(釜
石
市)
の
負
担
を
減
ら
前
高
田
市
に
開
設
し
た
高
田診

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

療
所。
日
本
心
療
内
科
営
会
の

協
力
で
設
け
た
心
療
内
科
を
訪

れ
る
患
者
は
後
を
絶
た
な
い

。

県
内
外
の
医
師
に
よ
る
週
末
だ

け
の
診
察
だ
が
、
日
年
は
延
べ

繁
忙
で
も
経
営
苦
し
く

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
辺
自
(
月)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

患
者
情
報
福
祉
と
共
有

供

科
、
小
児
科
な
ど
叩
科
。

震
災

前
は
民
間
医
院
が
担
っ
た
人
工

透
析
治
療
も
始
め
た
。

病
床
は

る
よ
う
に
な
っ
た。
ほ
か
に
も

月
に
1

度
、
医
療
、
福
祉
関
係

団
体
が
集
ま
り
、
町
会
葎
が
抱

10 
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移転先で開業宮城 l--附院 I 

東
日
本
大
摂
火
で
繁
火
し
た

宮
城
県
南
三
陸
町
の
公
立
志
津

川
病
院
は
昨
年
ロ
月
、
南
三
陸

病
院
と
し
て
再
開
し
た
。

岩
手
、

宮
域
両
県
で
欝
火
し
た
公
立
病

院
で
、
最
も
早
く
移
転
先
で
再

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

福
祉
を

担
う
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
南
三

陸
を
併
設
し
、
小
さ
な
町
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
南
三
陸
型
の
地

域
医
療
の
確
立
を
同
軍9。

「食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な っ

た
の
で
家
に
戻
れ
そ
う
で

す
」
「
介
護
す
る
家
族
が
疲
れ

て
い
る
よ
う
だ。
短
期
的
に
入

院
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
」

毎
週
水
曜
に
聞
か
れ
る
会
議

で
は
患
者
の
母
京
細
か
く
報

告
さ
れ
る。
医
師
、
病
棟
や
外

来
な
ど
の
担
当
看
護
師
、
医
事

担
当
者
ら
病
院
職
員
の
ほ
か
、

町
か
ら
保
健
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
入
る。

検
討
す
る
対
象
者
は
、
入
院

患
単
語
~
け
で
な
く
、
外
来
、
訪

問
診
療
、
訪
問
看
護
、
透
析
の 患

者
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
利
用
者
に
も
及
ぶ
。

在
宅

に
移
行
す
る
場
合
も
、
ど
ん
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
か
な
ど
適
切
な
ケ
ア
を
探

る
。震

災
時
、5
階
建
て
の
志
浬

川
病
院
は4
階
ま
で
浸
水
し
、

患
者
や
看
護
師
ら
九
人
が
死

亡
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

町

の
中
核
と
な
る
新
病
院
の
再
建

は
地
域
の
念
聴
ル
っ
た
。

新
病
院
の
医
師
は
派
遣
を
含

め
7

人
。

診
療
科
は
内
科
、
外

総合ケアセンターを併設

一体でサービス提

叩
床
で
震
災
前
か
ら
お
床
減
つ
え
る
課
題
を
出
し
合
う

。

た
も
の
の
、
療
養
病
床
印
床
は
星
愛
子
看
護
部
長
は
「
長
い

維
持。
高
齢
化
を
見
据
え
た
地
時
聞
を
か
け
て
医
療
、
福
祉
の

域
包
括
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
関
係
者
と
患
者
と
の
聞
で
顔
が

め
、
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
一
見
え
る
関
係
を
築
い
て
き
た

。

体
で
再
建
し
た。

誰
も
が
安
心
で
き
る
ケ
ア
を
自

週
に1
度
の
会
議
は
震
災
前
指
す
」
と
前
を
向
く

。

か
ら
聞
い
て
い
た。

察
委
、
(

古
賀
佑
美
)

入
院
施
設
を
登
米
市
米
山
に
移

し
、
2

医
院
体
制
と
訟
っ
た
聞

も
テ
レ
ビ
会
議
で
情
報
共
有
を

続
け
た。
施
設
が
一
体
と
な
り
、

病
瞬
と
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
日
常
的
に
話
し
合
い
が
で
き

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
包
日
(
月)

るi

か

の

フ
が
慌
た
だ
し
く
室
長
う。

避
難
先
で
就
職

い
の
状
態
が
続
く
。

南
椙
馬
市
原
町
区
の
大
町
病
病
院
は
休
日
増
や
器
開
所
開

院
。

2

月
に
な
っ
て
イ
ン
フ
ル
も
と
も
と
1
0
0

人
い
た
看
設
と
い
っ
た
待
遇
改
善
も
進

エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
こ
と
も
あ
護
師
は
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
め
る

。

「
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り

り
、
院
内
は
い
つ
に
も
増
し
て
に
続
く
東
京
電
力
福
島
宗

i

原
な
け
れ
ば
、
入
院
の
受
け
入
れ

混
雑
し
て
い
る。

発
事
故
で
初
人
程
度
に
激
減

。

を
絞
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

地
域

「
今
春
の
求
人
目
人
に
対
し
今
は
別
人
ま
で
復
調
し
た
も
の
の
医
療
機
関
と
し
て
責
務
を

て
内
定
は1
人
だ
け。

採
用
状
の
、
関
西
な
ど
か
ら
短
期
で
の
果
た
し
た
い
の
で
す
が
:
・
」

。

況
は
厳
し
い
ま
ま
で
す
よ
」

。

応
援
組
を
含
め
た
数
字
だ
。

地
藤
原
部
長
は
焦
り
を
に
じ
ま
せ

「
看
護
師
募
集
」
。

待
合
室
藤
原
珠
世
看
護
部
長
(
引
)
が
疲
元
に
戻
る
退
職
者
の
補
充
に
追
る

。

の
張
り
紙
の
前
を
医
療
ス
タ
ッ
れ
た
表
情
で
話
す

。

わ
れ
、
現
状
維
持
で
手
い
っ
ぱ
南
相
馬
市
を
中
心
と
し
た
相

官
ぺ
助
廿
玉
、
ヨ
市
霊
佳
一

t
r

と
二
/
土
付
ι
i
l
f
A
l
I
T

川
.
寸
ぐ
ノ
ス
τ
c

つ
，

災
害
医
療
の
今
後

j

東
日

本
大
震
災
か
ら

5

年
j

品
格
日弱
J
苅
震
箔
5

a
弔

馬
地
方
で
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
不
し
ょ
げ
る
形
に
な
っ
た

。

宮
葡

足
は
恒
常
化
し
つ
つ
あ
る
。

福
世
代
の
帰
還
が
進
ま
な
い
の
が

島
県
に
よ
る
と
、
こ
と
し
1

月
響
い
て
い
る
」
と
話
す。

時
点
の
就
労
者(病
院
の
み)

中
高
生
に
焦
点

は
6
1
9

人。
事
故
直
前
と
比

較
す
る
と
、1
4
0

人
近
く
落
求
人
難
を
解
消
し
よ
う
と
、

ち
込
ん
だ
ま
ま
だ
。

市
は
昨
年2
回
の
合
同
面
接
会

相
馬
地
方
の
減
企
帽
は
、
原
を
開
催
し
た
。

日
医
療
機
関
の

発
事
故
の
影
響
が
続
く
福
島
県
参
加
に
対
し
、
集
ま
っ
た
求
職

で
も
突
出
し
て
い
る
。

い
わ
き
者
は
計
7

人
。

資
格
職
確
保
の

や
県
中
央
部
な
ど
、
原
発
事
故
難
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た

。

時
よ
り
人
数
が
轡
え
て
い
る
地
相
馬
郡
医
師
会
も
関
係
機
関

方
が
少
な
く
な
い。

に
窮
状
を
訴
え
て
い
る
も
の

南
相
馬
市
の
担
当
者
は「看
の
、
抜
本
的
な
解
決
策
は
見
つ

護
師
が
市
外
の
避
難
先
に
再
就
か
ら
な
い

。

市
内
で
は
、
入
手

職
す
る
こ
と
で
、
他
地
域
を
押
〔
次
ベl
ジ
に
つ
づ
く
〕

11 
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災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

地
域
か
ら
の
単
身
赴
任
と
い
う

手
が
あ
る
。
女
性
が
多
い
看
護

ス
タ
ッ
フ
は
、
地
元
採
用
が
主

体
と
な
る
だ
け
に
対
応
が
難
し

い
」
と
指
摘
す
る
。

看
護
人
材
の
ニl
ズ
は
、
原

発
事
故
に
よ
る
欠
員
補
充
に
と

ど
ま
ら
な
い
。

南
相
馬
市
総
合
病
院
は
来

年
、
新
た
に
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

を
オ
ー

プ
ン
セ
み
』
る
。
2
0
1

8
年
度
ま
で
の
増
員
計
画
は
叩 人

超
。
病
院
で
は
看
護
師
が
中

学
校
で
出
前
授
業
を
し
た
り
、

地
元
高
校
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
参
加
す
る
な
ど
、
組
織
を
挙

げ
炉
事
会
活
動
を
展
開
す
る
。

採
用
担
当
者
は
「
地
域
の
健 康

は
地
域
で
守
る
の
が
原
則
。

た
と
え
遠
回
り
で
も
、
看
護
の

道
を
±
公9子
ど
も
を
増
や
し
、

壇
元
の
医
療
機
関
会
葎
に
人
材

供
給
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」

と
聾
9
0
(

斎
藤
秀之
)

河
北
新
報

・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
(
火
)
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〔
前
ぺl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

不
足
で
診
察
時
間
の
短
縮
を
強

い
ら
れ
て
い
る
診
療
所
も
あ

る
。同

医
師
会
の
志
賀
ゆ
か
り
事

務
局
長
(
日
)
は
「
医
師
な
ら
他

行進協会[ßß被災 3県附胎

退
職
者
い
る
施
設

退
職
者
が
い
た
施
設
は
回
答

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
(
東
京
)
が
昨
年
公
表
し
し
た
2
5
2
施
設
の
う
ち
1
0

た
「
被
災
地
域
に
お
け
る
看
護
職
員
実
鍛
調
査
」
(
2
0
1
1
施
設

。

県
別
で
福
島
は
日・

4
年
6
1
7
月
実
施
)
に
よ
る
と
、
岩
手
、
申
歳

、

福
島
3
8
%
(
訂
施
設
)
と
県
内
施
設

県
で
東
日
本
穴
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
事
故
の
影
の
半
数
を
超
え
、
原
発
事
故
に

響
で
退
職
し
主
轟
職
員
カ
い
る
施
設
は
ω
・
1
%
に
達
し
よ
る
避
難
の
影
響
が
大
き
い
と

み
ら
れ
る
。
信
最
は
却
・

6
%

た
。

摂
火
直
後
の
日
年
度
中
の
退
職
者
総
数
は
4
6
8
人
に
(
泊
施
設
)
、
岩
手
は
m
・
9

上
っ
た
。

%
(
日
施
設
)
だ
っ
た
。

一例

県別看護師・準看護飾の治減
{2010年比!

4

割

(人)
600 

臨機磁諜鱒磁製量
60 40 。

地域外から補充、長期は困難

「育成」ヘ環境整備を

H
年
の
調
査
時
点
で
は
、
震
故
直
後
の
退
職
者
を
穴
埋
め
で

災
前
に
比
べ
看
護
職
員
は
3
県
き
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

会
葎
で
2・
5
%
(
3
4
9
人
)
被
災
地
に
は
地
域
外
か
ら
応

増
え
た
も
の
の
、
夏
昆
設
の
援
看
護
師
も
派
遣
さ
れ
て
い
る

m
・

6
%
に
当
た
る
刊
施
設
は
が
、
長
期
派
遣
は
難
し
く
、
短

依
然
と
し
て
職
員
数
が
元
に
戻
期
派
遣
で
は
受
け
入
れ
病
院
側

ら
な
い
。

原
発
事
故
に
よ
る
避
の
負
担
増
に
も
な
る
。

灘
区
域
を
抱
え
る
福
島
県
相
双
中
板
理
事
は
「
人
材
を
移
動

地
方
は
、
看
護
職
員
不
足
の
施
セ
与
」
る
よ
り

、

地
元
で
働
い
て

設
は
引
・

7
%
と
突
出
し
て
い
も
ら
う
『
地
産
地
消
』
が
最
善
。

る
。

地
域
偏
在
を
解
消
し
、
若
い
人

厚
仕
事
面
省
が
ま
と
め
た
3
が
地
元
で
働
き
た
い
と
思
っ
て

県
の
看
護
師
・
准
看
護
師
の
常
も
ら
え
る
環
境
毅
備
カ
重
要
に

動
換
算
従
事
者
数
を
震
災
前
の
な
る
」
と
強
調

。

人
材
育
成
に

叩
年
と
比
較
す
る
と
、U年
時
向
け
、
看
護
子
校
生
へ
の
修
学

点
で
、
岩
手
、
震
は
大
雪
資
金
支
援
制
度
の
充
実
や
襲

増
え
て
い
る
も
の
の
、
福
島
は
地
域
の
住
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整

5
0
0
人
以
上
少
な
い
。

備
、
看
護
職
を
進
路
選
択
し
て

日
本
肴
靖
甥
史
ロ
の
中
板
育
美
も
ら
う
高
校
生
ら
へ
の
働
者
』
掛

常
任
理
事
(
災
害
担
当
)
は
「
岩
け
と
い
っ
た
複
合
的
な
取
り
組

手
、
宮
域
両
県
も
盛
岡
市
や
仙
み
が
必
要
と
訴
え
る
。

台
市
な
ど
都
市
部
の
職
員
数
カ

増
加
要
因
で、

沿
岸
部
で
は
足

り
て
い
な
い
。
福
島
は
原
発
事

河
北
新
報
・

朝
刊

2
0
1
6

年
2

月

お
日

(
各
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仲
谷
さ
崎
「
や
れ
る
だ
け
や
る
」

半
谷
さ
ん
は
平
成
五
年

か
ら
半
谷
医
院
の
三
代
田

院
長
を
務
め
て
い
た
。
「
い

つ
か
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
」
と
小
高
へ
の
思
い
を

語
る。原

発
事
故
で
一
時
は
県

外
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
事
故
後
聞
も
な
い

二
十
三
年
三
月
下
旬
か
ち

南
相
馬
市
鹿
島
区
の
仮
設

診
療
所
で
診
察
に
当
た
っ

て
き
た
。
同
年
四
月
か
ら

原
町
区
の
渡
辺
病
院
(
現

渡
辺
ク
リ
ニック
)
の
医

師
と
し
て
勤
務
。

ニ
土
ハ

年
か
ら
聾
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
院
長
を
務
め
て
い
る

。

小
高
で
の
四
月
の
診
療

再
開
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
が
、
か
つ
て
の

職
員
は
別
の
仕
事
に
就
く

な
ど
し
て
集
ま
ら
な
い

。

渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
ス

タ
ッ
フ
を
借
り
、
週
一
一
日

程
度
の
診
療
を
す
る
予
定

だ。

「
今
来
て
く
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、

小
高
に
戻
れ
な
い
人
も
い

る
か
ら
」
と
両
施
睦
を
掛

小
高
門
馬
さ
ん

け
持
ち
で
診
療
に
当
た

る
。小

高
に
帰
還
す
る
住
民

の
数
は
予
想
で
き
な
い

。

経
箇
面
で
の
探
算
は
考
え 閉

園
南
相
馬
市の
医
療
の
現
状
市
は
原
発
事
故
に
伴
う
遊
熊
指
示
解
除
噂
備
、

居
住
制
限
両
区
域
の
解
除
時
期
に
つ
い
て
今
年

4

月
を
目
棟
と
し
て
い
る
。
震
災
と

原
発
事
政
前
は
市
内
で
病
院

8

施
般
、
診
療
所
泊
施
般
(
歯
科
除
く
)
が
運
蛍
し
て
い

た
が
、2
月
l

日
現
在
、
病
院
6

施
般
、
診
療
所
釘
施
般
と
な
っ
て
い
る
。

て
い
な
い
。
「
正
直
、
ど

れ
だ
け
で
き
る
か
は
分
か

ら
な
い。
ま
ず
は
や
れ
る

だ
廿
、
や
っ
て
み
る
」
と

決
意
す
る
。

住
民
帰
還
の
力
に

南
相
馬
市
原
町
区
出
身

の
門
馬
さ
ん
は
平
成
十
九

年
に
小
高
区
で
「
も
ん
ま

整
形
外
科
医
院
」
を
開
業

。

二
十
三
年
一
月
、
隣
接
地

に
自
宅
を
新
築
し
た
ば
か

り
で
置
答
礼
遭
っ
た

。

避
難
で
各
地
を
転
々
と

し
た
後
、
仙
台
市
に
落
ち

着
い
た。
知
人
か
ら
は
仙

台
の
勤
務
先
を
紹
介
さ
れ

た
が
、
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
謂
わ
れ
、
通
勤
し
て
き

た
。震

災
直
後
は
小
高
で
の

再
開
は
と
て
も
無
理
と
考

え
て
い
た。
し
か
し
、
施 設

や
自
宅
の
ダ
メ
ージ

は
小
さ
く
、
放
射
糠量

も
低
い
と
分
か
っ
た。

何
よ
り
多
く
の
住
民
が
帰

還
の
前
提
と
し
て
医
療

機
関
を
求
め
て
い
る
と
市

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
知
っ た。開

院
当
初
か
ら
の
看
謹

師
が
残
っ
て
く
れ
た
の
も

心
強
か
っ
た
。

昨
年
四
月

か
ち
は二
人
で
肪
問
診
療

も
行
っ
て
い
る
。

な
じ
み
の
患
者
の
多
く は

腰
や
膝
に
病
気
を
抱
え

る
お
年
寄
り
だ
。

再
開
を

闇
く
と
「
と
れ
で
安
心
」

と
喜
ん
で
く
れ
た
。

渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
掛

け
持
ち
し
、
当
面
は
月
、

木
暗
日
だ
貯
の
診
療
だ

。

「
賠
償
が
打
ち
切
ら
れ
た

ら
大
変
だ
が
、
自
分
が

作
っ
た
診
療
所
だ
か
ら

で
き
る
と
乙
ろ
ま
で
頑

強
り
た
い」
と
思っ
て
い

る
。

純
弘
精
神
医
療
支
え
た
い

堀
さ
ん
は
東
京
都
出
身

で
、
霞
災
前
ま
で
都
内
の

大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い

た
。
視
察
で
南
相
馬
市
な

ど
を
肪
れ
、
被
災
地
の
景

色
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
精
神
医
療
が
崩
壊
し

災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

た
と
も
い
え
る
場
所
で
精

神
科
医
と
し
て
の
自
ち
の

役
割
を
求
め
て
平
成
二
十

四
年
四
弓
南
相
馬
市
に

赴
い
た
。

同
市
の
病
院
に
勤
務
し

な
が
ら
、
仮
股
住
宅
の
住

民
の
心
と
体
の
健
康
を
取

り
戻
す
た
め
市
民
団
体
と

ラ
ジ
オ
体
撮
の
集
い
を
企

画
し
た
り
、
被
災
地
で
精

神
医
療
の
新
た
な
在
り
方

を
探
る
組
織
の
活
動
に
参

加
し
た
り
す
る
取
り
組
み を

重
ね
て
き
た
。

被
災
地
の
経
験
を
中
途

半
端
に
手
放
す
べ
き
で
は

な
い
と
思っ
た。

「
自
分

の
生
活
を
し
っ
か
り
し
て

い
な
い
と
、
周
り
は
誰
も

動
い
て
く
れ
な
い
」
と
も

感
じ
た。
南
相
馬
で
開
業

し
、
暮
ら
す
と
い
う
道
は

自
然
な
選
択
だ
っ
た
。

J
R

鹿
島
駅
前
で
休
齢

中
の
診
療
所
を
借
り
、
「
ほ

り
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
聞
く。
「南
相
馬

に
は
露
災
体
験
に
、
高
齢

化
や
地
域
力
の
室
温
と
い

う
問
題
が
置
な
る
。
世
界

の
注
目
を
引
っ
張
り
な
が

ら
課
題
に
向
か
っ
て
い
き

た
い」
と
話
し
て
い
る
。

福

島

民
報

・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
時
日
(
火
)

- 著書室詰示警褒書受護問唇室示省足蓄盲

震災5笠 0512ifi 号 222F22255
姿会医芝警暴雲 BE 高克警皇室霜霊墨
在慧叢雲管室主欝告 gg 誌釜惇需屡長

南相馬爪医療守Ii可MノLð苅ミ
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災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

「
被
ば
く
」

福
島
で
被
ば
く
問
題
と
向
き
合
う
ー
ー
。
福
島
県
浪
江
町

出
身
で
日
本
医
療
科
学
大
学
(
埼
玉
県
)
看
護
単
科

4

年
、
三

船
酔
勢
さ
ん
(
詑
)
は
と
の
春
、
放
射
線
災
害
時
の
医
療
や
ケ

ア
を
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
、
福
島
県
立
医
科
大
大
学
院
の
門

を
く
ぐ
る
。
高
校2
年
生
の
時
、
東
京
電
力
福
島
第
1

原
発

事
故
が
起
き
、
古
里
は
帰
還
困
難
区
域
に
。
傷
つ
き
、
悩
み
な

が
ら
進
路
を
手
探
り
す
る
5

年
間
だ
っ
た
。
【
杉
山
雄
君

昨
年8
月
、
福
島
県
川
内
村
染
を
測
定
し
、
住
民
に
リ
ス
ク

の
山
間
部
に
あ
る
パl
ペ
キ
ュ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
伝
え

l

場
。
被
ば
く
医
療
に
つ
い
て
る
仕
事
を
し
て
い
た
。
前
年
、

学
ぶ
大
学
生
向
げ6
泊
7

日
の
看
護
学
科
の
仲
間
と
一
緒
に
折

セ
ミ
ナ
ー
で
の
懇
親
会
だ
っ
回
さ
ん
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

た
。
日
が
暮
れ
て
、
川
の
せ
せ
っ
た
。
「
見
ず
知
ら
ず
の
土
地

ち
ぎ
の
音
が
心
地
よ
い
。
三
瓶
に
住
み
込
ん
で
住
民
に
寄
り
添

さ
ん
は
、
謂
師
の
一
人
の
長
崎
う
な
ん
で
す
ご
い
」
と
憧
れ
た
。

大
大
学
院
助
教
の
折
田
真
紀
子
被
ば
く
に
つ
い
て
真
剣
に
考

さ
ん
(
却
)
に
思
い
切
っ
て
話
し
え
た
い
気
持
ち
と
、
知
る
ほ
ど

か
け
た
。
「
福
島
に
帰
っ
て
も
に
不
安
に
な
る
自
分
。
揺
れ
る

何
が
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
思
い
を
伝
え
た
。
折
田
さ
ん
は

ん
」
「
大
丈
夫
だ
よ
。
し
っ
か
り
考

折
田
さ
ん
は
長
崎
大
が
事
故
え
て
る
の
が
偉
い
」
と
言
っ
て

後
に
川
内
村
に
派
遣
し
た
保
健
く
れ
た
。
漢
が
ボ
ロ
ボ
ロ
出
た
。

師
で
、
土
壇
な
ど
の
放
射
能
汚
ご
緒
に
研
究
し
よ
う
。
大
学
院 浪江出身22歳悩んだ末の帰郷

に
行
っ
て
、
や
れ
る
と
と
の
幅

を
広
げ
て
み
な
い
?
」
。
折
田

さ
ん
の
言
葉
に
う
な
ず
い
た
。

三
瓶
さ
ん
は
浪
江
町
湾
島
で

生
ま
れ
育
っ
た
。
祖
父
母
、
両

親
ら6
人
家
族
。
乳
用
牛
加
頭

以
上
を
飼
育
す
る
酪
塵
家
だ
っ

た
。
原
発
事
故
が
起
き
、
一
時

は
親
戚
ろ
約
加
入
が
実
家
に
避

難
し
て
き
た
が
、
数
日
後
に
事

故
の
深
刻
さ
を
知
り
、
家
族
で

郡
山
市
に
避
難
し
た
。

通
っ
て
い
ト
占
県
立
双
葉
高
校

は
県
内
四
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校

に
分
か
れ
た
。
三
瓶
さ
ん
は
郡

山
市
に
あ
る
他
校
の
校
舎
に
間

借
り
し
た
教
室
に
通
っ
た
。

同
級
生
ち
か
ら
「
福
島
ナ
ン

バ
ー
だ
か
ら
洗
車
を
断
ち
れ
た

人
が
い
た
」
な
ど
と
う
わ
さ
話

を
聞
い
た
。
「
被
災
者
に
な
り

た
く
て
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
に
」
。
自
分
は
福
島
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
。
深
い
知
識 が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

と
う
考
え
た
。
「
被
ぱ
く
の
問

題
を
抱
え
た
人
の
た
め
に
働
く

看
護
師
に
な
ろ
う
」

日
本
医
療
科
学
大
学
の
宥
種

学
科
に
進
学
し
た
。
親
睦
の
た

め
の
合
宿
で
初
対
面
の
同
級
生

ち
に
「
放
射
線
の
影
響
で
避
難

し
て
い
る
」
と
話
す
と
、
場
が

彊
苦
し
く
な
っ
た
。
都
会
で
の

大
学
生
活
に
慣
れ
る
に
つ
れ

「
普
通
に
生
き
た
い
」
と
思
い

始
め
た
。
福
島
で
看
護
師
に
な

る
気
持
ち
は
薄
れ
た
。

2

年
生
の
夏
。
震
災
直
後
に

勝
跡
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
祖
父

文
雄
さ
ん
(
当
時
叫
歳
)
が
亡

く
な
っ
た
。
祖
父
は
原
発
事
故

後
に
酪
農
を
や
め
て
い
た
。

闘
病
中
、
看
病
の
母
を
手
伝

い
に
病
院
に
泊
ま
り
込
ん
だ
。

夜
中
、
大
学
の
課
題
を
と
な
し

な
が
ら
付
き
添
っ
て
い
る
と
、

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る 文

雄
さ
ん
が
「
子
牛
が
生
ま
れ

る
」
と
起
き
上
が
る
と
と
が
あ

っ
た
。
三
瓶
さ
ん
は
「
朝
起
き

て
か
ら
ね
」
と
声
を
か
け
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
人

が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
ろ
う

な
」
。
医
療
を
志
す
自
分
を
見

つ
め
直
し
た
。

「
福
島
に
戻
ろ
う
か
」
。
再

び
そ
う
思
い
始
め
た
時
、
折
田

さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
た
。
1

日
最
低6
時
間
の
勉
強
和
白
色

に
課
し
、
新
設
さ
れ
た
大
学
院

に
合
格
し
た
。

今
、
原
発
事
故
で
傷
つ
い
た

地
域
に
向
き
合
う
保
健
師
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
三
瓶

さ
ん
自
身
、
低
線
量
被
ば
く
へ

の
不
安
が
消
え
た
わ
廿
で
は
な

い
。
「
で
も
私
は
専
門
知
醐
を

学
ん
だ
人
間
と
し
て
、
同
じ
よ

う
な
思
い
の
人
に
寄
り
添
い
た

い
。
私
に
し
か
で
き
な
い
と
と

が
あ
る
と
思
う
」

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
9

日
(
水
)
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
福
島
県
浪
江
町
か
ら
…
市
)
で
看
護
師
と
し
て
働
く

。

「
震
災
で
つ
ら=

秋
田
市
に
避
難
し
て
い
る
古
農
修
一
郎
さ
ん

一
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

。

で
も
、
軟
田
で二

(
包
)
が
き
ょ
う
日
目
、
日
赤
秋
田
看
護
大
を
率

一
仲
間
と
出
会
い
、
成
長
で
き
た

。

学
ん
だ
こ
と=

業
す
る。
4

月
か
ら
福
島
赤
十
字
病
院
(
福
島

一

を
古
里
で
生
か
し
た
い
」
と
前
を
向
く

。
=

一
助
教
(
但
)と
学
生
有
志
で「防
連
絡
し
た
こ
と。
秋
田
で
の
防
災
震
災
か
ら5
年
が
過
ぎ
た。
放

災
中
寸
ャ
ン
プ
」
を
企
南
県
内
の
活
動
を
通
じ
、
掛
廿
替
え
の
な
い
射
線
量
が
高
い
帰
還
困
難
区
域
に

学
生
や
児
童
に
災
害
時
の
対
応
を
伸
聞
に
出
会
え
た
こ
と

:
・。

あ
る
自
宅
に
は
一
度
も
戻
っ
て
い

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ア
ル
ミ
缶
「卒
業
後
は
福
島
で
働
こ
う
」
。な
い
。
「
浪
江
町
で
の
僕
の
物
語

を
使
っ
た
炊
飯
や
段
ボ
ー
ル
で
の
こ
う
決
め
た
の
は

3

年
生
の
臨
床
は
止
ま
っ
た
ま
ま

。

い
つ
か
行
つ

寝
具
作
り
の
方
法
を
伝
え
た

。

実
習
の
時
だ。
病
院
で
お
年
寄
り
て
み
た
い
け
ど
:

・
。
タ
イ
ム
ス
リ

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
自
身
の
被
災
と
接
す
る
う
ち
に
、
避
難
先
の
秋

ッ

プ
し
た
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
ろ

看
護
師
を
志
す
き
っ
か
け
は
震
発
か
ら

6
J。
古
農
さ
ん
は
家
族
体
験
を
率
直
に
話
し
た

。

津
波
を
田
市
か
ら
福
島
市
に
移
り
住
ん
だ
う
な

」

災
だ
っ
た。
当
時
は
双
葉
高
校
(
双
5

人
で
親
類
、
知
人
を
頼
っ
て
恐
れ
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
高
台
祖
母
を
は
じ
め
、
地
元
の
お
年
寄
古
農
さ
ん
の
新
生
活
は

4
月
か

葉
町
)
の2
年
生。

剣
道
部
の
練
北
上
。

震
災
4

日
後
、
秋
田
市
に
向
か
っ
た
こ
と

。

真
っ
ニ
つ
に
り
た
ち
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。
「
み
ら
福
島
市
で
始
ま
る。
「
患
者
に

習
中
に
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
身
を
寄
せ
た

。
「
す
ぐ
に
元
な
っ
た
プl
ル
を
自
に
し
、
地
震
ん
な
元
気
か
な

」
「
お
世
話
に
な
寄
り
添
い
、
相
手
の
不
安
を
和
ら

の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
校
内
に
物
が
の
暮
ら
し
に
戻
る
だ
ろ
う
」

。

そ
の
規
模
を
思
い
知
っ
た
こ
と
。

地
っ
た
人
に
仕
事
で
恩
返
し
し
た
げ
た
い
。

そ
れ
が
自
分
に
で
き
る

散
乱
し
た。
仲
間
と
校
庭
に
避
難
の
淡
い
期
待
は
薄
れ
、
地
元
の
元
の
仲
間
と
の
別
れ
が
何
よ
り
も
い

」
l
。

実
習
が
終
わ
る
こ
ろ
、
復
興
支
援

」
。
古
農
さ
ん
の
決
意

し
た
際
、
養
護
教
諭
が
け
が
を
し
仲
間
と
離
れ
離
れ
と
な
っ
た

。

見
つ
ら
く
、
公
衆
電
話
か
ら
何
度
も
心
は
決
ま
っ
た

。

は
固
い
。
(

那
須
智子
)

た
生
徒
を
手
当
て
す
る
姿
を
見
て
知
ら
ぬ
土
地
で
の
避
難
生
活
を

「
自
分
も
力
に
な
り
た
い

。

で
も
始
め
、
秋
田
中
央
高
校
に
編
入
し
秋
田
看
護
大
、
災
害
想
定
ぇ
、
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
を
運
ぷ
手
段
な
ど
を
紹
介
し
た

。

医
療
の
知
識
も
技
術
も
な
い
」
と
た

。

メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
さ
さ
げ
た

。

震
災
発
生
時
刻
の
午
後
2
時
必

感
じ
た。
こ
の
時
の
無
力
感
が
進「古
里
を
離
れ
て
も
復
興
や
防
学
生
た
ち
は

5
班
に
分
か
れ
、
分
に
は
、
参
加
者
が
黙
と
う
し

、

路
選
択
に
結
び
付
い
た
。

災
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

」
。卒
堂
止
す
り
炊
き
出
し
炊
き
出
し
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た

。

自
宅
は
東
京
電
力
福
島
第
1

原
業
後
、
秋
田
看
護
大
に
進
学
す
る
震
災
犠
牲
者
に
黙
と
?
匂
砲
災
害
用
移
動
炊
飯
器
を
使
い
、
看
護
大

3
年
の
伊
藤
百
花
さ
ん

と
災
害
看
護
を
学
び
、
防
災
活
動
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
冷
蔵
庫
の
残
り
物
で
肉
じ
ゃ
が
や

(包
)は
「震
災
被
害
を
振
り
返
り
、

に
取
り
組
ん
だ
。

1

年
生
の
時
は
輿
や
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
リ
ゾ
ッ
ト
な
ど
を
調
理
し
た

。

参
防
災
活
動
に
つ
い
て
考
え
合
う
機

被
災
地
か
ら
児
童
を
招
い
た
北
海
え
る
イ
ベ
ン
ト

「私
た
ち
は
、
忘
加
者
が
試
食
し
た
結
果
、
イ
カ
飯
会
に
な
っ
た

。

こ
れ
か
ら
も
こ
う

道
で
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
児
れ
な
い

。
」
が
叩
目
、
秋
田
市
上
が
最
も
好
評
だ
っ
た

。

し
た
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

重
と
遊
ん
で
語
ら
い
、
震
災
で
傷
北
手
の
日
赤
秋
田
看
護
大
・
秋
固
ま
た
、

2
0
1
4

年
か
ら
開
催
い
」
と
話
し
た
。
(那
須
智
子
)

つ
い
た
心
に
寄
り
添
っ
た

。

短
大
で
行
わ
れ
た
。

学
生
や
市
民
し
て
き
た「防
災
キ
ャ
ン
プ」
に

3

年
生
か
ら
は
、
仙
台
市
で
被
ら
約
印
人
が
災
害
発
生
を
想
定
し
つ
い
て
、
学
生
が
説
明

。

担
架
の

災
し
た
日
赤
秋
田
短
大
の
及
川
真
て
炊
き
出
し
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
代
わ
り
に
毛
布
を
使
っ
て
傷
病
者

看護の道で福島に思返し
浪江町から避難・古農さん秋田看護大きょう卒業

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

ki Sokuhou 

と安全管理総集飯田16年 6号

2
0
1
6

年
3

月
刊
日
(
金
)

災
害
医
療
の
今
後

i

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i
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災害時の医療空白を防げ

災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

時町
の
お
医
者
さ
ん
の
カ
を
災
害
時
に
も
。

南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
名
古

屋
市
の
市
医
師
会
は
、
会
員
医
師
が
被
災
直
後
か

ら
地
区
ご
と
に
医
療
救
護
所
存
漏
え
、
病
人
や
け

が
人
に
対
応
で
き
る
体
制
を
盤
え
て
い
る
。

全
国

的
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
。

大
規
模
災
害
時
に
は

医
療
現
場
も
混
乱
す
る
が
、
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
医
療
の
空
白
を
作

ら
な
い
よ
う
に
す
る
狙
い
だ。

(
林
勝
)

「
武
道
場
に
救
護
所
が
作
れ

雪
五
九
」
。

昨
年
十
一
月
下
旬
、
名
古
屋

市
北
区
の
八
王
子
中
学
校
で
あ

っ
た
北
区
医
師
会
主
催
の
医
療

救
護
附
訓
練。
会
員
の
開
業
医

に
加
え
て
、
区
の
薬
剤
師
会
や

区
役
所
、
保
健
所
、
消
防
署
の

関
係
者
、
計
約
百
五
十
人
が
救

護
所
の
開
設
か
ら
模
擬
診
療
ま

で
を
体
験
し
た。

北
区
で
は
、
救
護
所
は
中
学

校
の
保
健
室
に
設
置
す
る
計
画

だ
が
、
今
回
は
保
健
室
に
入
れ

ず
、
急
き
ょ
、
別
の
場
所
に

く
必
要
が
生
じ
た
と
の
想
定

だ
。

区
医
師
会
で
は
、
建
物
の

傷
み
具
合
を
目
視
確
認
す
る
簡

易
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
事

前
に
用
意。
会
員
医
師
ら
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
武
道
場
の

柱
や
は
り
、
壁
に
亀
裂
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
回
っ
た
。

学
校
の
備
品
を
活
用
し
て
、

受
付
窓
口
や
間
仕
切
り
し
た
診

察
室
を
作
り
、
畳
に
ブ
ルl
シ

ー
ト
を
広
げ
て
重
傷
者
を
寝
か

せ
る
場
所
を
確
保
し
た
。

北
区

医
師
会
で
は
、
関
係
先
と
の
協

力
態
勢
や
地
域
の
状
況
に
合
わ 設置計画訓隙も区ごと

せ
て
、
独
自
に
救
護
所
の
設
鐙

手
順
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

彦
前
に
作
成
し
て
い
る。

訓
練
を
企
画
し
た
北
区
医
師

会
救
急
担
当
の
栗
木
浩
医
師

会
O
)は
「
救
護
所
の
素
早
い
設

置
と
運
営
に
は
、
ま
ず
会
員
医

師
の
中
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

普
段

は
治
療
か
ら
医
院
の
運
営
ま
で

一
人
で
担
う
開
業
医
に
は
、
組

織
だ
っ
た
動
き
に
慣
れ
て
い
な

い
人
も
い
る。
救
護
所
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
は
、
混
乱
を
極
め
る

現
場
で
チl
ム
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
判
断
を
下
す
リ
ー
ダ

ー
を
置
く
こ
と
も
盛
り
込
ん

だ
。訓

練
は
、
各
区
の
医
師
会
の

上
部
組
織
に
当
た
る
市
医
師
会

が
音
頭
を
取
り
、
昨
年
十
月
か

ら
十
一
月
に
か
け
て
、
北
区
な

ど
四
区
で
実
施。
今
年
は
八
区

に
鉱
大
し
、
来
年
は
全
十
六
区

で
実
施
予
定。
以
降
は
全
区
で

毎
年
訓
練
す
る。

東
日
本
大
震
災
や
阪
神
大
震

災
で
は
、
被
災
直
後
に
医
療
・

救
急
機
能
が
ま
ひ。
何
と
か
拠

点
病
院
が
機
能
す
る
よ
う
に
な

る
ま
で
に
数
週
間
を
要
す
る
地

域
も
あ
っ
た。
そ
の
閥
、
医
療

が
不
十
分
な
避
機
所
で
処
置
せ

ざ
る
を
得
ず
、
患
者
の
病
状
が

悪
化
し
た
り
、
疾
患
が
あ
る
高

齢
者
の
治
療
属
鹿
が
分
か
ら
ず

に
適
切
な
投
薬
が
で
き
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
生
じ

た
。

周
辺
道
路
が
通
行
で
き

ず
、
多
く
の
け
が
人
や
患
者
が

災
害
拠
点
病
院
に
た
ど
り
着
け

な
い
ケ
l

ス
が
あ
っ
た。

被
災
地
で
は
、
地
域
の
開
業

医
は
避
難
者
の
一
人
と
な
り
、

医
師
と
し
て
の
技
術
や
経
験
を

生
か
す
場
が
な
い
こ
と
が
多

い
。

被
災
地
を
支
援
に
訪
れ
た

会
員
医
師
た
ち
の
見
聞
か
ら
、

市
医
師
会
は
二O
一
四
年
に
同

会
の
災
害
医
療
救
護
指
針
の
見

直
し
に
着
手
。
震
度5
強
以
上

の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
事

前
に
決
め
た
各
区
内
の
中
学
校

一
校
に
会
員
医
師
が
救
護
所
を

16 

設
置
す
る
と
の
規
定
を
盛
り
込

ん
だ
。

指
針
に
は
、
救
護
所
で
の
処

置
の
ほ
か
、
救
護
班
を
組
織
し

て
小
学
校
な
ど
の
避
難
所
も
巡

回
す
る
こ
と
も
感
っ
た
。

具
体

的
な
設
置
、
運
営
の
手
順
は
、

区
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
お

り
、
北
区
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

な
ど
区
独
自
の
工
夫
は
、
全
区

で
情
報
を
共
有
す
る
。

今
後
、
救
護
所
を
置
く
中
学

校
近
く
の
薬
局
な
ど
に
、
非
常

用
の
医
薬
品
を
備
蓄
す
る
。

市

医
師
会
救
急
医
療
担
当
理
事
の

加
藤
政
隆
医
師
(
五
七
)
は
「
災
害

時
で
も
身
近
な
開
業
医
が
対
応

す
る
こ
と
が
、
地
域
の
安
心
に

つ
な
が
る。
地
域
や
会
員
医
師

た
ち
の
被
災
状
況
に
応
じ
て
、

適
切
に
支
援
チl
ム
を
派
遣
で

き
る
よ
う
、
市
医
師
会
が
災
害

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
努
め
た
い
」
と
意

気
込
む。中

日

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
向
日
(
火
)



護霊長裏書

医
療
正
常
な
ら
間
人
生
存

厚
労
省
関
査
病
院
防
災
が
課
題

東
日
本
大
震
災
で
被
災
震
災
で
は
、
多
く
の
病
院
D
D
)
」
と
呼
ば
れ
、
避

し
た
岩
手
、
宮
減
両
県
の
が
停
電
や
断
水
に
よ
る
医
難
生
活
で
の
体
調
悪
化
な

病
院
で
亡
く
な
っ
た10

療
機
器
の
停
止
や
薬
不
足
ど
に
よ
る
「災
害
関
連
死
」

4
2

人
中
、
約
日
%
に
当
に
見
舞
わ
れ
た
。
次
の
災
も
合
ま
れ
る。
阪
神
大
震

た
る
計1
3
8

人
が
、
通
筈
に
備
え
、
医
療
機
関
が
災
で
は
、
倒
綴
し
た
家
屋

常
の
医
療
体
制
な
ら
救
え
機
穏
な
ど
を
守
る
防
災
体
か
ら
救
出
さ
れ
た
も
の
の

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
搬
送
で
さ
ず
に
亡
く
な
る

臼
目
、
両
県
の
医
師
が
参
い
る。

な
ど
、
約5
0
0

人
の
p

加
し
た
厚
生
労
働
省
研
究
こ
う
し
た
犠
牲
者
は
D
D

が
出
た
と
さ
れ
て
い

班
の
調
査
で
分
か
っ
た。「
防
ぎ
得
た
災
害
死(P
る
。

附 Sokuhou

と安全管理総集版 2016年 6号

2
0
1
1

年
3

月
の
東
日
本

大
震
災
で
携
帯
霞
話
な
ど
の
通

信
が
途
絶
し
た
際
、
岩
手
、
宮

城
両
県
の
医
療
機
関
の
約
7

割

が
、
衛
星
携
稽
電
話
な
ど
の
非

常
用
通
信
手
段
の
利
用
に
問
題

が
あ
り
、
患
者
の
受
け
入
れ
な

ど
に
支
障
を
来
し
て
い
た
こ
と

が
、
総
務
省
の
調
べ
で
分
か
っ

た
。
「
機
器
の
設
定
や
操
作
方

法
の
問
題
で
通
信
で
き
な
か
っ

た
」
と
い
う
病
院
も1
割
に
上

っ
た
。

調
査
は
、
総
務
省
が
昨
年
ロ

月
か
ら
今
年1
月
末
ま
で
、
通

信
網
の
被
密
が
多
か
っ
た
宕

手
、
宮
城
両
県
の
病
院
や
診
療

所
計1
7
2

機
関
を
対
象
に
実

施
。
震
災
直
後
か
ら1
週
間
程

度
の
通
信
状
況
や
、
非
常
用
通

信
手
段
の
使
用
状
視
な
ど
を
尋

岩手・宮城の病院震災時

調
査
は
震
災
発
生
日
の
吸
総
が
使
え
な
か
っ
た
は
「
災
害
拠
点
病
院
だ
け
世
界
で
ま
だ
統

一的
な
概
念

2
0
1
1

年
3

月
日
日
か
り
、
検
査
や
手
術
が
で
き
で
な
く
、
一
般
の
病
院
も
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ら
の
約
初
日
問
、
岩
手
、
な
か
っ
件
付

Jし
た
例
や
、
医
療
物
資
の
備
蓄
を
進
め
2
0
1
4

年
度
に
東
日
本
大

宮
城
の
災
害
拠
点
病
院
な
避
難
所
で
の
肺
炎
惑

ι

な
る
な
ど
、
災
害
時
に
医
療
震
災
の
犠
牲
者
を
研
究
し
た

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
は

ど
主
要
なω
病
院
で
亡
く
ど
医
療
介
入
が
遅
れ
た
ケ
を
続
け
る
た
め
の
事
前
の

「非
災
害
時
で
、
そ
の
地
績

な
っ
た
患
者
が
対
象
。

記

l

ス
が
あ
っ
た。

ま
た
、
計
画
作
り
が
必
要
」
と
話
や
病
院
が
通
常
の
環
境
・
診

録
な
ど
を
基
に
、
救
急
や
震
災
前
か
ら
慢
性
疾
患
す

。

岩
手
分
を
調
査
し
た
療
体
制
で
あ
れ
ば
、
救
命
で

災
害
医
療
の
専
門
家
が
分
で
長
期
入
院
し
て
い
た
高
岩
手
医
大
の
真
瀬
智
彦
教
き
た
と
考
え
ら
れ
る
死
亡」

齢
者
で
、
震
災
に
よ
る
医
授
(
臼
)
は
、
避
難
所
な
ど
と
定
接
し
た

。

1
9
9
5

年

ー
ドDで
あ
る」「P

療
物
資
の
不
足
で
余
命
で
阜
、
段
階
か
ら
被
災
者
の
阪
神
大
震
災
で
は
、
建
物

L

の
倒
緩
な
ど
で
外
傷
を
負
つ

D

の
可
能
性
が
高
い」

研
究
班
が
判
定
し
た
を
短
く
し
た
可
能
性
が
あ
の
体
調
情
報
を
集
め
る
こ

と
判
定
さ
れ
た
の
は
宮
城
宮
本
大
震
災
の
犠
牲
者
る
人
も
多
く
い
た
と
い
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
紋
時
純
む
目
的
勺

で
は8
6
8

人
中
、1
0

ほ
か
に
「可
能
性
を
否
う
。

た
。
〈
共

同
通
信
〉

2

人
(約
ロ
%
)
で
、
岩
定
で
き
な
い
」
が
宮
城
で
宮
減
分
を
担
当
し
た
大

手
で
は1
7
4

人
中
、
拐
犯
人
、
岩
手
で
5

人
い
た。

崎
市
民
病
院
の
山
内
総
救

人
(
約
幻
%
)
だ
っ
た
。

停
篭
や
断
水
で
人
工
呼
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
(
必
)

非
常
通
信

-非常用通信手段に関す
総務省の関査結果

保有していた非常用通信手
段が問題なく利用できた

-設定の絞りで発信でき芯かった
・無線機を充電しておらす、すぐに使用でき広かった
・災害時優先電話番号が登録されていたが、詳細を把
握していなかった

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
M
日
(
月
)

8

防
ぎ
得
た
災
害
死

信
回
転
(P
D
D

)
医
療
の

7

割
「
使
え
ず
」

ね
、
約
6

割
に
当
た
る
計10

利
用
で
き
た
」
と
回
答
し
た
の

3

機
関
か
ら
回
答
を
得
た
。
医
は
お
機
関
で
、
活
機
関
(
η
%
)

療
機
関
の
非
常
用
通
信
手
段
に
は
「
通
信
手
段
を
持
っ
て
い
な

つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
か
っ
た
」
、
「
持
っ
て
い
た
が

の
は
初
め
て
。
何
ら
か
の
原
因
で
使
え
な
か
っ

ほ
ぼ
全
て
の
医
療
機
関
で
、
た
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

何
ら
か
の
通
信
陣
容
が
発
生
し
通
信
手
段
は
あ
っ
て
も
使
え

た
が
、
衛
星
携
帯
電
話
や
無
線
な
か
っ
た
機
関
は
日
(
別
の
機

な
ど
非
常
用
通
信
手
段
を
保
有
器
が
使
用
で
き
た
ケl
ス
を
合

し
て
い
た
の
は
お
機
関
で
、
残
む
、
日
%
)
で
、
原
因
と
し
て
「
術

る
肝
機
関
は
保
有
し
て
い
な
か
星
携
常
電
話
を
取
扱
説
明
書
通

っ
た
り
、
他
の
機
関
の
通
信
手
り
に
使
お
う
と
試
し
た
が
、
最

段
を
借
用
し
た
り
し
て
い
た
。
後
ま
で
使
え
な
か
っ
た
」
、
「
設

お
機
関
の
う
ち
、
「
問
題
な
ミ
定
の
誤
り
で
受
信
は
で
き
て
も

設
定
ミ
ス
・
未
充
電
も

災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
1

発
信
で
き
な
か
っ
た
」
、
「
充

電
し
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
な

ど
を
挙
げ
た
。
非
常
用
通
信
手

段
の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
だ

け
で
な
く
、
病
院
側
が
非
常
用

機
器
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い

実
態
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

総
務
省
は
昨
年
ロ
月
に
有
識

者
会
識
を
設
置
、
蛸
末
の
小
型

化
な
ど
を
通
じ
た
普
及
促
進
を

目
指
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、6
月
に
ま

と
め
る
予
定
の
報
告
書
に
①
非

常
用
通
信
手
段
を
扱
え
る
専
門

職
の
育
成
②
訓
練
の
た
め
の
演

習
拠
点
構
想
ー
ー
な
ど
を
盛
り

込
む
方
針
だ
。

読

売
{
東
京
)
・9刊

2
0
1
6

年
3

月
5

日
(
土
)

17 
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災
害
医
療
の
今
後

i

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年

県内市町

民
生
委
員
に
情
報
の
壁

V
故
人
も
登
録

福
井
市
は
要
支
援
者
と
し
て
、

マ
身
体
障
害
者
手
帳
1
、

2

級
マ

要
介
護
認
定31
5

マ
1

人
暮
ら

し
な
ど
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
ー
な

ど
を
挙
げ
、
対
象
者
は
約
1

万
6

同
市
危
機
管
理
室
の
担
当
者
は

「
個
人
情
報
を
出
す
こ
と
に
抵
抗

感
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い

。

個

別
計
画
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
治
会

単
位
で
ど
ん
主
又
援
が
で
き
る
か

を
話
し
合
う
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
」
と
説
明
す
る

。

日
歳
以
上
の
住
民
が
会
葎
の
約

3
0
0

人
と
見
込
む
。
要
支
援
者
4

劃
を
占
め
る
岡
市
国
見
地
区

と
し
て
名
簿
に
登
録
で
き
た
の
は
は
、
大
地
震
で

5

・

6
M
1
6
・

半
数
に
満
た
な
い
約
8
1
0
0

人
2
M
の
津
波
が
抑
し
寄
せ
る
と
推

で
、
支
援
者
や
避
難
方
法
を
決
め
定
さ
れ
て
い
る

。

岡
市
民
生
児
童

る
個
別
計
画
が
で
き
た
の
は
千
人
寮
員
協
議
会
連
合
会
で
副
会
長
を

余
リ
と
い
う
状
況
だ
。

務
め
る
長
谷
川
理
さ
ん
(
印)H

岡
市
鮎
川
町H
は
市
か
ら
提
供
さ

れ
た
裏
支
援
者
名
簿
に
驚
い
た

。

登
録
者
叩
人
の
う
ち
日
人
が
既

に
亡
く
な
っ
て
い
た
り
、
施
設
に

入
所
し
件
付
り
し
て
、
地
区
に
い
な

か
っ
た。
比
較
的
若
く
自
力
で
避

難
で
宍
旨
や
人
が
蹴
っ
て
い
る
一
方

で
、
手
助
け
が
必
要
と
考
え
て
い

た
約
別
人
が
絞
け
て
い
た
。
市
に

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
ら
災
害
時
の
自
力
避
難
が
難

し
い
「要
支
援
者
」
。

県
内
市
町
が
名
簿
手
作
っ
て
い
る

が
、
登
録
し
て
い
る
の
は
一
部
に
と
ど
ま
り
、
避
難
牽
手

助
け
す
る
人
の
確
保
も
簡
単
で
は
な
い

。

災
害
弱
者
を
本

当
に
守
れ
る
の
か
。
日
常
か
呈
又
え
て
い
る
民
生
寮
員
は

苓
迂
壁
を
感
じ
て
い
る
。
(
西
脇
和
宏
)

選
灘
時
の
要
支
援
者
東
日
本
大
震
災
で
は
死
者
の
約

6

劃
が
白

級
以
上
で
、
障
害
の
あ
る
人
の
死
亡
率
は
住
民
会
夜
の
死
亡
率
の
約

2

倍
に
上
っ
た
。
2
0
1
4

年
麹
付
の
改
正
災
害
対
策
基
本
法
で
、

災
害
時
に
家
族
な
ど
が
周
囲
に
い
な
い
と
想
定
『
」
れ
、
第
三
者
の
支

援
が
必
要
な
「
波
種
行
動
要
亨
痩
者
」
の
名
簿
作
成
を
市
区
町
村
に

畿
務
付
け
、
さ
り
に
個
別
計
画
を
作
る

4
つ
促
し
科
、

聞
い
A
Fわ
せ
る
と
、
登
録
同
意
の

返
事
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
名
簿
は
実
態
と
懸
げ
離
れ
て

い
る
」
と
畏
谷
川
え
。
要
義

者
の
基
準
に
も
疑
問
を
感
じ
る

。

「
要
介
護3以
上
に
な
る
と
施
設

に
入
る
人
が
少
な
く
な
い

。

地
域

の
支
援
が
本
当
に
必
要
な
の
は
、

む
し
ろ
在
宅
の
要
介
護
度
が
低
い

人
で
は
な
い
か
」

V
苦
い
経
験

東
日
本
大
様
災
の
教
訓
か
ら
、

要
支
援
者
の
同
意
や
条
例
が
あ
れ

ば
、
市
町
は
災
害
前
で
も
自
治
会

な
ど
に
名
簿
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
た
だ
、
同
意
が
な
け

れ
ば
地
域
に
情
報
が
伝
わ
ら
な
い

状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

県
民
生
委
員
児
童
蚕
員
協
議
会

の
清
水
武
士
副
会
長
(
河

)
H鯖
江

市
H

は
「
特
に
障
害
の
あ
る
人
の

情
報
は
行
政
に
暫
与
る
を
得
な

い
。

情
報
が
な
げ
れ
ば
、
災
害
時

の
対
応
を
地
域
で
話
し
合
う
こ
と

も
で
当
」
な
い
」
と
指
摘
す
る

。

2

0
0
4

年
の
福
井
豪
雨
で
苦
い
経

験
を
し
た。
岡
市
河
和
田
地
区
が

大
き
な
被
害
を
受
け
た
時
に
、
障

筈
の
あ
る
人
の
情
報
が
な
く
、
一

部
で
安
否
確
認
や
被
災
後
の
ケ
ア

が
で
き
な
か
っ
た

。

要
支
援
者
を
手
助
け
す
る
人
を

ど
う
決
め
る
か
も
大
き
な
課
題

だ
。
「
災
害
時
は
自
分
や
家
族
を

守
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
。
離
も

引
当
注
文
け
た
が
ら
な
い
」

。

以
前

に
同
様
の
名
簿
を
作
っ
た
時
は
、

離
れ
て
住
む
人
が
支
援
者
に
な
っ

た
り
、
清
水
々
瓦
が
自
分
の
名
前

を
・
い
た
り
し
た
が
、
「
そ
れ
で

は
愈
昧
が
な
い
」
と
強
調
す
る
。

福
弁
市
国
見
地
区
は
2
0
1
3

年
に
、
叩
軒
前
後
の
グ
ル
ー
プ
が

助
け
合
っ
て
避
難
す
る
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
。

長
谷
川
さ

ん
は
「時
間
帯
や
曙
日
に
よ
っ
て

避
難
を
手
助
け
で
き
る
人
は
変
わ

る
。

完
全
な
個
別
計
薗
を
作
る
の

は
事
実
上
難
し
い
。

名
簿
や
計
画

と
い
っ
た
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ど

う
支
え
る
か
手
通
域
の
中
で
話
し

合
う
こ
と
が
重
曹
と
懸
え
た
。

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
市
日
(
水
)
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摂
南
大
(
寝
屋
川
市
)
で
病
院
防
災
を
研
究
す
る
大
学
院
生

2

人
が
阪
神
大
震
災
と

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
公
立
病
院
で
昨
年
、
事
務
職
員
ら
を
対
象
に
し
た
災
害
訓

練
を
行
っ
た
。
事
務
系
は
医
師
ほ
ど
頻
繁
に
は
訓
練
が
な
い
と
さ
れ
、
今
回
取
り
組
ん

だ
病
院
で
も
「
非
常
時
の
動
き
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
と
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。
訓
棟

結
果
を
率
業
研
究
に
ま
と
め
る
な
ど
し
た
2

人
は
「
被
災
し
た
病
院
が
い
ち
早
く
機
能

を
発
揮
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
(
広
瀬
毅
)

摂
南
大
2

院
生
職
員
に
訓
練

同
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の

福
永
博
文
さ
ん(却
)
と
安
藤
菜
々
さ

ん
(泊
)
。
い
ず
れ
も
池
内
淳
子
准
教

授
(
窃)の
指
導
で
大
規
模
災
害
時
の

病
院
機
能
の
維
持
方
法
な
ど
を
研
究

し
て
い
る
。

訓
練
は
、
福
永
さ
ん
が
昨
年

8

月
、

神
戸
市
内
の
会
場
で
兵
庫
県
立
日
病

院
の
事
務
職
員
ら
叩
人
に
、
安
藤
さ

ん
は
同
日
月
、
福
島
県
立
医
科
大
付

属
病
院
(福
島
市
)で
事
務
職
員
と
看

護
師
ら
計
白
人
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。

い
ず
れ
も
病
院
の
地
図
や
カl
ド
な

ど
を
用
い
る
「図
上
訓
練」
だ
っ
た

が
、
緊
迫
感
が
み
な
ぎ
っ
た
と
い
う

。

「至
急
、
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
の

状
況
を
確
認
し
て
く
れ
!」

神
戸
市
で
の
訓
練
で
は
、
病
院
の

災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
が
カ
ー

ド
で
示
さ
れ
る
と
、「1
人
を
防
災

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
し
て
確
認
し
よ

う
」
「
そ
れ
か
ら
本
部
に
連
絡
だ」

と
机
を
囲
ん
だ
参
加
者
が声
を
上

げ
、
対
応
を
カ1
ド
に
書
き
込
ん
だ。

被災時の役割病院事務

参
加
者
ら
は
「ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

状
況
確
認
」
「
入
院
患
者
へ
の
食
事
の

配
布
」
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
み
、

「
断
水
し
て
も
備
蓄
し
て
い
る
水
が

3

日
は
も
っ
」
「
食
事
は
階
段
を
使

っ
て
配
る
」
な
ど
と
対
応
策
を
出
し

合
っ
た
。
断
水
中
で
も
ト
イ
レ
を
清

潔
に
し
て
お
か
な
い
と
感
染
症
が
起

き
う
る
な
ど
、
訓
績
で
気
付
く
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
い
、
若
手

職
員
に
震
災
の
経
験
や
知
識
を
語
り

継
ぐ
必
要
性
も
痛
感
し
た
と
い
う

。

県
病
院
局
企
画
課
の
担
当
者
は

「病
院
が
機
能
を
発
揮
す
る
に
は
、

縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
る
事
務
系
職

員
の
働
き
が
不
可
欠。
訓
練
で
問
題

意
識
を
共
有
で
き
たヲ
」
振
り
返
る
。

一方
、
安
藤
さ
ん
も
事
務
職
と
看

護
職
と
い
う
異
な
る
職
種
聞
の
連
携

を
中
心
に
検
証。
「そ
れ
ぞ
れ
が
現
場

で
ど
う
動
い
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
た」と
評
価
さ
れ
た
と
い
う。

同
大
学
付
属
病
院
の
担
当
者
は

「動き想像できた」好評神戸市、福島県で

「院
内
の
水
や
燃
料
の
場
所
、
患
者

が
因
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
双
方
が

知
ら
な
い
内
容
が
何
か
を
詳
し
く
把

盤
で
き
た
」
と
話
す。

福
永
さ
ん
は
訓
練
の
成
果
を
卒
業

研
究
に
ま
と
め
、
今
月
白
目
、
卒
業

式
を
迎
え
た
。
今
春
か
ら
建
設
会
社

で
設
計
監
理
の
仕
事
に
就
く
と
い
い

「今
回
の
経
験
を
会
社
で
も
生
か
し

た
い
。

大
学
の
後
輩
に
は
こ
の
取
り

組
み
を
全
国
の
病
院
に
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
言
う
。

安
藤
さ
ん
は
「今
後

は
職
種
を
広
げ
、
保
健
師
や
医
師
、
行

政
職
員
を
対
象
に
し
た
訓
練
に
も
取

り
組
み
た
い」と
意
気
込
ん
で
い
る。

読

官
冗(大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
華
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観
点
か
ら
設
置
状
況
が
課
題
と
は
数
時
間
か
ら
十
数
時
間
で
既
は
、
河
川
を
活
用
し
た
水
力
発
学
術
集
会
は
東
日
本
大
察
火

な
る
ト
イ
レ
の
在
り
方
を
テ
l

存
の
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
る
電
で
「
道
の
駅
」
の
ト
イ
レ
の
以
降
、
東
北
地
方
で
聞
か
れ
る

マ
に
意
見
交
換
し
た
。

ケ
ー
ス
が
多
く
、
災
害
発
生
か
電
力
を
確
保
し
、
長
期
停
電
に
の
は
初
め
て

。

全
国
各
地
か
ら

「
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
未
来
」
ら
数
時
間
以
内
に
代
替
ト
イ
レ
備
え
る
長
井
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
医
師
や
大
学
関
係
者
ら
約

1
4

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
ト
を
紹
介

。

パ
ネ
ル
討
論
で
森
O
O

人
が
参
加
し
て
い
る
。

災
害
時
の
医
療
に
関
す
る
科
目
か
ら3
日
間
の
日
程
で
山
形
は
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
有
識
た
。

震
災
で
は
道
路
事
情
な
ど
野
会
長
は
「
ト
イ
レ
対
策
は
社

学
的
な
研
究
成
果
を
発
表
す
る
市
の
山
形
国
墜
父
部
ノ
ラ
ザ
で
者
や
内
閣
府
の
担
当
者
ら
が
避
か
ら
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
に

2

会
的
な
問
題
を
含
ん
だ
深
い
テ

日
本
集
団
災
害
医
営
ム
胃
総
会
・
聞
か
れ
、
羽
田
は
県
民
公
開
シ
難
所
の
ニ
!
ズ
や
東
日
本
大
震
週
間
を
要
し
た
自
治
体
も
あ
っ

l

マ
。

災
害
時
に
真
っ
先
に
考

学
術
集
会
(
会
長
・
森
野
一
真
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

。

災
害
時
災
で
の
対
応
と
い
っ
た
事
例
を
た。

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
応
の

県
立
中
央
病
院
副
院
長
)
が
幻
に
公
衆
衛
生
や
個
人
の
尊
厳
の
報
告

。

停
電
を
伴
う
避
難
所
で
岡
山
朋
子
大
正
大
准
教
授
一
つ
だ
」
と
語
っ
た
。

災
害
時
医
療
の
県
民
シ
ン
ポ

山形

ト
イ
レ
対
策
考
え
る

災
害
医
療
の
今
後

i

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
{
月
)
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メ
デ
ィ
ア
ス
H
D
は
B
C

P

対
策
と
し
て物
流
施
設

を
括
充

企
i
i
l
i
l
i
-
-
i

た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
1

万

東
日
本
大
震
災
は
東
北
地
嫁
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
医
療
機
器
を
製
造

1
5
0
0

ア
イ
テ
ム
を
在

・

販
売
す
る
企
業
は
事
業
継
続
計
画(BC
P

)
対
策
の
強
化
に
相
次
ぎ
乗
り
出
し
た

。

大
規
模
災
害
で

庫
し
、
首
都
圏
の
病
院
約

医
療
機
器
の
製
造・
販
需
拠
点
が
被
災
す
れ
ば
全
国
医
療
機
関
へ
の
安
定
供
給
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
る

。

6
5
0

施
設
に
医
療
材
料

ま
た
被
災
地
に
医
療
機
器
を
い
か
に
供
給
で
き
る
か
も
大
き
な
課
題
に
な
る

。

各
社
と
も
「
医
療
の
継

を
提
供
す
る。
若
杉
好
洋

続
」
を
使
命
に
、
拠
占
容
散
や
出
荷
ル

1

ト
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
(

宮
川
康
祐)

メ
デ
ィ
ア
ス
H
D
勢
作
役

対
応
す
る
ほ
か
、B
C
P

し
、
日
年
の
秋
に
は
プ
ロ
注
セ
ン
タ
ー
や
倉
庫
な
ど
員
営
業
推
進
本
部
長
は

大
き
な
影
響

対
策
と
し
て
生
産
分
散
さ
ジ
エ
ク
ト
を
開
始
し
た

。

物
流
機
能
も
分
散
さ
せ
る
「
災
害
時
は
衛
生
材
料
や

テ
ル
モ
は1
月
末
か
ら
せ
る
こ
と
が
工
場
新
設
の
テ
ル
モ
の
生
産
拠
点
は
静
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
オ
ム
ツ
な
ど
が
大
量
に
求

山
口
工
場
(山
口
市
)
を
対
応
の
施
設
内
に
移
設

。

め
ら
れ
る。
セ
ン
ター
で

本
格
稼
働
し、

血
管
に
通

厚
佳
子
伝
田
川
英
こ

b
u
雲
隠
・
柑
M
雲
隠
レ
匂
内
裏
の
修
理
・
メ
ン
テ
は
2
週
間
分
を
在
で

し
て
カ
テ
l

テ
ル
な
ど
を

日
除
t
f
L
E
さ
U
P
U
-
2
3
白
属
高
剛
自
足
，

1

ナ
ン
ス
体
制
も
従
来
の
白
安
定
供
給
に
備
え
る
」
と

誘
導
す
る
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
河
工
場
に
加
え
、
長
野
県
語
る

。

の
出
荷
を
始
め
た
。

ガ
イ
狙
い
だ
。

ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
岡
・

山
梨
の
両
県
に
集
講
じ
た。
既
存
工
場
も
耐
注
ぐ。
消
化
器
内
視
鏡
は
伊
那
市
に
拠
点
を
新
設
し
建
屋
に
は
緊
急
時
向
け

ド
ワ
イ
ヤ
の
需
要
増
加
に
は
テ
ル
モ
が
園
内
シ
ェ
ア
中
。

東
日
本
大票
火
に
よ
震
化
し
、
現
在
は
全
国
営
圏
内
で
全
量
生
産
し
、青
2

拠
点
に
分
散
し
た
。

の
η
時
間
電
源
供
給
設
備

6

割
強
を
握
る
主
力
製
品
る
直
接
被
害
は
少
な
か

っ

業
拠
点
の
移
転
も
進
め
森
・

福
島
県
乙
主
要3
工
な
ど
が
備
え
ら
れ
、

「ラ

3

』

2

週
間
分
在
庫

で
あ
り
、
供
給
が
途
絶
え
た
が
、
電
力
需
給
が
不
安
る
。

今
春
ま
で
に
旧
耐震
場
カ
サ
殖
す
る。
東
日
本

ン
プ
ウ
ェ
イ
ま
で
免震構

れ
ば
医
療
現
場
に
大
き
な
定
に
な
る
な
ど
工
場
操
業
基
準
の
自
社
施
設
を
す

べ
大
震
災
で
は
拠
点
が
被災

メ
ー
カ
ー

だ
け
で
は
な
造
の
た
め
災害
時
で
も
出

影
響
を
与
え
る。

へ
の
影
響
は
大
き
か
つ
て
廃
止
し
、
新
た
な
施
設
し
生
産
が一時
滞
っ
た。
く

、
医
療
機
器
を
現
場
に
荷
ル
1

ト
を
確
保
で
き

「工
場
設
立
を
決
め
た
た
。

東
日
本
大震
災
に
ょ
に
移
転
す
る
こ
と
で
従
業3
工
場
は
い
ず
れ
も
新
棟直
接
届
け
る
販
売
会
社
の
る」
(
高
橋
哲
男
総
合
企

経
営
陣
の
判
断
は
非
常
にっ
て
一
極
生
産
リ
ス
ク
が員
の
安
全
を
確
保
す
る
。

を
建
て
、
免震
・
耐震
化
取
り
組
み
も
重
要
だ
。

医
画
本
部
購
買
物
流
管
理
部

早
か
っ
た」
。
設
立
プ
ロ
浮
き
彫
り
こ
な
り
、「東
乙
着
手

。

5

年
秋
こ
新
棟
療
機
器
販
売
大
手
の
メ
デ長
)
と
い
う
。

物
流
業
者

』

2

拠
点
に
分
散

り

1

』

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
繁
京
電
力
管
轄
外
で
の
生
産
カ
稼
働
し
た
白
河
工
場
ィ
ア
ス
ホ

I

ル
デ
ィ
ン
グ
と
の
連
携
も
強
化
し
、
災

田
一
伸
テ
ル
モ
総
務
部
長
拠
点
が
必
要
に
な
っ
た
」
消
化
器
内
視
鏡
で
世
界
(福
島
県
西
郷
村)
で
は
ス

(H
D
)
は
、
B
C
P

害
時
の
緊
急
車
両
認
定
を

は
こ
う
振
り
返
る。
(

繁
田
総
務
部
長)
。

シ
ェ
ア
7

割
の
オ
リ
ン
パ
隣
接
地
に
あ
っ
た
部
品
集
機
能
を
高
め
た
首
都
圏
物
受
け
る
な
ど
安
定
供
給
体

東
日
本
大震
災
が
発
生
東
日
本
大
震
災
後
、
受
ス
も
B
C
P

対
策
に
力
を
中
購
買
セ
ン
タ
ー
を
免
震
流
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
制
を
盤
備
し
て
い
く。

医
療
機
器

各
社

災
害
医
療
の
今
後

1

東
日

本
大
震
災
か
ら

5

年
i

生
産
分
散
ヘ
工
場
新
設

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
刊
日

(金
)
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東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ

た
岩
手
、
世
最
、
福
島
3

県
の

犠
牲
者
の
身
元
確
認
は
、
歯
型

鑑
定
に
よ
る
も
の
がDN
A
鑑

定
の
約7
倍
だ
っ
た
こ
と
が
ロ

白
、
響
察
庁
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た。

震
災
で
は
家
族
全
員

が
亡
く
な
っ
た
り
、
家
が
流
さ

れ
た
り
し
た
た
め
、D
N
A
を

照
合
す
る
試
料
が
得
ら
れ
に
く か

っ
た
。
未
曽
有
の
大
災
害
に

効
果
を
示
し
た
こ
と
で
、
各
地

の
歯
科
医
師
会
な
ど
が
歯
料

情
報
室
顛
問
、
安
全
に
保
管

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。嘗

察
庁
の2
月
末
現
在
の
集

計
に
よ
る
と
、3
県
で
身
元
を

確
認
し
た
遺
体
は1
万
5
7

4
9

人
。

そ
の
う
ち1
万
3
9

経
験o品
紘
一
剛
、
次
に
告
か
そ
ラ

歯
科
医
9

人
勉
強
会
を
結
成

東
日
本
大
震
災
の
発
生当時
、
遺
体
安
置
所
で
身
元
確
認
に
携
わ

っ
た
全
国
の
女
性
歯
科
医
9
人
が
、
経
験
や
教
訓
を
次
に
つ
な
げ
た

い
と
勉
強
会
を
つ
く
り
、
訓
練
や
情
報
共
有
を
続
け
て
い
る

。

3
月

日
日
に
は
、
当
時
を
振
り
返
る
本
も
出
版
。
「
一人
で
も
多
く
の
身

元
不
明
者
を
家
族
の
元
に
帰
し
た
い
」
と
の
思
い
が
原
動
力
だ

。

昨
年
秋
、
千
葉
大
法
医
学
教

室
の
斉
藤
久
子
准
教
授
(
訂
)

が
知
人
ら
に
呼
び
掛
け
有
志

団
体
「J
U
M
P
」
を
設
立
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
北
海
道
や

宮
城
、
香
川
な
ど
8

道
県
に

広
が
る
。

災
害
や
テ
ロ
の
際
の
身
元
確

認
を
念
頭
に
、
一
人
一
人
が
対

応
力
を
高
め
よ
う
と
定
期
的
に

集
ま
り
、
実
践
的
な
机
上
訓
練

を
行
う。
今
年1
月
に
は
「
サ

歯
で
鑑
定
D
N
A

の
7

倍

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
身
元
確
認

き刃
回'[;、

5
5

人
(
回
・6
%
)は
身
体

的
特
徴
や
所
管
聞
が
身
元
確
認

に
つ
な
が
っ
た
。
歯
型
に
よ
る

鑑
定
は1
2
4
8

人
(
7・
9

%
)
で
、D
N
A
型
は
1
7
3

人
(
1・
1
%
)、
指
紋
・
隼

紋
は3
7
3

人
(
2・
4
%
)

だ
っ
た
。

3

県
嘗
に
よ
る
と
、
寮
火
直

後
は
身
体
的
特
徴
や
所
菅
聞
で

本出版、ルール制定訴え

庁
め

察
と

普
ま

十
分
確
認
で
き
た
が
、
時
間
と

と
も
に
顔
主
譲
で
は
判
断
で

き
な
い
ケl
ス
が
増
加
。
変
化

し
に
く
い
骨
か
ら
採
取
で
き
る

ツ
カ
l

の
国
際
試
合
中
に
爆
発

物
を
積
ん
だ
ド
ロl
ン
が
炎
上

し
、
犠
牲
者
が
多
数
出
た
」
と

の
想
定
で
、
災
害
対
策
本
部
で

の
動
き
方
や
箸
察
や
医
師
と
の

連
携
を
確
認
し
た
。

災
害
医
療
の
今
後

1

東
日
本
大
震
災
か
ら

5

年
i

D
N
A
や
歯
が
鑑
定
に
使
わ
れ

た
。し

か
し
、D
N
A
で
身
元
を

特
定
す
る
に
は
、
家
に
残
さ
れ

た
髪
の
毛
や
皮
膚
片
な
ど
の

試
料
が
欠
か
せ
な
い
。
震
災

で
は
、
自
宅
ご
と
流
さ
れ
て
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

歯
型
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
に
情
報
が
残
っ
て
い

た
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
岡
山
県

歯
科
医
師
会
は
、
津
波
な
ど
の

災
害
に
備
え
て
内
陸
の
銀
行
に

預
け
よ
う
と
、
患
者
の
同
意
を

有
志
団
体
「J
U
M
P
」
が
出
版

し
た
「3
・
什

1
d
e
n
t


t
y

」
歯
は
劣
化
し
に
く
く
、
D
N

A
型
よ
り
有
用
な
こ
と
も
多
い

が
、
遺
体
の
歯
科
情
報
の
記
録

方
法
に
統
一
ルl
ル
は
な
く
、

各
地
で
ば
ら
ば
ら
。

災
害
だ
け

で
な
く
、
全
国
に
約2
万
体

と
も
い
わ
れ
る
身
元
不
明
遺

体
の
特
定
に
も
役
立
つ
と
し

て
、
全
国
的
な
制
度
の
盤
備

が
必
要
だ
と
現
場
か
ら
訴
え

て
い
る
。

出
版
し
た
「3
・

H
I
d

e
n
t
i
t
y

」
に
は
、
大
震

災
時
の
メ
ン
バ
ー
の
経
験
談

得
た
上
で
歯
科
情
報
を
U
S
B

メ
モ
リ
ー
に
記
録
し
て
保
管
し

て
い
る
。

歯
型
の
照
合
シ
ス
テ
ム
を
作

成
し
、
世
最
県
で
県
嘗
と
と
も

に
犠
牲
者
の
特
定
作
業
に
携
わ

っ
た
東
北
大
の
青
木
孝
文
教
授

(
情
報
科
学
)
は
「
全
国
の
歯

科
医
院
は6
万
以
上
。
そ
の
情

報
は
災
害
時
、
大
き
な
身
元
確

認
の
根
拠
と
な
る
は
ず
だ
」
と

話
し
て
い
る。

〈共
同
通
信
)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
日
日
(
日
)

ゃ
、
歯
科
鑑
定
の
基
礎
知
識
を

記
載。
日
杭
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

事
故
や
阪
神
大
震
災
と
の
比
較

を
踏
ま
え
、
生
前
情
報
を
集
め

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
や
、
入

れ
歯
へ
のI
D
刻
印
を
提言
し

て
い
る
。

約
1
5
0

勾
で
1

冊

1
6
2
0

円
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
の
ア
マ
ゾ
ン
で
購
入
で

き
る
。

〈共
同
通
信
〉

新
潟
日
報
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
B
(土
)
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外
国
人
患
者
の
増
加

訪
日
客
附
万
人
過
去
最
多

昨
年
旅
行
中
の
支
出
口
%
増

2
0
1
5

年
に
日
本
を
訪
れ

た
外
国
人
控
付
者
は
過
去
震
多

の
1
9
7
3

万
7

千
人
で
、
前

年
か
ら
U
%
増
え
た
。
な
か
で

も
、
ビ
ザ
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
中
国
人
は
国
・
地
域
別
で
最

も
多
く
、
前
年
の2
倍
以
上
の

4
9
9

万
人
(
香
港
・
台
湾
を

の
ぞ
く
)
に
の
ぼ
っ
た
。
家
電

製
品
な
ど
を
「
爆
買
い
」
す
る

人
が
目
立
ち
、
外
国
人
が
旅
行

中
に
日
本
で
使
っ
た
お
金
も
n

%
増
の
3

兆
4
7
7
1

億
円

と
、
過
去
最
高
だ
っ
た
。

国
土
突
通
省
が
回
目
、
発
表

し
た
。
米
国
か
ら
は
四
%
培
の

米
軍
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・
西
普
天
間
住

宅
地
区
(宜
野
湾
市)
の跡
地
に
が
ん
治
療

の
重
粒
子
線
治
療
施
設
の
導
入
を
検
討
す

る
委
員
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
が
凶
日
、

翁
長
雄
志
知
事
に
手
渡
さ
れ
た
。

報
告
書

で
は
施
設
導
入
の
意
義
を
強
調
す
る
一
方

「
課
題
に十
分
留
意
し
、
引
き
続
き
慎
重

に
調
査
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
注

文
し
た。
い
ま
だ
施
設
導
入
の
前
提
条
件

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な

り
、
ハ
会
長
知
事
が
2
0
1
5

年
度
末
に
決

断
す
る
と
し
て
い
た
施
設
導
入
の
可
否
は

先
送
り
に
な
る。
ま
た
報
告
書
で
「
安
定

的
な
運
営
が
可
能
」
と
し
た
が
、
委
員
か

ら
は
疑
問
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

医
療
人
材
と
外
国
害

報
告
書
で
は
施
設
導
入
に
向
け
た
前
提

条
件
と
し
て①
県
内
の
放
射
線
治
療
関
係

2条件整わず
1
0
3

万
人
で
、
欧
米
諸
国
で

初
め
て
1
0
0

万
人
そ
超
え

た
。

伸
び
率
で
は
香
港
が
邸
%

増
、
ベ
ト
ナ
ム
が
岨
%
増
と
大

き
く
伸
び
、
ロ
シ
ア
を
の
ぞ
く

主
要
国
・
地
域
す
べ
て
で
、
前

年
を
上
回
っ
た。

一
方
、
日
本
か
ら
外
国
に
出

専
門
と
す
る
医
師
や
放
射
線
治
療
の
品
質

管
理
を
担
う
医
学
物
理
士
、
専
門
的
な
放

射
線
技
師
や
看
護
師
な
ど
の
人
材
が
必
要

だ
。
放
射
程
最
医
は
店
年
度
現
在
、
県

内
に
8

人
い
て
、
開
業
ま
で
に
さ
ら
に
叩

人
以
上
が
必
要
と
さ
れ
る
。

報
告
書
の
中

で
は
国
際
医
療
拠
点
の
中
核
的
な
組
織

で
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
移
転
す
る
琉

球
大
医
学
部
・
付
属
病
院
へ
の
人
材
育
成

な
ど
の
公
的
支
援
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

ま
た
施
設
の
築
患(患
者
を
集
め
る
こ

と
)
の
鍵
を
握
る
の
は
、
海
外
か
ら
診
療

と
観
光
を
体
験
す
る
「
医
療
ツ

1

リ
ズ
ム
」

だ
。

し
か
し
県
内
で
は
ツl
リ
ズ
ム
以
前

に
、
県
内
在
住
の
外
国
人
に
対
す
る
医
療

言
語
対
応
な
ど
の
体
制
が
不
十
分
な
上
、

海
外
観
光
客
へ
の
医
療
提
供
体
制
も
ま
ま

な
ら
な
い。
ツ
l

リ
ズ
ム
の
対
象
と
す
る

る
外
国
人
数
と
逆
転
す
る
の

は
、
大
阪
万
博
が
聞
か
れ
た
1

9
7
0

年
以
来
、
必
年
ぶ
り
だ
。

外
国
人
が
狸
付
中
に
日
本
で

使
っ
た
お
金
の
総
額
は
、
「
自

動
車
部
品
」
の
輸
出
額
に
匹
敵

す
る
。
-
人
あ
た
り
で
み
る
と

げ
%
増
の
げ
万6
1
6
8

円
だ

っ
た
。
円
安
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
比
年
秋
に
消

費
税
の
免
税
制
度
の
対
象
が

広
が
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

国

別
で
は
、
中
国
が1
人
あ
た
り

沼
万
3
8
4
2

円
と
突
出
し

前
人
、
海
外18
5

人
)で
、
黒
字
に
な
る

分
岐
点
を
前
人
上
回
っ
て
い
る
と
の
試
算

を
示
し
た。
圏
内
患
者
の
治
療
費
は33

0

万
円
で
、
海
外
患
者
は
治
療
代
5
0
0

万
円
に
通
訳
代
な
ど
を
加
え
約
6
5
0

万

円
に
な
る。

墾
ロ
書
で
「
安
定
的
な
施
設
蓮
宗
可

能
」
と
し
た
試
算
だ
が
、
収
入
の
柱
と
な

る
患
者
数
推
計
の
値
は
「
最
大
」
「
中
間
」

「
最
小
」
の
三
つ
が
あ
り
、
試
算
で
参
考
に

使
わ
れ
て
い
る
数
値
は
中
間
値
の
み
だ
。

海
外
か
ら
の
集
患
の
中
間
値
は
1
9
3

人

で
最
大
値
は2
7
6

人
、
最
小
値
は1
1

0

人
。

し
か
し
最
小
値
で
の
計
算
や
集
患

が
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
た
試
算
の
形

跡
は
見
当
た
ら
な
い。

委
員
な 号 2
お 言語
疑 む
問 2-

視 !

採
算
性
、

た
。

却
年
ま
で
に
訪
日
客
2

千
万

人
と
い
う
政
府
目
標
は
前
倒
し

で
ほ
ぼ
達
成
し
た
が
、
控
付
者

が
多
く
訪
れ
て
い
る
璽
尽
や
大

阪
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
ホ
テ

ル
不
足
が
深
刻
佑
し
て
い
る
。

国
際
線
を
受
げ
入
れ
る
空
港

ゃ
、
宿
泊
施
設
の
墜
備
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

(
野口
陽
)

朝

日
{
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
1

月
四
日
(
火
)

目
標
数
は6
5
0

人
で
現
在6
0
0

人
は

異
込
ん
で
い
る。

同
年
度
は
さ
ら
に80
0

人
か
目
標
だ

が
、
他
に
三
つ
あ
る
重
粒
子
線
治
療
施
設

聞
で
の
「
週4
日
の
治
療
」
方
針
の
兼
ね
合

い
か
ら
、80
0

人
の
目
標
値
を
「
6
5
0

人
に
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
」(施
設
を

運
営
す
る
財
団
の
担
当
者)
と
い
う
。

「
赤
字
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
だ
が
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
借
り
入
れ
を
す
る
」

(同
)
と
話
す。

沖
縄
に
導
入
す
る
施
設
は
佐
賀
と
同
じ

く
重
粒
子
線
に
特
化
す
る
が
「
公
設
民
営
」

型
だ。
患
者
は
飛
行
機
や
船
に
乗
っ
て
来

て
宿
泊
な
ど
の
費
用
も
掛
か
る

。

初
期
投

資
費
用
約1
4
5

億
5

千
万
円
の
う
ち
約

1
2
2

億
円
を
県
が
負
担
し
、
年
間
の
運

営
費
用
約H
億
2

千
万
円
は
民
聞
が
負
担

す
る
。

し
か
し
赤
字
に
な
っ
て
も
公
的
な

静
聴
は
し
な
い
考
え
だ

。

前
出
の
委
員
は
「(試
算
の)
当
て
が

外
れ
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
誰
が
取
る
の
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の
専
門
的
な
医
療
人
材
の
充
実
を
図
る③

県
内
で
の
外
国
人
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

を
構
築
す
るl
こ
と
を
挙
げ
て
い
る。
委

員
会
を
取
り
ま
と
め
る
県
科
学
技
術
振
興

課
の
富
永
千
尋
課
長
は
「
二
つ
の
前
提
条

件
を
満
た
す
た
め
、
何
ら
か
の
取
り
組
み

を
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
く
」
と
述
べ
、
施

設
導
入
に
か
か
わ
ら
ず
環
境
整
備
を
し
て

い
く
方
針
を
示
し
た
が
、
可
否
判
断
の
時

期
は
坦
宮
戸
)
な
か
っ
た

。

施
設
の
運
営
に
は
、
重
粒
子
線
治
療
を

|医師不足受診待ちで長蛇の列|

中
国

導入の
ζD 

-
動
画
が
拡
散

「病
気
を
診
て
も
ら
う
の
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
高
く
、
難
し
い
の
か

。

あ
な
た
た
ち
は
や
り
過
ぎ
だ
」

。

女

性
が
ま
く
し
立
て
る
動
画
が
撮
影
さ

主
な
国
・
地
域
は
韓
国
、
中
園
、
台
湾
だ

。

英
語
だ
け
で
な
く
多
言
語
に
精
通
し
、
重

粒
子
に
関
す
る
専
門
的
な
言
語
を
使
え
る

人
材
の
育
成
が
不
可
欠
に
な
る
。

収
支
の
試
算
で
は
事
業
期
間
却
年
間
で

累
計
収
入
は
約3
5
3

億
円
、
営
業
利
益

は
約
的
億
円
、
開
業
後
2

年
で
単
年
度
黒

字
と
な
り
、6
年
で
累
積
赤
字
が
一
掃
さ

れ
る
と
し
た。
開
業
か
ら
患
者
数
は
段
階

的
に
増
加
す
る
と
想
定
し
た
平
均
患
者
数

は
年
間4
4
0

人
(県
内
1
8
8

人
、
県
外

語気

~Jモ
ごダ

れ
た
の
は
1

月
末
、
北
京
の
総
合
病

院
で
の
こ
と
だ。

「
も
し
帰
り
道
に

死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
の
。

こ
こ
は
北

京
だ
よ
、
首
都
だ
よ
!
」

中
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
女
性

は
黒
竜
江
省
に
住
む
大
学
生

。

内
臓

の
病
気
を
態
う
母
親
に
専
門
医
師
の

診
察
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
、
一
緒
に

北
京
に
来
た。
受
診
す
る
場
合
、
ネ

ッ
ト
予
約
で
き
る
ケ
l

ス
を
除
き
、

受
付
に
並
ん
で
号
髪
料
を
支
払
い
、

盤
理
券
を
も
ら
マ
必
要
が
あ
る

。

診

察
料
は
専
門
医
師
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
高
額
に
な
り
、
競
争
率
も
高
い

。

女
性
は
順
番
待
ち
を
し
な
が
ら
病

院
の
ロ
ビI
で
一
夜
を
過
ご
し
た

。

し
か
し
、
ダ
フ
屋
グ
ル
ー
プ
が
強
引

に
割
り
、
込
。
、
受
け
付
け
は
終
了

。

ダ
フ
屋
が
女
性
に
示
し
た
「
提
示
額
」

は
、
元
値
の30
0

元
(
約5
千
円
) τフ

「
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
で
絵
に
錨
い
た
餅
だ

。

海
外
か
ら
約2
0
0

人
(の
集
患)と
い
う

の
も
あ
り
得
な
い」と
厳
し
く
批
判
す
る。

佐
賀
県
鳥
栖
市
の
九
州
国
際
電
極
子
線

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
は
重
粒
子
線
治
療
だ

け
に
特
化
し
、
日
年8
月
に
「
民
設
民
営
」

で
開
業
し
た。
新
幹
線
の
駅
に
近
い
地
の

利
も
あ
り
、
患
者
数
は
近
隣
の
福
岡
県
が

半
数
、
残
り
は
九
州
山
口
各
県
で
占
め
る

o

u
年
度
の
患
者
数
は55
4

人
で
目
標
の

4
0
0

人
を
上
回
り
好
調
で
、
日
年
度
の

い
」
と
中
国
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

。

営

利
主
義
も
は
び
こ
り
、
患
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
る
。

地
域
間
格
差
も
大
き
い
。

で
き
る

だ
け
良
い
治
療
を
受
け
た
い
と
、
地

方
の
患
者
た
ち
は
北
京
な
ど
都
市
部

の
総
合
病
院
に
殺
到
。

ダ
フ
屋
が
暗

躍
す
る
素
地
を
生
ん
で
い
る

。

動
画

の
女
性
の
「
怒
り」
は
、
人
々
の
不

満
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
共
感

を
集
め
た
の
だ
ろ
う

。

「
小
康
社
会
」(や
や
ゆ
と
り
の

あ
る
社
会
)
実
現
に
向
け
、
医
療
改

革
を
掲
げ
る
中
国
政
府
も
無
視
で
き

な
い
。

全
国
人
民
代
表
大
会
(
全
人

代
日
国
会
)
に
出
席
し
た
国
家
衛
生

計
画
出
産
委
員
会
の
李
斌
主
任
は
中

国
紙
の
取
材
に
語
っ
た
。

「
(
動
画

の
)
彼
女
げ
夜
型
胡
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

難
題
解
決
を
促
し
て
く
れ
た
」

か
ら
4
5
0
0
元
(
約8
万
円
)
に

高
騰
し
て
い
た。

居
合
わ
せ
た
人
が
撮
影
し
た
動
画

は
、
ソ
l

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
拡
散。

北
京
市
当
局
が
ダ
フ
屋
の

一斉
摘
発
に
乗
り
出
す
騒
動
に
な
っ

た

-
都
市
へ
殺
到

世
界
銀
行
の
統
計(
2
0
0
7
1

ロ
年
)
に
よ
る
と
、
中
国
の
千
人
当
た

り
の
医
師
数
は1
・
9

人
、
看
護
師

・

助
産
師
数1
・
9

人
、
病
床
数
は

3
・
8
。

い
ず
れ
も
日
本
の2
・
3

人
、
日・
5

人
、
目
・7
を
下
回
る。

し
か
も
、
中
国
の
医
師
数
に
は
、
医

学
部
卒
で
は
な
い
「
補
助
医
堕
も

含
む。
医
療
の
入
手
不
足
は
深
刻
た
。

「
診
察
数
で
報
酬
が
決
ま
る
な
ど
、

医
師
の
待
遇
は
必
ず
し
も
高
く
な

外
国
人
患
者
の
増
加

-
消
え
ぬ
需
要

動
画
が
撮
影
さ
れ
た
北
京
の
病
院

を
訪
ね
た。
多
く
の
患
者
た
ち
が
受

付
に
並
ぶ。
ダ
フ
屋
ら
し
き
姿
は
見

か
」
と
指
摘
す
る。
ま
た
先
端
医
療
の
重

粒
子
線
治
療
は
、
全
て
の
治
療
に
対
し
て

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
「
限
ら

れ
た
金
持
ち
に
し
か
で
き
な
い
の
に
、
多

額
の
公
費
を
出
し
て
県
民
が
納
得
す
る
だ

ろ
う
か
」
と
疑
問
奮
玉
し
た
。

施
設
導
入

に
向
け
た
環
境
整
備
と
議
論
は
ま
だ
道
半

ば
の
印
象
が
拭
え
な
い。
(
金
良
孝
矢
)

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
引
日
(
月
)

却主
冗

で
白
目

ン
タ
!
ネ
ッ
ト
上
で
、
一
つ
の
動
画

'
曲
目
闘が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

北
京
の
病

高
問
持
説
訪
鶴
間
れ

を
高
値
で
売
り
さ
ば
く
「
ダ
フ
国
r

h
リ
の
男
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
姿
だ

o

，
，
、
中
国
の
都
市
部
で
は
、
こ
う
し
た
ダ

t
司
Z
B
フ
屋
は
珍
し
く
な
い
。

質
の
高
い
医

二

d

師
の
不
足
な
ど
、
中
国
社
会
が
抱
え

唱
品
川
-る
医
療
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

券
て
い
る

掛
け
な
か
っ
た
が
、
「
需
要
」
が
あ

る
以上
、
舞
い
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う

。

「ダ
フ
屋
は
知
っ
て
い
る
。

病
気

に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
必
死
だ
か
ら

高
く
て
も
買
う
」
。

診
察
を
待
っ
て

い
た
女
性
(
%
)
は
話
し
た

。

地
元
黒

竜
江
省
の
病
院
も
受
診
し
た
が
、
医

師
の
対
応
に
納
得
で
き
ず
北
京
に
来

た
。

付
き
添
い
の
た
め
、
娘
に
仕
事

を
休
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
。
「
市

民
に
は
負
担
が
雷
電
き
る
わ

。

み
ん

な
医
療
の
充
実
を
望
ん
で
い
る
の
だ

げ
ど
」

動
画
の
女
性
は
専
門
医
師
の
受
診

を
諦
め
、
母
親
は
競
争
率
の
高
く
な

い
一
般
医
師
に
診
て
も
ら
っ
た

。

故

郷
に
帰
っ
た
後
、
話
し
た
と
い
う

。

「
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
ラ
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
」

西
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
忽
日
(
火
)
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外
国
人
患
者
の
増
加

七
尾
市
の
社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙

会
「
恵
寿
総
合
病
院
」
が
、
厚
生
労
働

省
の
推
進
す
る
外
国
人
患
者
受
け
入
れ

医
療
機
関
に
、
日
本
医
療
教
育
財
団
(
東

京
)
か
ら
北
陸
三
県
で
初
め
て
認
証
さ

れ
た。
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
、
高

度
な
医
療
を
求
め
る
外
国
人
患
者
の
来

日
が
回
戸
惑
ま
れ
る
中
、
英
語
と
中
国
語

に
対
応
す
る
通
訳
や
入
院
案
内
、
問
診

書
な
ど
外
国
人
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
体
制
を
整
備
し
た
。

七
尾
・
恵
寿
総
合
病
院

2
0
2
0

年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ビ
ッ
グ
に
向
け
、
国
は

医
療
の
国
際
展
開
を
推
進
し
て

い
る
。
認
証
制
度
は
、
外
国
人

患
者
の
円
滑
な
受
け
入
れ
を

推
進
す
る
厚
労
省
の
支
援
事
業

を
基
に
策
定
さ
れ
、
日
本
医
療

教
育
財
団
が
評
価
し
、
認
証
す る

。

こ
れ
ま
で
は
東
京
や
大

阪
な
ど
の
大
都
市
圏
の
病
院
の

み
認
証
さ
れ
て
お
り
、
全
国
ロ

番
目
と
な
る
恵
寿
総
合
病
院
に

は
3

月
2

日
に
認
証
書
が
届
い

た
。同

病
院
の
藤
岡
浩
二
事
警
寓

に
よ
る
と
、
昨
年4
月
に
中
国

京
都
の
病
院

英中 2 カ国語に対応

外国人患者も蔓珍F勤弘~
北
陸
初
受
け
入
れ
機
関
に
認
証

人
看
護
師3
人
を
採
用
し
た
こ

と
を
機
に
、
若
手
ス
タ
ッ
フ
を

中
心
と
し
た
チl
ム
で
準
備
を

進
め
た。
十
分
な
英
語
力
が
あ

る
医
師
や
看
護
師
に
加
え
、
中

国
人
看
護
師
ら
が
連
携
し
、
外

国
人
患
者
の
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
し
た
。

入
院
生
活
を
案
内
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
、
問
診
膏

や
同
意
書
な
ど
の
書
類
も
す
べ

て
英
中2
カ
国
語
に
翻
訳
し
、

昨
年
末
に
認
定
調
査
員
2

人
の

視
季
語
て

M
の
評
価
項
目

す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
た
。

同
病
院
は
こ
れ
ま
で
も
、
外

来
や
健
診
、
入
院
で
年
間
2
0

0

件
近
い
外
国
人
患
者
を
受
け

入
れ
て
い
る。
日
年
か
ら
はP

E
T
-
c
T
(陽
電
子
放
出
断

層
撮
影
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断 周

撮
影
)
に
よ
る
人
間
ド
ッ
ク

ゃ
、
和
倉
温
泉
で
の
宿
泊
を
組

み
合
わ
せ
た
「
国
際
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ツ
l

リ
ズ
ム
(
医
療
観

光
)」
を
実
施
し
、
毎
年
数
十

人
の
中
国
人
が
健
診
に
訪
れ
て

い
る
。山

本
健
病
院
長
は「
『い
つ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
た
や
す
く
、

安
心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ

る
』
と
い
う
病
院
の
糟
神
を
外

国
人
患
者
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

北
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
5

日
(
土
)

京
都
市
内
で
昨
年
、
最
も
多
く

外
国
人
の
患
者
を診
察
し
た
康
生

会
武
田
病
院
(
下
京
区)
。外
国
人

受
診
者
は7
8
3

件
で
、
平
成
剖

年
の
3
1
4

件
か
ら
倍
以
上
に
急

の
ホ
テ
ル
か
ら
「発
熱
し
た
人
が
…
師
が
応
対
し
た
り
す
る
な
ど
し
て

い
る
の
で
診
て
も
ら
え
る
か」
と
…
き
た
が
、
早
朝
や
深
夜
の
患
者
に

い
っ
た
依
頼
も。
「
今
、
服
用
し
叩
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

昨
年
8

て
い
る
薬
と
同
じ
も
の
が
ほ
し
…
月
か
ら
京
都
市
中
京
区
の
「イ
ン

い
」
と
来
院
す
る
患
者
も
い
る
…
デ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
」
が
手

24 
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増える急患外国人観光客

柔
軟
に
対
応

60カ国の患者診察・通訳システム導入

米
大
手
控
付
雑
誌
「ト
ラ
ベ
ル
+
レ
ジ
ャ
ー
」
誌
の
観
光
ラ

ン
キ
ン
グ
で
2

年
連
続
世
界
一
と
な
っ
た
国
際
観
光
都
市
・
京

都
で
、
狸
付
中
の
外
国
人
の
急
病
対
応
が
新
た
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

訪
れ
る
外
国
人
の
国
も
人
数
も
増
え
た
こ
と
で
、
医

療
機
関
も
多
一
言
語
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

な
か
に
は
1

年
間
で
約
印
カ
国
の
患
者
を
診
察
し

た
病
院
も
あ
り
、
医
療
機
関
も
深
夜
や
早
朝
の
救
急
患
者
に
何

と
か
対
応
し
よ
う
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
同
時
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
対
策
を
取
っ
て
い
る

。

増
。

国
籍
は
約
印
カ
国
に
真
ひ
、

窓
口
対
応
を
含
め
た
外
国
人
対
応

件
数
は
千
件
を
超
え
た。

国
・
地
域
別
に
み
る
と
、
お
年

に
は
①
米
国
印
件
②
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
日
件
③
台
湾
印
件
④
中
国
間

件
の
順
だ
っ
た
が
、
昨
年
は①

中
国
1
3
1

件
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
叩
件
③
米
国
制
件
④
台
湾
別
件

ー

と
中
国
人
患
者
が
急
増
し
て
い

る
。J

R

京
都
駅
の
す
ぐ
北
側
と
い

う
立
地
も
あ
り
、
夜
行
パ
ス
な
ど

で
京
都
に
到
着
し
た
も
の
の「気

分
が
惑
く
な
っ
た」
去
援
に
訪

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
、
周
辺

市
内
の
ホ
テ
ル
外
国
人
客
お
%

4ロ割
削

用マ
'
'


A

八
悶
出

帆
ハ

』
」

窓
干

働
幽

砲
帽

宮
Z

曹
合

の』U
U
F

-
ア

ホの市
内

+
巾L
F)
汗

都
O
巾
畑
任

-
口
小
1

,,> 
平成27年 2 3 4 5 6 7 8 9 1� 1"1 12~ 
岡市内のホテルに宿泊した外国人の織成比

才一ストラリア
4.9% 

ヨーロッ J\
180% 

京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ピ
ュ
1

ロ
l

が
行
っ
た
平

成
幻
年
の
外
国
人
宿
泊
状
祝
調

査
に
よ
る
と
、
京
都
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、
外
国
人
が
宿
泊
し
た

割
合
は
お
・
1

%
。

前
年
の
m

・
9

u
mを
6

・
2

げ
上
回
り
、

上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

円

安
な
ど
を
追
い
風
に
外
国
人
訪

問
客
が
増
え
る
傾
向
は
、
京
都

市
内
だ
け
で
な
く
、

、

近
郊
都
市

に
も
広
ま
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
と
い
う
。

調
査
に
よ
る
と
、
京
都
市
内

の
ホ
テ
ル
で
外
国
人
訪
問
答
の

外
国
人
患
者
の
増
加

が
、
「
『医
師
の
診
断
が
な
げ
れ

ば
薬
を
処
方
で
き
な
い』
と
説
明

し
て
も
日
本
の
医
療
の
仕
組
み
を

理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
な
か
な
か

納
得
し
て
も
ら
え
な
い」
(
武
田

病
院
)
と
い
う
。

な
か
に
は

「
日
本
の
M
R
I

(
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
)
で
診
て

も
ら
っ
た
ら
病
気
が
み
つ
か
る
か

も
し
れ
な
い」
「
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
体

験
目
的
の
よ
う
な
外
国
人
も
お

り
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う

。

こ
れ
ま
で
は
英
語
の
で
き
る
職

員
を
配
置
し
た
り
、
中
国
人
看
護

比
率
が
一
番
高
ま
る
の
は
7

月

で
、
位
勿
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
の

4

月

(泊
・
8

%
)
や
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
の
叩
月
(犯
・
4

勿
)

も
比
率
は
高
い。
ま
た
、
中
国

の
旧
正
月
「春
節
」
休
暇
と
重

な
る
2

月
に
は
中
国
か
ら
の
観

光
客
も
急
増
し
て
お
り
、
外
国

人
の
利
用
割
合
は
前
年
の
幻
・

7

w
mか
ら
9

・
5

げ
増
の
但
・

2

B
m。
8

月
も
日
・
2

げ
増
え

た
。国

・
地
域
別
で
み
る
と
、
一

番
多
い
の
は
台
湾
で
、
外
国
人

観
光
客
全
体
の2
・
5

%
。

以

下
、
中
園
、
ア
メ
リ
カ
が
続

く
。

前
年
は
台
湾
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
の
順
だ
っ
た
が
、
中 が

げ
る
通
訳
サ
ー
ビ
ス「ス
マ
イ

ル
コ
!
ル
」
を
導
入。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
か
ら
呼
び
出
す
と
画
面
に

通
訳
者
が
表
示
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
顔
を
見
て
話
し
な
が
ら
相

互
通
訳
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

で
、
受
付
で
剖
時
間
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た。

シ
ス
テ
ム
の
導
入

で
職
員
た
ち
の
聞
に
も
安
心
感
が

増
し
て
い
る
と
い
う。

今
後
は
増
加
す
る
ス
ペ
イ
ン
語

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
閤
の
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
の

契
約
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
台
数
を

増
や
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

国
が
2

位
に
浮
上
し
て
い
る。

日
本
全
体
で
み
る
と
、
中

園
、
韓
国
、
台
湾
と
い
っ
た
ア

ジ
ア
の
観
光
客
が8
割
を
超
え

た
の
に
対
し
、
京
都
市
内
の
ホ

テ
ル
で
は
6

割
に
達
し
て
い
な

い
。

こ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
訪
れ
た
人
は
日
本
全

体
で
は
1

割
超
だ
が
、
京
都
市

内
で
は
4

割
近
く
を
占
め
て
お

り
、
京
都
は
依
然
、
欧
米
人
の

人
気
が
高
い
観
光
地
で
あ
る
こ

と
も
う
か
が
え
る。

産

経
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
引
日
(
月
)
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外
国
人
患
者
の
増
加

外
国
人
観
光
客
ら
が
年
々
婚
加
す
る
中
、
金
沢
市
消
防
局
は
外
国
人
の
救
急
事
案
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
翻
訳
表
示
機
能
と
音
声
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
多
言
語
対
応
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
鋪
末
用
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
二
十
日
か
ら
救
急
車
五
台
に
搭
載
す
る

。

市
消
防
局
に
よ

る
と
、
県
内
初
の
試
み
で
、
救
急
隊
員
ら
が
開
発
に
か
か
わ
る
ケ
1

ス
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
。

災
害
発
生
時
や
聴
覚
障
害
者
へ
の
利
用
も
見
込
ま
れ
、
他
市
町
へ
の
波
及
も
期
待
さ
れ
そ

う
だ
。
(
田
嶋
豊
)

金
沢
市
消
防
局
隊
員
ら
が
ア
ブ
リ
開
発

多言語で‘安心救急搬送
救
急
ア
プ
リ
は
タ
ッ
チ
ボ
タ
ン
の
質

問
形
式
で
病
気
や
け
が
の
症
状
な
ど
を

順
次
聴
取
し
て
い
く
仕
組
み
で
、
英

語
、
曲
韓
国
語
、
中
国
語
(
簡
体
・
繁

体
)
に
対
応
。

通
常
対
応
時
と
緊
急
対

応
時
な
ど
に
分
け
て
聴
取
項
目
を
設
定

し
、
通
常
対
応
で
は
平
均
で
十
項
目
ほ

ど
に
な
る
。

イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
の
救
護

所
で
の
使
用
も
惣
定
し
た
り
、
聴
取
し

た
情
報
を
記
録
管
理
す
る
機
能
な
ど
も

備
え
た。

市
消
防
局
に
よ
る
と
、
市
医
師
会
か

ら
医
学
的
見
地
に
基
づ
き
指
導
・
助
言

を
受
け
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
痛

み
の
部
位
な
ど
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

病
歴
や
感
染
症
の
有
無

な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
紙
に
よ
る
翻

訳
ツ
l

ル
や
身
ぶ
り
手
ぷ
り
の
聞
き
取

り
、
医
師
ら
へ
の
伝
達
な
ど
に
時
間
を

要
し
た
が
、
分
か
り
ゃ
す
い
表
現
で
傷

病
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
搬

送
に
つ
な
が
る。

ま
た
、
現
場
の
救
急
隊
員
ら
の
細
や

か
な
配
慮
も
。

傷
病
者
の
不
安
感
を
和

ら
げ
る
た
め
「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
一
緒
に
い
る
」
や
「
無
理
を

し
な
い
で
」
「
救
急
車
は
無
料
で
す
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
音
声
で
流
せ

る
と
い
う
。

外
国
人
の
救
急
搬
送
は
こ
こ
数
年
、

六
十
人
前
後
で
推
移
し
て
き
た
が
、
三

月
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
昨
年
は

七
十
六
人
(
前
年
比
二
十
人
増
)
。

金

沢
港
の
ク
ル
ー
ズ
利
用
な
ど
も
含
め
、

外
国
人
観
光
客
は
今
後
も
増
加
が
予
想

さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
時
な
ど
に
は
外
国

人
や
障
害
者
ら
へ
の
対
応
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
消
防
局
はま
ず
救
急
車
全

九
台
の
-
2り
五
台
で
導
入。
ア
プ
リ
開

発
費
を
含
め
約
百
九
十
万
円。
今
後
、

全
台
に
取
り
入
れ
る
方
針
。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
日
(
木
)

札
幌
市
消
防
局
は20
1
6

年
度
、
市
が
保
有
す
る
救

急
車
全
的
台
に
、
複
数
の
言
語
を
文
字
や
音
声
で
翻
訳
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
順
次
配

備
す
る
。
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
外
国
人
の
墾
露
送

件
数
が
増
え
て
い
る
た
め
。

外国人搬送スムーズに

全救急車にタブレット

シ
ス
テ
ム
は
、
英
語
や
中
国
語
、
緯

国
語
、
タ
イ
語
な
ど
十
数
カ
国
の
一
言
語

を
相
互
に
翻
訳
で
き
る
タ
イ
プ
を
想

定
。

4

月
以
降
に
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム

を
決
め
る。
新
年
度
予
算
案
に
関
連
事

業
費
1
3
0
0

万
円
を
計
上
し
た
。

市
消
防
局
に
よ
る
と
、
日
年
の
外
国

人
の
救
急
搬
送
件
数
は15
4

件
で
、

こ
こ
5

年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
救
急

車
の
到
着
か
ら
病
院
に
出
発
す
る
ま
で

の
平
均
時
聞
は
日
本
人
の
日
1

口
分
に

対
し
、
外
国
人
は
意
思
疎
通
に
手
間
取

る
た
め
、
平
均
加
分
か
か
る
と
い
う
。

現
在
は
英
語
、
中
国
語
、
韓
霊
聞
を

却
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
ボ
l

ド
を
各
救
急

車
に
配
備
し
、
「
発
熱
」
な
ど
の
し
ぐ
さ

や
体
の
部
位
を
指
さ
し
て
意
思
疎
通
を

外国人の救急搬送件数

図
っ
て
い
る
が
、
市
は
病
状
を
よ
り
早

く
、
正
確
に
把
握
す
る
よ
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
が
必
要
と
判
断
し
た

。

総
務
省
に
よ
る
と
、
道
外
で
は
、
和

歌
山
市
消
防
局
、
富
士
五
湖
消
防
本
部

(山
梨
県
)
な
ど
が
同
様
の
端
末
を
導
入

し
て
い
る
。
た
だ、
人
口
叩
万
人
以
上
の

道
内
9

市
で
は
、
札
幌
市
が
初
め
て
。
市

消
防
局
は
「
札
幌
を
訪
れ
る
外
国
人
の

安
心
感
を
高
め
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
9

日
(
火
)
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【
本
部
】
本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
狸
口
本
部
は
こ
の
ほ
ど
、

1
1
9

番
通

報
者
の
属
場
所
が
自
動
的
に
一
ホ
さ
れ
る
新
し
い
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
始
め
た。
発
信
者
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
土
地
勘
の
な
い
観
光

客
や
外
国
人
か
ら
の
通
報
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

。

周
本
部

で
運
用
開
始
式
が
聞
か
れ
た

。

本
部
今
帰
仁
消
防
新
シ
ス
テ
ム

通
報
者
の
位
置
が
分
か
る
地
図

等
検
索
装
置
は
、A寸
帰
仁
分
遣
所

に
も
設
け
ら
れ
、
分
遣
所
で
も
災

g
E点
の
確
認
が
で
き
る
。

外
国

人
か
ら
の
通
報
に
は
三
者
通
話
で

英
検1
級
の
職
員
が
対
応
す
る
。

式
に
は2
町
村
と
消
防
の
関
係

者
ら
が
出
席。
管
理
者
の
輿
那
嶺

幸
人
村
長
は
「
出
動
の
迅
速
性
と

確
実
性
が
向
上
し
、
住
民
の
安
心

安
全
f
t需
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
」
〉
期
待
し
た
。

仲
松
清
隆
消
防
長
は
シ
ス
テ
ム

導
入
の
経
過
を
報
告
。

消
防
職
員

2

人
が
司
令
室
に
入
り
、
通
報
手

段
別
や
通
報
場
所
別
な
ど
で
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
実
際
の

出
動
の
様
子
も
披
露
し
た

。

消
防
の
担
当
者
は
「
消
防
職
員

は
常
に
地
理
調
査
を
し
て
お
り
、

通
報
者
の
行
き
先
や
経
路
な
ど
の

情
報
を
で
き
る
だ
け
聞
き
出
す
こ

と
で
、
位
置
を
特
定
し
て
い
る

。

豊
富
藷
は
衛
息
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
(G
P
S
)
機
能
付
き
が
ベ

ス
ト
だ
が
、
機
能
付
き
で
も
機
能

を
切
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
切
ら
ず
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
説
明
し
た
。(仲

間
里
枝
通
信
員)

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
明
日
日
(
月
)

外
国
人
患
者
の
増
加

災害時の医療情報より分かりやすく

119番通報地迅速に確認
観
光
客

的
確

応

制
駄
鴻
市
研
究
の
成
果
報
告

弘
前
大
学
地
域
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー

(
李
永
俊
セ
ン
タ
ー
長
)
は

4
目
、
弘

前
市
の
ヒ
ロ
ロ
内
市
民
文
化
交
流
館
ホ

l

ル
で
フ
ォ
ー
ラ
ム「人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

」
を
開
い
た。

「や
さ
し
い
日
本
語」の
災
害
時
医
療
へ
の
適
用
な
ど
、
研
究
者
ら
が

同
セ
ン
タ
ー
の8
事
業
の
成
果
を
報t
p
uた。

(
佐
藤
彩
乃)

岡
市
の
医
師
藤
森
裏
書
」
ん

は
人
文
学
部
の
佐
藤
和
之
教
授

と
連
携
し
、
簡
単
な
一
言
葉
で
外

国
人
に
分
か
り
ゃ
す
く
情
報
を

伝
え
る
「や
さ
し
い
日
本
語」

を
、
災
害
時
医
療
に
適
用
さ
せ

る
研
究
を
紹
介。
医
学
用
語
は

言
い
換
え
が
難
し
い
た
め
、
語

数
を
限
定
し
て
外
国
人
ら
に
覚

え
て
も
ら
う
+
刀
法
が
適
切
と
し

た
。藤

森
ペ
ヤ
ん
は
医
師
、
救
命
土

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、「呼

吸
」
「
体
温
」
「
意
識
」
な
ど

最
低
限
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
医

弘

円IJ

学
用
語1
0
0

語
を
選
定
中
と

い
う

。「言
い
換
え
の
難
し
い
医
学

用
語
も
周
知
化
す
る
こ
と
で
誰

で
も
知
っ
て
い
る『や
さ
し
い

日
本
語
』
に
な
る
」
と
話
し

た
。

ほ
か
に
、
市
内
の
大
卒
労
働

市
場
の
実
態
や
、
フ
ラ
ン
ス
を

テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

東
奥
日
報

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
7

日
(
月
)
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| 野々市在住外国人にお役立ち

外
国
人
患
者
の
増
加

襲
軍
服
で
冨
寝
暗
部

野
々
市
市
の
外
国
人
の
生
活
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
岡
市
の
金
沢
工
業
大
生

が
乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
情
報
を

ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
、
市
内
医
療

機
関
一
覧
の
英
語
版
を
三
百
部
ず
つ
作
っ

た
。

金
沢
工
業
高
等
専
門
学
校
生
が
作
っ

た
外
国
人
の
病
院
受
診
を
助
け
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
合

わ
せ
、
九
日
、
市
に
贈
っ
た

。

(
谷
口
大
河
)

英
語
版
を
作
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ス

時
刻
表
や
ご
み
分
別
表
を
英
訳
し
、
市
に
贈

っ
て
き
た
同
大
の
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
D

e
s
i
g
n
f
o
r
t
h
e
C
o
m
 

m
u
n
-
-
E
Y」。

メ
ン
バ
ー
八
人
が
昨
年

四
月
か
ら
製
作
を
始
め
、
市
内
の
外
国
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
専
門
用
語
に

分
か
り
ゃ
す
い
単
語
で
注
釈
を
添
え
る
な

ど
、
工
夫
し
て
翻
訳
を
進
め
て
き
た
。

金沢工大生一覧など作製
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
一
覧
は
市
民
課
窓
口
や

市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
窓
口
を
訪
れ
た

外
国
人
に
配
る。
市
ホ
l

ム
ベ
1

ジ
に
も
掲

載
す
る。
同
大
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
二
年
堀

純
菜
さ
ん
(
ニO)は
「
分
か
り
ゃ
す
さ
な
ど
満

足
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
」
と
話
し
た

。

ア
プ
リ
を
開
発
し
た
の
は
金
沢
高
専
グ
ロ

ー
バ
ル
情
報
工
学
科
五
年
の
菊
田
星
さ
ん

(
ニO
)、
能
美
龍
星
さ
ん
(
ニ
O
)。
市
内
と
近
郊

の
病
院
検
索
を
は
じ
め
、
症
状
伝
達
や
診
察

時
に
役
立
つ
英
文
の
選
択
な
ど
、
六
種
類
の

機
能
を
盛
り
こ
ん
だ。
医
療
機
関
一
覧
のQ

R
コ
1

ド
を
読
み
込
ん
で
接
続
し
、
使
う
。

市
役
所
で
贈
呈
を
受
け
た
葉
興
章
市
長
は

「
市
民
生
活
に
直
結
す
る
物
を
作
っ
て
い
た

だ
い
た
。

努
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
」
と
ね
ぎ
ら
つ
た。

市
に
よ
る
と
市
内
に
住
む
外
国
人
は
昨
年

末
時
点
で
四
百
四
十
四
人
。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
間
日
(
水
)

駒
ケ
根
の
J
l
C
A

訓
練
所

国
際
医
療
支
援
で
フ
レ
ー
ズ
集

3

言
語
翻
訳
佐
久
総
合
病
院
が
協
力

国
際
協
力
機
構(
J
I
C
A
)
1
3年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

駒
ケ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
滞
在
し
た
ネ
パ

l

ル
で
作
り
、
知

(
駒
ケ
根
市
)
が
、
県
厚
生
連
佐
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り

久
総
合
病
院
(
佐
久
市
)
の
協
力
て
ま
と
め
た
フ
レ
ー
ズ
集
が
基
に

で
、
雇
州
発
、
国
際
医
療
支
援
な
っ
て
い
る

。

フ
レ
ー
ズ
憧
さ
を
作
り
、
日
目
、
坂
本
さ
ん
は
「
平
時
に
準
備
を

詰
問
し
た
。
青
年
海
外
協
力
隊
発
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
必
要
」

足
同
年
を
記
念
し
た
事
業
で
、
ネ
と
強
調
同
訓
練
所
の
仁
田
知
樹

パ
1

ル
・
ベ
ン
ガ
ル
・
シ
ン
ハ
ラ
所
長
(
日
)
は
「

J
I
C
A
の
活
動

の
3

言
語
を
翻
訳
。
台
風
や
洪
水
だ
け
で
な
く
、
広
く
医
療
に
携
わ

な
ど
自
然
災
害
で
過
去
に
被
害
を
る
人
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話

受
け
、
英
語
が
通
じ
に
く
い
地
域
し
て
い
る
。
医
療
に
従
事
す
る
希

の
言
語
を
選
ん
だ
。
望
者
に
は
デ

1

タ
で
渡
す
。
聞
い

フ
レ
ー
ズ
集
で
は
「
診
察
」
「
診
合
わ
せ
は
同
訓
練
所
(
密

0
2
6

断
」
な
ど6
項
目
に
分
付
て
説
明
。

5
-
m
・

6
1
5
1
)へ
。

医
療
用
語
や
診
察
で
必
要
な
会
話

を
ま
と
め
、
各
言
語
と
発
音
の
カ

タ
カ
ナ
表
記
、
日
本
語
訳
を
併
記

し
て
い
る
。
佐
久
総
合
病
院
の
医

町
坂
本
昌
彦
さ
ん
g

が
2
0

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
四
日
(
土
)
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l 外国籍困窮者 ! 検査必要J l0人 l 

国
国
国
国払
え
な'
u

ビ
ザ
(
入
国
査
証
)
や
健
康
保
険
証
、
財
産
が
な
く
健
康
へ
の

不
安
を
抱
え
る
外
国
籍
の
生
活
困
翠
享
対
象
に
、

N
P
O

北
関

東
医
療
相
談
会
ア
ミ
l

ゴ
ス
(
後
藤
裕
一
朗
理
事
長
、
本
部
・
群

馬
県
太
田
市
)
が
初
め
て
埼
玉
県
で
行
っ
た
相
整
耳
の
結
果
が
分

か
っ
た
。
受
診
し
た
叩
カ
国
η
人
の
う
ち
、
凶
人
が
心
臓
病
な
ど

で
治
療
や
さ
ら
に
精
密
検
査
、
再
検
査
が
必
要
と
分
か
っ
た
。
高

額
の
医
療
費
カ
必
要
な
.
か
ん
の
疑
い
が
判
明
し
た
女
性
や
、
手
術

代
に
叩
万
円
を
請
求
さ
れ
て
「
払
え
な
い
」
と
悲
鳴
を
上
げ
る
男

性
も
い
た
。
(
岸
鉄
夫
)

・
一
緒
に
走
る

川
口
市
木
曽
呂
の
埼
玉
協
同
病

院
でl
月
剖
日
開
い
た
無
料
の
医

療
相
整
お
参
加
者
に
検
査
結
果

を
伝
え
る
会
が
幻
日
、
同
病
院
で

聞
か
れ
た
。
エ
ッ
ク
ス
線
や
血
液
、

尿
の
検
査
な
ど
の
結
果
を
受
け
取

り
に
、
-
人
で
来
た
り
家
族
と
一

緒
だ
っ
た
り
、
心
配
そ
う
な
顔
で

や
っ
て
来
た
。

訪
れ
た
の
は
約
加
入
。
一
っ
ち
叩

人
に
は
、
開
会
の
医
師
が
検
査
や

治
療
の
た
め
に
紹
介
状
を
書
い
て 渡

し
た
。
「
支
払
い
能
力
の
な
い

こ
の
人
た
ち
を
ど
う
や
っ
て
助
け

る
か
、
こ
れ
争
り
が
正
念
場
。
患

者
と
伴
走
す
る
豪
が
必
要
だ
。

一
緒
に
走
り
な
が
ら
考
え
る
」
と

同
会
事
務
局
長
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
さ
い
た
ま
教
区
の
助
祭
、
長
沢

正
隆
さ
ん
(
位
)
は
話
し
た
。

訪
れ
な
か
っ
た
人
の
中
で
県
東

部
に
住
む
ア
ジ
ア
人
女
性
(
凶
)
が

子
宮
顕
(
け
い
)
が
ん
と
分
か
っ

た
。
し
か
し
電
話
の
連
絡
先
が
不

明
で
、
臣
民
沢
さ
ん
ら
が
住
所
を
訪

外
国
人
患
者
の
増
加

、

ね
て
結
果
を
伝
え
る
と
い
う
。

こ
の
日
は
後
藤
理
事
長
ら
群
馬

県
か
ら
医
師2
人
が
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
と

ん
ど
埼
玉
県
内
の
人
た
ち
だ
。

-
手
術
代「而
万
円」

「
腹
が
痛
い
」
と
訴
え
る
田
代

の
ア
ジ
ア
人
男
性
が
い
た
。
加
年

ほ
ど
前
に
来
日
し
、
ピ
ザ
な
し
の

不
法
就
労
を
続
げ
て
き
た
。
仕
事

は
ピ
ル
な
ど
の
解
体
業
。
「
長
い

間
ほ
こ
り
を
吸
っ
て
体
を
壊
し

た
」
と
言
う
。

男
性
に
よ
る
と
、
1

年
半
前
に

県
南
の
病
院
で
胃
の
手
術
を
し

た
。
そ
の
直
後
の
こ
ろ
、
自
転
車

で
走
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
警
官
に

呼
び
止
め
ら
れ
不
法
残
留
と
分
か

り
、
入
国
重
局
に
収
警
れ
た
。

収
監
中
に
腹
部
手
術
の
痕
が
痛

み
、
ぜ
ん
そ
く
も
ひ
ど
く
な
っ
た
。

入
管
は
「
活
動
は
病
気
の
治
療
に

限
り
、
報
酬
を
受
け
る
活
動
に
従
川口 NPor伴走する支援を」

事
で
き
な
い
」
こ
と
を
条
件
に
男

性
を
仮
放
免
に
し
た
。

毎
月1
度
、
東
京
・
品
川
の
入

管
事
務
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
仮

放
免
の
条
件
だ
。
こ
の
電
車
賃
だ

け
で2
千
円
。
県
東
の
病
院
で
ぜ

ん
そ
く
の
治
療
に
通
っ
て
い
る

が
、1
カ
月
当
た
り2
万
3
4

万

円
の
薬
代
を
支
払
う
。

さ
ら
に
腹
部
の
手
術
を
し
た
県

南
の
病
院
か
ら
弁
護
士
名
で
手
術

代
叩
万
円
の
支
払
い
を
求
め
る
手

紙
が
来
た
。
支
払
期
限
は
今
月
末

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
男
性
は
「
ぜ

ん
そ
く
の
薬
代
も
重
い
負
担
だ
。

そ
の
上
叩
万
円
も
払
え
な
い
。
ど

う
し
た
ら
い
い
か
」
。
一
緒
に
暮

ら
す
保
証
人
の
妹
に
も
到
塵
文
払

え
な
い
と
い
う
。

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
(
木
)
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病からの復職支援プログラム I

病
院
か
ら
地
域
へ

広
が

L一一

う
つ
病
な
ど
で
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
円
滑
に
職
場

復
帰
す
る
た
め
の
通
所
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
リ
ワl
ク
」
の
利
用
が
県

内
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
大
分
市
竹
中
の
大
分
丘
の
上
病
院
は
2
0

1
3

年
日
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
にM
人
が
修

了
し
た
。
通
所
者
は
、
自
分
の
思
考
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に
気
付
き
、

ス
ト
レ
ス
と
い
か
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
を
数
カ
月
か
け
て
身
に
付

け
る
。
再
発
予
防
に
向
け
て
取
り
組
む
様
子
を
取
材
し
た
。

午
後
3

時
半
、
終
礼
が
始
ま

り
一
人
一
人
が
気
分
や
疲
れ
呉

合
、
一
日
の
感
想
を
発
表
し
て

い
た
。
あ
る
通
所
者
は
「
正
月

明
け
で
体
が
硬
く
な
っ
て
い
た

が
、
ほ
ぐ
せ
て
よ
か
っ
た
」
と

午
前
中
に
あ
っ
た
ヨ
ガ
の
感
想

を
話
し
た
。
曜
日
ご
と
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
異
な
り
、
新
聞
や

パ
ソ
コ
ン
が
便
っ
た
模
擬
オ
フ

ィ
ス
ワ
l

ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
振
り
返
り
の
時
間
な
ど
が

あ
る
。
作
業
や
他
の
人
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
、
気
付
き
を
促

し
自
己
理
解
を
深
め
て
い
く
と

い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
現
在

男
女
半
々
の
8

人
が
通
う
。
こ

れ
ま
で
は
初
代
か
ら
印
代
の
働

く
世
代
が
満
遍
な
く
利
用
し
て

お
り
、
男
性
が
多
い
そ
う
だo

A

V

A

V

A

V

 

時
闘
が
壇
え
る
悪
循
環
に
陥
っ

た
。
家
で
も
食
事
を
作
る
気
力

が
な
く
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
ご

飯
に
ふ
り
か
け
で
済
ま
せ
た
。

生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
食
生
活

も
乱
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
で
は

ま
ず
い
と
、
会
社
の
保
健
前
に

相
談
。
精
神
科
の
受
診
を
勧
め

ら
れ
た
。
-
年
半
ほ
ど
服
薬
治

療
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
た

が
さ
ら
に
体
調
が
悪
化
し
、
昨

年
2

月
に
休
職
。
大
分
の
実
家

に
戻
り
、
6

月
か
ら
同
病
院
の

リ
ワ
l

ク
を
受
け
始
め
た
。

月
曜
日
の
朝
は
、
先
週1
週

間
の
行
動
を
振
り
返
る
時
間

だ
。

目
標
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
過
こ
し
た
か
を
通
所
者
の
前

で
発
表
す
る
。
そ
の
場
で
男
性

は
周
囲
か
ら
「
目
標
設
定
を
高

く
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い

他者の意見や作業通じ

る
利
用

に
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
っ
ぱ
な

し
だ
っ
た
か
ら
、
壊
れ
て
し
ま

っ
た
の
か
な
」
と
振
り
返
る
。

A

V

A

V

A

V

 

参
加
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
と
「
小
さ
な
ハ

ー
ド
ル
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し

て
い
け
ば
い
い
」
と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
自
分
で
ブ
レー

キ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
気
も
す
る
。

半
年
聞
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

了
し
、
近
く
横
浜
に
戻
る
。
対

人
関
係
も
男
性
に
と
っ
て
の
課

題
の
一
つ
。
上
司
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
悩

み
事
も
相
談
で
き
ず
自
分
で
抱

え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
「
で

き
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら

な
い
け
ど
、
上
司
に
相
談
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
。

少
し
ず
つ
で
も
自
分
の
行
動
を

変
え
て
い
こ
う
と
決
め
た
。

同
病
院
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
室
長
で
精
神
保

健
福
祉
士
の
古
賀
朋
和
さ
ん

(
ω〉
は
「
気
付
か
な
い
う
ち
に

無
理
を
し
た
り
、
追
い
込
ん
だ

り
し
て
い
る
」
と
話
す
。
人
は

誰
も
が
思
考
や
行
動
に
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は

自
分
房
長P
レ
め
て
し
ま
う
と
い

う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

「
ま
ず
は
自
分
の
癖
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
た
。

(報
道
部
・
池
田
美
香)

自
己
理
解
深
め
る

気分障害の総患者数

12 

10 

8 -1... 

6-1 

4 

2 

0 
19"96 99 0"2 0"5 08 (1 1瓦(年)

市2011 年l立、宮媛県の石巻医療盤、気仙沼医療繍および
福島県を除いた数値。 出典厚生労働省「患者調査J

ケ
l

シ
ョ
ン
の
練
習
な
ど
各
機

関
に
よ
っ
て
異
な
る
。

復
職
支
援
を
す
る
医
療
機
関

で
つ
く
る
「
う
つ
病
リ
ワ
l

ク

研
究
会
」
(
事
務
局・
東
京
)

に
よ
る
と
、
会
員
は
全
国
に
約

2
0
0

機
関
。
通
所
に
は
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
治
療
の
一
環
と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
医

療
の
専
門
職
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
。
県
内
の
会
員
は

大
分
丘
の
上
病
院
と
寺
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
(
中
津
市
)
な
ど
。
他

に
独
自
に
取
り
組
む
医
療
機
関

30 



附 Sokuhou

と安全管理 総集版 2016年 6号

首
都
圏
の
I
T

企
業
に
勤
め

る
男
性
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

(
幻)
H横
浜
市
H

は
お
よ
そ
2

年
半
前
、
長
時
間
労
働
な
ど
が

き
っ
か
り
で
体
調
を
崩
し
た
。

仕
事
が
忙
し
く
終
電
で
の
帰
宅

や
会
社
に
泊
ま
り
こ
む
日
々
。

眠
り
が
浅
く
、
仕
事
中
も
集
中

力
が
保
て
ず
頭
が
回
ら
な
い
。

仕
事
の
ペ
l

ス
が
落
ち
、
残
業

「
朝6
時
半
に
は
起
き
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
の
に

。

く
そ
!

こ
ん
な
時
間
(
朝
7

時
す
ぎ
)
に
起

き
る
な
ん
て

。

あ
あ
嫌
だ
」
|
。

今

月
上
旬
の
朝
、
統
合
失
調
症
と
さ

れ
る
加
代
の
男
性Aさ
ん
の
自
宅

を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
。

7

時
間

分
ご
ろ
、
自
宅
入
り
口
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
呼
び
出
し
音
を
鳴
ら
す

と
、
出
て
き
たA
さ
ん
は
不
機
嫌

そ
の
も
の
で
、
冒
頭
の
よ
う
な
愚

痴
を
吐
き
続
げ
た
。

今
起
き
た
ば

か
り
で
、
寝
坊
し
た
の
だ
と
い
う

。

A
さ
ん
は
精
神
科
病
院
の
デ
イ

一歩ずつ病乗り越え自立
か
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
「
仕
事

で
も
(
自
分
で
)
ハ
ー
ド
ル
を

上
げ
て
い
た
。
達
成
す
る
た
め

人お -
もり r~

n d 長

選j部
室主主革主主
長人薗空ぅ凱

表霊 T属望厚
主主先富雪 τ害
訴建計量

ケ
ア
に
朝
か
ら
通
う
の
が
日
課

。

た
だ
精
神
科
病
院
に
行
く
に
は
、

地
下
鉄
か
らJ
R

に
乗
り
継
ぐ
必

要
が
あ
る
な
ど
最
低
で
も
1

時
間

半
は
か
か
る。

不
機
嫌
な
の
は
、

デ
イ
ケ
ア
開
始
に
遅
れ
そ
う
だ
つ

た
か
ら
だ
。

A
さ
ん
が
統
合
失
調
症
と
診
断

さ
れ
た
の
は
高
校
生
の
と
き
だ

。

3

カ
月
の
入
院
で
勉
強
が
分
か
ら

な
く
な
り
、
高
校
は
中
退
。

通
信

制
の
高
校
は
卒
業
し
た
が
、
大
学

な
ど
に
進
む
こ
と
は
な
く
、
仕
事

の
経
験
も
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
係
な

ど
と
し
て
半
年
ほ
ど
働
い
た
こ
と

が
あ
る
だ
け。

今
も
体
力
に
不
安

が
あ
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、

健
康
保
険
の
適
用
も

う
つ
病
な
ど
の
場
合
、
仕
事

を
休
む
こ
と
で
休
息
が
と
れ
、

症
状
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
症
状
が
落
ち

着
い
た
か
ら
と
い
っ
て
復
職
で

き
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
も
あ

る
。
少
し
ず
つ
負
荷
を
か
け
て

体
を
慣
ら
し
た
り
、
再
発
防
止

生
活
保
護
を
受
け
な
が
ら
、
ワ
ン

ル
l

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
で1
人
暮
ら

し
て
い
る

。

と
に
か
く
自
立
し
た
い
。

A
さ

ん
は
そ
う
願
い
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
デ
イ

ケ
ア
を
昨
年
か
ら
利
用

。

デ
イ
ケ

ア
に
遅
刻
せ
ず
に
き
ち
ん
と
通
う

こ
と
も
訓
練
の
一
っ
と
位
置
づ
け

て
い
る
(
私
が
こ
の
朝
、
お
じ
ゃ

ま
し
た
の
は
デ
イ
ケ
ア
通
院
に
同

行
取
材
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
だ
っ

た
)
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
朝
、
寝
坊

し
た
こ
と
に
い
ら
立
っ
た
の
だ
っ

た
。

「
自
分
は
小
学
生
の
と
き
か

ら
高
校
生
の
と
き
ま
で
遅
刻
が
多

病
院
か
ら
地
域
へ

に
向
け
て
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
法
を
身
に
付
け
て
い
く

の
が
リ
ワ
ー
ク
だ
。

県
内
で
は
、
医
療
機
関
や
各

都
道
府
県
に
あ
る
地
域
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
パ
ソ

コ
ン
作
業
や
運
動
、
コ
ミ
ュ
ニ

か
っ
た。

病
気
以
前
の
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る。

だ
ら
し
な
い
自
分

を
変
え
な
い
と。
仕
事
だ
っ
た
ら

遅
刻
は
許
さ
れ
な
い
で
す
か
ら
」

•• た
だ
、
A
さ
ん
の
そ
の
後
の
行

動
は
素
早
か
っ
た

。

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
ド
ラ
イ
ヤ

ー
で
髪
を
乾
か
し
、
歯
を
磨
い
た

。

「
朝
ご
は
ん
は
し
っ
か
り
食
べ
な

い
と
」
と
昨
夜
の
残
り
物
と
い
う

雑
炊
を
温
め
て
、
か
き
込
む
こ
と

ま
で
し
た
。

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
地
下
鉄
駅

ま
で
ダ
ッ
シ
ュ。
7
時
品
分
ご
ろ

に
は
地
下
鉄
に
乗
り
込
み
、
次
の

乗
り
換
え
で
も
駅
か
ら
駅
ま
で
再

も
あ
る
。
障
害
者
職
業
セ
ン
タ

ー
は
県
内
で
は
別
府
市
の
大
分

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。
2
0
0
5

年
叩
月
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
同

所
の
通
所
期
間
は
約
ロ
週
間
。

雇
用
保
険
料
を
財
源
に
運
用
し

て
お
り
無
料
で
利
用
で
き
る
。

大
分
合
同
新
聞
・
夕
刊

2
0

1
6

年
1

月
濁
日
(
木
)

び
ダ
ッ
シ
ュ。
途
中
「
せ
め
て
あ

と
叩
分
早
く
(
自
宅
に
)
来
て
く

れ
た
ら
、
よ
か
っ
た
の
に
」
と
私

に
い
ら
だ
ち
を
ぶ
つ
げ
た
り
「
も

う
遅
刻
!
」
と
叫
ん
だ
り
し
な
が

ら
も
、
デ
イ
ケ
ア
開
始
に
何
と
か

間
に
合
わ
せ
た
の
だ
っ
た
。

精
神
科
医
療
に
頼
り
切
る
の
で

な
く
、
自
分
自
身
も
力
を
尽
く
し

な
が
ら
病
気
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
る
A
さ
ん
。

ぜ
ひ
と
も
回

復
し
、
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
し
て

ほ
し
い
。(

編
集
委
員
・
西
山
忠
宏
)

西
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
ロ
日
(
土
)
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地域での居場所を守る

ゆ
め
の
実

「
い
こ
い
の
部
屋
あ
ら
た
」

に
集
う
人
た
ち
は
、
お
茶
を
飲

ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
と
思
い
思
い
に
過
ご
す
。
精

神
障
害
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ゆ
め
の
き

が
運
営
し
て
い
る
。

鹿
児
島
市
の
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受
講
者
で

つ
く
る
ゆ
め
の
実
は
、
地
域
で

生
活
す
る
精
神
障
害
者
を
支
援

す
る
。
い
こ
い
の
部
屋
は
、
週

2
1
3

回
開
い
て
い
る
。

田
中
研
一
さ
ん
(
町
)
は
四
歳

で
気
分
障
害
に
な
り
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
た
。
現
在
は
落
ち

着
き
、
通
院
し
な
が
ら
生
面
し

て
い
る
。
数
年
前
か
ら
い
こ
い

の
部
屋
に
出
向
き
、
世
間
話
を

し
た
り
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
し

て
過
ご
す
。
「
い
つ
来
て
も
い

つ
帰
っ
て
も
い
い
。
こ
う
い
う

居
場
所
が
あ
る
の
は
い
い
」

ゆ
め
の
実
は
、
前
代
表
の
福

満
順
子
さ
ん
(
印
)
が
1
9
9
5

年
に
設
立
し
た
。
精
神
障
害
者

へ
の
社
会
の
偏
見
は
根
強
く
、

当
時
医
師
と
患
者
と
の
距
離
も

感
じ
た
。
医
師
で
も
家
族
で
も

な
い
、
街
で
会
っ
た
ら
手
を
振

病
院
か
ら
地
域
へ

(
鹿
児
島
市
)

っ
て
く
る
H

隣
の
お
ば
ち
ゃ
んH

の
よ
う
な
人
が
い
れ
ば
|
。
そ

う
思
い
、
叩
年
に
い
こ
い
の
部

屋
を
開
い
た
。

追
立
香
代
子
代
表
(
臼
)
は

「
普
通
の
や
り
と
り
を
し
て
い

る
」
と
話
す
。
「
そ
の
言
葉
遣

い
は
品
格
を
疑
わ
れ
る
よ
」
「
そ

の
服
装
は
変
じ
ゃ
な
い
?
」
な

ど
一
般
的
感
覚
で
「
ダ
メ
出
し
」

も
す
る
。
久
し
ぶ
り
に
来
た
人

に
は
「
元
気
か
な
っ
て
恩
っ
て

た
よ
」
と
声
を
か
け
る
。

「
先
々
は
、
い
こ
い
の
部
屋

は
な
く
な
る
方
が
い
い
」
。
精

神
障
害
へ
の
理
解
が
進
み
、
こ

こ
が
な
く
て
も
、
障
害
を
抱
え

る
人
が
隣
近
所
の
人
と
普
通
に

話
す
、
そ
ん
な
社
会
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

。

い
こ
い
の
部
屋
あ
ら
たH0

9
9
(
2
0
6
)
5
1
3
3
 

鹿
児
島
市
上
荒
田
町4
の
口
の

1
0
1

。
第
1
、

3

火
曜
、
毎

週
土
曜
は
午
後
1

時
1
3

時

半
、
毎
週
木
曜
は
午
前
叩
時
i

午
後
3

時
半
。
飲
み
物
は1
杯

1
0
0

円
。

「
主
体
的
な
生
き
方
」
追
求

重
い
精
神
障
害
を
持
つ
人
で

も
地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を

つ
く
ろ
う
|
。
A
C
T
(
包
括

型
地
域
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
)
は
、
そ
ん
な
考
え
方
か
ら

生
ま
れ
た
多
職
種
チ1
ム
に
よ

る
訪
問
支
援
の
総
称
だ
。
福
岡

市
に
拠
点
を
置
く
一
般
社
団
法

人
「
Q
|
A
C
T
」
は20
1

2

年
、
家
族
会
の
強
い
要
望
を

受
け
て
誕
生
し
た
。

精
神
保
健
福
祉
士
や
作
業
療

法
士
、
看
護
師
ら
が2
1
3

人

で
チ
l

ム
を
組
み
、
担
時
間3

6
5

日
の
支
援
を
展
開
。
利
用

者
は
福
岡
市
の
ほ
か
、
近
辺
の

糸
島
市
、
筑
紫
・
筑
後
地
域
に

住
む
町
人
に
上
り
、
こ
れ
ま
で

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
き
た
統

合
失
調
症
、
気
分
障
害
の
当
事

者
が
多
い
。

福
岡
市
に
住
む
太
田
康
治
さ

ん
(
日
)
も
そ
の
一
人
。
種
別
の

異
な
る
障
害
を
持
つ
妹
・
紀
美

子
さ
ん
(
叩
)
、
弟
・
大
祐
さ
ん

(
釘
)
と
と
も
に
発
足
直
後
か
ら

支
援
を
受
け
て
き
た
。
「
何
で

も
話
せ
る
人
が
定
期
訪
問
し
て

(福岡市)

く
れ
る
の
は
心
強
い
」
。
そ
の

安
心
感
が
地
域
生
活
を
支
え
る

土
台
に
な
っ
て
い
る
。

A
C
T
が
重
視
す
る
の
は
、

生
き
方
を
主
体
的
に
追
求
す
る

「
リ
カ
バ
リl
」
と
い
う
視
点
。

支
援
が
決
ま
る
と
、
ま
ず
対
象

者
と
「ど
ん
な
自
分
に
な
り
た

い
の
か
」
を
徹
底
酌
に
話
し
合

い
、
本
人
と
チ1
ム
が
や
る
べ

き
役
割
を
示
し
た
リ
カ
バ
リ
l

プ
ラ
ン
を
つ
く
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
津
田
祥

Q-ACT 

子
さ
ん
a
)
は
ヲ
ラ
ン
を
ど

ん
ど
ん
見
直
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
H

卒
業
u
し
て
も
ら
う
の

が
理
想
形
」
と
説
明
す
る
。
「
結

婚
し
た
い
」
「
就
職
し
た
い
」

と
い
う
目
標
を
実
現
さ
せ
た
利

用
者
も
い
る
と
い
う
。

発
足
か
ら4
年
、
認
知
度
は

確
実
に
上
が
っ
て
き
た
。
u
u年

に
は
北
九
州
チl
ム
が
始
動
、

今
春
に
は
久
留
米
市
に
も
新
チ

ー
ム
が
誕
生
す
る
予
定
だ
。

精
神
障
害
者
で
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
当
事
者
リ
カ
バ
リl
ネ
ッ
ト
」
は

2
0
1
5

年
4

月
か
ら
、
農
業
の
手
伝
い

や
小
児
病
棟
で
の
学
習
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。
て
ん
か

ん
患
者
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
畔
津
大
輔

さ
ん
(
泊
)
が
「
社
会
貢
献
を
す
る
こ
と
で

自
分
の
存
窒
墓
藷
を
感
じ
、
自
尊
心
が
高

ま
る
は
ず
」
と
設
立
し
た
。
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自
立

地域でし望んだ暮ら

へ
の
道
-圃圃圃圃圃圃.

4十ミ
~ 

圃圃圃圃圃園田・・

-Hミ
--' 

通
い
た
く
な
る
福
祉
施
設

病院から地域へ一。これまで入院医療中心だった精神保健福祉が

変わろうとしている。その人が望む暮らしを地域で実現するには、

どうすればいいのか。鹿児島県内外で精神障害者の地域への移行と

定着に取り組む六つの事例を取材した。(三宅太郎、川畑美佳)

青
い
空
に
、
白
い
壁
の
建
物
が

映
え
る
。
窓
か
ら
自
然
光
が
差
し

込
む
店
内
は
に
ぎ
わ
い
、
お
い
し

そ
う
な
料
理
や
菓
子
が
並
ん
で
い

る
。
「
カ
フ
ェ
・
ア
ソ
シ
ア
」
(
沖

縄
県
北
谷
町
)
の
運
営
は
平
日
、

精
神
障
害
を
抱
え
る
人
の
就
労
訓

練
を
兼
ね
必
γ

接
客
、
厨
房
、
清
掃
、
庶
務
、

製
葉
、
製
作
の
コ1
ス
が
あ
る
。

接
客
の
訓
練
を
す
る
友
利
春
香
さ

ん
(
お)
H気
分
障
害H
は
「
オ
シ

ヤ
レ
で
福
祉
施
設
に
見
え
な
い
。

自
分
の
ぺl
ス
で
続
付
ら
れ
て
い

る
」
と
話
す
。
製
作
コl
ス
の
男

性
(
加)
H不
安
障
害H
は
木
工
が

で
き
る
と
知
り
、
訓
練
を
始
め
た
。

将
来
は
家
具
製
作
を
し
た
い
と
い

ヤ
つ
。

就
労
移
行
支
援
を
す
る
の
は
、

株
式
会
社
ア
ソ
シ
ア
。
オ
シ
ャ
レ

に
こ
だ
わ
る
の
は
理
由
が
あ
る
。

「
福
祉施
設
に
通
う
の
に
抵
抗
が

あ
る
人
に
選
ば
れ
る
場
所
で
あ
り

(沖縄県北谷町)

た
い
か
ら
」
だ
。

神
谷
牧
人
代
表
取
締
役
(
却
)
の

前
職
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
相
談

員
だ
。
独
立
の
き
っ
か
け
は
、
う

つ
に
な
っ
た
身
内
か
ら
言
わ
れ
た

「
福
祉
施
設
に
は
通
い
た
く
な
い
」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。
「
自
分
が

通
い
た
く
な
い
よ
う
な
施
設
だ
か

ら
、
障
害
者
へ
の
偏
見
も
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
。20
0
9

年
に
会
社
を
設
立
し
、
カ
フ
ェ
を

聞
い
た
。
こ
れ
ま
で
就
労
継
続
支

援
A
型
事
業
所
を
含
め
、11
5

人
が
就
職
に
つ
な
が
っ
た
。

集
団
の
中
で
の
訓
練
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
人

の
た
め
に
ロ
年
、
「
社
会
大
学
」

で
の
自
立
訓
練
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
、
自

分
の
特
性
を
知
り
、
社
会
と
つ
な

が
る
訓
練
を
す
る
。
軸
と
な
る
の

は
い
つ
も
、
「
自
分
が
通
い
た
く

な
る
施
設
」
だ
。

アソシア

病
院
か
ら
地
域
へ

社会貢献で自信高める
統
ム
忠
穴
調
症
や
発
達
障
害
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
な
ど
を
抱
え
る
、
8

人
が
登
録

し
て
い
る
。
昨
年
日
月
下
旬
は
、
鹿
児
島

市
喜
入
の
農
作
業
の
手
伝
い
に
4

人
が
参

加
し
た
。
畑
の
草
む
し
り
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
雨
が
降
っ
て
き
た
た
め
、
室
内
に
移

動
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
収
穫
を
し
た
。

4

回
目
の
参
加
と
い
う
岡
市
の
男
性

(
却
)
は
、
就
労
継
続
支
援

A
型
事
業
所
に

通
っ
て
い
る
が
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
毛
伝
い
な
が
ら
、
体
を
動
か
す
の
は
気

持
ち
が
い
い
」
と
話
し
て
い
た
。

鹿
児
島
大
学
病
院
小
児
病
棟
で
の
学
習

支
援
も
続
け
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
勉
強

を
教
え
た
り
、
一
緒
に
工
作
を
し
た
り
し

て
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。畔

津
さ
ん
は
「
精
神
聖
暑
の
中
に
は
、

自
尊
心
が
低
い
人
が
少
な
く
な
い
。
『
何

を
一
言
っ
て
も
、
周
囲
に
自
分
の
こ
と
を
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
』
と
思
っ
て
い
る
」

と
話
す
。
社
会
の
役
に
立
つ
経
験
を
重
ね

て
自
尊
心
を
高
め
る
こ
と
が
、
体
調
の
回

復
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

障
害
者
に
は
社
会
と
の
接
点
が
少
な

く
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
も
い
る
。

「活
動
が
、
家
か
ら
出
る
理
由
に
な
る
。

ま
ず
は
社
会
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
語
る
。

<
>

当
事
者
リ
カ
バ
リl
ネ
ッ
ト
の
メl
ル

ア
ド
レ
ス
H

問
。
企8
8
⑥
富
巳
-
-
n
s

(鹿児島市)
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地
ビ
ー
ル
で

「
当
事
者
が
病
気
を
隠
さ

ず
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く

る
。
『
当
た
り
前
に
生
き
る
』

権
利
を
取
り
戻
す
。
こ
れ
が

う
ち
の
目
的
」

岡
山
県
倉
敷
市
北
部
、
旧

真
備
町
に
あ
る
ビ
ア
ホ
ー
ル

「B
e
e
r

ま
び
」
で
、
運

営
す
るN
P
O
法
人
・
岡
山

マ
イ
ン
ド
「こ
こ
ろ
」
の
多

田
伸
志
代
表
理
事
(
白)は
熱

っ
ぽ
く
語
り
始
め
た
。

勤
務

し
て
い
た
精
神
科
病
院
の
患

者
と
一
緒
に
「
こ
こ
ろ
」
を

始
め
て
ロ
年
に
な
る
。

精
神
障
害
者
の
隼
来
所
は

数
多
く
あ
る
が
、B
e
e
r

ま
び
は
全
国
で
も
珍
し
い

「
地
ピl
ル
を
つ
く
る
作
業

所
」
だ
。2
0
1
1

年
に
醸

造
免
許
を
取
得
、u
年
度
の

年
間
生
産量
は
1

万
円仰
を
超

え
た
。

ほ
ん
の
り
甘
い
独
特
の
口

当
た
り
が
評
判
を
呼
び
、
地

域
外
か
ら
の
引
き
合
い
も
強

い
。

だ
が
、
「
地
ピl
ル
は

当
事
者
が
地
域
で
暮
ら
す
手

段
。

背
伸
び
せ
ず
、
顔
の
見

え
る
範
囲
で
や
っ
て
い
く」

〔前ページよりつづく〕

岡山マインド「こころJ

病
院
か
ら
地
域
へ

「
地
域
密
着
」

(岡山県倉敷市)

こ
こ
ろ
ん
フ
ァ
ー
ム

と
、
す
べ
て
断
っ
て
き
た
。

こ
の
信
念
の
裏
に
は
、
苦

い
経
験
が
あ
る。
「
こ
こ
ろ
」

発
足
直
後
の
例
年
、
精
神
障

害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホl
ム
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
、
地
元
の

猛
反
発
を
招
い
た
。
「地
域

を
変
え
る
に
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
が
溶
げ
込
む
努
力
を
し

な
い
と
だ
め。
顔
も
見
せ
ず

に
『
理
解
し
て
』
と
い
っ
て

も
通
ら
な
い」
こ
と
を
痛
感

し
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
叩
年
余
り
、
地

域
行
事
に
積
極
参
加
す
る
な

ど
、
「こ
こ
ろ
」
は
地
に
足

の
つ
い
た
活
動
を
心
掛
け
て

き
た
。

今
、
「B
e
e
r

ま

び
」
は
地
域
の
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
、
グ
ル
ー
プ
ホl
ム

「長
屋
ま
び」
も
で
き
た
o

m
年
度
か
ら
は
、
地
ビ
ー

ル
を
H

接
着
剤H
に
し
た
拠

点
を
市
内
7

カ
所
設
け
る

計
画
が
動
き
出
す。
「
当
た

り
前
の
暮
ら
し
」
を
求
め
る

歩
み
は
、
一歩
ず
つ
、
で
も

確
実
に
前
に
向
か
っ
て
い

る
。

地元に根付く農福連携
福
島
県
泉
崎
村
は
、
県
南

地
域
に
位
置
す
る
人
口
6

千

人
余
り
の
小
さ
な
村
だ
。

こ

こ
に
、
こ
こ
ろ
ん
フ
ァ
ー
ム

は
あ
る
。

地
元
農
家
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
精
神
障
害
者

た
ち
が
汗
を
流
す。
こ
こ
で

と
れ
た
完
全
有
機
の
野
菜

は
、
農
場
に
隣
接
す
る
直
売

所
「こ
こ
ろ
や
」
に
並
ぶ。

2
0
1
5

年
日
月
中
旬
、

農
場
を
訪
れ
た。
あ
い
に
く

の
雨
模
様
の
中
、2
人
の
当

事
者
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
出
荷

作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
。

そ

の
う
ち
の
一
人
、
就
労2年

目
の
加
代
男
性
カコ戸
外
で

の
隼
震
楽
し
い
」
と
笑
顔

を
み
せ
る。
農
業
を
通
じ
て

体
力
と
根
性
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
身
に
つ
い
た
と

い
う
。

運
営
主
体
と
な
る
社
会
福

祉
法
人
・
こ
こ
ろ
ん
が
農
業

を
就
労
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入

れ
た
の
は
、
関
年
の
こ
と
だ
。

常
務
理事
の
熊
田
芳
江
さ
ん

(悦
)は
「こ
の
村
の
基
幹
産

業
は
農
業。
周
囲
に
は
農家

が
た
く
さ
ん
い
る。
地
域
と

(福
島
県
泉
崎
村
)

の
接
点
を
持
ち
な
が
ら
働
く

な
ら
、
私
た
ち
も
農家
に
な

れ
ば
い
い
と
思
っ
た
」
と
振

り
返
る。

こ
こ
ろ
ん
フ
ァ
ー
ム
で
の

野
菜
生
産
に
坦
え
、
凶
年
か

ら
は
養
鶏
に
も
挑
戦
。

引
退

し
た
農
家
か
ら
引
き
継
い
だ

「こ
こ
ろ
ん
矢
部
農
場」
(中

島
村
)
に
は
今
、1
3
0
0

羽
の
採
卵
鶏
が
飼
わ
れ
て
い

る
。

施
設
外
就
労
と
し
て
近

隣
農
家
を
手
伝
う
利
用
者
も

お
り
、
「
農
福
逮
携
」
は
地

域
を
支
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に

成
長
し
た。

「活
動
を
始
め
た
当
初
と

比
べ
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

距
離
は
確実
に
縮
ま
っ
て
い

る
」と
熊
田
さ
ん
は
いう
。取

材
を
終
え
て「こ
こ
ろ
や」に

立
ち
寄
る
と
、
地
元
の
主
婦

た
ち
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に

野
菜
を
買
い
求
め
て
い
た。

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
1

月
四
日
(火
)

34 



と安全管理総集版 2016年 6号

院
E 三E

4、'モ華

字申
季L
E E毛

布主λ

~事

OJ  
云塁
修吾
ー~<:S
4否τヲF
~きと

精
神
疾
患
で
医
療
上
の
必
要
性
は
低
い
の
に
臣
顛

入
院
す
る
「
社
会
的
入
院
」
の
解
消
に
向
け
、
西
宮

市
は
、1
年
以
上
入
院
す
る
市
民
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
退
院
や
生
活
の
支
福
護
用
を
共
に
考
え
る
事
業
を

2
0
1
6

年
度
に
始
め
る
こ
と
を
決
め
た

。

当
面
は

岡
市
内
な
ど
近
隣
の
精
神
科
病
院

3

カ
所
に
入
院
中

の
市
民
か
対
象
。

病
院
、
福
祉
事
業
所
と
連
携
υ
て

進
め
、
将
来
的
に
は
兵
庫
県
内
や
大
阪
府
内
の
病
院

に
入
院
す
る
市
民
に
も
広
げ
た
い
考
、
え
だ

。

県
障
害

福
祉
課
は
「
極
め
て
珍
し
い
取
り
組
み
」
と
す
る

。

(藤
村
有
希
子)

西
宮
市
、
来
年
度
か
ら

日
本
は
先
進
国
の
中
で

精
神
科
の
入
院
患
者
の
割

ム
宗
突
出
し
て
多
く
、
国

際
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

か
つ
て
の
国
の
隔
離

収
容
政
策
や
社
会
の
偏

見
、
退
院
後
の
住
ま
い
な

ど
受
け
皿
の
少
な
さ
が
影

を
落
と
し
て
き
た
。

西
宮
市
保
健
所
に
よ
る

と
、
精
神
科
の
あ
る
県
内

と
大
阪
府
内
の
叩
病
院
に

入
院
す
る
市
民
は
、
凶
年

6

月
末
時
点
で5
2
5

人
。

入
院
期
間
別
で
は
、

1

年
未
満
リ2
0
6

人
マ

住居探し、地域交流の機会提供
-
年
以
上5
年
未
満H
1

6
0

人
マ
5

年
以
上
叩
年

未
満
H
m
人
マ
叩
年
以
上

初
年
未
満H
町
人
マ
初
年

以
上H
ぬ
人
ー
だ
っ
た。

岡
市
内
で
は
凶
年
度
か

ら
、
N
P
O
法
人
が
運
営

す
る
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
が
、
西
宮
、
神
戸

市
の2
病
隈
と
協
力
し
て

退
院
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施。
セ
ン
タ
ー
職
員
が

入
院
患
者
に
地
域
の
情
報

を
伝
え
る
な
ど
し
て
、
過

去
の
2

年
間
だ
け
で
計
日

人
の
浪
障
が
美
現
さ
せ
、

そ
の
後
の
生
活
も
支
え
て

い
る
。

こ
う
し
た
首
景
や
、

患
者
の
地
域
復
帰
を
う
た

う
改
正
精
神
保
健
福
祉
法

が
U
年
に
興
付
さ
れ
た
こ

と
を
受7
、
西
宮
市
は
事

業
化
を
決
め
た。

西
宮
市
の2
病
院
、
神

戸
市
の
1

病
院
を
対
象

に
、
病
院
や
福
祉
事
業
所

な
ど
と2
カ
月
に1
度
会

議
を
聞
き
、
患
者
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ。
本
人
へ
の
意

思
確
認
な
ど
を
経
て
退
院

m
M

精
神
科
病
床
へ
の
入
院
先
進
泊
カ
国
が
加
盟
す

n
u

る
経
済
協
力
開
義
雄
構
(O
E
C
D)
に
よ
る
と
、

…
日
本
の
人
口
凶
万
人
当
た
り
の
糟
神
科
病
床
数
は
、
加
盟

…国
富
多
の
2
6
9

床
(2
0
1
1

年
を
中
心
に
調
き

…で
d
u
C
D
は
「
躍
設
化
カ
遅
れ
て
い
る
」
と
指
摘

。

…
平
均
入
院
百
数
も
2
9
2

日

(ロ
年)
と
、
整
白
が
ほ

…と
ん
ど
の
先
進
諸
国
で
群
和
}
抜
い
て
長
い

。

病
院
か
ら
地
域
へ

支
援
患
者
の
優
先
順
位
を

決
め
、
地
域
と
の
触
れ
合

い
体
験
や
、
退
院
後
の
住

ま
い
探
し
な
ど
を
助
け

る
。

同
時
に
、
受
け
皿
と

な
る
地
域
住
民
ら
へ
の
啓

発
も
進
め
、
退
院
患
者
の

体
験
談
を
伝
え
た
り
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た
り
す

る
。5

日
に
は
、
西
宮
市
の

委
警
受
け
て
実
務
を
担

う
福
祉
事
業
所
の
公
募

を
始
め
た。
岡
市
生
活
支

援
課
は
「
地
域
で
暮
ら

せ
る
か
ど
う
か
不
安
で

退
院
に
踏
み
切
れ
な
い
患

者
は
多
い。
支
援
の
仕
組

み
を
医
療
、
福
祉
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
築
き
、

進
め
て
い
き
た
い
」
と
す

る
。神

戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
1

月
6

日
(
水
)
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虐待の恐れ治療後も退院できず

社会的入院の子、延べ168人

虐
待
か
ら
守
り
た
い

大
阪
府
内
、3
年
間
で

け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
子
ど
も

が
、
保
護
者
に
虐
待
や
養
育
力
不
足

の
疑
い
が
あ
る
た
め
治
療
後
も
退
院

で
き
な
い
「
社
会
的
入
院
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
大
限
府
内
で
起
き
て
い

る
。
一
般
社
団
法
人
「
大
阪
小
児
軒

医
会
」
(
式
知
哲
久
会
長
)
が
実
態

を
初
め
て
調
査。
こ
の
3

年
で
少
な

く
と
も
延
べ16
8

人
に
の
ぼ
る
こ

と
が
分
かっ
た

。

小
児
科
医
会
調
査

大
阪
府
内
は
子
ど
も
の
虐
待
対
応

件
数
が
全
国
最
多。

府
な
ど
に
よ
る

と
、
受
げ
入
れ
施
設
に
余
裕
が
な

く
、
一
方
で
、
虐
待
な
ど
の
疑
い
が

あ
る
子
ど
も
を
家
に
帰
せ
な
い
た
め

だ
と
い
う。
開
会
は
施
設
の
鉱
充
な

ど
の
対
策
を
求
め
る
方
針
だ
。

開
会
が9
月
、
小
児
判
明
病
床
が
あ

る
府
内1
0
6

病
院
に
郵
送
で
ア
ン

ケ
ー
ト
。

町
病
院
か
ら
回
答
を
得

た
。

2
0
1
2

年
7

月
か
ら
四
年6
月

ま
で
に
、
4

日
間
以
上
の
社
会
的
入

院
が
あ
っ
た
と
答
え
た
の
は
加
病

院
。

こ
の
う
ち
5

病
院
が
叩
人
以
上

と
答
え
た
。
転
院
を
繰
り
返
し

、

半
年

以
上
に
及
ぶ
例
も
あ
っ
た
と
い
う

。

大
阪
府
な
ど
に
よ
る
と
、
こ
う
し

た
子
ど
も
は
治
療
後
、
必
要
な
ら
一

時
保
護
所
や
乳
児
院
で
保
護
し
、
そ

の
後
の
援
助
方
針
を
決
め
る
。

障
害

な
ど
が
あ
る
場
合
は
障
害
児
施
設
が

受
甘
皿
に
な
る。

開
会
の
被
虐
待
児
養
育
環
境
問
題

検
討
委
員
会
で
調
査
を
ま
と
め
た
石

崎
優
子
医
師
は
「
未
回
答
の
病
院
も

あ
っ
て
実
態
は
さ
ら
に
多
い
と
思

う
。

ベ
ッ
ド
周
り
に
限
ら
れ
る
入
院

生
活
は
、
自
由
に
遊
ん
だ
り
勉
強
し

た
り
で
き
ず
、
治
療
後
の
子
ど
も
の

生
活
の
揚
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

。

新

た
な
患
者
の
受
け
入
れ
に
も
影
響
し

て
い
る
」
と
話
す
。(北
村
有
樹
子)

-~~ . 
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児
童
虐
待
の
対
応
件
数
が
全
国
最
多
の
大
阪
府
で

、

本
来
保
護
さ
れ
る
べ
き
施
設
に
移
れ

ず
、

子
ど
も
た
ち
が
病
院
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
「
社
会
的
入
院
」
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

府
や
大
阪
市
は
「
好
ま
し
く
な
い
」
と
し
て
お
り

、

施
設
や
人
材
不
足
な
ど
を
補
う
対
策

が
必
要
だ。

缶
に
入
っ
た
灯
油
を
飲
ん
で
し

ま
っ
た
と
い
う
小
学
生
の
男
児

が
夜
間
救
急
診
療
所
か
ら
紹
介

さ
れ
て
来
た。
臭
い
の
き
つ
い

灯
油
を
誤
飲
す
る
と
は
考
え
に

く
く
、

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と

し
て
、

病
院
は
府
の
児
相
に
通

告
。

児
相
の
調
査
が
終
わ
る
ま

で
、

体
調
回
復
後
も
約1
カ
月

入
院
が
続
い
た
と
い
う
。

あ
る
総
合
病
院
で
は
、
父
親

か
ら
た
た
か
れ
る
な
ど
し
て
虐

病
室
し
か
居
場
所
な
し
子

、
な
い
か
ら
お
願
い
し
た
い
と
言

わ
れ
た
」
と
話
す。
カ
ル
テ
に

は
当
初
の
傷
病
名
を
残
し
、
症

状
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
ロ
月
市
目
(
火)

待
を
受
け
て
い
る
疑
い
が
あ
る

中
学
生
の
女
子
が
、
自
傷
行
為

な
ど
で
いっ
た
ん
入
院
し
た。

病
院
は
地
域
の
児
相
に
通
告
。

「
医
療
機
関
で
対
応
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

病
院
で

親
と
の
協
議
や
今
後
の
生
活
場

所
を
検
討
し
た
と
い
う
。

対
応
し
た
医
師
た
ち
は
「
日

の
光
に
ほ
と
ん
ど
当
た
ら
ず
何

カ
月
も
過
ご
す
子
ど
も
が
い
て

も
ど
か
し
い
」
「
就
学
児
だ
と

学
習
面
に
も
影
響
が
出
る」

「
大
け
が
な
ど
わ
か
り
や
す
い

虐
待
で
な
い
と
児
相
は
動
き
が

鈍
い
」
な
ど
と
話
す
。
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「
社
会
的
入
院
さ
せ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
」

大
阪
市
近
郊
に
あ
る
病
院
の

小
児
耕
医
は
、
児
童
相
談
所

(
児
相
)
か
ら
こ
ん
な
依
頼
を

数
回
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

昨
年
受
診
し
た0
歳
児
は
、

体
重
が
な
か
な
か
楢
唱
え
な
い
た

め
、
産
婦
人
税
の
紹
介
で
母
に

連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
入
院
し
て

検
査
し
た
が
身
体
に
問
題
は
な

か
っ
た
。
病
院
は
ネ
グ
レ
ク
ト

(
育
児
放
棄
)
の
疑
い
が
あ
る

と
し
て
地
元
保
健
所
に
連
絡
。 看

護
師
ら
が
根
気
よ
く
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
る
と
体
重
は
増
え
た

が
退
院
す
る
と
ま
た
滅
っ
た
。

入
院
は
断
続
的
に
続
き
、
保

健
所
や
病
院
は
府
の
児
相
に
通

告
。
小
児
耕
医
は
「
児
相
の
担

当
者
か
ら
、
乳
児
院
に
空
き
が

乳
児
院
な
ど
保
護
施
設
不
足

こ
う
し
た
社
会
的
入
院
に
つ

い
て
、
大
阪
府
家
庭
支
援
課
は

「
病
院
に
負
担
を
か
け
て
い
る

の
は
事
実
。
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
る
」
と
い
う
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
1
4

年
度
の
大
阪
府

内
(
大
阪
市
、
堺
市
を
含
む
)

の
虐
待
の
対
応
件
数
(
速
報

値
)
は
、
計1
万
3
7
3
8

件

で
全
国
最
多
。
全
国
の
約
四
%

を
占
め
る
。
一
時
保
護
件
数
は

3

千
件
を
超
え
、5
年
前
の
約

1

・
6

倍
だ
。

一
方
、
府
内
の
一
時
保
護
所

の
定
員
は
計20
6

人
。
府
と

大
阪
市
は
一
時
保
護
所
の
定
員

を
増
や
し
て
き
た
が
、
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
。
乳
児
院
の
空

き
も
少
な
い
と
い
う
。

府
や
市
に
よ
る
と
、
子
ど
も

に
障
害
が
あ
っ
た
り
、
た
ん
吸

引
な
ど
医
療
的
介
助
が
必
要
だ

っ
た
り
す
る
揚
合
、
社
会
的
入

院
が
さ
ら
に
長
引
く
と
い
う
。

大
阪
市
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー (

児
相
)
の
担
当
者
は
「
府
外

も
含
め
て
障
害
児
施
設
を
探
す

が
、
な
か
な
か
入
れ
な
い
」
。

府
は
ご
時
保
護
所
や
乳
児
院

は
医
療
看
護
態
勢
が
手
厚
く
な

い
。
一
時
保
護
所
の
定
員
を
増

や
せ
ば
解
決
す
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
説
明
す
る
。

府
な
ど
に
よ
る
と
、
保
護
者

に
連
れ
帰
ら
れ
る
恐
れ
な
ど
が

あ
り
児
相
が
一
時
保
護
が
必
要

だ
と
判
断
し
た
入
院
中
の
子
ど

も
は
、
児
相
の
一
時
保
護
所
に

虐
待
か
ら
守
り
た
い

母
親
は
障
害
が
あ
る
上
の
子

ど
も
に
か
か
り
き
り
だ
っ
た
。

0

歳
児
は
ほ
ぼ
半
年
聞
こ
の

病
院
に
い
た
が
、
そ
の
後
も
乳

児
院
に
は
入
れ
ず
、
転
院
し

た
。府

北
部
の
病
院
で
は
、
空
き

在
籍
す
る
形
に
し
て
い
る
。

「
病
院
に
負
担
を
か
け
な
い
た

め
着
替
え
や
洗
濯
な
ど
は
児
相

側
で
担
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

医
療
費
は
公
費
で
払
わ
れ
る
。

府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
(
児
相
)
は
「
施
設
探
し
に

奔
走
し
な
が
ら
、
入
院
継
続
を

依
頼
す
る
。
-
人10
0

件
以

上
の
ケl
ス
を
担
当
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。
困
っ
て
い
る

が
、
問
題
を
ど
う
発
信
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
話
す
。

虐
待
件
数
が
多
い
他
の
自
治

体
の
児
童
相
談
所
は
、
「
統
計

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
多
い

そ
の
他
(
夏
続
な
ど
)

と
み
て
い
な
い
」
(
車
京
都
)
、

ご
時
保
護
所
で
何
と
か
対
応

し
て
い
る
。
病
院
は
そ
う
し
た

入
院
延
長
を
受
け
入
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
」
(
干
葉
県
)
、 「

乳
児
院
は
空
き
が
少
な
く
、

1

週
間
程
度
の
延
長
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
る
が
各
児
相
で

年
1

人
程
度
」
(
愛
知
県
)
と

し
て
い
る
。
(
北
村
有
樹
子
)

施設の拡充、急務
児量福祉に詳しい津崎哲郎・

元大阪市中央児童相談所長の話

「社会的入院J は、病院が施
設代わりになっており、子ども
の福祉に反する。受け皿となる

施設の鉱充が急務と考える。入

院するほどではない医療的介助

が必要な子どもがいるなら、施

設の医療スタッフを手厚くする
ことも一策だ。他方、養育力に

課題がある保護者は増えてい

る。虐待の未然防止に向け、ひ
とり親、障害、夜間就労、貧困

など困難に直面しやすい家庭の

特徴に合わせた支援が必要だ。

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
ロ
月
時
日
(
火
)
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虐
待
か
ら
守
り
た
い

Jλ、

E馬主
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d人
gζ二

管弓子

本紙調査

医
療
型
施
設

6

人
に
1

人

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
身
体
障
害
や
知
的
障
害
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
が
暮
ら
す
全
国
の
医
療
型

障
害
児
入
所
施
設
に
、
保
護
者
ろ
か
ら
虐
待
を
受
廿
た
障
害
児
が
少
な
く
と
も

4
2
9

人
い
る

と
み
ら
れ
る
己
と
が
、
毎
日
新
聞
か
施
設
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
た
。
回

答
し
た
施
設
に
入
所
す
る
障
害
児
の
6

人
に
l

人
の
割
合
に
な
る
。

虐
待
な
ど
家
庭
の
事
情
か
ら

国
の
保
護
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
に
つ
い
て
、
国
は
児
童
養
護

施
設
な
ど
を
対
象
に
継
続
調
査

し
て
い
る
が
、
医
療
型
障
害
児

入
所
施
設
は
調
査
対
象
外
で
、

虐
待
を
受
廿
た
入
所
者
の
全
体

像
は
不
明
だ
っ
た
。
厚
生
労
働

医
療
型
陣
害
児
入
所
施
設

「司
園
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
身
体
、
知
的
障
害
な
ど
が

F
担
あ
る
原
則
問
歳
未
満
の
子
供
に
、
日
常
生
活
の
支
援
・

指
導
を
し
な
が
ら
医
療
を
提
供
す
る
入
所
施
設
。
肢
体
不
自
由

や
知
的
障
害
な
ど
障
害
別
に
分
か
れ
て
い
た
入
所
施
設
を

2
0

1
2

年
度
に
二
元
化
し
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
と
重
症
心
身
障

害
児
施
設
、
一
部
の
自
閉
症
児
の
施
設
を
医
療
型
、
知
的
障
害

児
施
設
な
ど
を
福
祉
型
の
2

類
型
に
再
編
し
た
。

省
で
児
童
健
全
育
成
専
門
官
、

障
害
福
祉
専
門
官
を
務
め
た
大

塚
晃
・
上
智
大
教
授
は
「
入
所

者
に
虐
待
を
受
け
た
人
が
想
像

以
上
に
多
く
、
極
め
て
深
刻
な

結
果
だ
。
障
害
に
応
じ
た
専
門

的
支
援
が
必
要
で
、
国
は
調
査

し
て
実
態
を
把
握
す
べ
き
だ
」

と
話
し
て
い
る
。

全
国
に
あ
る
医
療
型
障
害
児

入
所
施
設1
6
9

施
設
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
送
り
、1
3
6

施
設

(
入
所
児
計26
4
3

人
)
か

ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、

児
童
相
談
所
(
兜
相
)
に
保
護

さ
れ
た
な
ど
の
経
韓
か
ら
虐
待

を
受
貯
た
と
施
設
が
判
断
し
た

障
害
児
は
、
制
施
設
の
4
2
9

人
で
、
回
答
し
た
施
設
の
入
所

児
の
日
物
だ
っ
た
。
併
設
さ
れ

た
成
人
施
設
の
入
所
者
計71

9
0

人
中
、
虐
待
を
受
け
た
人

は
泊
施
設
の
日
人(
0・
6

物
)

で
、
子
ど
も
を
合
わ
せ
る
と
計

4
7
2

人
に
な
る
。

児
相
の
調
査
や
医
師
の
診
断

な
ど
か
ら
、
虐
待
が
原
因
で
障

害
を
負
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
は

4
7
2

人
中
1
2
0

人
(
お

物
)
。10
2

人
(
泣
物
)
は
身

体
、
知
的
障
害
が
軍
複
し
た
最

重
度
の
障
害
者
だ
っ
た
。
頭
部

の
外
傷
で
体
の
ま
ひ
や
知
的
障

害
を
負
っ
た
人
が
白
人
い
た
。

虐
待
の
内
容
(
復
数
回
答
)

は
養
育
放
棄
(
ネ
グ
レ
ク
ト
)

が
2
8
5

人
マ
身
体
的
虐
待1

8
1

人
マ
心
理
的
虐
待
出
入
マ

性
的
虐
待6
人
。
施
設
が
虐
待

の
要
因
と
み
て
い
る
(
複
数
回

答
)
の
は
「
子
の
病
気
や
障
害
」

が
1
3
4

人
マ
保
護
者
の
精
神

疾
患
叩
人
マ
保
謹
者
の
障
害
白

人
マ
保
護
者
の
経
済
的
困
窮
臼

人
マ
望
ま
な
い
妊
娠
・
出
産
担

人
。
年
齢
別
で
は65
ロ
歳
が

愚
も
多
く1
8
8

人
マ
日
ら
口

歳
1
3
8

人
マ3
5
5

歳
同
人

ー
ー
ー
な
ど
。
【
野
倉
恵
】

毎
日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
日
(
土
)
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医
療
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
の
た
め
の
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

の
子
ど
も
の6
人
に1
人
が
保
護
者
ち
か
ら
虐
待
を
受
廿
て
い
た
と

み
ら
れ
る
|
|
。
毎
日
新
聞
が
施
設
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
そ
ん
な
結
果
が
出
た
。
国
は
児
童
嚢
謹
施
設
の
職
員
増
員
な
ど

児
童
虐
待
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
障
害
児
施
設
へ
の
対
策
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
現
場
任
せ
な
の
が
留
意
だ
。
【
野
倉
恵
】

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

床
ず
れ
予
防
の
寝
返
り
を
す
る

た
め
背
中
を
抱
え
ら
れ
た
女
子
高

生
は
、
口
元
を
わ
ず
か
に
ゆ
る
め

た
。
東
日
本
の
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
に
い
る
少
女
は
、
乳
児
の

時
に
頭
の
脅
を
折
り
、
搬
送
先
の

病
院
で
硬
膜
下
血
腫
と
網
膜
剥
離

が
判
明
し
た
。
「
き
ょ
う
だ
い
が

高
い
と
と
ろ
か
ら
落
と
し
た
」
。

両
親
は
虐
待
を
否
定
し
た
が
、
以

前
か
ち
不
自
然
な
け
が
が
続
い
て

い
た
た
め
、
児
童
相
談
所
(
児
相
)

が
保
護
し
、
退
院
後
に
施
設
に
入

所
し
た
。

全
身
が
ま
ひ
状
態
で
今
も
ほ
と ん

ど
体
を
動
か
せ
ず
、
視
賞
障
害
、

重
い
知
的
障
害
が
あ
る
。
施
設
に 葉監

L 
く

併
設
さ
れ
た
特
別
支
援
学
校
に
入

学
し
、
療
育
を
受
け
て
き
た
。

親
は
入
学
式
や
卒
業
式
に
も
姿

を
見
せ
な
か
っ
た
。
数
年
前
に
食

べ
物
を
の
み
下
し
に
く
く
な
り
、

施
設
は
胃
ろ
う
の
手
術
を
検
討
。

兜
相
が
転
居
し
て
い
た
親
を
捜
し

出
し
て
説
得
し
、
同
意
を
得
て
よ

う
や
く
手
術
で
き
た
。

少
女
は
こ
の
数
年
で
人
の
声
が

す
る
方
に
顔
を
向
け
、
話
し
か
け

ら
れ
る
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
よ

国
は
速
や
か
な
支
援
を

面
劃
)
「
親
の
暴
力
か
ろ
保

魚
崎
守
護
さ
れ
た
子
が
他
の
子

を
た
た
く
」
「
夜
間
に
写
ナ
供
を

帰
せ
』
と
迫
る
親
が
い
て
、
当
直

の
看
護
師
だ
け
で
対
応
で
き
な

い
」
。
虐
待
を
受
け
た
障
害
児
が

入
所
す
る
施
設
で
は
叩
年
以
上
前

か
ら
、
そ
ん
な
職
員
の
声
が
上
が

っ
て
い
た
。
病
気
治
療
や
機
能
回

復
訓
練
が
専
門
の
施
設
が
、
虐
待 に

も
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
ご
と

に
対
す
る
悲
鳴
だ
。

児
童
虐
待
防
止
法
は
、
ケ
ア
の

調
査
研
究
や
被
虐
待
兜
が
家
庭

的
環
境
で
育
つ
た
め
の
配
慮
、
自

立
支
援
を
固
と
自
治
体
の
責
務

と
明
記
し
て
い
る
。
と
の
た
め
国

は
児
意
聾
謹
施
設
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
入
所
理
由
や
虐

待
を
受
け
た
状
回
な
ど
を
調
査

う
に
な
っ
て
き
た
。
男
性
職
員
は

「
十
数
年
か
け
て
成
長
し
て
い
る
」

と
言
う
。

東
日
本
の
別
の
医
療
型
施
設
の

小
学
女
児
は
、
幼
児
の
時
に
硬
膜

下
血
腫
で
搬
送
さ
れ
、
半
身
の
ま

ひ
と
知
的
障
害
を
負
っ
た
。
階
段

か
ら
稽
ち
た
と
い
う
親
の
説
明
が

不
自
然
な
大
け
が
で
、
児
相
に
保

護
さ
れ
た
。

母
親
が
面
会
に
施
設
を
訪
ね
る

の
は
年1
回
ほ
ど
。
施
設
は
女
児

の
成
長
に
合
わ
せ
、
歩
行
を
補
助

す
る
特
殊
な
靴
を
新
調
し
よ
う
と

し
た
が
、
職
員
が
母
親
の
自
宅
を

訪
ね
て
も
会
え
ず
、
同
意
が
得
ら

れ
な
い
ま
ま
越
年
し
た
。

共
に
寝
起
き
す
る
友
だ
ち
に
は

し
、
虐
待
対
慣
の
基
礎
デ
l

タ
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
虐
待
対
応
の

専
従
職
員
の
配
置
が
進
め
ら
れ
、

今
年
度
は
よ
り
き
め
細
か
い
対
応

と
家
庭
的
環
境
に
近
い
養
護
実
現

に
向
け
、
施
設
を
小
規
模
化
し
た

り
、
里
親
を
拡
充
し
た
り
す
る

都
道
府
県
の
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。だ

が
、
障
害
児
施
設
は
こ
う
し

た
取
り
組
み
の
枠
外
だ
。
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
虐
待
を
受
け

た
入
所
者
が
い
る
施
設
の
6

割
以

親
が
面
会
に
訪
れ
た
り
、
休
み
に

は
自
宅
に
帰
っ
た
り
す
る
が
、
女

兜
に
は
迎
え
に
来
る
人
は
い
な

い
。
「
抱
っ
と
し
て
」
。
女
児
は

面
会
に
来
る
友
だ
ち
の
親
に
せ
が

む
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

と
の
施
設
の
男
性
職
員
は
「
虐

待
さ
れ
た
障
害
児
は
何
重
も
の
ハ

ン
デ
ィ
を
負
う
。
切
な
さ
や
不
安

を
表
現
で
き
ず
、
他
人
や
自
分
を

傷
つ
け
る
子
も
い
る
」
と
い
う
。

「
他
人
と
関
係
を
築
く
に
は
丁
寧

な
個
別
の
対
応
が
必
要
だ
が
、
心

理
的
な
ケ
ア
ま
で
手
が
十
分
回
ら

な
い
。
職
員
の
努
力
も
眼
界
に
近

い
」
と
話
し
た
。

上
が
、
虐
待
に
対
す
る
ケ
ア
に
つ

い
て
「
特
段
の
対
応
を
し
て
い
な

い
」
と
答
え
た
。
手
厚
い
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
支
援
が
届

い
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。
国

は
一
刻
も
早
く
障
害
児
施
設
を
対

象
に
虐
待
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
、
必
要
な
支
援
に
乗
り
出
す
べ

き
だ
。

【野
倉
恵】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2

0
1
6

年
3

月
市
日
(
土
)
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目リ
カミ

ら

虐
待
死
の
危
険
贋
か
高
い
と
さ
れ
る

O

歳
児。
母
親
が

加
害
者
に
な
る
ケl
ス
が
多
く
、
周
囲
の
支
え
が
欠
か
せ

な
い
。

そ
こ
で
行
政
と
医
療
機
闘
が
連
携
し
、
貧
困
や
孤

立
で
不
安
を
抱
え
る
妊
婦
を
産
前
か
ら
見
守
る
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る。

叩
月
に
発
表
さ
れ
た
国
の
統
計
で
は
、

2
0
1
3

年
度
の
虐
待
死
は
辺
人
で
前
年
度
か
ら
6
人

減
。

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
関
係
者
は
「
切
れ
目
の

な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
た
い
」
と
力
を
込
め
る

。

「
恋
人
と
は
別
れ
た
け
ど
、

産
み
ま
す
」。
福
岡
市
早
良
区

の
竹
内
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
受
診
し
た
少
女
(
打
)
は
、
竹

内
盛
院
長
に
切
り
出
し
た。

実
家
は
父
子
家
庭
。

妊
娠
叩
週。

竹
内
院
長
は
「
見
守
る
へ
か
必

要
」
と
判
断
し
、
区
役
所
へ
連

絡
し
た。

保
健
師
が
訪
ね
る
と
、
自
宅

は
散
ら
か
っ
て
い
た
。

ま
ず
は

少
女
と
一
緒
に
掃
除

。

晴
乳
瓶

や
ベ
ビl
服
の
買
い
物
に
も
付

き
添
っ
た。
産
後
も
定
期
的
に

訪
問
し
、
悩
み
を
聞
い
た
り
、

助
言
を
し
た
り。
今
、
少
女
は

子
育
て
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
医師から連絡、保健師が訪問

一緒に掃除、買い物も
で
い
る
と
い
う。

厚
生
労
働
省
の
統
計
(
日
年

度
)
で
は
、
児
童
虐
待
死
の
制

第
を
O

歳
が
占
め
、
加
害
者
の

6

割
は
実
母
だ
っ
た
。

特
に
出

産
直
後
は
、
慣
れ
な
い
育
児
で

ス
ト
レ
ス
も
膨
ら
み
が
ち
。

竹

内
院
長
は
「
産
前
か
ら
妊
婦
と

支
援
者
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
重
要。
特
に
何
度
も
健
診

す
る
産
科
医
は
リ
ス
ク
に
気
付

き
ゃ
す
く
、
保
健
師
と
の
橋
渡

し
も
で
き
る
」
と
指
摘
す
る
。

口

口

貧
困
、
望
ま
な
い
妊
娠
、
地

域
で
の
孤
立:
・
。

こ
う
し
た
不

安
を
抱
く
妊
婦
ほ
ど
虐
待
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
、m
m年
の

改
正
児
童
福
祉
法
で
は
、
産
前

か
ら
支
援
が
必
要
な
「
特
定
妊

婦
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

。

以
後
、
母
子
健
康
手
帳
の
申
行
政
と
医
療
機
関
の
連
携
だ

請
時
や
産
婦
人
科
の
壁
診
時
に
げ
で
は
存
在
自
体
を
把
握
で
き

声
を
掛
げ
る
取
り
組
み
が
続
け
な
い
「
ハ
イ
リ
ス
ク
」
の
母
親

ら
れ
て
き
た。
日
年
に
は
、
厚
が
い
る
か
ら
だ。

婚
外
子
や
若

労
省
が
都
道
府
県
に
医
療
機
関
年
で
の
妊
娠
な
ど
知
ら
れ
た

と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
よ
く
な
い
事
情
を
抱
え
、
母
子
健

う
通
知。

日
本
産
婦
人
科
医
会
康
手
帳
を
申
請
せ
ず
、
産
婦
人

も
、
虐
待
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
科
を
受
診
し
な
い
妊
婦
も
い

の
行
動
例
な
ど
を
記
し
た
連
携
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表
し
た
。

窓
口
の責
任
者
で
あ
る
田
尻

国
は
昨
年
度
か
ら
、
産
前
か
由
貴
子
特
別
顧
問
は
、
親
が
育

ら
相
談
を
受
け
る「子
育
て
世
て
ら
れ
な
い
子
を
匿
名
で
預
か

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
モ
る
「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」

デ
ル
事
業
を
全
国
却
市
町
村
で
を
運
営
す
る
慈
恵
病
院
(
岡
市
)

ス
タ
ー
ト

。

本
年
度
中
に1
5

の
一
元
看
護
部
長

。

「
聞
く
だ
け

O
市
町
村
、5
年
後
に
は
全
国
に
終
わ
ら
ず
、
相
談
を
糸
口
に

展
開
を
目
指
す。

児
童
虐
待
に
身
元
を
明
か
し
て
も
ら
い
、
実

詳
し
い
津
崎
哲
郎
関
西
大
客
員
際
の
支
援
に
つ
な
げ
た
い
」
と

教
授
は
「O
歳
児
の
虐
待
死
の
話
す

。

(
河
樟
由
紀
子
)

減
少
は
連
携
に
よ
るw
早
期
発

見
u
の
効
果
だ
」
と
評
す
る

。

口
口

剖
時
間
、
匿
名
で
受
け
付
け

ま
す
|。

一
般
社
団
法
人
ス
タ

デ
ゴ
フ
イ
フ
熊
本
(
熊
本
市
)

は
今
年5
月
か
ら
、
妊
娠
・
子

育
て
専
門
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
た
。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
刊
月
匁
日
(
月
)
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児童虐待の早期発見へ、松山市は2014年度から小中学校での

歯制検診を有効活用している。学校歯糾医を派遣する松山市歯
斜医師会が、未処置の虫歯の数などでネグレク卜 (育児放棄)を

疑う判定基準を設げて学校に情報提供する仕組みで、経過観察

が必要な子どもの把渥につながっている。

松山市歯科医師会が指針 l 

E司

ネ
グ
レ
ク
ト
対
応
の
歯
糾
検
ま
で
踏
み
込
み
に
く
か
っ
た
の
い
る

。

診
事
業
は
、
市
歯
糾
医
師
会
が
も
事
実
」
と
振
り
返
る。
深
刻
情
報
を
受
け
た
学
校
が
対
応

市
教
育
蚕
員
会
に
提
案
。

過
去
な
児
童
虐
待
が
社
会
問
題
と
な
し
、
こ
れ
ま
で
学
校
や
関
係
機

に
他
県
で
実
施
さ
れ
た
調
査
で
る
中
、
共
通
の
判
定
基
準
が
あ
闘
で
ネ
グ
レ
ク
ト
の
兆
候
が
あ

一
般
児
童
と
保
護
児
童
の
虫
歯
れ
ば
積
極
的
な
情
報
提
供
や
対
る
と
把
握
し
て
い
た
児
童
生
徒

の
数
に
は
顕
著
な
差
が
あ
り
、
応
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た

。

以
外
に
、
凶
年
度
は1
人
、
日

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
歯
斜
毎
年41
6

月
に
行
わ
れ
る
年
度
は
日
人
を
新
た
に
把
握

。

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
と
さ
れ
学
校
歯
税
検
診
に
合
わ
せ
、
市
市
教
委
に
よ
る
と
、
学
校
な
ど

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

歯
糾
医
師
会
が
統
一
の
ガ
イ
ド
で
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

歯
斜
医
は
口
腔(こ
う
く
う

)
ラ
イ
ン
を
作
成
。

u
年
度
は
未
ネ
グ
レ
ク
ト
に
当
た
る
ケ
ー
ス

内
の
状
態
か
ら
子
ど
も
の
養
育
処
置
の
虫
歯
日
本
以
上
を
判
定
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
経
過

環
境
を
あ
る
程
度
推
測
芝
」
る
基
準
と
し
、
計
町
人
の
児
童
生
観
察
が
必
要
と
し
て
い
る

。

半
面
、
市
歯
制
医
師
会
の
石
崎
徒
が
該
当
。

日
年
度
は
他
県
の
市
歯
制
医
師
会
に
よ
る
と
、

一
成
会
長(位
)は
「仮
に
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
踏
ま
え
、
基
市
内
小
中
学
生
の
未
処
置
の
虫

で
兆
候
に
気
付
い
て
も
、
い
ち
準
を
6

本
以
上
に
変
更
し
、
計
歯
は
平
均
で
1

本
を
下
回
る。

医
師
の
立
場
で
個
人
的
な
部
分27
7

人
の
情
報
を
提
供
し
て
石
崎
会
長
は「虫
歯
が6
本
以

学校歯科検診による
ネグレクト発見の流れ

学校歯科医校

ほかの状況も考.
して総合的に判断

察
な
ど
関
係
機
闘
が
連
携
を
深

め
て
い
る。
市
教
委
保
健
体
育

課
の
重
谷
治
課
長
は「申
芸
品
吋
」

ま
な
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ

て
お
く
必
要
が
あ
り

、

学
校
歯

糾
検
診
の
専
門
的
知
見
は
重
要

な
手
掛
か
り
の一つ
。

毎
年
行

わ
れ
る
検診
で
子
ど
も
の
経
年

変
化
も
確
認
で
き
る」
と
し
て

い
る
。
(

門
田
龍
二
)

子
ど
も
の
養
育
環
境
推
測
学
校
検
診
で
情
報
提
供

学

上
あ
る
時
点
で
、
大
人
の
子
ど

も
へ
の
不
適
切
な
関
わ
り
を
意

味
す
る
『マ
ル
ト
リl
ト
メ
ン

ト

』
に
当
た
る。

子
ど
も
が
大

き
な
リ
ス
ク
を
負
う
前
に
、
学

校
や
家
庭
で
早
急
な
対
応
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い」
と
話
す。

松
山
市
で
は
虐
待
や
育
児
不

安
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
や
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
警

愛
媛

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
1

月
6

日
(
水
)
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ま
ず
親
に
寄
り
添
う

虐
待
予
防
小
児
科
医
の
挑
戦

「
お
母
さ
ん
、
乙
の
子
の
歩
く
機
子
を
見
た

い
け
ん
、
つ
い
た
て
の
所
に
行
っ
て
く
れ
る
?
」

人
口
8

万
6
0
0
0

人
、
年
間
出
生
数83

0

人
ほ
ど
の
大
分
県
中
津
市
で
月
に
l

度
あ
る

l

歳
6

カ
月
児
健
診
。
叩
人
ほ
ど
の
子
を
2

人

の
小
児
科
医
と
分
担
し
て
診
て
い
た
井
上
登
生

さ
ん
(
臼
)
は
、
検
査
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
終
え

る
と
、
母
親
の
膝
か
ら
子
供
を
抱
き
取
る
。

な
ぎ
、
官
民
一
体
で
見
守
る
。

そ
ん
な
中
湾
市
の
取
り
組
み
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
8

年
度
か
ら
始
め
た
追
跡
調
査
で

児
童
虐
待
に
至
る
前
に
予
兆

を
つ
か
ん
で
必
要
な
支
援
に
つ

「アーンして、アーン」と芦をかけながら乳児を惨察

する井上登生さん。親子を和ませようと、表情がくる

くる変わる=大分県中津市で、福岡賢正撮影

は
、
市
内
で
生
ま
れ
た
子
供
の

う
ち
、
児
童
相
談
所
の
介
入
が

必
要
な
ほ
ど
の
虐
待
を
受
け
た

子
供
の
割
合
を1
物
台
に
と
ど

め
て
い
る
。
欧
米
の
予
防
対
策

が
進
ん
だ
地
域
並
み
に
低
く
、

主
導
す
る
井
上
さ
ん
の
医
院
に

は
昨
年
日
月
末
、
寝
崎
恭
久
厚

生
労
働
相
も
視
察
に
訪
れ
た
。

「
虐
待
は
親
を
責
め
て
も
何

も
解
決
し
な
い
。
大
事
な
の
は

と
じ
れ
る
前
に
親
に
寄
り
添
っ

て
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
と
と
」
。

全
国
の
児
相
が
対
応
し
た
虐
待

相
談
件
数
が8
万
8
9
3
1

件

(
は
年
度
)
と
過
去
最
多
と
な

る
中
、
井
上
さ
ん
と
申
湾
市
の

挑
戦
を
追
っ
た
。

取
材
・
文
福
岡
賢E

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

が
若
い
母
親
に
切
り
出
し
た
。
「
そ
う
な
ん
で
す
か
?
」

「
と
の
子
に1
日
付
き
合
っ
「
そ
う
。
も
っ
た
い
な
い
。

て
、
幼
児
言
葉
で
声
掛
げ
し
た
良
か
っ
た
ら
、
市
役
所
の
子
育

り
、
遊
ん
だ
り
で
き
る
?
」
て
支
援
課
に
上
村
さ
ん
つ
て
保

「
そ
ん
な
ん
無
理
だ
わ
1

」
健
師
さ
ん
が
お
る
砂
ん
、
電
話

即
答
し
た
母
親
を
井
上
さ
ん
し
て
み
ょ
う
か
」

は
柔
ら
か
く
受
け
止
め
る
。
母
親
が
う
な
ず
く
と
、
井
上

大
分
喜
章
巾
の
混
上
小
「
そ
う
よ
ね
。
で
き
ん
の
が
さ
ん
は
す
ぐ
に
喜
志
定
。

児
科
医
塵
は
杉
の
無
垢
材
で
当
た
り
前
。
僕
ち
で
も
叩
分
が
「
前
に
お
母
さ
ん
が
お
ら
れ

建
て
ら
れ
、
ま
る
で
児
童
館
の
限
界
よ
、1
時
間
も
し
た
ち
フ
る
ん
だ
げ
ど
、
保
育
園
に
入
れ

よ
う
な
雰
囲
気
だ
。
地
域
子
育
ラ
フ
ラ
に
な
る
も
ん
。
な
の
に
る
乙
と
も
考
え
た
い
と
言
わ
れ

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
発
達
行
動
今
ま
で
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。
で
と
る
ん
よ
。
検
討
で
き
ん
?
」

相
談
室
も
併
設
さ
れ
、
い
つ
も
も
と
の
子
は
も
う
人
ま
ね
で
き
3

分
弱
の
電
話
の
後
、
担
当

親
子
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
る
ご
と
な
っ
と
る
り
ん
、
保
育
課
と
保
健
師
の
名
前
を
メ
モ
し

く
。
そ
の
日
、
言
葉
の
遅
れ
が
園
で
集
団
に
入
れ
た
ら
も
っ
と
て
渡
し
、
笑
顔
で
告
げ
た
。

目
立
つ3

歳
の
境
を
診
て
い
伸
び
る
ね
。
乙
の
ま
ま
家
で
育
「
話
は
通
じ
と
る
け
ん
、
と

た
院
長
の
井
上
登
生
さ
ん
(
回
)
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
よ
」
の
保
健
師
さ
ん
を
紡
ね
て
ね
」

「
地
域
の
手
」
集
め
続
け

2
0
1
6

年
2

月
7

日
(
日
)

を
と
る
場
合
も
あ
り
、
全
て
が
問
題
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
言
葉
の
遅
れ
を
伴
っ
た

り
、
ネ
供
に
つ
い
て
尋
ね
て
も
親
が
答
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
時
は
、
母
子
関
係
の
問
題
や

自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
の
可
能
性
を
疑
い
、

精
密
検
査
を
受
フ
て
も
ら
う
。

「
ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
(
S

S
P
)
」
と
呼
ば
れ
る
検
査
は
、
部
屋
の
中
で 室

の
保
育
士
の
出
番
だ
。
母
子
と
一
緒
に
過
ご

し
な
が
ら
、
子
供
の
興
味
に
合
わ
せ
て
動
く
と

と
や
声
の
か
け
方
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
仕
方
な

ど
を
体
得
で
き
る
よ
う
導
く
。
多
く
は
母
子
関

係
が
劇
的
に
改
詰
問
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
も
動

画
に
収
め
、
と
も
に
見
な
が
ら
獲
め
る
と
と
で

母
親
の
意
欲
を
高
め
て
い
く
の
が
井
上
流
だ
。

新聞社以外の許路も得た上で掲載しております.
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近道子棋を板ラ
母をケアし虐待予防大分・中津

大
抵
の
子
は
火
が
つ
い
た
よ
う
に
泣
き
出

し
、
床
に
立
た
せ
る
と3
M
ほ
ど
離
れ
た
母
親

の
も
と
へ
一
直
線
に
向
か
っ
て
い
く
。

そ
し
て

母
親
の
胸
に
抱
き
留
め
ら
れ
て
あ
や
さ
れ
る

と
、
す
ぐ
に
泣
き
や
む
。
そ
の
姿
に
井
上
さ
ん

の
笑
顔
が
は
じ
け
る。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
の
心

に
「
愛
着
」
と
呼
ば
れ
る
母
親
と
の
鮮
が
順
調

に
育
ち
、
母
親
が
子
供
に
と
っ
て
安
全
基
地
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
証
し
だ
か
ら
だ
。

時
折
、
母
親
か
ら
離
さ
れ
て
も
泣
か
な
い
子

ゃ
、
井
上
さ
ん
が
手
を
離
し
て
も
動
か
な
い
子
、

母
親
が
い
な
い
方
へ
行
っ
た
り
途
中
で
立
ち
止

ま
っ
た
り
す
る
子
が
い
る
。

保
育
園
な
ど
で
親

と
離
れ
る
と
と
に
慣
れ
て
い
て
そ
う
し
た
行
動

の取材は

謡曲員主(西部報道部)
1983年入社。久留米支局、人吉通信部、 西部

学芸課などを経て現職。 r国が川を壊す理由J

「男の子育て風雲録J rたのしい不便J r隠さ
れた風景J r小さき者たちの戦争J r幸せのか
たちJ など新関連載を基にした 9冊の著書があ

る。 今回は写真も担当した。

今回の

母
子
だ
け
で
過
ご
し
て
い
る
所
に
見
知
ら
ぬ
大

人
(
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
l
、

S
)
が
入
っ
て
き
て

子
供
と
遊
び
、
慣
れ
た
後
で
母
親
と
S

が
部
屋

を
出
入
り
す
る
形
で
行
う
。

部
屋
に
子
供
とS

だ
け
、
子
供1
人
だ
け
、
母
子
だ
け
な
ど
七
つ

の
場
面
を
作
り
、
子
供
の
反
応
と
母
親
の
行
動

を
見
て
判
定
す
る。
そ
の
様
子
を
動
画
に
収
め

て
分
析
し
た
後
、
井
上
さ
ん
は
母
親
と
一
緒
に

見
な
が
ら
解
説
す
る。

-
歳
6

カ
月
l見
健
診
の
後
、
精
密
検
査
で
S

S
P

を
受
防
る
母
子
は
全
体
の
約
3

傷
。
育
児

技
術
が
未
熟
で
子
育
て
に
喜
び
が
感
じ
ら
れ
ず

ネ
グ
レ
ク
ト
(
育
児
放
棄
)
に
陥
り
か
け
て
い
る

場
合
は
、
医
院
に
併
設
さ
れ
た
発
遥
行
動
相
談

井
上
さ
ん
は
体
と
心
の
両
面
か
ら
平
供
を
診

る
発
達
行
動
小
児
科
学
が
専
門
で
、
小
児
保
健

と
子
供
の
精
神
医
学
を
統
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
英
国
で
学
ん
だ
。
故
郷
の
中
津
市
に
戻
り
、

父
親
が
営
む
小
児
科
医
院
の
副
院
長
に
就
い
た

お
年
前
か
ら
、
地
元
の
保
健
師
た
ち
を
集
め
て

勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
保
健
師
た
ち
十

数
人
が
彼
と
共
に
虐
待
予
防
の
中
核
を
担
う

。

ま
ず
母
子
手
帳
交
付
時
に
、
保
健
師
が
個
室

で
妊
婦
と
向
き
合
い
、
-
対
l

で
相
手
に
共
感

〔
次
ベ1
ジ
に
つ
づ
く
〕

1 歳6カ月児健診で母親から抱き取った子供を放す井上登生さん。 泣きながら
母親の方へ一直線に向かう姿に井上さんの顔がほとろぶ=大分県中津市で

新聞社以外の許諾も得た上で掲織しております。
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〔
前
ぺ
|
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

し
な
が
ち
詳
細
な
聞
き
取
り
を
行
う
。
望
ま
な

い
妊
娠
や
若
年
妊
娠
、
精
神
科
受
診
歴
が
あ
る

な
ど
育
児
困
難
に
陥
り
が
ち
な
妊
婦
を
頻
繁
に

訪
ね
、
出
産
後
も
家
庭
訪
問
を
重
ね
る
。
さ
ら

に
生
後2
カ
月
前
後
に
全
出
生
児
の
家
を
紡
ね

て
養
育
状
視
や
産
後
う
つ
の
兆
候
な
ど
を
確
認

し
、
不
安
を
感
じ
た
ら
継
続
し
て
訪
問
す
る
。

そ
し
て
、
毎
月1
回
あ
る
4

カ
月
、7
カ
月
、

1

歳
6

カ
月
、3
歳
6

カ
月
児
の
集
団
健
診
で

全
て
の
子
と
家
族
の
状
祝
を
把
短
す
る
。
中
津

市
の4
カ
月
、7
カ
月
児
健
診
の
受
診
率
は
即

物
喝
働
く
母
親
が
猶
え
るl
歳
6

カ
月
、3

歳
6

カ
月
児
健
診
も9
創
を
超
え
、
来
受
診
者

は
保
健
師
が
家
を
訪
ね
る
。
井
上
さ
ん
は
集
団

健
診
の
全
て
に
携
わ
っ
て
お
り
、
保
健
師
が
家

庭
訪
問
を
し
て
不
安
を
感
じ
た
親
子
に
つ
い
て

は
、
そ
と
で
得
た
情
報
を
添
え
て
井
上
さ
ん
に

診
て
も
ら
い
、
対
応
を
話
し
合
う
。

井
上
さ
ん
は
無
報
酬
で
児
童
養
暗
躍
施
般
の
職

員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
師
ち
を
集

め
た
勉
強
会
も
毎
月
続
け
て
お
り
、
一
昨
年
ま

で
幻
年
聞
に
わ
た
っ
て
保
育
士
の
勉
強
会
も
開

い
て
き
た
。
と
う
し
た
不
断
の
努
力
が
実
り
、

中
海
市
で
は
子
供
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

が
共
通
認
識
の
も
と
に
支
援
に
当
た
れ
る
よ
う

に
な
り
、
国
も
注
目
す
る
官
民
一
体
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
態
勢
が
生
ま
れ
た
。
保
健
師
な
ど

の
公
務
員
に
は
定
期
異
動
が
あ
り
、
在
任
中
に

ス
キ
ル
を
身
に
つ
げ
で
も
継
家
さ
れ
に
く
い
側 面

が
あ
る
。
岡
市
は
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
、

強
い
使
命
感
を
持
つ
井
上
さ
ん
が
異
動
の
な
い

開
業
医
と
し
て
地
域
に
根
を
張
り
、
一
貫
し
て

行
政
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
関
わ
り
続
け
た
と
と

で
、
そ
の
課
題
を
克
服
で
き
た
と
い
え
る
。

そ
ん
な
地
域
の
虐
待
予
防
の
核
と
な
る
専
門

家
を
育
て
、
保
健
師
ら
の
ス
キ
ル
が
継
家
さ
れ

て
い
く
仕
組
み
作
り
を
井
上
さ
ん
は
固
に
働
き

か
け
て
い
る
。

中
学2
年
の
冬
、
井
上
さ
ん
は
友
人
が
学
校

で
ひ
ど
く
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し

た
。
家
に
帰
る
と
、
そ
の
友
人
が
腹
痛
を
懸
え

て
父
の
医
院
に
来
て
お
り
、
感
染
性
胃
腸
炎
と

告
げ
ら
れ
て
い
た
。
診
察
室
か
ら
出
て
来
た
父

に
彼
が
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
て
苦
し
そ
う
だ
つ

た
こ
と
を
伝
え
、
「
そ
れ
が
原
因
で
は
」
と
話

す
と
、
「
平
供
が
何
ば
言
い
よ
る
か
」
と
怒
鳴

ら
れ
大
げ
ん
か
に
な
っ
た
。
「
病
気
は
体
だ
け

で
な
く
心
の
面
か
ち
も
と
ら
え
る
べ
き
だ
」
。

そ
の
思
い
が
、
思
春
期
特
有
の
父
親
へ
の
反
抗

心
も
加
わ
っ
て
深
く
胸
に
刻
ま
れ
た
と
い
う
。

1
9
8
3

年
に
お
歳
で
医
師
に
な
る
と
、
ま

だ
日
本
語
の
教
科
歯
も
な
か
っ
た
発
建
行
動
小

児
科
学
を
独
学
し
な
が
ら
、
入
局
し
た
福
岡
大

学
病
院
(
福
岡
市
)
で
、
虐
待
や
親
子
関
係
な

ど
の
心
理
的
な
問
題
か
ら
体
に
変
調
を
来
し
た

子
供
た
ち
の
治
療
に
取
り
組
ん
だ
。
小
児
科
に

は
当
時
、
全
国
的
に
も
珍fυか
っ
た
病
棟
保
育

士
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
常
に
病
気
の
子
供
と

責
め
ず
支
え
る

過
ご
し
、
家
族
と
も
話
す
保
育
士
の
持
つ
情
報

に
、
井
上
さ
ん
は
目
を
見
張
っ
た
。
子
供
の
性

格
や
乙
だ
わ
り
、
家
族
関
係
な
ど
聞
け
ば
た
ち

ど
と
ろ
に
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
病
棟
全
体
で

そ
の
情
報
を
共
有
し
て
ケ
ア
に
生
か
せ
な
い
か

と
考
え
、
入
局2
年
目
に
医
師
、
看
趨
師
、
ソ

l

シ
ャ
ル
ワ
l

カ
1

ち
に
呼
び
か
げ
、
保
育
士

を
核
に
据
え
た
ケl
ス
検
討
会
を
始
め
た
。

病
棟
保
育
土
の
草
分
け
で
、
井
上
さ
ん
が
始

め
た
検
討
会
の
中
心
に
い
た
東
島
問
子
さ
ん

(
倒
)
は
振
り
返
る
。
「
当
時
、
『
保
育
士
は
子

供
と
遊
ん
で
い
れ
ば
い
い
』
っ
て
い
う
回
で
見

ら
れ
、
私
自
身
も
そ
う
思
っ
て
い
た
か
ら
、
井

上
先
生
に
『
保
育
士
さ
ん
つ
て
す
ご
い
情
報
持

っ
て
る
や
ん
。
乙
れ
を
無
駄
に
す
る
と
と
は
な

い
よ
』
っ
て
言
わ
れ
た
時
は
う
れ
し
く
て
。
子

供
を
支
え
る
た
め
に
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
と
と
を
し
よ
う
っ
て
い
う
や

り
方
が
す
ご
く
新
鮮
で
し
た
ね
」

h
F勉
強
会
で
井
よ
さ
ん
(
左
)
の
話
を
熱
心
に

聞
く
保
健
師
た
ち

企
杉
の
無
垢
(
む
く
)
材
で
園
田
て
ら
れ
た
井
上

山
由
務
医
院
は
、
ま
る
で
児
量
館
の
よ
う
だ

そ
の
先
に

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
た
だ
、
母
親
が
平
供
の

関
心
に
合
わ
せ
て
積
極
的
に
働
き
か
け
れ
ば
、

子
供
は
そ
れ
に
応
答
し
て
甘
-
え
上
手
に
な
り
、

母
子
の
関
係
は
急
速
に
改
普
し
て
い
く
。

新聞社以外の許信も得た上で掲駁しております.

-A旬、
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虐
待
の
場
合
、
親
子
関
係
や
親
の
成
育
歴
も

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
と
な
る
が
、
院
内
で
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
。
そ
と
で
井
上
さ
ん
は
、

子
供
に
関
わ
る
院
外
の
多
様
な
職
種
の
人
々
を

交
え
た
勉
強
会
や
研
究
会
も
始
め
、
外
の
力
を

借
り
つ
つ
子
供
の
ケ
ア
を
進
め
た
。
出
年
に
ロ

ン
ド
ン
大
に
留
学
し
、
そ
の
手
法
に
確
信
を
深

め
る
と
、
福
岡
県
の
四
つ
の
児
童
相
談
所
の
嘱

託
医
に
就
い
て
院
外
活
動
に
さ
ら
に
力
を
注
い

だ
。
児
童
虐
待
防
止
法
が
制
定
さ
れ
る
の
は

2

0
0
0

年
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
い

か
に
先
進
的
だ
っ
た
か
分
か
る
。

そ
れ
で
も
四
年
ロ
月
、
両
親
か
ら
虐
待
を
繰

り
返
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
2

歳
3

カ
月
の
男
児

が
呼
吸
停
止
状
態
で
運
び
込
ま
れ
、
m
日
後
に

亡
く
な
る
無
念
を
味
わ
っ
た
。
男
児
は
直
前
の

半
年
聞
に4
カ
所
の
救
急
病
院
に
入
院
し
て
お

り
、
兜
相
も
介
入
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た

が
、
親
は
虐
待
を
疑
わ
れ
て
い
る
と
気
付
く
と

転
居
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
井
上
さ
ん
は
勤
務

医
の
m
年
聞
に
、
そ
の
子
も
合
め
虐
待
売
か
強

く
疑
わ
れ
る
子
を3
人
み
と
っ
た
。
だ
が
、
虐

待
は
密
室
で
の
出
来
事
。
死
亡
と
の
因
果
関
係

を
立
証
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

幼
い
頃
、
狭
い
お
り
に
入
れ
ら
れ
て
虐
待
さ

れ
た
子
が
、
社
会
人
と
な
っ
て
何
年
も
し
て
か

ら
替
の
記
憶
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
し
て
激
し

い
動
停
に
襲
わ
れ
、S
O
S

を
求
め
て
き
た
と

と
も
あ
る
。
虐
待
は
そ
れ
ほ
ど
長
期
間
人
を
苦

し
め
る
。
し
か
も
、
ど
ん
な
に
虐
待
さ
れ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
子
は
実
母
に
愛
さ
れ
た
い
と
渇
望

し
続
け
る
。
や
り
き
れ
な
い
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
何
よ
り
も
予
防
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
と
と
が
、
井
上
さ
ん
の
活
動
の
原
点
に
な

っ
て
い
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
母
子
が
い
る
と
い
う
。
初
診

時
、
そ
の
子
は3
歳
半
を
過
ぎ
て
い
た
の
に
体

重
が
4

キ
ロ
し
か
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
に
空
腹
で

も
人
が
与
え
よ
う
と
す
る
食
べ
物
は
拒
み
、
晴

乳
瓶
を
自
分
で
持
っ
て
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
。
寝

返
り
も
で
き
ず
、
生
後
2
5
3

カ
月
の
発
達
レ

ベ
ル
し
か
な
い
た
め
、
先
天
的
な
最
重
度
の
心

身
障
害
児
と
診
断
さ
れ
て
い
た
。
と
と
ろ
が
、

よ
く
観
察
す
る
と
診
断
と
合
わ
な
い
動
き
や
反

応
を
見
せ
た
。
井
上
さ
ん
は
極
度
の
ネ
グ
レ
ク

ト
を
疑
い
、
子
供
を
入
院
さ
せ
て
晴
乳
瓶
で
高

栄
養
の
も
の
を
与
え
つ
つ
、
特
定
の
看
護
師
と

の
聞
に
「
愛
着
」
が
形
成
で
き
る
よ
う
な
ケ
ア

を
始
め
た
。
す
る
と
、
子
供
の
体
重
は
み
る
み

る
増
え
、
知
的
に
も
急
速
に
発
達
し
た
。

井
上
さ
ん
は
そ
の
子
の
母
親
を
責
め
ず
、
子

育
て
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
続
け
た
。
「
私
、
お

か
し
い
ん
か
な
あ
」
。
初
診
か
ら
2

年
半
が
過

ぎ
た
頃
、
母
親
は
切
り
出
し
た
。
聞
け
ば
、
幼

い
頃
か
ら
養
父
の
性
的
虐
待
を
受
け
て
育
ち
、

実
母
に
知
ら
な
い
ふ
り
を
さ
れ
た
と
い
う
。
兄

弟
の
中
で
自
分
だ
け
が
そ
ん
な
回
に
遭
っ
て
い

た
た
め
、
家
族
に
不
幸
な
者
が
1

人
い
な
い
と

許
せ
な
い
気
が
し
て
、
哨
乳
瓶
を
置
い
た
部
屋

に
子
供
を
放
置
し
て
育
て
て
い
た
と
と
を
打
ち

明
け
て
く
れ
た
。
「
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
は
分

か
る
よ
」
。
井
上
さ
ん
は
母
親
と
信
頼
関
係
を

築
き
、
子
供
は
自
宅
に
戻
っ
た
後
も
虐
待
さ
れ

ず
、
順
調
に
成
長
し
続
け
た
と
い
う
。

虐
待
さ
れ
た
子
の
治
療
を
重
ね
る
中
で
直
面

し
た
の
は
、
虐
待
し
て
い
る
親
の
多
く
が
子
供

の
頃
に
虐
待
を
受
け
た
被
害
者
と
い
う
事
実
だ

っ
た
。
親
に
共
感
し
て
も
ら
っ
た
経
験
に
乏
し

く
、
自
分
の
子
に
も
共
感
で
き
ず
虐
待
し
て
し

ま
う
。
ダ
メ
出
し
さ
れ
続
け
て
育
っ
て
き
た
た

め
、
少
し
で
も
否
定
し
た
り
資
め
た
り
す
れ
ば

昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
二
度
と
来
て
く
れ

虐
待
か
ら
守
り
た
い

な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
親
を
責
め
ず
に
徹
底
し

て
寄
り
添
い
、
支
え
る
。
結
果
的
に
、
そ
れ
が

子
供
を
救
う
一
番
の
近
道
に
な
る
。

申
津
市
の
母
子
保
健
担
当
の
保
健
師
、
高
橋

絵
美
さ
ん
(
却
)
は
言
う
。
「
家
を
訪
ね
て
も
居

留
守
を
使
わ
れ
た
り
、
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
た
り

す
る
と
と
が
結
構
情
あ
り
ま
す
。
で
も
、
『
ち
ょ

っ
と
寄
っ
た
よ』
と
手
紙
を
残
し
た
り
し
て
少

し
ず
つ
関
係
を
作
っ
て
い
く
。
ぞ
う
す
る
と
と

で
、
名
前
も
呼
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
人
が
困
っ

た
時
に
『
ど
う
し
た
ら
い
い
?
』
っ
て
-
尋
ね
て

く
れ
た
り
す
る
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
井
上
先
生

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
責
め
ず
に
寄
り
添
う
こ

と
が
大
事
な
ん
だ
な
あ
っ
て
思
い
ま
す
ね
」

昨
年
日
月
、
私
は
松
山
口
勢
さ
ん
(
初
)
、
朝

由
民
君(
4
)、
瑞
希
ち
ゃ
ん(
2
)母
子
と
会
っ
た
。

仁
美
さ
ん
は
、
彰
良
君
の
1

歳
6

カ
月
児
健
診

後
に
S
S
P

を
受
け
、
子
供
と
の
関
わ
り
方
を

助
言
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
「
救
わ
れ
た
」

と
語
る
母
親
の
一
人
だ
。

s
s
p

の
時
、
仁
美
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
彰
良

君
に
声
を
か
け
な
か
っ
た
。
彰
良
君
も

1

人
で

黙
々
と
遊
び
、
仁
美
さ
ん
が
姿
を
梢
し
で
も
泣

き
も
し
な
け
れ
ば
捜
し
も
し
な
か
っ
た
。
母
子

の
聞
に
見
え
な
い
壁
が
あ
る
よ
う
で
、
ス
ト
レ

ン
ジ
ャ
l

役
の
保
育
土
が
声
を
か
け
た
り
働
き

か
け
た
り
す
る
と
、
彰
良
君
は
ど
ん
ど
ん
調
子

に
乗
っ
て
遊
び
だ
す
状
祝
だ
っ
た
。

彰
良
君
は
赤
ん
坊
の
時
か
ら
あ
ま
り
泣
か
ず

に
1

人
で
遊
ぶ
子
だ
っ
た
と
い
う
。
泣
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
な
い
子
は
サ
イ
レ
ン
ト
ベ
ビ
!
と
呼

ば
れ
、
手
が
掛
か
ら
な
い
分
、
母
親
の
関
わ
り

が
希
薄
に
な
り
、
結
果
的
に
母
子
の
感
情
の
焚

流
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
、
ネ
グ
レ
ク
ト

や
心
理
的
虐
待
、
身
体
的
虐
待
に
発
展
す
る
例 仁

美
さ
ん
は
、
自
分
の
時
と
保
育
士
が
働
き

か
け
た
時
の
息
子
の
反
応
の
違
い
を
動
画
で
見

比
べ
る
と
と
で
、
助
言
を
素
直
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
。
子
供
の
す
る
と
と
に
「
じ
よ
う
ず

I

」

「
す
ご
い
ね
え
」
と
励
ま
す
よ
う
な
声
を
か
け

た
り
、
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
て
同
調
し
、
コ

チ
ョ
コ
チ
ョ
遊
び
な
ど
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
す

る
。
少
し
ず
つ
上
手
な
関
わ
り
方
を
身
に
つ
け

て
い
く
と
、
彰
良
君
は
仁
美
さ
ん
を
積
極
的
に

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

言
葉
が
遅
れ
て
い
た
彰
良
君
は
、
も
う
年
齢

相
応
に
話
せ
る
。
妹
の
瑞
希
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
に

輸
を
か
け
た
お
し
ゃ
べ
り
だ
。
今
は
子
育
て
が

楽
し
く
て
仕
方
な
い
と
仁
美
さ
ん
。

「
先
生
は
決
し
て
否
定
的
な
と
と
を
言
わ
な

い
で
し
ょ
。
言
わ
れ
た
ら
グ
サ
ッ
と
き
て
た
と

思
う
け
ど
、
い
つ
も
褒
め
て
く
だ
さ
る
か
ら
。

あ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
彰
良
は
今
も
ほ
と
ん
ど

話
せ
な
か
っ
た
か
も
」

そ
う
話
す
仁
美
さ
ん
に
井
上
さ
ん
が
言
う
。

「
い
や
い
や
。
お
母
さ
ん
が
ほ
ん
と
に
頑
張

っ
た
か
ら
だ
よ
」

「
ほ
ら
、
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
」

仁
美
さ
ん
の
隣
の
椅
子
に
座
っ
て
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
人
形
で
遊
ん
で
い
た
瑞
希
ち
ゃ
ん
は
、

取
材
の
途
中
で
「
だ
っ
と
」
と
せ
が
み
、
今
は

母
親
の
腕
の
中
で
安
心
し
き
っ
て
眠
っ
て
い

る
。
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
幸
せ
を
絵
に
描
い

た
よ
う
な
母
子
の
笑
顔
の
花
が
咲
い
た
。

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。45 
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認
知
症
患
者
を
看
る

拘
束
さ
れ
た
り
、
断
ら
れ
た
り

平
成
初
年
度

診
療
報

認
知
症
の
人
が
骨
折
や
肺
炎

な
ど
で
入
院
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
、
家
族
が
付
き
添
い
を

求
め
ら
れ
た
り
、
本
人
が
身
体

拘
束
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る。

ス
タ
ッ
フ
の
手

が
足
り
ず
、

受
げ
入
れ
を
断
ら

れ
る
ケ
l

ス
も
。

厚
生
労
働
省

は
平
成
お
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
で
、
認
知
症
患
者
の
受
け
入

れ
体
制
の
あ
る
病
院
の
報
酬
を

引
き
上
げ
る。
受
け
入
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
か
注
目
さ
れ

る
。
(

佐
藤
基
夫)

神
奈
川
県
に
住
む
女
性
の
夫

(ω
)は
M
歳
の
時
に
若
年
性
認

知
症
を
発
症
し
た。
今
は
だ
い

ぶ
穏
や
か
に
な
り
、
暴
雪
国
や
暴

力
も
な
く
な
っ
た
が
、
介
護
に

抵
抗
し
た
り
、
突
然
、
大
き
な

声
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

る
。

2
年
前
、
腸
脈
蜜
の
再
発

で
病
院
に
運
ん
だ
と
き
の
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
な
い。

事
前
に
病
院
に
打
診
し
、
認

知
症
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
向

か
っ
た
の
に
、
医
師
か
ら
は
診 診療報酬改定で、 叡知症の人の入院治療が円滑

に進むか、 注目される (写真はイメージです)人の入院
ま
し
た
」
と
振
り
返
る。

そ
の
前
に
腸
閉
塞
で
入
院

し
、
手
術
を
し
た
と
き
は
、
ず

っ
と
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、
病
院
に
と
っ
て
は

迷
惑
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
「
数
日
す
る
と
出
て
行
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
雰
囲
気
に
な

り
、
1

週
間
程
度
の
予
定
だ
っ

た
入
院
が、
5

日
目
く
ら
い
に

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
在
宅
医
療
・

地
域
連
携
診

療
部
の
武
田
章
敬
部
長
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
平
成
お
年
度
、
認
知

症
の
人
が
急
な
疾
患
や
け
が
を

負
っ
た
際
の
受
け
入
れ
に
関
す

る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た。
調

査
は
M
年
度
に
伺
セ
ン
タ
ー
の

も
の
忘
れ
外
来
に
通
院
し
た
認

知
症
の
人
の
家
族5
0
0

人
を

多職種チームの対応に加算
「かかりつけ機能」 も強化

持つ患者に対して、 内服薬を 5

種類以下 (うち向精神薬を 3種

類以下) にコントロールし、 在

宅医療や24時間対応などができ

る医療機関に高い報酬をつけ

る。

緊急受診する患者の症状に

は、肺炎や発熱など必ずしも入

院治療でなくても済む疾患も多

い。 かかりつけ医が家族からの

ファーストコールを受げ、訪問

診療なとで治療が済めば、入院

によって身体機能が低下した

り、認知症が悪化したりするリ

スクも減らせる。

認知症になっても安心して医

療サービスを受けられるか一。

団塊の世代がすべて75歳らL上に

なる平成37年までに体制盤備が

急がれる。

厚生労働省は平成28年度から

の治療や調剤などの費用にあた

る 「診療報酬」 の改定で、認知

症患者に対応する医療機関の報

酬を引き上げる。

入院では、認知症の人を受け

入れるため多職種のチームがサ
ポー卜する体制を評価する。 具

体的には、認知症に詳しい医師

や看護師、退院調整をする社会

福祉士などがチームを組んで入

院潔境を整え、コミュニケーシ

ョンに関する看護計画を作った

場合などに、最大で 1 日当たり

1500円 (窓口負担は 1~3割)

を加算する。

また、外来では 「かかりつけ

機能」 を強化する。 認知症に特

化したかかりつけ医の報酬を新

設。 認知症を合む複数の疾患を

①
家
族
の
付
き
添
い
を
求
め
ら

れ
転
車
体
拘
束
を
さ
れ
た
③

有
料
個
室
に
入
院
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
た④
身
体
機
能
が
低

下
し
、
介
護
が
大
変
に
な
っ
た

ー

な
ど
を
挙
げ
た。

武
田
部
長
は
「入
院
の
場

合
、
患
者
さ
ん
は
慣
れ
な
い
環

境
に
置
か
れ
、
通
常
、
家
族
は

帰
る
。

認
知
症
の
人
は
不
安
に

な
り
や
す
く
、
不
安
が
混
乱
の

原
因
に
な
る。
看
護
師
が
不
安

を
軽
減
す
る
た
め
に
何
度
も
部

屋
を
訪
れ
た
り
、
穏
や
か
に
、

繰
り
返
し
説
明
し
た
り
す
る

規
模
病
院
を
経
営
す
る
理
事
長

は

「患
者
が
認
知
症
で
も、

う

ち
で
は
『何
と
か
受
け
入
れ
よ

う
』
と
い
う
ム
ー
ド
が
あ
る。

だ
が
、
受
け
入
れ
れ
ば
、
次
の

問
題
が
生
じ
る。
で
き
れ
ば
拘

束
は
し
た
く
な
い
が
、
院
内
で

転
倒
す
れ
ば
、
事
故
報
告
を
害

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
る
」
と
漏
ら
す。

一
方
で
、
拘
束
す
れ
ば
、
患

者
の
身
体
機
能
の
低
下
は
避
け

ら
れ
な
い。
武
田
部
長
ら
の
調

査
で
も
、
自
由
記
入
欄
に
は

す
る
の
で
は
、
治
療
の
意
味
も

失
わ
れ
る。

自
の
覚
め
る
よ
う
な
解
決
策

は
な
い
が
、
武
田
部
長
は「ま

ず
は
、
認
知
症
で
も
対
応
の
難

し
い
人
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と

を
病
院
側
が
知
る
こ
と
が
重

要
。

そ
の
上
で
、
ト
ッ
プ
が
受

げ
入
れ
の
方
針
を
明
確
に
す
る

こ
と
」
と
す
る
。

病
院
ス
タ
ッ

フ
を
対
象
に
し
た
、
認
知
症
患

者
へ
の
対
応
研
修
も
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
研
修
の
受
講

も
有
効
だ。
「
今
ま
で
は
、
受

け
入
れ
に
努
力
す
る
一
般
病
院
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察
を
断
ら
れ
た。

運
悪
く
、
夫

が
興
奮
し
て
い
た
せ
い
か
も
し

れ
な
い
。

結
局
、
診
て
も
ら
え

ず
、
別
の
病
院
を
探
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

女
性
は

「大
勢
の
患
者
さ
ん
が
見
て
い

る
前
で
、
『こ
ん
な
人
は
診
ら

れ
ま
せ
ん
よ
』
と
大
き
な
声
で

言
わ
れ
て
、
涙
が
出
て
し
ま
い

認知症の
は

『も
う
大
丈
夫
で
す』
と
退

院
を
求
め
ら
れ
た」
(
女
性
)

認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
一
般

的
な
病
気
や
骨
折
な
ど
で
入
院

が
必
要
に
な
る
こ
と
は
あ
る。

だ
が
、
病
院
で
拘
束
さ
れ
た

り
、
付
き
添
い
を
求
め
ら
れ
た

り
し
て
、
家
族
が
苦
慮
す
る
こ

と
が
珍
し
く
な
い。

対
象
に
実
理
2
7
6

人
か
ら

回
答
を
得
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
過
去5
年

間
に
急
な
身
体
の
病
気
で
受
診

し
た
人
は
H
Uw
m。

骨
折
、
発

熱
、
肺
炎
が
多
か
っ
た。
入
院

し
た
経
験
が
あ
る
家
族
の
お勿

は
病
院
の
対
応
に
「問
題
が
あ

っ
た
」
と
回
答。
具
体
的
に
は

と
、
落
ち
着
く
人
も
多
い」
と

指
摘。
そ
の
上
で
、
「病
院
ス

タ
ッ
フ
が
認
知
症
に
対
応
す
る

知
識
と
技
術
を
持
つ
こ
と
、
ま

た
、
そ
う
で
き
る
時
間
と
入
手

が
必
要
」
と
す
る
。

病
院
側
も
、
誠
実
な
と
こ
ろ

ほ
ど
受
け
入
れ
に
苦
慮
し
て
い

る
の
が
実
態。
東
京
都
内
で
中

罰
認
定
看
護
師

5

年
以
上
の
実

E

務
経
験
な
ど
を
受
講
の
条
件

と
し
、
日
本
看
護
協
会
が
指
定
す
る

看
護
大
学
な
ど
で
の6
か
月
間
の

研
修
を
経
て
、
認
定
審
査
を
受
け

る
。
感
染
管
理
、
皮
膚
・
排
池
ケ

認
定
看
護
師
活
躍
進
む

特
定
の
病
気
に
関
す
る
看
護
に
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
持
つ
認
定
看
護
師
国
が
誕
生
し
て

却
年
に
な
る
。
九
州
・
山
口
の
医
療
現
場
で

活
躍
の
場
が
広
が
る
一
方
、
課
題
も
あ
る
。

認
定
看
護
師
制
度
は
、
日
本

看
護
協
会
が
医
療
の
高
度
化
に

「
グl
、
チ
ョ
キ
、
パl
を
対
応
で
き
る
専
門
性
を
持
っ
た

作
っ
て
、
少
し
ず
つ
手
を
動
か
看
護
師
の
育
成
を
目
的
に
創

し
て
み
ま
し
ょ
う
ね」

設
。1
9
9
7

年
に
第1
号
が

2

月
、
福
岡
市
・
天
神
の
済
認
定
さ
れ
た
。

生
会
福
岡
総
合
病
院
の
救
命
救
同
病
院
に
は
現
在
、
吉
松
さ

急
セ
ン
タ
ー
。
「
脳
本
中
リ
ハ
ん
ら
脳
率
中
リ
ハ
ビ
リ
看
護
の

ピ
リ
テ
l

シ
ョ
ン
看
護
」
の
認3
人
を
は
じ
め
、
凶
分
野
に
計

定
看
護
師
、
吉
松
や
よ
い
さ
ん
白
人
の
認
定
看
護
師
が
い
る
。

(
位
)
が
、
脳
出
血
で
入
院
し
て
吉
松
さ
ん
は

「
後
遺
症
を
伴

い
る
剖
歳
代
の
男
性
患
者
に
優
う
こ
と
が
多
い
脳
準
中
は
、
入

し
く
語
り
か
け
た
。
院
直
後
か
ら
退
院
後
の
生
活
を

-
家
族
支
え
る
役
劃
も

誕生20年診療報酬算定も後押し

認
知
症
患
者
を
看
る

「入
院
で
ひ
ざ
が
悪
化
し
て
歩

け
な
く
な
り
、
認
知
症
も
進
ん

だ
。

少
し
前
ま
で
は
歩
い
て
い

た
の
が
、
寝
た
き
り
に
な
り
、

介
護
が
大
変
に
な
っ
た」
な
ど

の
記
述
が
並
ぶ。

入
院
で
骨
折
は
治
っ
て
も
、

拘
束
で
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、

ト
イ
レ
に
行
け
な
く
な
っ
た
り

ァ
、
緩
和
ケ
ア
、
が
ん
化
学
療
法

看
護
、
集
中
ケ
ア
な
ど
幻
の
分
野

が
あ
る
。
認
定
者
数
はl
万
5
8

1
7

人
(
却
日
時
点
)
で
、
九
州
・

山
口
で
は
計1
9
6
1

人
が
認
定
を

受
け
て
い
る
。

割
も
担
っ
て
い
る
」
と
説
く
。

-
現
場
で
需
要
高
ま
る

認
定
看
護
師
は
公
的
な
資
格

で
は
な
く
、
特
別
な
医
療
行
為

が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
も
な

い
。
近
年
、
診
療
報
酬
の
要
件

に
、
専
門
性
を
持
っ
た
看
護
師

の
存
在
が
加
え
ら
れ
る
ケ
l

ス

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
評
価

が
高
ま
り
、
医
療
現
場
で
普
及

し
て
い
る
。

床
ず
れ
の
予
防
や
人
工
紅
門

(
スト
l

マ
)
を
付
け
た
患
者

の
看
護
を
専
門
と
す
る
「
皮
虜
・

排
池
ケ
ア
」
は
、
2
0
0
6

年
に

床
ず
れ
の
管
理
指
導
な
ど
が
診

療
報
酬
の
算
定
対
象
に
加
わ
っ

た
。
認
定
看
護
師
で
は2
番
目

に
多
い2
0
0
0

人
以
上
が
認

定
を
受
け
て
い
る
分
野
だ
。

ま
た
、
人
工
呼
吸
器
を
付
け

た
患
者
の
呼
吸
ケ
ア
ゃ
、
が
ん

患
者
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
緩
和

ケ
ア
は
、
資
格
取
得
者
の
配
置

が
診
療
報
酬
の
算
定
要
件
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
専
門
性

を
高
め
た
「集
中
ケ
ア
」
「
が
ん

性
底
解
看
護
」
な
ど
の
認
定
を

受
け
た
看
護
師
の
需
要
が
現
場

で
高
ま
っ
て
い
る
。

-
研
修
な
ど
に
課
題

研
修
場
所
が
、
認
定
を
受
け

る
医
療
分
野
に
よ
っ
て
限
定
さ

れ
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

「
透
析
看
護
」
「
不
妊
症
看
護
」

は
指
定
の
教
育
機
闘
が
東
京
に

へ
の
評
価
は
な
か
っ
た
が
、
4

月
か
ら
報
酬
が
つ
く
の
は
画
期

的
。

病
院
側
の
人
員
確
保
に
も

つ
な
が
る
」
と
武
田
部
長
は
話

し
て
い
る。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
沼
田
(
木
)

ー
か
所
ず
つ
し
か
な
く
、
定
員

も
年
間
却
人
程
度
と
少
な
い
。

ま
た
、
受
講
期
間
中
は
勤
務

を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
小

規
模
な
医
療
機
関
に
勤
め
る
看

護
師
は
、
認
定
取
得
の
た
め
の

研
修
や
実
習
が
大
き
な
負
担
と

な
り
か
ね
な
い。

同
協
会
の
洪
愛
子
常
任
理
事

は
「
診
療
報
酬
で
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
病
院
側
が
認
定
取

得
を
積
極
的
に
支
援
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
子
育
て
や

介
護
に
忙
し
い
世
代
の
看
護
師

も
認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
、

遠
隔
地
で
も
受
講
で
き
る
仕
組

み
ゃ
研
修
期
間
の
短
縮
な
ど
を

検
討
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

読

売
(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
火
)
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父
の
こ
と

反響編

長
期
企
画
「
認
知
症
社
会
」

の
「
医
療
の
現
場
」
シ
リ
ー
ズ

に
、
多
く
の
ご
意
見
や
体
験
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中

に
は
、
認
知
症
の
へ
か
体
の
病

気
で
一
般
の
病
院
に
か
か
っ
た

と
き
に
、

適
切
な
対
応
を
受
け

ら
れ
な
い
実
態
を
訴
え
る
メ
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た。

大
阪
府
に
住
む
生
活
雑
貨
店

員
の
女
性
(
甜)は
、
有
料
老
人

ホ
!
ム
で
暮
ら
す
父
(
剖
)
が

、

昨
年2
月
に
大
学
病
院
で
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
1

型
認
知
症
と
診
断

認
知
症
患
者
を
看
る

笑
顔
で
診
て

さ
れ
た
。

同
じ
こ
ろ
か
ら
前
立

腺
肥
大
症
で
尿
が
出
な
く
な

り
、
4

月
に
同
じ
病
院
で
手
術

を
受
け
た。

入
院
時
、
父
は
点
滴
の
管
な

ど
を
抜
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

担
時
間
の
付
き
添
い
を
求
め
ら

れ
た
。

そ
の
5

日
前
に
母
が
亡

く
な
り
、
そ
れ
ま
で
の1
カ
月

半
、
女
性
は
母
の
付
き
添
い
で

病
院
に
泊
ま
り
込
ん
で
疲
れ
果

て
て
い
た
。

「
夜
は
帰
ら
せ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
と
、
治
療
上

必
要
な
と
き
は
身
体
拘
束
を
す

る
と
同
意
書
を
渡
さ
れ
た
。

仕

方
な
い
と
受
け
止
め
、
サ
イ
ン

し
た
。

あ
る
日
面
会
に
行
く
と
、
父

の
両
手
首
に
はベ
ル
ト
で
ベ
ッ

ド
に
拘
束
さ
れ
た
赤
黒
い
痕
が あ

っ
た
。

目
つ
き
が
変
わ
っ
て

お
り
、
抵
抗
し
た
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。

「
申
し
訳
な
い
と
と

を
し
た
」
と
感
じ
た。

退
院
後
、
ホl
ム
の
紹
介
で

耳
鼻
税
の
病
院
へ
連
れ
て
行
っ

た
。
診
察
室
に
入
る
と
父
は

「
嫌
だ
」
と
叫
び、
医
師
は

「
無
理
、
無
理
」
と
言
っ
て
診

療
を
拒
ん
だ。
昔
な
じ
み
の
耳

鼻
税
医
院
で
は
、
医
師
は
「
し

ん
ど
か
っ
た
ね
」
と
父
に
語
り

か
け
、
車
い
す
に
座っ
た
状
態

で
治
療
し
て
く
れ
た
。

「
父
は
笑
顔
で
接
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
問
題
な
く
診
療
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
多
い。

認
知

症
の
人
が
増
え
る
か
ら
こ
そ
、

き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
医
師
や

看
護
師
が
増
え
て
ほ
し
い
」

運
転
免
許
証
の
更
新
時
に
、
認
知
機
能
や
運

動
機
能
の
低
下
な
ど
運
転
に
支
障
が
出
る
症
状

を
早
期
に
発
見
し
よ
う
と
、
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
に
看
護
師
を
配
置
す
る
自
治
体
が
出
て
き

た
。

プ
ロ
の
目
で
健
康
状
態
を
判
断
し
、
場
合

に
よ
り
免
許
の
返
納
を
促
す
。

高
齢
運
転
者
の

ま
た
、
高
齢
運
転
者
の
家
族
か

ら
、

「免
許
を
返
し
た
く
な
い
と

一点
張
り
の
父
に
、
自
主
返
納
を

勧
め
て
ほ
し
い
」
と
の
相
談
を
受

け
た
こ
と
も
。

叩
歳
代
の
男
性
は
、

認
知
症
で
は
な
い
が
、
つ
え
を
つ

れ
ん
」
と
い
う
男
性
に
、
真
鍋
さ

ん
は
、
「事
故
を
起
こ
し
た
ら
、

ゴ
ル
フ
ど
こ
ろ
か
、
人
生
そ
の
も

の
が
だ
め
に
な
り
ま
す
よ
」
と
時

聞
を
か
け
て
話
し
合
い
、
男
性
は

免
許
を
自
主
返
納
し
た。

け
る
高
齢
者
も
い
る。
「
車
を
運

転
で
さ
る
こ
と
が
誇
り
だ
が
、
身

体
機
能
の
衰
え
は
認
め
た
く
な
い

と
い
う
高
齢
者
が
多
い
。

私
た
ち

と
の
相
談
が
自
身
の
健
康
状
態
を

客
観
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

「医療機関の対応に問題J3割強

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の
会
員

5
0
0

人
を
対
象
に2
0
1
3

年
度
に
実

施
し
た
調
査
(
回
答
率
倒
%
)
に
よ
る

と
、
過
去5
年
間
に
認
知
症
の
人
が
急
な

体
の
病
気
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
家
族

3
0
5

人
の
V
2
0
、

3

割
強
の
1
0
2

人

が
医
療
機
関
の
対
応
に
「
問
題
が
あ
っ

た
」
と
答
え
た。

内
容
(
複
数
回
答
)
は
「
待
ち
時
間
が

長
い
」
(
位
人
)
、
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
か

ら
納
得
の
で
き
な
い
よ
う
な
対
応
を
さ
れ

た
」
(
加
人
)
が
多
く
、
認
知
症
を
理
由

に
「
入
院
を
断
ら
れ
た
」(
H人
)、

「
診

察
を
拒
否
さ
れ
た
」(
7人
)
も
あ
っ
た
。

入
院
で
は
「
付
き
添
い
を
求
め
ら
れ
た
」

「
身
体
拘
束
さ
れ
た
」
が
目
立
っ
た

。

ま
た
、
一
般
の6
病
院
を
対
象
に
し
た

調
査
で
は
、
一
般
病
床
に
入
院
す
る
回
歳

以
上
の2
5
5

割
は
、
未
診
断
の
人
も
含

め
て
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。二

つ
の
調
査
に
か
か
わ
っ
た
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
粟
田
主
一
研
究 部

長
(
老
年
精
神
医
学
)
は
「
認
知
症
の

人
に
対
す
る
医
療
は
、
病
気
だ
け
で
な

く
、
生
活
を
含
め
て
診
る
こ
と
が
必
要

。

本
来
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
高
齢
者
の
医
療

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
べ
き
だ
。
医
療
者

へ
の
教
育・
研
修
が
欠
か
せ
な
い
」
と
指

摘
す
る。

厚
生
労
働
省
は
、
一
般
病
院
の
医
師
・

看
護
師
向
げ
に
出
年
度
か
ら
「
認
知
症
対

応
力
向
上
研
修
」
を
始
め
、
げ
年
度
末
ま

で
に
8

万
7

千
人
の
受
講
を
目
指
す。
今

年
度
末
ま
で
に
約4
万
人
が
受
講
す
る
見

込
み。
ま
た
、
体
の
病
気
に
も
対
応
で
き

る
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
汀

年
度
ま
で
に
全
国
に
約
5
0
0

カ
所
設
置

す
る
計
画
で
、
今
年
度
末
に
は
3
3
7

カ

所
に
な
る
と
い
う。
(
寺

崎
省
子)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月

M
日
(
日
)

許
セ
ン
タ
ー
に
看
護
師
を
計
4

人

配
置
す
る。

交
通
事
故
件
数
が
減
少
す
る

中
、
出
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
が

引
き
起
こ
す
事
故
は
、
な
お
微
婚

傾
向
に
あ
る。
過
失
割
合
の
高
い
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事
故
抑
止
に
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(
上
原
三
和)

ーに看護師運転免許センタ
熊
本
県
は2
0
1
5

年
1

月
、

県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
(
熊
本
県

菊
陽
町
)
に
看
護
師
を
配
置
し
た
。

免
許
証
更
新
に
訪
れ
た
高
齢
者
ら

の
健
康
状
態
へ
の
目
配
り
や
、
相

談
業
務
を
行
う
。
配
置
さ
れ
た
の

は
、
総
合
病
院
で
の
勤
務
経
験
や

介
護
保
険
の
認
定
調
査
員
な
ど
の

職
歴
を
持
つ
真
鍋
直
美
さ
ん
(
灯)

ら
2

人
だ
。

真
鍋
さ
ん
ら
は
、
免
許
の
更
新

で
訪
れ
た
高
齢
者
の
行
動
が
お
ぼ

つ
か
な
い
の
を
見
つ
け
た
ら
、
積

極
的
に
声
を
か
け
る
。
ま
た
、
更

新
申
請
の
際
に
提
出
す
る
「
質
問

票
」
で
疑
問
を
感
じ
た
と
き
は
、

申
請
者
と
の
面
談
や
、
家
族
か
ら

の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
う
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
医
療
機
関
の
受
診

を
勧
め
た
り
、
免
許
証
の
自
主
返

納
を
提
案
し
た
り
す
る。
運
転
者

の
健
康
状
態
に
関
す
る
相
談
や
面

談
も
、
1

日
に
数
回
こ
な
す
。

あ
る
日
、
窓
口
の
担
当
職
員
か

ら
声
が
掛
か
っ
て
、
駆
け
つ
け
る

と
、
書
類
の
記
入
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
高
齢
男
性
が
い
た
。
面

談
し
た
と
こ
ろ
、
病
院
に
も
行
っ

て
お
ら
ず
元
気
だ
と
主
張
す
る

が
、
も
の
忘
れ
の
有
無
を
聞
く
と
、

病
院
の
処
方
薬
を
飲
ん
で
い
る
と

の
答
え
。
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

た
め
認
知
症
を
疑
い
、
家
族
に
連

絡
し
て
対
応
を
蚤
ね
た
。

い
て
歩
く
の
が
や
っ
と
。「元
気

に
な
っ
た
と
き
、
運
転
で
き
な
か

っ
た
ら
得
意
の
ゴ
ル
フ
に
も
行
か

看
護
師
設
置
の
本
来
の
目
的
は

免
許
の
返
納
者
数
を
増
や
す
こ
と

で
は
な
い
。
相
談
後
も
運
転
を
続

事運転免許更新の流れと看護師の役割

行動がおぼつかない、体調
が優れ主主さそう芯ど、気が
かりな僚子があれば声かけa

-
-
k
白
書一
』
令

制T，
紙
一
…
一

τ一一
一
一
一
品

高
齢
者
の
事
故
抑
止
ヘ

運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る

高
齢
者
は
年
々
増
え
て
い
る。

特
に
句
歳
以
上
の
返
納
者
は
2

冒運転免許証返納者数の
鎗移 2014年運転免許統計より

・・ 75歳以上
rrøJ 70-74歳
Eコ 65-69歳
Cコ 65歳未満

園田
07 開

1l固
∞5年

25 

::医
10 

13 14 11 

れ
ば
」
と
真
鍋
さ
ん
は
話
す。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
ほ
か

の
県
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

鳥
取

県
は
昨
年
ロ
月
、
県
内
3

か
所
の

免
許
セ
ン
タ
ー
に
看
護
師
を
配
聞

し
た
。

相
談
の
ほ
か
、
認
知
症
の

簡
易
検
査
も
行
う。
宮
崎
県
も
今

年
4

月
か
ら
、
県
内3
か
所
の
免

Iiji若者と高働者の
事故件数の雛移
※原付き以上の運転者
の事故件数(警察庁
資料より)

健
康
状
態
判
断

0
1
4

年
の
1

年
閣
で
叩
万
人

近
い日
グ
ラ
フ
H
。

こ
う
し
た

返
納
者
の
「足
」
を
ど
う
す
る

か
は
、
大
き
な
課
題
だ。
と
り

わ
け
、
代
替
交
通
手
段
の
確
保

は
必
須
で
、
各
地
の
自
治
体
で

は
、
自
主
返
納
者
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ス
や
鉄
道
を
割
引
利

用
で
き
る
な
ど
の
特
典H
表
H

を
設
け
て
い
る。

し
か
し
、
高
齢
化
や
人
口
減

で
公
共
交
通
の
廃
止
が
進
み
、

移
動
を
自
家
用
車
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
地
域
は
多
い
。

広
島

大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科

代替交通手段の確保課題

認
知
症
患
者
を
看
る

~
※都
道
府
県
や
区
市
町
村戸

一
な
ど
各
自
治
体
が
ホl

一

r
ム
ペ
l

ジ
な
ど
で
察
内~

回
の
昂

1

一
た

布
が
シ
し

配
ス
る
ク
物

の
パ
き
タ
布
い

券
一
で
い
配
寅
送

一

数
リ
入
合
の
、
配

一

回
フ
購
り
券
が
料

一

の
の
で
乗
数
ど
熊

一

ス
ス
額
や
回
な
へ

一

パ
パ
半
一
や
一
宅

一

や
や
、
シ
券
パ
自

一

通
過
け
ク
引

一
を

一

鉄
鉄
だ
タ
割
ス
物

一

。運転免許の返納で受けられる
代嘗交通手段やサービスの例

14 

第
1

当
事
者
と
な
る
事
故
を
、
出

歳
以
下
の
若
者
運
転
者
の
場
合
と

比
較
す
る
と
、
傾
向
は
顕
著
だ
H

グ
ラ
フ
HO
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る
悲

惨
な
事
散
も
後
を
絶
た
な
い
。

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
長
寿
政
策
科
学
研
究
部
長
、
荒

井
由
美
子
さ
ん
は
、
「更
新
手
続

き
に
医
療
や
介
護
の
専
門
的
な
視

点
を
加
え
る
こ
と
は
非
常
に
有
意

義
な
試
み
」
と
話
す。

ま
た
、
「運
転
者
自
身
や
家
族

が
不
安
に
感G
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
専
門
家
へ
の
相
談
や
診
断
を

渇
じ
て
、
客
観
的
に
運
転
の
可
否

を
考
え
る
心
構
え
も
大
切
。
公
共

の
安
全
や
自
分
自
身
の
安
全
、
生

活
の
質
を
と
も
に
守
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
広
く
考
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
す
る
。

12 10 08 

教
授
で
か
子
重
量
を
専
門
と
す

る
藤
原
章
正
さ
ん
は
「地
減
の

特
性
に
合
わ
せ
た
段
階
的
な
施

策
が
必
要
だ」
と
話
す。

藤
原
さ
ん
は
、
家
族
や
地
域

住
民
ら
が
助
け
合っ
て
の
送
迎

な
ど
、
「
互
助」
の
活
用
に
も

注
目
す
る
。
「自
治
体
の
『公

助
』
と
『
互
助
』
を
両
輪
と
す

る
支
援
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る」
と
指
摘

し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
悶
臼
(
臼
)
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金
大
が
中
心
に
な
っ
て
取
り
組
む
北
陸
認
知
症
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
医
養

成
プ
ラ
ン
(
認
プ
ロ
)
で
、

4

月
か
ら
医
療
・
介
護
従
事
者
向
け
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た「e
ラ
1

ニ
ン
グ
講
座
」
が
始
ま
る

。

大
学
教
授
や
専
門
医

に
よ
る
却
種
類
の
講
義
を
そ
る
え
、
認
知
症
の
治
療
や
予
防
に
携
わ
る
人
た
ち

の
専
門
性
を
高
め
る
。
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
手
軽
に
受
け
ら
れ
る

ネ
ッ
ト
講
座
を
通
し
て
、
医
師
以
外
に
も
「
認
プ
ロ
の
輪
」
を
広
げ
る

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

北
睡
眠
プ
ロ
の
e

ラ
I

ニ
ン

グ
輔
座
の
薗
菌

北陸認知症プロフエツシヨナル医建成プラン

r.型開問問T鴨柵~胃場輔副
。。

解
説
が
流
さ
れ
る
。
「

認
知
症

の
病
理
学」
な
ど
基
礎
を
は

じ
め
、
「
認
知
症
の
ケ
ア
と
リ

ハ
ビ
リ
の
基
本
・
原
則」「生

活
習
慣
と
認
知
症
予
防
」
と

い
っ
た
実
践
的
な
講
義
も
用
意

し
た。

北
陸
認
プ
ロ
は
2
0
1
4

年

度
に
始
ま
り
、
金
大
と
富
大
、

福
井
大
、
金
沢
医
斜
大
が
地
域

医
療
機
関
と
連
携
し
、
専
門
医

の
育
成
を
進
め
て
い
る

。

た
だ
、
厚
生
労
働
省
の
推
計

で
、
認
知
症
の
高
齢
者
は
ロ
年

潜
在
看
護
師
の
力
生
か
す

看
護
師
、
保
健
師
ら
対
象

金大など来月、ネットで、新講座

「
認
知
症
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

ッ
フ
e

ラ
l

ニ
ン
グ
講
座」は
、

看
護
師
や
保
健
師
、
介
護
士
、

薬
剤
町
ソ
l

シ
ャ
ル
ワ
!
カ

l

、
栄
養
士
ら
の
受
講
を
想
定

す
る。
受
講
者
にI
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
与
え
、
自
宅
の
パ
ソ コ

ン
な
ど
か
ら
関
心
の
あ
る
講

義
を
自
由
に
運
ん
で
聴
講
で
き

る
よ
う
に
す
る。

講
義
は
昨
年4
月
に
始
ま
っ

た
医
師
向
け
の
e

ラ
l

ニ
ン

グ
講
座
と
同
じ
内
容
と
し
、

ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
講
師
の

の
4
6
2

万
人
か
ら
、
お
年
に

7
0
0

万
人
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
る。
急
激
な
増
加
に
対
応

す
る
に
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、

医
療
・
介
護
関
連
の
ぺ
達
也
吋
達
院

な
職
種
で
質
の
向
上
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
金
大
な
ど
は

e

ラ
!
ニ
ン
グ
講
座
を
開
設
す

る
こ
と
に
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を

務
e
e
金
大
大
学
院
の
山
田
正

仁
教
授
(
神
経
内
糾
学
)
は

「
e

ラ
l

ニ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
賓
の
高
い
購

韓
を
受
け
ら
れ
る
。

認
知
症
に

関
係
す
る
人
た
ち
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
役
立
て
た
い
」
と
話
し

た
。

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
包
目
(
火
)

認
知
症
の
支
援
体
制
強
化
ヘ
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在宅での看護や介護を支援する訪問ボランティアナースの会「キャンナス」が24

日、金沢市内に発足する。 結婚などで医療現場を離れた地域の「潜在看護師」の力
を活用し、在宅ケアや育児などをする家族の精神的負担や肉体的疲労の軽減を目的

とした取り組み。 突発的な事案にも柔軟に対応できるのが特徴だ。 (田嶋豊)

在宅ケアの負担軽減ヘ
|キャンナス金沢あす発足 E

設
立
す
る
の
は
、
心
と
体
の

健
康
予
防
サ
ロ
ン
を
金
沢
市
富

樫
で
開
設
す
る
川
野
和
世
さ
ん

(
四
八
)
ら
看
護
資
格
を
持
つ
三

十
、
四
十
代
の
五
人。
川
野
さ

ん
が
在
宅
医
療
の
必
要
性
や
地 域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方

を
学
び
「
資
格
を
生
か
し
、
地

域
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
」

と
の
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
き

た
。介

護
保
険
な
ど
を
使
う
訪
問

看
護
で
は
訪
問
可
能
な
回
数
や

時
間
の
制
約
が
あ
る
が
、
キ
ャ

ン
ナ
ス
に
は
制
約
が
な
い
。

地

域
に
は
結
婚
や
出
産
、
定
年
退

職
な
ど
で
現
場
を
離
れ
た
潜
在

看
護
師
が
い
る。
在
宅
医
療
の

需
要
が
高
ま
る
中
、
公
的
制
度

で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
を

補
完
で
き
る
利
点
も
あ
る。

輪
島
市
に
続
き
県
内二
例
目

と
な
る
「
キ
ャ
ン
ナ
ス
金
沢
」

で
は
患
者
の
状
態
観
察
や
床
ず

れ
予
防
、
腕
の
吸
引
な
ど
の
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
外
出

介
助
、
外
出
時
の
見
守
り
と
い

っ
た
介
護
、
子
青
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
も
有
償
で
提
供。
利
用
者

負
担
を
抑
え
、
体
制
が
整
え
ば

病
児
保
育
な
ど
へ
の
対
応
も
で

き
る
。

事
務
局
を
置
く
サ
ロ
ン

は
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
活

用
す
る。

一
方
で
、
団
塊
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
二O
二
五
年
を

控
え
、
潜
在
看
護
師
が
離
職
中

の
ブ
ラ
ン
ク
が
影
響
し
な
い

業
務
を
担
い
な
が
ら
本
格
復
帰

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
看
護

師
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が

る
。

川
野
さ
ん
は
「
地
域
で
患
者

や
家
族
を
『見
る
』
体
制
が
で

き
れ
ば
、
人
も
地
域
も
つ
な
が

っ
て
い
げ
る。
他
に
も
広
が
る

き
っ
か
け
が
で
き
れ
ば
」
と
話

す
。

雪
議
サ
ー
ビ
ス
は
一
時
間

千
八
百l
二
千
円
、
介
護
・
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
同
千
二

百
l

千
四
百
円。
利
用
登
録
、

問
い
合
わ
せ
は
川
野
和
世
代
表

H

電
0
7
0
(
5
6
3
3
)
6

2
8
4

H

へ。

四
国

キ
ャ
ン
ナ
ス
で
き

F
比

る
(
キ
ャ
ン
)
こ
と
を

で
き
る
範
囲
で
行
う
看
護
師

(ナ
l

ス
)
の
意
味
か
ら
名
付

げ
ら
れ
た
造
語。
費
護
師
ら
が

在
宅
療
養
す
る
人
の
家
族
ら
に

代
わ
り
有
料
で
介
護
や
看
護
を

す
る
。

1
9
9
7

年
に
神
奈
川

県
藤
沢
市
の
看
護
師
が
始
め
、

現
在
全
国
叩
カ
所
に
広
が
る
。

北
陸
3

県
で
は
輪
島
市
、
富
山

県
高
岡
市
と
南
砺
市
、
福
井
県

鯖
江
市
の4
カ
所
。

利
用
料
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
団
体
ご
と
に

異
な
る。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
幻
自
(
水
)

認
知
症
患
者
を
看
る

j~・ 電流d
司
'
石
川
県
立
看
護
大
(
か
ほ
く

耳
語
市
)
で
来
年
7

月
、
「
認
知
症

開
臨
看
護
」
の
認
定
看
護
師
の
資
格

帽割
引岨
取
得
を
目
指
す
教
育
課
程
が
新

雪
国
殻
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た

。

間
協
臨
現
役
の
看
護
師
が
対
象
で
、
患

E
E
者
の
ケ
ア
や
看
護
師
へ
の
指
導

な
ど
を
担
う
認
知
症
看
護
の
リ
ー
ダ
ー

療
養
成
す
る。

認
知
症
高
齢
者
は
2
0
2
5

年
に
全

国
で
約7
0
0

万
人
に
壇
す
る
と
園
芸

ま
れ
て
お
り
、
国
や
県
、
各
市
町
は
認

知
症
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
い
る

。

認

知
症
に
関
す
る
高
度
な
知
識
や
技
術
を

有
す
る
専
門
家
は
認
知
症
医
療
や
患
者

ら
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
要
で
あ

り
、
北
陸
で
は
金
大
、
金
沢
医
制
大
、

富
大
、
福
井
大
が
連
携
す
る
「
北
陸
認

知
症
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
医
養
成
プ

ラ
ン
」

(
認
プ
ロ)に
よ
る
専
門
医
養

成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

専
門
性
を
高
め

る
看
護
師
も
後
押
し
し
て
、
認
知
症
対

策
を
推
進
し
た
い
。

認
定
看
護
師
は
日
本
看
護
協
会
が
認

定
す
る
資
格
で
、
「
感
染
筆
」
や

「
緩

和
ケ
ア」
な
ど
引
分
野
で
熟
練
し
た
看

護
技
術
と
知
識
を
有
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
人
に
与
え
ら
れ
る
。
「

認
知
症

看
護
」
の
認
定
看
護
師
登
録
者
数
は

3

月
現
在
、
全
国
で
6
5
1

人
、
県
内9

人
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
認
知
症 看

護
の
認
定
看
護
師
養
成
の
取
り
組
み

が
進
み
、
こ
こ
数
年
で
認
定
者
数
は
倍

増
し
て
い
る
が
、
認
知
症
患
者
の
増
加

煩
向
を
考
え
る
と
、
一
層
の
養
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る。

県
に
よ
る
と
、
新
た
な
教
育
課
程
は

県
立
看
護
大
の「看
護
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
設
け
、
受
講
生
は
約

7

カ
月
間
、
認
知
症
患
者
の
行
動
、
心
理

症
状
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
ケ
ア
体
制

を
構
築
す
る
方
法
な
ど
を
習
得
す
る

。

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
は
病
院
や
介

護
施
設
、
地
域
な
ど
で
の
認
知
症
対
策

で
重
要
な
役
割
を
担
う

。

県
内
セ
資
格

取
得
の
教
育
課
程
が
新
設
さ
れ
れ
ば
、

地
元
の
人
材
養
成
に
弾
み
が
つ
き
、
看

護
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。

看
護
師
へ
の
指
導
や
研
修
に
も
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

。

認
知
症
患
者
の
俳
質
事
故
に
対
す
る

最
高
裁
判
決
は
、
社
会
的
に
大
き
な
関

心
を
呼
び
、
認
知
症
が
皐
屯
な
問
題
で

あ
る
こ
と
手
あ
ら
た
め
て
示
し
た

。

認

知
症
対
策
は
早
期
診
断
と
早
期
治
療
、

地
域
で
の
見
守
り
が
大
切
で
あ
り
、
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
も

強
化
し
た
い
。

北
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
幻
自
(
月
)
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* 
中
央
選
考
委
員

「
第
叫
回
医
療
功
労
賞
」
の
全
国
表
彰
者

ロ
人
が
決
ま
っ
た
。
内
訳
は
圏
内
部
門

9

人
、

海
外
部
門3
人
。
表
彰
式
はM
日
に
東
京
・

帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
。
へ
き
地
な
ど
厳

し
い
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
献
身
的
に
医

療
活
動
に
励
ん
で
き
た
受
賞
者
の
横
顔
を
紹

介
す
る
(
敬
称
略
)
。

表彰12人の横顔

ハンセン病元患者ら診療

医
療
従
事
者

尾
身
茂
(
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
情
理
事
長
)

朝
戸
裕
(
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
長
)

井
部
俊
子
(
聖
路
加
国
際
大
学
長
)

二
川
一
男
(
厚
生
労
働
事
務
次
官
)

神
田
裕
二
(
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
)

* 

永
井
良
三
(
自
治
医
科
大
学
長
)

松
谷
有
希
雄
(
国
立
保
健
医
療
科
学
院
名
誉
院
長
)

五
十
嵐
隆
(
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
)

森

芳
正

66 

医
師

宮
城
県
登
米
市
の
国
立
療
養
所
東
北
新

生
圃
で
、
口
年
間
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患

者
の
診
療
に
あ
た
っ
た
。

が
ん
で
亡
く
な
る
入
所
者
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
内
視
鏡
と
超
音
波
を
使
っ
た

検
診
を
行
っ
て
早
期
発
見
を
図
り
、
が
ん

に
よ
る
死
亡
者
を
減
ら
し
た
。

1
9
9
3

年
、
診
療
所
開
業
に
伴
っ
て

新
生
園
を
退
職
。
そ
の
後
も
、
新
生
園
に

足
し
げ
く
通
い
、
入
所
者
と
地
域
住
民
の

交
流
に
汗
を
流
す
。
入
所
者
に
施
設
外
の

生
活
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
花
火
大
会
を
企

画
。
関
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
地
元
の

夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

〈
宮
城
県
石
巻
市
〉

医師不足補う 「総合診療」

国
内
部
門

;甫

正
博

ワ3

医
師

内
科
、
外
科
を
問
わ
ず
、
幅
広
く
診
る

「
総
合
診
療
医
」
の
役
割
を
地
元
で
担
っ

て
き
た
。

1
9
8
3

年
、
出
身
の
鹿
児
島
県
か
ら
、

妻
の
実
家
の
あ
る
福
井
県
高
浜
町
に
移

り
、
地
元
の
病
院
に
赴
任
。
深
刻
な
医
師

不
足
で
常
勤
医
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
ど

ん
な
患
者
で
も
診
療
で
き
る
よ
う
、
知
見

や
技
術
を
磨
い
た
。
脊
髄
梗
塞
を
患
い
、

全
身
が
ま
ひ
や
し
び
れ
に
襲
わ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
て
復
帰

し
た
。

3

年
前
に
定
年
に
な
わ
六
非
常
勤
と
な

っ
た
今
も、
外
来
や
入
院
患
者
の
診
察
に

あ
た
る
ほ
か
、
若
手
医
師
の
育
成
に
努
め

て
い
る
。
〈
福
井
県
高
浜
町
〉

ヒ素公害の研究40年以上
福
島
靖
正
(
同
省
健
康
局
長
)

大
久
保
好
男
(
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
社
長
)

白
石
興
二
郎
(
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
社
長
)

河
田
卓
司
(
読
売
新
聞
東
京
本
社
事
業
局
長
)

(
敬
称
略
)

出
盛

允5
啓2

時
医
師

宮
崎
県
高
千
穂
町
の
旧
土
呂
久
鉱
山
で

発
生
し
、
圏
内4
番
目
の
公
害
病
に
指
定

さ
れ
た
ヒ
素
公
害
。
皮
膚
科
医
と
し
て
、
判

年
以
上
に
わ
た
り
、
患
者
の
検
診
に
あ
た

っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
診
察
し
た
患
者
数
は
延
べ
3

0
0
0

人
以
上
に
上
る
。
後
遺
症
な
ど
を

考
察
し
た
論
文
も
発
表
し
、
そ
の
研
究
成

果
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
ヒ
素
中
毒

症
対
策
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

1
9
7
9

年
か
ら
、
宮
崎
県
の
公
害
健

康
被
害
認
定
審
査
会
の
委
員
を
務
め
、

2

0
0
7

年
に
は
会
長
に
就
任
。
長
年
携
わ

っ
て
き
た
専
門
的
見
地
か
ら
、
県
に
提
言

を
続
け
て
い
る
。

〈
宮
崎
市
〉
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全国医療功労賞第44回
産科・小児科の道半世紀健康診断で農村会明るく

内
田

倒

医
師

さ
く

産
婦
人
科
、
小
児
科
の
医
師
と
し
て
、

半
世
紀
に
わ
た
り
、
患
者
を
思
い
や
る
診

療
を
心
が
け
て
き
た。

1
9
6
4

年
、
茨
城
県
高
萩
市
で
産
科

医
療
を
始
め
た。
新
生
児
の
健
康
管
理
に

関
わ
る
に
は
一
定
の
知
識
が
必
要
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
一
念
発
起
し
て
小
児
科

医
の
研
修
を
受
講。
部
年
か
ら
は
小
児
科

医
と
し
て
の
活
動
も
し
て
い
る
。

出
産
に
立
ち
会
っ
た
子
供
が
大
人
に
な

っ

て
自
分
の
子
供
を
連
れ
て
来
る
こ
と

に
、
喜
び
を
感
じ
る
と
い
う
。

現
在
も
診

療
に
携
わ
っ
て
い
る
夫
も
、
第
羽
田
医
療

功
労
賞
(例
年
度
)
を
受
賞
し
て
い
る。

〈
茨
城
県
高
萩
市〉

菊
地

誠

倒

医
自市

金
沢
市
の
金
沢
西
病
院
で
、19
7
2

年
の
開
設
以
来
、
住
民
の
健
康診
断
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る。

活
動
の
指
針
に
掲
げ
て
き
た
の
は
、
「健

康
で
明
る
い
農
村
づく
り

」
。地
元
の
農
協

に
出
向
い
て
組
合
員
の
健
康
診
断
を
行
っ

た
り
、
地
元
住
民
を
対
象
に
健
康
教
室
を

開
い
て
予
防
啓
発
を
図
っ
た
り
し
て
い

る
。健

康
診
断
を
こ
な
し
な
が
ら
、
診
察
も

週
に
4

回
担
当。
診
察
で
は
、
患
者
と
じ

っ
く
り
向
き
合
う
よ
う
努
め
る。
最
近
は
、

企
業
の
従
業
員
の
健
康
診
断
が
増
え
、
精

神
疾
患
の
患
者
を
診
察
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
た
と
い
う
。

〈
金
沢
市
〉

「老後の安心」ヘ体制作り認知症患者らの交流促す

菅
原

英
次

59 

医
師

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
や
介
護
の
体
制

を
整
え
る
「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
推
進
に
力
を
注
い
で
き
た
。

1
9
9
5

年
、
勤
務
し
て
い
た
岡
山
大

病
院
か
ら
、
岡
山
県
川
上
町(現
・
高
梁

市
)
の
川
上
診
療
所
長
に
転
身
。

医
師
に

よ
る
診
察
の
事
前
と
事
後
に
、
看
護
師
が

患
者
か
ら
丁
寧
に
話
を
聞
い
て
様
子
を
把

握
す
る
独
自
の
方
式
を
確
立
し
た
。

2
0
0
0

年
に
は
、
診
療
所
の
敷
地
内

に
老
人
保
健
施
設
を
開
設
し
、
医
療
・

介

護
の

一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し

た
。

往
診
や
訪
問
診
療
も
積
極
的
に
行っ

て
い
る
。
〈

岡
山
県
高
梁
市〉

吉
田

ユ
リ
子

66 

保
健
師

1
9
7
3

年
に
大
分
県
安
心
院
町(現
・

宇
佐
市)に
採
用
さ
れ
て
以
来
、
約
制
年
に
わ

た
っ
て
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
て
き
た

。

「住
民
と
同
じ
目
線
で
行
動
す
る」が

モ
ッ
ト
ー。

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
力
を
入
れ
、
健
康
診
断
の
受
診
率
向

上
に
貢
献
し
た。
2
0
0
4

年
に
は
、
福

岡
大
と
連
携
し
、
認
知
症
の
予
防
に
取
り

組
む
高
齢
者
グ
ル
ー
プ「け
ん
こ
う
ク
ラ

ブ
」
を
創
設
し
た。

退
職
後
は
、
岡
県
杵
築
市
の
社
会
福
祉

法
人
「み
の
り
村」
で
、
患
者
や
家
族
、

地
域
住
民
が
集
う
交
流
組
織
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
を
運
営
し
て
い
る。

〈
大
分
県
杵
築
市〉

医
療
従
事
者

離島の病院運営厚い信頼学校と連携むし歯減らす

寛
之

鹿
児
島
県
本
土
か
ら
約5
0
0
J
離
れ

た
離
島
で
あ
る
徳
之
島
で
、
住
民
の
医
療

・

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

1
9
7
8

年
か
ら
向
島
の
宮
上
病
院
に

勤
務
し
、
川
出
年
に
院
長
に
就
任

。

同
病
院

は
内
科
、
外
科
、
小
児
科
を
始
め
、
七
つ
の

診
療
科
を
擁
し
、
総
合
病
院
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る。
積
極
的
な
往
診
も
、
公
共

交
通
機
関
が
乏
し
い
向
島
の
島
民
か
ら
厚

い
信
頼
を
受
け
る一因
と
な
っ
て
い
る。

こ
う
し
た
活
動
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

離
島
の
医
師
不
足
に
対
す
る
強
い
危
機
感

だ
。

研
修
医
の
受
け
入
れ
な
ど
、
若
手
医

師
の
育
成
に
も
カ
を
注ぐ
。

〈
鹿
児
島
県
徳
之
島
町〉

宮
上

69 

医
師

玉
城

民
雄

69 

歯
科
医
師

沖
縄
県
久
米
島
で
、
出
年
に
わ
た
り
、

子
供
た
ち
を
中
心
に
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治

療
に
あ
た
っ
て
き
た
。

1
9
8
2

年
、
向
島
に
歯
科
医
院
を
開

設
。

当
時
、
島
に
は
歯
科
医
が
お
ら
ず
、

む
し
歯
な
ど
口
腔
内
に
問
題
の
あ
る
子
供

が
多
か
っ
た。
こ
の
た
め
、
小
学
校
の
養

護
教
諭
や
保
健
師
と
連
携
し
、
環
境
整
備

を
進
め
た。

乳
幼
児
対
象
の
歯
科
教
室
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
保
育
所
や
小
中
学
校
で
フ
ッ

素
を
使
っ

た
う
が
い
「
フ
ッ
素
洗
口」
を

奨
励
。

子
供
の
む
し
歯
静
観
率
を
全
国
平

均
よ
り
下
回
ら
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た

。

〈
那
覇
市
〉

〔
次
ベl
ジ
に
つ
づ
く
〕

S3 
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〔
前
べl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

アフリカに保健システム

海
外
部
門

杉
下

智
彦

50 

医
師

途上国の若い医師育てる

国
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A
)の
国

際
協
力
専
門
員
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
却
か

国
以
上
で
保
健
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め

て
い
る
。

現
地
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
で
活
動

し
た
経
験
を
生
か
し
、
政
策
を
各
国
に
提

言
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
ケ
ニ

ア
で
は
住
民
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
調
査
結
果
も
出
て
い

る
。1

9
9
5
5
m
m年に
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
に
応
募
し
、
ア
フ
リ
カ
南
部
の
マ
ラ

ウ
イ
に
赴
任
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス(H
I

V
)
感
染
者
を
中
心
に
、
数
多
く
の
手
術

を
執
万
し
た
。

〈
マ
ラ
ウ
イ
ほ
か
〉

神
野

医
療
従
事
者

読
売
新
聞
社

厚
生
労
働
省

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

1 日 50件手術も

哲
夫

75 

医
師

ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
の
留
学
生
や
研

修
医
を
受
け
入
れ
、
医
療
従
事
者
の
指
導

に
尽
力
し
て
い
る
。

次
代
を
担
う
若
い
医
師
の
教
育
を
目
的

に
1
9
9
3

年
に
設
立
し
た
「
ア
ジ
ア
脳

神
経
外
科
コ
ン
グ
レ
ス
」
は
、
4
0
0
0

人
以
上
の
会
員
を
擁
す
る
大
き
な
組
織
に

発
展
し
た
。2
0
0
7

年
に
は
、
ア
ジ
ア

初
の
「
世
界
脳
神
経
外
科
連
盟
・
中
閉
会

議
」
を
名
古
屋
市
で
開
催。
発
展
途
上
国

の
若
い
脳
外
科
医
約2
5
0

人
を
招
へ
い

し
、
交
流
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

こ
う
し
た
人
材
育
成
は
、
発
展
途
上
国

の
医
療
向
上
を
裏
側
か
ら
支
え
る
取
り
組

み
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

〈
ミ
ャ
ン
マ
ー
ほ
か
〉

口の異常

山
本

申
'じ，、

ワ 1

歯
科
医
師

ベ
ト
ナ
ム
を
叩
回
以
上
訪
れ
、
生
ま
出

っ
き
唇
や
上
あ
ご
の
異
常
に
苦
し
む
口
層

国
軍
郵
患
者
を
治
療
し
て
き
た
。

海
外
で
の
医
療
活
動
を
志
し
た
の
は
、

1
9
9
2

年
に
後
輩
の
誘
い
で
カ
ン
ボジ

ア
に
赴
き
、
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
。
そ
の
後
、
出
身
の
愛
知
学
院
大

を
主
な
母
体
と
し
て「日
本
口
唇
口
蓋
裂

協
会
」
を
設
立
。
資
金
集
め
に
奔
走
し
、

町
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
を
始
め
た
。

今
は
年
に
数
回
渡
り
、
多
い
日
は
1

日

約
印
件
の
手
術
を
こ
な
す
。

こ
れ
ま
で
治

療
し
た
患
者
数
は1
7
0
0

人
以
上
に
上

る
。

〈
ベ
ト
ナ
ム
〉

読

売
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
日
(
日
)
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仏
の
医
療
に
関
す
る
本
出
版

フ
ラ
ン
ス
の
医
療
に
関
す
る

本
2

冊
を
昨
年
、
相
次
い
で
出

版
し
た。
1

冊
目
は
、
仏
医
学
界

の
重
頭
ロl
ラ
ン
・
ド
ゴ1
ス

氏
の
著
作
を
共
同
で
翻
訳
し
た

「
な
ぜ
エ
ラ
ー
が
医
療
事
故
を

減
ら
す
の
か
」(N
T
T出
版
)。

全
2
2
1

勾
で
、
う
ち
約
加
沢
ー

は
「
解
題
」
と
し
て
自
ら
が
執
筆

を
担
当。
ド
ゴ
l

ス
氏
に
直
接

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
き
の
様

子
を
記
し
、
日
本
の
医
療
安
全

の
取
り
組
み
に
も
触
れ
た
。

2

冊
目
は
「
医
系
技
官
が
み

た
フ
ラ
ン
ス
の
エ
リ
ー
ト
教
育

と
医
療
行
政
」
(
問
、
3
0
0

勾
)。
2
0
0
7

年
か
ら2
年

間
仏
留
学
し
た
経
験
を
生
か
し

て
、
医
師
不
足
対
策
や
終
末
期

医
療
な
ど
仏
の
医
療
政
策
を
分

か
り
ゃ
す
く
紹
介
し
て
い
る

。

な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
か。

「
日
仏

両
国
と
も
医
療
制
度
は
国
民
皆

保
険
で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

。

た
だ
、
増
大
す
る
医
療
費
の
コ

九州厚生局医事課長

芙美さん (38)入江

ン
ト
ロ
ー
ル
に
苦
慮
し
て
い
る

点
も
同
じ。

仏
の
医
療
事
情
を

知
る
こ
と
は
、
日
本
の
医
療
制

度
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
の
思
い
が
あ

る
」
。

九
州
大
医
学
部
卒
で
似
年
に

厚
生
労
働
省
入
省
。

仏
留
学
か

ら
帰
国
後
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
な
ど
を
相
吉
し
日
年

か
ら
現
職。

「
医
療
事
故
調
査

制
度
の
導
入
な
ど
、
医
療
(
環

境
)
は
確
実
に
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
る
。

そ
う
実
感
で
き
る

こ
と
が
仕
事
の
や
り
が
い
」
と

い
う
。

(
鶴
加
寿
子
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
5

日
(
土
)医

療
従
事
者

乳
歯
は
被
ぱ
く
の
証
拠
品

東
京
電
力
福
島
第
1

原
発
事
故
後
の
子
ど
も

た
ち
の
内
部
被
ぱ
く
の
調
査
に
役
立
て
よ
う

と
、
放
射
性
物
質
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
叩
が
取
り

込
ま
れ
や
す
い
乳
歯
の
保
存
を
呼
ひ
か
り
る
運

動
が
広
が
っ
て
い
る
。
学
識
者
ち
が
昨
年
設
立

し
た
「
乳
歯
保
存
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
共
同
代

表
で
、
首
都
圏3
カ
所
で
歯
科
を
運
営
す
る
医

療
法
人
理
事
長
の
藤
野
健
正
さ
ん
(
町
)
は
「
乳

歯
は
被
ぱ
く
の
証
拠
品
と
な
る
。
将
来
の
た
め

捨
て
な
い
で
」
と
話
す
。

歯
科
の
あ
る
千
葉
県
松
戸
市
が
事
故
で
放
射

線
量
の
高
い
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
と
さ
れ
、

住
民
の
不
安
が
高
ま
る
な
か
、
「
歯
科
医
と
し

て
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
で
き
る

と
と
を
」
と
震
災
の
年
か
ら
取
り
組
み
を
始
め

た
。
こ
れ
ま
で
に
約50
0

本
の
乳
歯
が
提
供

さ
れ
、
一
部
は
ス
イ
ス
の
放
射
線
測
定
所
に
解

析
を
依
頼
し
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
来
年
、

中
部
圏
に
独
自
の
測
定
施
設
を
造
る
計
画
だ
。

乳
歯
は
母
親
の
胎
内
に
い
る
時
に
形
成
さ
れ

る
。
「5
年
前
の
商
事
故
当
時
に
胎
児
だ
っ
た
子

ど
も
の
歯
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
か
ら
抜
廿
て
く

る
時
期
。
保
存
運
動
は
さ
ら
に
重
要
に
な
り
ま

す
」
【
田
中
洋
之
}毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
7

日
(
月
)
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高度な手術より安全に

養
成
・
研
修

献
体
で
実
践
的
な
訓
練

高
度
な
手
術
を
安
全
に
行
う
た
め
、
医
師
の
手
術
訓
練
に
献
体
を
活

用
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

献
体
は
、
故
人
の
遺
志
に
基
づ

い
て
医
学
・
歯
学
の
教
育
と
研
究
に
提
供
さ
れ
る
遺
体
で
、
こ
れ
ま
で

は
主
に
学
生
の
解
剖
実
習
に
役
立
て
ら
れ
て
き
た

。

医
療
安
全
が
強
く

求
め
ら
れ
る
中
、
第
一
線
の
医
師
が
よ
り
実
践
的
な
環
境
で
訓
練
を
積

み
、
高
度
な
手
術
に
求
め
ら
れ
る
感
覚
を
養
っ
て
い
る

。

(
山
本
真
嗣
)

「
指
が
締
め
付
け
ら
れ
る
感
覚
を

つ
か
ん
で
」

三
月
上
旬
、
名
古
屋
市
瑞
穂
区
の

名
古
屋
市
立
大
で
あ
っ
た
整
形
外
科

の
手
術
研
修。

指
導
役
の
辻
太
一
・

名
城
病
院
整
形
外
科
部
長
(
四
六
)
が
献

献
体
で
訓
練
す
る
医
師
た
ち
H

名
古

屋
市
瑞
穂
区
の
名
古
屋
市
立
大
で

体
の
腹
部
側
面
を
数
持
切
っ
て
人
さ

し
指
を
入
れ
、
感
触
を
確
認
す
る
よ

う
医
師
た
ち
に
促
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

脊
椎
の
疾
患
の
憲
新
の
手
術
法
。

腹

に
達
す
る
と
周
り
の
筋
肉
に
締
め
付

け
ら
れ
る
と
い
う。

「
こ
の
感
覚
は

人
体
だ
か
ら
こ
そ
」
と
辻
部
長
。

愛
知
や
肢
阜
を
は
じ
め
全
国
か
ら

整
形
外
科
医
十
人
が
参
加
。

黙
と
う

を
さ
さ
げ
、
献
体
三
体
で
全
員
が
手

術
を
体
験
し
た。
滋
賀
県
長
浜
市
の

市
立
長
浜
病
院
の
日
根
野
朔
医
師

(
=一
るは
「
教
科
書
で
は
分
か
ら
な
い

人
体
の
構
造
を
、
実
感
と
し
て
理
解

で
き
た
」
と
話
す。

名
市
大
は
昨
年
、
高
度
な
手
術
が

来
は
模
型
や
ブ
タ
な
ど
で
の
模
擬
手

術
や
実
際
の
手
術
へ
の
立
ち
会
い
が

主
。

献
体
を
使
え
る
海
外
に
行
く
医

師
も
い
た。

二
O
二
一
年
に
日
本
外

科
学
会
な
ど
が
、
書
面
に
よ
る
献
体

登
録
者
の
生
前
同
意
や
、
大
学
の
倫

理
委
員
会
に
よ
る
審
査
な
ど
を
条
件

と
し
た
指
針
を
作
成
。
法
鼓
備
は
ま

だ
だ
が
、
圏
内
で
も
実
質
解
禁
さ
れ

た
。

た
だ
、
費
用
や
献
体
の
保
存
な

ど
の
問
題
か
ら
、
献
体
を
使
う
施
設

は
少
な
い。

名
市
大
は
中
部
を
中
心

に
全
国
か
ら
医
師
を
受
け
入
れ
る
。

名
市
大
に
は
、
献
体
提
供
組
織
の

公
益
財
団
法
人
「
不
老
会
」
(
名
古

屋
市
)
が
協
力
す
る
。

同
大
は
遺
体

名
市
大
、
今
秋
セ
ン
タ
ー
開
設
人
体
に
し
か
な
い
感
覚
養
う

部
か
ら
専
用
器
具
を
入
れ
て
椎
間
板

を
取
り
出
し
、
代
わ
り
に
薄
い
医
療

用
樹
指
を
入
れ
る。
従
来
は
背
中
を

切
開
す
る
方
法
が
多
く
取
ら
れ
て
き

た
が
、
神
経
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ

り
、
出
血
も
多
い。

新
た
な
手
術
法

は
患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
が
、
正

確
に
器
具
を
入
れ
な
け
れ
ば
周
り
の

臓
器
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る

。

指
で
臓
器
を
よ
け
て
安
全
に
器
具

の
通
り
道
を
つ
く
る
の
が
、
手
術
の

要
。

指
が
ど
こ
ま
で
入
っ
た
か
は
分

か
り
に
く
い
が
、
脊
椎
手
前
の
筋
肉

で
き
る
医
師
を
養
成
す
る
国
の
拠
点

校
五
校
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
。

献

体
訓
練
は
そ
の
柱。
今
秋
に
は
、
エ

ッ
ク
ス
線
モ
ニ
タ
ー
装
置
な
ど
を
備

え
た
全
国
初
の
専
用
研
修
セ
ン
タ
ー

を
医
学
部
に
開
設
す
る。
学
内
外
を

問
わ
ず
腹
腔
鏡
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
高

度
手
術
の
第
一
人
者
を
講
師
に
招

き
、
年
十
五
回
ほ
ど
研
修
を
予
定
。

同
大
大
学
院
医
学
研
究
科
の
植
木

孝
俊
教
授
(
解
剖
学
)
に
よ
る
と
、

献
体
を
使
う
た
め
の
ルi
ル
を
明
確

に
し
た
法
律
が
な
か
っ
た
た
め
、
従

を
生
体
に
近
い
状
線
で
保
存
で
き
、

セ
ン
タ
ー
開
設
後
は
年
間
四
十
体
ほ

ど
を
活
用
す
る
見
込
み
。

植
木
教
授

は
「
実
際
の
手
術
に
近
い
、
質
の
高

い
訓
練
が
で
き
る。
患
者
が
高
度
医

療
を
安
全
に
受
げ
ら
れ
る
基
盤
」
と

話
す。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
忽
白
(
火
)
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病
変
に
耳
を
澄
ま
し
て
!

若
手
医
師
にH

聴
診
の
ス
ス
メH

心
臓
や
呼
吸
、
血
管
の
音
を
聴
き
、
病
変
の
有
無
な
ど
を
調
べ
る
聴
診

。

そ
の
た
め
の
器
具
、
聴
診
器
は

2
0
0

年
の
康
史
が
あ
る
が
、
近
年
は
超

阜
墨
検
査
な
ど
の
普
及
や
肌
の
露
出
を
嫌
う
患
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
肉
料

領
域
で
も
使
わ
な
い
医
師
が
描
唱
え
て
い
る

。

し
か
し
、
聴
診
な
し
で
は
軍

大
な
病
気
の
発
売
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
兵
庫
県
内
の
循
環
器

専
門
医
ら
が
若
い
医
師
に
技
術
を
継
承
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る

。

(田
中
伸
明)

ki 80同hou

と安全管理総集版 2016年 6号

聴診の情義に加え、量新の医療機器による

診断法の紹介もあった=大阪市福島区

2

月
却
日
比
大
阪
市
福
島
区
で
開

か
れ
炉
事
想
史
E「
聴
診
の
ス
ス
メ
」

。

若
手
医
師
を
中
心
に
全
国
の
約

1
5

0

人
が
会
場
を
埋
め
た
。

耳
に
特
注

の
聴
診
器
型
イ
ヤ
ホ
ン
を
着
け
、
真

県内の専門医らが講習会

聴き分け方法解説、技術継承ヘ

剣
な
表
情
で
耳
を
澄
ま
し
た
。
ン
タl
中
央
市
民
病
院(神
戸
市
中

心
臓
の
聴
診
で
は
、
弁
の
閉
鎖
時
央
区

)
で
吉
岡
さ
ん
か
ら
聴
診
の
手

な
ど
に
出
る4
種
類
の
音
に
加
え
、
ほ
ど
き
を
受
け
た

。

「
初
め
て
聴
き

収
縮
・
拡
強
の
際
に
出
る
雑
音
も
慎
分
け
ら
れ
た
時
の
感
動
を
思
い
出

重
に
聴
き
取
る
。

さ
ら
に
、
費
静
脈
す
」
と
振
り
返
る

。

の
血
流
な
ど
も
重
要
な
情
報
だ

。

赤
阪
さ
ん
は
セ
ミ
ナ
ー
で
、
光
干

こ
の
足
、
み
悲
鳴
同
審
議
層
法(
O
C
T)
と
い
う
票

市
西
区)院
長
の
室
生
卓
さ
ん(日
)
の
技
術
で
心
臓
の
冠
動
脈
内
部
を
鮮

ら
が
講
師
を
務
め
、
鑑
別
の
ポ
イ
ン
明
に
映
す
診
断
方
法
を
紹
介

。

一
方

ト
を
解
説
し
て
い
っ
た
。

「
芸
ノ
で
、
大
学
の
授
業
で
は
聴
撃
術
の

ツ
ク
」
と
称
す
る
復
習
コ
ー
ナ
ー
で
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
る

。

「
聴
診

は
、
診
療
現
場
で
録
音
さ
れ
た
心
音
を
教
え
ら
れ
な
い
、
経
鞍
も
な
い
、

な
ど
を
次
々
と
聴
き
、
診
断
し
た

。

技
術
も
な
い
、
と
い
う
大
学
が
増
え

「
こ
の
音
か
ら
疑
わ
れ
る
疾
患
は
?
」
た
」
と
現
状
を
憂
慮
す
る

。

「M
R
(僧
帽
弁
思
不
会
産
)
で

す
」
「
で
は
重
症
度
は
?
」
|

。

繰

り
返
し
聴
く
こ
と
で
、
臨
床
感
覚
を

磨
い
て
い
っ
た。

五
感
を
使
・
つ

聴
診
の
ス
ス
メ
は
、
西
宮
渡
辺
ω

臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー(西
宮
市)
最

高
顧
問2
用
純
一
さ
んg

と
室

生
さ
ん
が
呼
び
掛
け
て
2
0
0
7

年

か
ら
始
め
、
こ
の
日
が
叩
回
目

。

2

人
は
ほ
か
に
も
、
中
堅
医
師
向
け
の

「
循
環
器
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ

l

シ
ョ
ン
講
習
会
」
を
口
年
前
か
ら

毎
年
秋
に
開
い
て
い
る
。

吉
川
さ
ん

の
か
つ
て
の
教
え
子
ら
が
講
師
と
し

て
駆
け
つ
け
る
。

こ
の
巳
招
か
れ
た
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
副
学
長
で
循
環
器
内
科
教
授

の
赤
阪
隆
史
さ
ん(印
)は
、
研
修
医

と
し
て
赴
任
し
た
神
戸
市
立
医
療
セ

養
成
・
研
修

兆
候
を
発
見

室
生
さ
ん
は
、
聴軌v
dじ
な
い
こ

と
で
軍
大
な
病
気
を
見
逃
す
ι慢
性

を
指
摘
す
る。
具
体
酬
と
し
て
挙
げ

る
の
が
、
心
臓
の
弁
に
障
害
が
起
き

る
心
臓
弁
膜
有
「聴
診
器
を
当
て

さ
え
す
れ
ば
簡
単
に
兆
候
を
発
見
で

き
る
の
に
、
画
像診断
の
祭
蓮
で
か

え
っ
て
発
見
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
た
」
長
掃
す
る
。

赤
阪
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
で
座
長
を

務
め
た
吉
川
さ
ん
は
「
聴
診
や
触
診

な
ど
五
感
を
働
か
せ
る
医
療
は
不
可

欠
だ。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
像
を

見
て
い
る
だ
け
で
は
重
要
な
情
報
を

見
逃
し
て
し
ま
う
」
と
強
調
し
た

。

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
7

日
(
月
)
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外
資
系
製
薬
会
社
の
ヤ
ン
セ

ン
フ
ァ
l

マ
が
、
前
立
腺
が
ん

の
患
者
向
け
の
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー

ト
を
昨
年
末
に
公
開
し
た
。
ノ

ー
ト
を
通
じ
医
師
が
患
者
の
状

態
を
よ
り
的
確
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
。
国
の
推

定
で
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
行

も
あ
っ
て
新
た
に
見
つ
か
る
男

性
の
が
ん
は
、
前
立
腺
が
最
も

多
い
。
ノl
ト
は
患
者
の
状
態

の
変
化
を
「
見
え
る
化
」
、
医

師
の
診
断
に
役
立
つ
と
し
て
患

者
や
そ
の
家
族
と
医
師
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
。

「
患
者
さ
ん
が
、
自
分
の
状

態
を
先
生
に
十
分
に
伝
え
切
れ

て
い
な
い
の
で
は
と
の
懸
念
を

も
っ
た
」
。
ヤ
ン
セ
ン
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
&
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
フ
ェ
アl
ズ
部
の
日
高
貴

洋
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

チ
ェ
ッ
ク
ノl
卜
開
発
の
き
っ

か
け
を
こ
う
振
り
返
る
。

ノ
ー
ト
の
名
称
は
「
腺
(
せ

ん
)
ノl
卜
」
。
患
者
自
身
に

、

自ソ要時駐霊長A ，ー一- しをおいて警
史認じによ主主主寄りな ;tZEJ閉
そラ示 1'--- 一食「ほ明ク t\ ... 1----0lIl・・ーー 年セるて月式有

塁引き警官EZド 二円￡毒自民話奪三符警
ð~ 、 5 面 ・刊は .孟率三7・か m の化デ人体

技鵠h持目 、"斜?さ J 主習
ーもほがか「痢の」「な 料連ピ見をもっ
て、パらか・ 4 はだ感 で携スえグらい

医師、変化を的確把握
れがはに とデをソ
、ん、つ病グ l 使コ

A 善悪長 524長
T 皇議官宅護費時震
回いい説たさに 1 で
程が。明際れ郵カ紙
度ん前す、る送月の

幸喜議語表。 Z 会震

養
成
・
研
修

ヤ
ン
セ
ン
、
前
立
腺
が
ん
患
者
用
ノ
ー
ト

(薬

咽 … 喜詩g 
パ有
ソ無
コな

由話毒
函記
面入
)ず

る

E.::....l'.::J'~~…-_..一一一一但

'"‘ .lJ.l}J5B 

-M 

.り湿り

自分の体調に合う環自にチェックを入れて
もらい1ヵ月分の維移をグラフ化する

な 強 33 れなtえti1 
し い L 、

いら

-痛み、しびれ

-だるさ

-ほてり、赤み、発汗

少なかな 少な 通常 多
多力、

いな
L 、り L 、

い
り

-食事賃

-下痢、便秘

-日々の活動

察
と
薬
の
処
方
を
受
け
る
患
者

が
多
い
と
い
う
。
日
高
氏
は
「
腺

ノ
l

ト
の
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
、

前
回
の
診
察
日
以
降
の
患
者
さ

ん
の
変
化
を
医
師
が
母
ね
た

り
、
抱
握
し
た
り
し
や
す
く
な

る
」
と
話
す
。

ノ
ー
ト
の
開
発
は
昨
年
春
か

ら
始
め
、
前
立
腺
が
ん
の
患
者 と

そ
の
家
族
で
つ
く
る
「
腺
友

倶
楽
部
」
の
協
力
を
得
た
。
患

者
に
高
齢
者
が
多
い
こ
と
を
念

頭
に
、
調
べ
る
項
目
数
を
減
ら

し
た
り
、
項
目
名
で
は
医
療
用

語
に
近
か
っ
た
も
の
を
、
「
痛

み
・
だ
る
さ
」
と
い
っ
た
日
常

語
に
変
え
た
り
し
て
、
誰
で
も

手
軽
に
使
え
る
よ
う
に
工
夫
し

が
ん
皇
ロ
知
や
再
発
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
中
止
な
ど
「
悪
い
知
ら
せ
」
の
伝
え
方
を
医
師
が
学
ぶ

取
り
組
み
が
佐
賀
県
内
で
始
ま
っ
た
。
患
者
と
の
や
り
と
り
を
教
え
る
人
は
な
く
、
が
ん
医
療
に
携

わ
る
医
師
も
手
探
り
。
患
者
や
家
族
に
寄
り
添
っ
た
告
書
乞
学
ぷ
こ
と
で
ト
ち
ょ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
、
患
者
の
不
安
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

。

た
。同

倶
楽
部
の
武
内
務
会
長
は

「
伝
え
た
い
こ
と
を
簡
単
に
、

し
か
も
的
確
に
伝
え
る
ツ
!
ル

と
し
て
役
立
っ
て
く
れ
る
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。

治
療
に
あ
た
る
医
師
か
ら

は
、
患
者
と
医
師
と
の
「
ギ
ャ

ッ
プ
」
を
埋
め
る
の
に
も
役
立

つ
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
ノ
ー

ト
開
発
を
監
修
し
た
横
浜
市
立

大
学
付
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
上
村
博
司
部
長
(
泌
尿

器
・
腎
移
植
糾
)
は
「
患
者
さ

ん
の
心
配
は
、
日
常
生
活
に
影

響
す
る
症
状
に
対
す
る
も
の
が

上
位
を
占
め
、
医
師
と
の
意
識

に
違
い
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た

上
で
、
患
者
さ
ん
の
意
識
を
把

震
で
き
れ
ば
、
よ
り
強
い
信
頼

関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
み

る
。国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が

昨
年4
月
に
公
表
し
た
、
新
た

に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
男
性
患

者
数
の
2
0
1
5

年
予
測
で

経
験
5

年
以
上
の
中
堅
医
師
4

人
。
福
岡
市
で
末
期
が
ん
患
者

の
生
活
務
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
模
擬
患
者
と
家
族
役
を
務

め
、
フ
ァ
シ
リ
テ1
タ
l
(
司

は
、
前
立
腺
が
9

万
8
4
0
0

人
と
最
多
だ
っ
た
。
前
年
の
予

測
で
は
、
前
立
腺
が
ん
よ
り
胃

が
ん
や
肺
が
ん
が
多
か
っ
た

が
、
社
会
の
高
齢
化
と
が
ん
診

断
精
度
の
向
上
を
背
景
に
、
前

立
腺
が
ん
の
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
う
。

ヤ
ン
セ
ン
に
よ
る
と
、
前
立

腺
が
ん
を
対
象
に
し
た
、
チ
ェ

ッ
ク
シ
l

ト
は
閣
内
初
の
取
り

組
み
と
い
う
。
聞
社
は
「
診
察

の
無
い
普
段
の
生
活
に
お
い

て
、
問
題
が
あ
っ
た
か
無
か
っ

た
か
を
臨
時
認
し
て
も
ら
い
、
患

者
さ
ん
の
生
活
の
質
向
上
に
少

し
で
も
役
立
て
れ
ば
」
と
し
て

い
る
。

(
山
田
健
一
)

日
経
流
通
新
聞MJ
・
朝
刊

2
0
1
6

年
1

月
市
日
(
金
)

思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

研
修
を
受
講
し
た
呼
吸
器
内

軒
の
医
師
(
お
)
は
「
大
変
参
考

に
な
っ
た。

同
じ
こ
と
を
伝
え
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添心に寄りがん告知
佐
賀
市
の
県
医
療
セ
ン
タ
ー

好
生
館
が2
月
に
初
め
て
開
い

た
「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
研
修
会」
。

槙
擁
医
師
「抗
が
ん
剤
治
療

を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
効

き
に
く
い
細
胞
が
増
え
て
き
て

い
ま
す。
副
作
用
が
強
い
の
で
、

や
め
た
方
が
寿
命
が
延
び
ま

す
」模

擬
患
者
「治
ら
な
い
の
で

す
か
?
私
、
死
ぬ
ん
で
す
か

?

」模
擁
医
師
「が
ん
を
や
っ
つ

け
る
治
療
は
も
う
行
え
ま
せ

ん
。

考
え
方
を
変
え
て
、
痛
み

を
と
る
方
に
変
え
た
方
が
い
い

で
す
ね」

医
師
も
ス
ト
レ
ス

こ
ん
な
緊
迫
し
た
や
り
と
り

が
続
い
た
模
擁
医
師
と
模
擬
患

者
と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
。

見
守

る
の
は
、
受
講
生
の
医
師
た
ち

。

現
実
に
起
こ
る
場
面
を
想
定
し

て
、
複
数
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の 役

を
演
じ
、
対
応
を
学
習
し
た

。

「悪
い
知
ら
せ」
を
伝
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
患
者
と
そ
の
家

族
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事

で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
笠
与
え
る
と
い

梓
川H
Z
4
u
傭
陥

わ
れ
る。
同
時
に
医
師
に
と
っ

て
も
ス
ト
レ
ス
を
伴
う
。

研
修

会
は
患
者
と
医
師
聞
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
の
向
上
を

目
的
に
し
て
い
る。

参
加
し
た
の
は
、
が
ん
診
療

-・・.圃司同・同開園

医師が「惑い知らせ」の伝違法を学んだ「コミュニケーション伎術研
修会」。 ロールプレイで機嫌医師と機嫌煙、者・家族が向き合った= 2
月初日、佐賀県医療センタ一好生館

希望含ませ不安を緩和

養
成
・
研
修

会
役
)
の
医
療
関
係
者
が
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
主
導
し
た
。

2

日
間
か
け
、
診
療
場
面
ご

と
に
テ
l

マ
を
決
め
て
延
べ
8

回
の
ロ
l

ル
プ
レ
イ
を
実
施
し

た
。

医
師
4

人
が
2

回
ず
つ
模

擬
医
師
を
務
め
た
り
、
や
り
と

り
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
や
感

想
を
述
べ
合
っ
た
。

思
い
や
り
と
共
感

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
的
な
「型
」
は
①
静
か
な
環

境
を
設
定
し
、
礼
儀
正
し
く
接

す
る
②
患
者
の
目
や
顔
を
見

て
、
相
づ
ち
を
打
つ③「
こ
の

1

週
間
は
ど
う
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
?
」
な
ど
と
緊
張
を
和
ら

げ
る
質
問
を
す
る④
「
・
死
に

た
い
く
ら
い
つ
ら
い
の
で
す

ね
」
と
共
感
を
示
す
。

沈
黙
を

積
極
的
に
使
い
、
患
者
の
発
言

を
待
つ。
患
者
の
気
持
ち
は
も

っ
と
も
だ
と
正
当
性
を
伝
え
、

気
掛
か
り
な
点
を
探
し
、
理
解

す
るl
。

こ
れ
に
各
医
師
が
自

分
な
り
に
「昧
つ
け
」
を
し
て

い
く
が
、
伝
え
る
テ
ク
ニック

だ
け
で
な
く
患
者
へ
の
混
か
い る

に
し
て
も
希
望
を
持
っ
た
話

し
方
を
す
る
と
か
、
自
分
の
説

明
で
配
慮
が
足
り
な
い
部
分
に

気
づ
け
た」
と
話
し
た。
泌
尿

器
斜
の
医
師(
位
)は
「手
術
は

他
の
人
の
を
見
る
機
会
空
の
る

が
、
病
状
説
明
な
ど
外
来
の
場

は
見
る
機
会
が
な
い
。

患
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一

人
で
つ
く
立
の
げ
て
い
く
し
か

な
い
。

悪
い
癖
を
指
摘
し
て
も

ら
い
、
非
常
に
新
鮮
だ
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

研
修
会
を
企
画
し
た
好
生
館

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
鵜
池
直
邦
医

師
は
「患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
大
学
で
は
十
分
に

教
え
な
い
し
、
医
師
は
本
当
に

こ
れ
で
い
い
の
か
と
み
ん
な
思

っ
て
い
る」
と
指
摘
し
、「悪

い
知
ら
せ
は
患
者
の
気
持
ち
を

く
み
取
り
つ
つ
、
何
と
か
受
容

し
て
も
ら
う
よ
う
に
伝
え
る

が
、

こ
れ
で
い
い
と
い
う
こ
と

は
な
い。

研
管
乞
重
ね
て
い
く

し
か
な
い
」
と
語
る。
今
後
も

宮
中
後
教
育
の
目
玉
と
し
て
開
催

し
て
い
当
￥
~
い
と
い
う

。

(横
尾
章)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
刊
日
日
(
臼
)
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M
H

W
3

す
生
日
を
療
と
山

J
4
-

生
年
「

査
治
%

山

の
た
め
の
需
(察
手
術)
」
内
で
亡
く
な
る
例
や
、
議
し
て

揺
が

守
高
官
…

に
と
ど
め
る
の
は
日
%
と
意
見
が
も
体
調
の
急
変
に
対
応
で
き
る
病

』

4
4

分
か
れ
、
「
心
臓
以
外
の
手
術
は
院
が
近
く
に
な
い
と
退
院
が
難

L
/
/
ぅ
。

行
う
」
、
外
科
的
乎
術
は
せ
ず
丙
い
場
合
が
あ
る
と
報
笥
親
を
翻

5

ー

日
ト
リ
三
T

で
も
退
院
で
き

科
的
議
室

Z

と
の
星
需
し
な
い
華
奈
の
提
案
は
悩
で

た
例
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
つ

も
そ
れ
ぞ
れ
日%
、
日
%
と
、
ど
ま
し
い
と
問
題
提
起
し
た
。

い
に

た
母
親
は
、
治
療
の
可
能
性
を
求

こ
ま
で
治
揮
を
哲
っ
か
は
幅
が
あ

*
*

:
ι
め
て
い
た。

治
療
の
選
援
を
説

る
結
果
と
な
っ
た
。

医
揮
者
の
知
識
が
一
様
で
な
い
再
庁一
明
す
る
と
、
県
立
広
島
病
院
に
転

調
査
は
害
醸
の
治
療
経
験
も
聞
現
実
も
あ
る

。

県
立
広
島
病
院(広

引
剖
院
し
て
昨
年
日
月
に
出
産
。

子
ど

い
て
お
り
、9
割
以
上
が
何
ら
か
島
市)
の
翠
克
科
医
、
福
原
里
担
串

も
は
今
、
心
臓
の
姑
息
手
術
を
終

の
治
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
心
臓
恵
さ
ん
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

n
J
え
て
退
院
を
控
え
て
い
る
。
「
経

の
根
治
手
術
は
5
%
に
と
ど
ま
っ
き
求
め
て
来
院
し
た
妊
婦
の
例
汀

験
や
思
い
だ
け
に
偏
ら
な
い
正
し

た
。

理
想
と
現
実
に
は
隔
た
り
が
を
紹
介
し
た

。

別
の
病
院
で
受
け
ー
と
い
情
報
を
提
供
し
、
親
の
意
思
決

あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

た
妊
婦
健
診
で
、
超
音
波
検
査
惨
疋

定
を
尊
重
し
、
変
生9る
親
の
気

富
山
大
病
院(富
山
市)
の
小
で
胎
児
に
四
ト
リ
ソ
ミ
1

の
疑
い

誕
男
持
ち
を
受
け
止
め
る
」
姿
勢
の
大

児
科
医
坂
田
奈
緒
さ
ん
は
、
退
院
が
分
か
る
と
、

「綴
室
で
み
とム
日
切
さ
を
事
長
。

で
き
る
と
判
断
し
て
積
極
的
に
治
る
か
、
母
親
が
藤
智
に
入
院
中
に

号
t

「デ
1
タ
や
数
獲
ル
け
を
見
て

療
し
で
も
、
状
態
が
急
衰
レ
て
院
亡
く
な
る
」
と
説
明
さ
れ
た
と
い
判
断
す
る
の
は
危
な
い

」
と
指
摘

:
-j
i
-
-
z
z
す
る
の
は
沖
縄
県
立
中
部
病
院

親
の
「
決
断
」

養
成
・

研
修

ど
う
支
え
る

染
色
体
数
の
変
化
に
よ
る
先
天
性
疾
患
で
は
ダ
ウ
ン
症
の
次
に
多
い
出
ト
リ
ソ
ミ

l
。

心
疾
患
な
ど

併
発
す
る
病
気
の
重
さ
に
よ
っ
て
、
長
く
生
き
る
の
が
難
し
い
場
合
が
多
い
が
、
医
療
現
場
で
娃
家
族

と
子
ど
も
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
治
療
や
ケ
ア
が
模
索
さ
れ
て
い
る

。

2
月
下
旬
に
大
町
市
内
で
聞
か

れ
た
「
新
生
児
呼
吸
療
法
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
日
本
各
地
の
小
児
科
医
ら
が
、
親
の
選

択
と
決
断
宝
又
え
る
上
で
の
悩
み
や

、

必
要
な
視
雲
報
告
し
た。
(

圃
団
連

)

日三
痛
大
病
院(松
寄)で
出

寸
川
l

」

生
前
診
断
の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

一
-J

一
グ
を
担
雪
す
る
小
児
科
医
の
古
庄

日
十
七
知
己
さ
ん
は
、
日
ト
リ
ソ
?
を

ご
E
F

一
め
ぐ
る
医
師
の
治
療
方
針
に
つ
い

一-
E

，
一
て
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
た

。

調

T
I
l
l
査
は
、
日
本
小
開
諸
環
器
営
会
の

1

一
一
「

血
管
疾
患
の
遺
伝
子
季
委

市
川
つl
l
l

一
員
会」
が
、
同
学
会
の
評
議
員
を

d
p
「E
E劃
E

務
め
る
医
師
3
0
7
人
に
聞
い
て

性
同
日

一お
り
、
古
庄
さ
ん
は
「
か
つ
て
は

烹

円

U

予
後
不
良
と
し
て
治
療
を
控
え
る

ν広

風
潮
が
あ
っ
た
が
、

全
く
泊
樺
し

d
d

な
い
と
い
う
医
師
は
7%と
少
数

派
」
と
し
た。

た
だ
、
調
査
で
は
、
リ
ス
ク
の

大
き
い
心
瞳
宇
術
を「根
治
的
に

行
う
」
の
は
辺%
、

「症
状
緩
和

思
え
た」
と
い
う
。

一
方
で
真
喜
屋
さ
ん
は
、
ど
ん

な
延
命
治
療
も
控
え
、
隈
ら
れ
た

時
聞
を
子
ど
も
と
離
れ
ず
に
過
ご

し
た
い
と
望
む
親
が
い
る
と
と
も

紹
介。
そ
の
思
い
を
尊
重
し
、
分

娩
直
後
に
父
親
や
き
ょ
再
必
仙
い
、

祖
父
母
な
ど
と
会
え
る
よ
う
塵
削

か
ら
準
備
を
整
え
た
事
例
も
紹
介

し
た
。

日
ト
リ
ソ
ミl
は
2
0
1
3
年

に
始
ま
っ
た
新
出
生
前
診
断
の
対

象
疾
患
で
も
あ
る
。

技
術
の
進
歩

で
妊
娠
中
か
ら
胎
児
の
病
気
や
障

害
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
親
は

産
前
も
産
後
も
、
短
い
聞
に
子
ど

も
の
命
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
決
断

を
迫
ら
れ
る。

同
ト
リ
ソ
ミ
l

の
子
ど
も
と
親

で
つ
く
る「日
ト
リ
ソ
ミl
の
会」

代
表
の
桜
井
浩
子
さ
ん(大
阪
府

聾
中
市
在
住
、
干
曲
市
出
身
)
も

登
壇。
「
親
は
ど
ん
な
決
断
を
し

て
も
全
く
納
得
な
ん
て
し
な
い

し
、
一
生
揺
れ
続
け
る
こ
と
を
医

療
者
は
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
ど

ん
な
子
に
も
温
か
な
ま
な
ざ
し
を

向
け
、
偏
り
の
な
い
情
報
を
示
し

て
親
と
向
き
合
う
よ
う
求
め
た

。
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交
流
す
る。

墾
口
会
の
企
画
者
の
一
人
で
、
同
院
新

生
児
科
部
長
の
広
間
武
彦
さ
ん
は
「
医
療

者
と
家
族
が
誕
生
を
共
に
喜
び
、
限
ら
れ

た
時
間
で
も
家
族
と
子
ど
も
の
紳
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

県
内
で
も
家
族
同
士
が
交
流
活
動

県
内
に
も
、
日
ト
リ
ソ
ミl
の
子
ど

も
と
親
で
つ
く
る
サ
ー
ク
ル
「
日
っ
こ
の

わ
」
(
代
表
・
堤
事
喜
ん
)
が
あ
り
、

親
の
思
い
を
分
か
ち
合
い
、
子
ど
も
の

生
ま
れ
育
ち
を
支
え
る
情
報
を
共
有
す
る

活
動
を
続
け
て
い
る
。

県
立
こ
ど
も
病
院

(
安
昼
野
市
)
で2
カ
月
ご
と
に
聞
く

定
例
会
に
は
、
き
ょ
う
だ
い
も
参
加
し
、

2人 1 組の看護方式について全国の看護師
が情報共有した研究会=永平寺町の福井大
松岡キャンパス

福
井
大
医
学
部
附
属
病
院

が
開
発
し
た
、2人
1

組
の
看

護
方
式
「パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ

.
ナl
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

(P
N
S

)
」
の
第3
回
研
究

会
が
こ
の
ほ
ど
、
永
平
寺
町
の

同
大
松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
た。
全
国1
0
9

の
医
療
施

設
か
ら
看
護
師
ら6
5
5

人

が
参
加
し
、
成
果
な
ど
を
報
告

し
た

。
P
N
S

は
看
護
師
が
ペ
ア

で
患
者
に
向
当
」
合
う
こ
と
に
よ

り
、
安
全
で
質
の
高
い
看
護

の
提
供
を
目
的
に
し
て
い
る

。

ペアの看護成果報告

福井大病院全国655人集う
養
成
・
研
修

(
う
る
ま
市
)
の
新
生
児
科
医
、

真
喜
屋
智
子
さ
ん
だ
。

病
院
で
無

表
情
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
4

カ
月

で
退
院
後
、
家
で
声
を
あ
げ
て
笑

う
動
画
に
衝
撃
を
受
け
た

。

日
カ

月
で
亡
く
な
っ
た
が
「
こ
の
笑
顔

を
見
て
、
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

全
国
へ
の
拡
大
と
情
報
共
有
を

目
的
に
開
い
た。

同
病
院
の
元
看
護
部
長
で
P

N
S
研
究
会
の
橘
幸
子
会
長
が

「P
N
S

と
看
護
の
質」
と
題

し
講
演。
患
者
へ
の
声
掛
け
や

介
添
え
と
い
っ
た
、
看
護
で
大

切
な
心
配
り
も「ペ
ア
で
互
い

に
補
い
合
っ
て
、
良
い
と
こ
ろ

を
学
ぷ
こ
と
が
で
当
」
る

。

若
手

の
育
成
や
技
術
継
承
に
も
有
効

な
方
式。
ほ
か
の
ペ
ア
に
も
目

配
り
し
、
チ
ー
ム
で
看
護
の
質

の
向
上
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と

呼
び
掛
け
た。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
4

日
(
金
)

ほ
か
に
加
の
演
題
で
研
究
発

表
や
活
動
報
告
が
あ
っ
た

。

新

た
な
試
み
と
し
て
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
導
入
も
紹
介

さ
れ
た。
橘
会
長
は「P
N
S

で
看
護
師
が
仕
事
に
誇
り
を
持

ち
、
看
護
の
喜
び
が
感
じ
ら
れ

る
好
循
環
を
生
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

(石
井
撃
さ

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
日
(
木
)
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同
闘
病
院
附
灘
決

市
長
「
医
療
充
実
を
期
待
」

筆
米
市
の
布
施
孝
尚
市
長
は
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
登
米
市

回
国
の
定
例
記
者
会
見
で
、
登
に
設
置
さ
れ
る
」
と
述
べ
た

。

米
市
民
病
院
内
に4
月
1

同
開
市
医
療
局
は
「
セ
ン
タ
ー
で
実

所
す
る
東
北
医
科
薬
科
大
登
習
し
た
学
生
が
卒
業
後
に
市
民

米
地
域
医
療
教
育
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
の
研
修
医
と
な
る
こ
と

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
「
市
民
や
、
指
導
教
員
カ
病
院
で
主
に

病
院
の
医
療
体
制
の
充
実
に
内
科
の
診
療
を
す
る
こ
と
が
期

つ
な
が
る
」
と
期
待
感
を
示
し
待
で
き
る
」
と
登
米
市
側
の
メ

た
。
リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
。

セ
ン
タ
ー
に
は
医
師
で
あ
る
開
所
式
は4
月
1

目
、
登
米

教
員
が
常
駐
し
、41
6

年
の
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
セ
ン

医
学
部
学
生
が5
、

6

人
ず
つ
タ
l

で
行
わ
れ
る。
サ
テ
ラ
イ

交
代
で4
週
間
滞
在。
市
民
病
ト
セ
ン
タ
ー
は
石
巻
市
立
病
院

院
を
は
じ
め
、
市
内
の
医
療
機
に
も
設
置
さ
れ
る

。

関
、
福
祉
や
介
護
の
施
設
で
実

習
す
る
。2
0
1
6
1
M年
は

準
備
期
間
と
し
、
四
年
9

月
か

ら
実
際
に
活
動
す
る
。

布
施
市
長
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
の
体
制
づ
く
り
が
比
較
的
進

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
日
(
木
)

養
成
・
研
修

東
大
は
回
目
、
平
成
叩
年
2

月
に

実
施
す
る
理
制3
類
の
前
期
日
程2

次
試
験
か
ら
面
接
を
導
入
す
る
と
発

表
し
た。
医
師
に
な
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
資
質
の
あ
る
学
生
を
、

学
力
だ

け
で
な
く
多
面
的
に
選
抜
す
る
の
が

狙
い
。

東
大
に
よ
る
と
、
理
制3
類
へ
の

入
学
は
害
責
的
に
医
学
部
進
学
に
つ

な
が
る。

今
夏
ま
で
に
具
体
的
な
面
接
方
法

を
決
め
る
予
定
だ
が
、
著
し
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
欠
け
て
い

た
り
、
医
療
へ
の
適
性
が
な
か
っ
た

り
す
る
学
生
を
見
極
め
る
の
が主な

目
的
で
、
面
接
の
結
果
を
加
点
す
る

こ
と
は
な
い。

東大理 3 面接導入ヘ

医師の資質を判断

東
大
理
制3
類
は
、
大
学
吠
部
初

中
で
も
最
難
関
と
さ
れ
る。
南
風
原

朝
和
副
学
長
は
記
者
会
見
で
、
最
難

関
だ
と
い
う
理
由
で
受
験
す
る
学
生

が
ご
く
一
部
に
い
る
と
し
た
上
で

「本
当
に
医
療
に
携
わ
り
た
い
と
思

う
受
験
生
を
集
め
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
け
れ
ば
合
格

可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、

特
に
準
備
は
せ
ず
に
来
て
も
ら
っ
て

い
い
」
と
述
べ
た。

産
経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
刊
日
(
金)
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の

ι
-
』
眼
。
、

-
a
L』
4

E
脳
』
l
J
a

門
4・
・

E
v
a
-
-
E
E

』
'
』

a
圃
到
ヨ
圃
，
‘

M
W叫
ド

看
護
師
を
養
成
す
る
鹿
児
島
県
内
の
高
校
や
専
門

学
校
、
大
学
を
卒
業
し
た
生
徒
・
学
生
が
、
次
々
と

県
外
の
医
療
機
関
に
出
て
行
っ
て
い
る

。

看
護
師
不

足
の
都
市
部
の
病
院
か
ら
熱
心
な
勧
誘
を
受
け
、
県

内
就
業
率
は
ほ
ぼ
毎
年
5
割
を
割
り
込
む

。

看
護
師

の
世
界
で
も白

「鹿
児
島
は
人
材
供
給
県
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
だ
。

県外

専
門
課
程
へ
進
級
す
る
前
に
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
看
樋

学
科
の3
年
生
H
3

日
、
南さ
つ
ま
市
の
鳳
風
高
校

県内

拝
見
島
県
保
健
医
療
福
祉
課
に
[
科
な
ど
活
躍
の
場
の
拡
大
②
抵
抗

よ
る
と
、
県
内
で
働
く
看
護
職
の
お
地
感
の
減
少③
職
場
環
境
の
充
実
|

届
け
出
数
は
2
0
1
4
u
g
人
な
ど
が
草
と
し
て
考
え
ら
れ
る

日
現
在
、
過
去
巌
多
の
3

万
1
8
百リ
数

と
い
う。

6
6
人
だ
っ
た
。

霊
盟
主

2

旭
増
加
す
る
状
況
に
対
し
、
同
課

7
6
人
と
初
め
て
2
万
人
を
超
フ
引
の
塩
田
兼
一
郎
課
長(日
)
は
「
県

弐

1
9
9
4
年
か
ら
の
初
年
間郎
町

内
の
看
護
職
員
は
不
足
気
味
と
い

で
約
2
・
5
倍
に
増
え
た

。

告
τ

年
わ
れ
る
」
と
指
摘。
「特
に
地
媛

男
警
護
霊
1
8
8
人
で
師
向
重
量
刑
か
ら
あ
り
、
型
投

撃
の
6
・
3

笥
看
護
師
全
体
護
き
標
団
体
と
護
し
解
消
す
る

の
8
・
9
%
を
占
め
、
過
去
最
高
盛
岡
国
取
り
組
み
を
し
な
い
と
い
け
な

年
鰍
例
制
日

M円
。

と
な
っ
た。
①
精
神
科
、
整
形
外
-
;
い
」
よ
課
題
を
挙
げ
る
。

日
年
近
い
伝
統
が
あ
る
と
病
院
に
お
願
い
し
た
先
校
は
県
立
、
私
立
合
わ
せ
度
の
み
。
ほ
か
は
お

1

必
地
域
貢
献
を
重
視
す
る

南
さ
つ
ま
市
の
鳳
恩
高
校
代
理
事
長
の
努
力
が
根
底
6
校
あ
る

。

2
0
1
4
年
%
台
と
低
い。
鹿
大
が
教
箆
大
は
県
内
就
職
率
向
上

看
護
学
科
で
は
、
昨
年
3

に
あ
る。
全
額
出
す
の
は
度
は
6
校
全
体
で
5
6
5
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
へ
近
年
、
教
育
内
容
を
見

月
卒
業
生
の
県
内
就
業
率
県
外
が
多
い
」
と
専
門
課
人
が
卒
業
し
、
県
内
就
業
し
た
県
外
流
出
の
分
析
で
直
し
た

。

4
年
時
に
は
追

は
お
・
8
%
と
、
4
人
中
程
の
南
田
幸
子
教
頭
(田
川)
率
の
平
均
は
お
・
5
%
に
は①卒
後
教
育
の
質
の
高
求
し
た
い
テ
1

マ
を
県
内

3

人
が
県
外
へ
出
た
。

背
は
説
明
す
る。
全
額
を
出
と
ど
ま
る。

大
⑤
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー@

病
院
で実
習
し
、
県
内
へ

景
に
あ
る
の
は
、
金
銭
面
す
病
院
は
県
外
ω
、
県
内
一
方
、
専
門
学
校
・
看
護
高
賃
金
ー
な
ど
に
ひ
か
れ
の
就
職
に
導
く

。

鹿
大
病

で
厳
し
い
生
徒
を
援
助
す
初
程
度
と
い
う

。

学
校
は3
年
課
程
ロ
校
が
る
傾
向
と
し
て
い
る

。

院
の
福
利厚
生
や
労
働
函

る
各
病
院
の
奨
学
金
制
度
奨
学
金
を
活
用
す
る
生
平
均
臼
%
、
2
年
課
程
4
鹿
純
心
女
大
で
は

M
年
も
改
善
さ
せ
た
効
果
が
実

だ
。

昨
年
の
卒
業
生
は
、
徒
は
入
学
し
て
間
も
な
く
校
は
日
・
1
%
と
比
較
的
度
、
看
議
職
関
係
の
求
人
り
、
そ
の
ま
ま
就
職
す
る

1
9
0
人
の
う
ち
1
5
0
病
院
と
契
約
す
る

。

卒
業
高
い
。

高
校
ほ
ど
病
院
奨
医
療
機
関
数
は
県
外
の
7
学
生
も
品
唱
え
て
い
る

。

人
以
上
が
奨
学
金
を
利
用
後
に
一
定
期
間
、
契
約
し
学
金
を
利
用
す
る
学
生
は
9
6
に
対
し
、
県
内
は
冗
木
佐
貫
彰
医
学
系
保
健

し
た。

た
病
院
で
働
く
と
奨
学
金
多
く
な
く
、
学
校
が
県
内
だ
っ
た
。
学
科
長

(臼
)は
「学
生
は

「『
い
い
人
材
を
育
て
の
返
還
は
免
除
さ
れ
る
。
へ
の
就
職
を
勧
め
て
い
る
進
路
支
援
課
の
福
里
真
い
い
病
院
は
ど
こ
か
よ
く

る
か
ら
、
経
済
的
に
苦
し「病
院
の
担
当
者
カ
定
期
こ
と
な
ど
が
理
由
と
い
由
美
課
長
代
理
(位
)は
調
べ
て
い
る
。
鹿
児
島
で

い
人
に
(就
学
中
に
必
要
的
に
面
談
に
来
る
。

生
寵
う
。
「

関
東
、
関
西
は
看
護
師
働
き
た
い
人
の
た
め
に

な
資
金)
全
額
を
奨
学
金
の
誕
生
日
に
花
束
を
贈
る
大
学
で
看
護
師
養
成
の
不
足
が
大
き
な
課
題

。

質
も
、
県
全
体
の
卒
後
教
育

と
し
て
出
し
て
ほ
し
い
』
病
院
も
あ
る
」
と
商
回
教
学
科
を
持
つ
の
は
鹿
児
島
の
高
い
学
生
を
確
保
し
た
の
レ
ベ
ル
孝
よ
げ
る
こ
と

頭
。

就
学
中
の
き
め
細
か
大
と
鹿
児
島
純
心
女
子
大
い
と
い
う
熱
愈
を
感
じ
が
必
要

」
と
強
調
す
る。

い
気
配
り
も
、
県
外
病
院
の
2
校

。

こ
の
叩
年
間
で
、
る
。

若
い
人
が
鹿
児
島
に

(清
水
俗
曹

の
特
徴
の
よ
う
だ
。

両
校
合
わ
せ
県
内
に
就
業
残
る
魅
力
あ
る
取
り
組

鳳
風
高
校
多
吉
年
一
し
た
看
護
師
が
5
割
に
遥
み
、
環
境
づ
く
り
が
大
事

」

の
養
成
課
程
を
持
つ
高
し
た
の
は
口
、
M
の
両
年
と
訴
え
る。

-.ii瓢誠司思砲E廃語壬 1れ制金書~Jf，司事前提~'IIl皿圃・

26,529 

31,355 

31.8“ 
3万人2万l万

三 | 南
1 I 自
主|本
~I 新
種|聞
門 1 ・

~，闘

g I f勀 

養
成
・

研
修
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技
術
・
療
法

員宅暴露票指針路整す腫
書芸宿千野議員議襲警石痛喜努
員長李今セ営努議会重量産事譲
巣V 彊 1 ι 患告旦しず笠疋 φ

22 事 1 522 き員会警察言
語勺露 五毒をほ 53ZE
Z? 雪量 語管長222ts
を l 再し 者聞はの半功(与ら

む??訪問齢者室Z
摘円 。 ー もりみはで患、~採
出回=こつ を、ら、、者塩せり
す哩うの 授全れ世間は沢る

完君主翼 宮署そ宅島翼霊E 禁
法部再に

iiiitii!??ifi i!i!?!? セ ii;!ii
開22dり主;長時5221害ぷ駐車言
医探湯!注 し子短 7三痛外は 8~ なせ控採卵摘 娠のあ墜杢目
療取が JI思 た宮桓グ卵受 1 個唾かる望E 取巣出 を組り呑 (J) 指

針Zf iE 管室 22 語ド著書dgz 開222 お
いがる発能てい自也 l 科 だ発ににとはとた方い結

宅課225?詩集長言。許宗 4伝説立
言書むさ重警裂空軍震警 gk 県乏量む手議長主
京高芳喜容をぷ高需義重 量 E 話三宅きど憲司挙
かえイ愛両c:組わの)医け さし EE もそ王を治「よz

E 書採審議室宅議露電電 量示逼努史実習害援古
生態宇芝 2E 思議室主霊 堂そ普請さ望台芸 2 き

の
卵
子
で
妊
娠

鵡
大
チ
l

恥
園
内
初
論
文
報
告
へ

厘璽囲

よ
圃
②

摘出した卵巣か5卵子を
採取し妊娠に至る過程

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
目

(
木
)

大
塚
製
薬
工
場
(本
社
・
徳
島
県
鳴
門
市
)
は
、
糖
尿
病

治
療
の
た
め
、
豚
の
豚
島
を
カ
プ
セ
ル
に
封
入
し
て
移
植
す

る
臨
床
研
究
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
患
者
4

人
に
実
施
し
、
全

応
用
ま
で
、
ま
だ
数
年
以
上
か

か
る
見
通
し
だ
。

合
弁
会
社
は
、
豚
の
勝
島
か

ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
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脂
肪
再
生
し
顔
に
移
植

琉
大
医
学
部

琉
球
大
医
学
部
は9
目
、
培

養
し
た
脂
肪
組
織
由
来
幹
細
胞

(A
D
S
C
S

)
を
用
い
た
顔

面
変
形
の
再
生
治
療
に
国
内
で

初
め
に
械
効
し
た
と
発
表
し

た
。

上
顎
洞
が
ん
手
術
で
顔
の

一
部
が
へ
こ
ん
だ
叩
代
男
性
患

者
か
らA
D
S
C
S
を
採
取
し

て
同
大
再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
で
倍
養
し
、
へ
こ
ん
だ
部
分

に
移
植
す
る
手
術
を
実
施
し

目
指
獲
し
た
幹
細
胞
に

脂
肪
を
混
ぜ
、

へ
と
ん
だ
部
分
に
注
射

国
内
初
、
新
治
療
確
立
ヘ

た
。
新
年
度
中
に
こ
め
か
み
や

足
の
へ
こ
み
な
ど3
例
の
再
生

治
療
を
し
、
移
植
治
療
技
術
を

確
立
す
る。
肝
硬
変
、
心
筋
梗

塞
な
ど
の
治
療
に
も
応
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

1

月
に
患
者
の
腹
部
か
らA

D
S
C
S

を
採
取
し
、
約1
カ

月
半
培
養
し
た
。
培
養
後
に
脂

肪
を
混
ぜ
、
顔
に
注
射
す
る
手

術
は
今
月2
日
に
行
っ
た。
男

性
は
5

日
に
退
院
、
経
過
良
好

と
い
う
。
清
水
雄
介
形
成
外
科

特
命
教
授
が
手
術
し
た
。

体
の
一
部
が
へ
こ
ん
だ
患
者

の
再
建
手
術
は
、
体
の
別
の
場

所
か
ら
大
き
な
組
織
を
血
管
付

き
で
移
植
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
移
植
組
織
と
移
植
先
の

血
管
を
顕
微
鏡
下
で
つ
な
ぐ
困

難
さ
が
あ
っ
た。
A
D
S
C
S

を
大
量
培
養
し
て
脂
肪
と
共
に

移
植
す
る
技
術
が
壁
￥οれ
れ

ば
、
新
た
な
治
療
の
選
択
肢
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

幹
細
胞
は
骨
髄
や
末
梢
血

由
来
の
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、

脂
肪
由
来
だ
と
安
全
で
十
分
な

量
を
確
保
し
や
す
い
。

将
来
的

に
は
他
人
の
幹
細
胞
を
用
い
た

研
究
も
進
め
る
予
定
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年4
月
に

開
所。
ロ
ー
ト
製
薬
と
共
同
で

研
究
し
て
い
た。
須
加
原
一
博

副
学
長
は
「
沖
縄
の
国
際
医
療

拠
点
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る

と
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た

。

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

m
日
(
木
)

員
の
血
糖
を
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
社
は

実
用
化
に
向
け
日
米
で
研
究
開
発
を
進
め
る
計
画
で
、
成
果

を
げ
日
か
ら
大
阪
市
で
始
ま
る
日
本
再
生
医
療
学
会
で
発
表

す
る
。豚の細胞で改善糖尿病

勝島移植血糖値が低下
豚の際島を人に移纏した
臨床研究の流れ

技
術
・
療
法

臨
床
研
究
を
実
施
し
た
の

は
、
同
社
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
現

地
に
設
立
し
た
合
弁
会
社。
対

象
は
、
勝
臓
に
あ
る
勝
島
の
細

胞
が
破
壊
さ
れ
、
血
糖
を
下
げ

る
働
き
の
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
を

分
泌
で
き
な
い1
型
糖
尿
病
の

患
者
。
通
常
、
イ
ン
ス
リ
ン
を

注
射
す
る
治
療
が
行
わ
れ
る

が
、
効
き
過
ぎ
る
と
、
低
血
糖

で
意
識
障
筈
を
引
き
起
こ
す
危

険
が
あ
る
。

圏
内
で
は
、
人
の
脳
死
提
供

者
か
ら
の
勝
島
の
移
植
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
提
供
者
不
足
で

実
施
は
年
数
件
に
と
ど
ま
る0

・1
P
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹

細
胞
)
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
出

す
細
胞
を
作
る
研
究
は
、
臨
床

-EE・

子豚

免疫細胞に
触れないよう
にカプセルに

⑨n封入 dt 
凸白凸\=ノ 可 。

留置ICD

議

精
造
や
機
能
が
人
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
こ
と
に
着
目
。
豚
の
豚

臓
か
ら
採
取
し
た
勝
島
を
直
径

0

・
5

同
の
特
殊
な
素
材
の
カ

プ
セ
ル
で
覆
い
、
免
疫
拒
絶
反

応
を
起
こ
さ
ず
、
イ
ン
ス
リ
ン

が
し
み
出
る
よ
う
に
加
工
。
こ

れ
を
患
者4
人
に
体
重
l
J
あ

た
り
2

万
個
を2
回
に
分
け
て

点
滴
で
腹
部
に
移
植
し
た
。

豚
の
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
人
へ

感
染
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
無

菌
の
清
潔
な
環
境
で
飼
育
し
た

豚
の
聞
に
生
ま
れ
た
子
供
の
豚

を
移
植
に
使
っ
た
。

そ
の
結
果
、
血
糖
の
状
態
を

示
す
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA
l
c
は

4

人
全
員
で
下
が
り
、
平
均
値

で
は2
年
以
上
に
わ
た
り
糖
尿

病
治
療
の
目
標
と
な
る7
%
未

満
を
維
持
し
た
。3
人
は
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
の
震
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
た
。
重
い
健
康
被
害

は
起
き
な
か
っ
た
。

東
北
大
の
後
藤
昌
史
教
授

(
移
植
再
生
医
学
)の
話
「
人

の
勝
島
移
植
の
提
供
者
が
少
な

い
中
、
豚
の
勝
島
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
多
く
の
重

症
な
糖
尿
病
患
者
を
救
え
る
と

期
待
さ
れ
る
」

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
日
(
木
)
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人工中耳で、
音のある世界

鼓
膜
の
奥
に
あ
り
、
音
声
や
震
動
を

耳
の
奥
へ
伝
え
る「中
耳
」
。
病
気
な

ど
で
機
能
を
失
っ
た
人
に
人
工
中
耳
を

頭
部
に
埋
め
込
む
手
術
が
、
今
夏
に
も

保
険
適
用
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た

。

補
聴
器
や
人
工
内
耳
で
は
改
善
が
貝
込

め
な
か
っ
た
人
た
ち
を
、
音
の
あ
る
世

界
へ
と
導
く
新
た
な
治
療
法
だ

。

4
月

に
開
設2
周
年
を
迎
え
る
広
島
大
病
院

(広
島
市
南
区)
聴
覚
・
人
工
聴
覚
機

器
セ
ン
タ
ー
で
も
導
入
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
(

門
脇
存
葡)

-
2
2
2
i
;
i
;
i
i
i
i
j
 

i
ij

i

g

-

-

i

 

n
 

""
 

誌g
 

a
 

n
 

n
 

n
 

n
 

自民おおおおお"
輔

自

技
術
・
療
法

耳
は
、
外
耳
と
中
耳
、
内
耳
の
三9Hン
)が
音
声
を
集
め
、
耳
の
後
ろ

つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。

外
耳
は
側
に
埋
め
込
ん
だ
体
内
機
器
で
震
動

一
般
的
に「耳
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
変
換
。

導
線
を
伝
っ
て
正
円
窓
と

で
、
そ
こ
で
キ
ャッ
チ
し
た
音
は
鼓
呼
ば
れ
る
内
耳
の
膜
を
振
る
わ
せ

膜
で
震
動
に
鷹
換
治
れ
、
そ
の
奥
の
る

。

つ
ま
り
、
体
外
機
器
が
外
耳
の

中
耳
に
あ
る
耳
小
骨
と
呼
ば
れ
る
三
役
割
を
、
体
内
掛
器
が
鼓
膜
と
耳
小

つ
の
骨
を
通
っ
て
内
耳
に
運
ば
れ
骨
の
役
割
を
、
そ
れ
ぞ
れ
担
う
こ
と

る
。

内
耳
に
届
い
た
震
動
は
、
今
度
に
な
る
。

は
電
気
信
号
に
変
換
さ
れ
、
聴
神
経
石
野
医
師
は
「
手
術
後
は
、
耳
の

を
通
じ
て
脳
に
伝
わ
り
、
音
と
し
て
機
能
が
暮
器
人
と
同
等
に
近
い
く

認
識
さ
れ
る。

ら
い
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

人
工
中
耳
は
、
こ
の
中
耳
の
機
能
と
説
明
す
る

。

を
ほ
ぼ
補
完
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
、
難
聴
者
の
聞
こ
え
の

石
署
雲
雀
師
(叫
)に
よ
る
と
、
マ
サ
ポ
ー
ト
は
、
音
房
夫
き
く
し
て
聞

イ
ク
付
き
の
体
外
機
器(直
径2
・
こ
え
や
す
く
す
る
補
聴
器
と
、
体
外

人工中耳の装用イメージ
※石野医師への取材を基に作成

小一一体内機器
耳小骨

広島大病院が導入準備
機
器
が
集
め
た
音
を
電
気
雷
守
に
変

え
て
脳
に
伝
え
る
人
工
内
耳
が
主
流

だ
っ
た。
し
か
し
、
内
耳
の
状
態
が

良
い
人
や
耳
小
骨
を
手
術
で
摘
出
し

て
し
ま
っ
た
人
た
ち
に
は
対
処
で
き

な
か
っ
た。

「
人
工
中
耳
は
、
こ
れ

ま
で
対
策
の
打
ち
ょ
う
が
な
か
っ
た

人
た
ち
を
救
う
手
だ
て
と
し
て
、
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

玉
術
・
機
器
代
に
は
高
額
療
養
費

制
度
が
適
用(入
院
貨
は
別)さ
れ
、

合
わ
せ
て
叩
万
円
程
度
に
な
る
見
通

し
。

石
野
医
師
は「圏
内
で
は
、
既

に
お
人
の
治
験
で
有
効
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る。
外
部
機
器
も
頭
髭
に
隠

れ
る
ほ
ど
小
型
で
、
あ
ま
り
気
に
な

ら
な
い
の
も
魅
力
で
す
」
と
詰
し
て

い
る
。

-
広
島
大
病
院
聴
覚
・
人
工
聴
覚
機
器
セ
ン
タ
ー

2
0
1
4

年
4
月
1

目
、
耳
庫
咽
喉
科
外
来
を
窓

口
に
開
設
。
同
科
の
医
師3
人
、
一言
語
聴
覚
士4
人

が
、
診
療
や
人
工
内
耳
の
手
術
、
補
聴
器
外
来
、
幼

児
に
言
葉
の
発
達
を
促
す
療
育
ー
な
ど
に
対
応
し
て

い
る
。

こ
と
し
2

月
末
ま
で
の
患
者
数
は
延
べ
4
8

8
2

人
。

セ
ン
タ
ー
長
は
平
川
勝
洋
病
院
長
が
兼
務

す
る
。

内耳中耳外耳

園霊園
体
外
機
器

-
n
n
u
ロ
n
n
n
n
n
n
a
n
nu
n
m
a
n
n

・

m
m
n
n

お
お
お
お
おu
n
n
u

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

M
日

{月
)
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先
天
性
免
疫
不
全
症
名
大
チ

i

ム
開
発

gE討を宮遣 問 場実季害 警 護雪空 lf2 委
い生症万い免伝 一 載因 。 に応助、もニ 「 性
場ま 。人る疫性性 さの成 導 用教グな ン 新奥

野駅長祭語室免許左記 3 32 番号 5
る、 O ので損れ不( 電 八 い 国「 のら 」 ス無

4義久聖旨完長皇室 長足 ミ 号 露 怒号 Z2 議
い先性どス発 さ 歳発内原複複最と適に後

。至福空古事2季罵信号表皇皇霊窓霊会
よ疫必 I る o l:- 治 炎 、 、 免状症治す月

り 歪美 V エ生 5E 字書や生戸警が孟璽るか
4 ) イま ト下後 不重重量を例ら

喜善空襲ぎた55理会友金ピZ号室議
がで二崖イ後るとど月編=重子な く 以
多、 次なルにと 1 を以がは症 。 い、降

生
ま
れ
つ
き
免
疫
機
能
に
異
常が
あ
る
「先
天
性
(原
発
性
)
免
疫
不
全

症
」
の
原因
と
な
る
遺
伝子
を
素
早
く解
析
す
る診
断
法
を
名
古
屋
大
の
グ
ル

ー
プ
が
開
発
し
た。
小
児
患
者
ら
の
適
切
な
治
療
法
を
早
期
に
選
ぶ
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
いう
。
(
室

木
泰
彦)

名
大
大
学
院
医
学
系
研

究
科
の
小
島
勢
二
教
授

(小
児
科学
)
ら
のグ
ル

ー
プ
に
よ
る
と
、
原
因
と

な
る
遺
伝
子
は
三
百
種
類

以
上
あ
り
、従
来
は
、診

断
に
よ
っ
て
異
常
が
あ
る

と
想
定
され
る
遺
伝子
を

一
つ

一
つ
解
析
し
て
い

た
。

し
か
し
、
診
断
が
難

し
く
、
結
局
、
原
因
不
明

と
な
っ
た
り
、
漕
伝子
が

複
数
あ
っ
て
解
析
に
長
期

間
か
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
は
、
従
来
の

機
器
に
比
べ
、
圧
倒
的
に

速
く
高
度
な
遺
伝
子
解
析

が
で
き
る
「
次世
代
シ
l

ク
エ
ン
サ
l

」
と
呼
ば
れ

る
機
器
に着
目
。

こ
の
機

器
を
活
用
し
て
、
免
疫不

全
症
の
疑
い
が
あ
る
乳
幼

児
ら
九
十
七人
分
の
漕
伝

子
解
析
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
従
来
の
方法
で
変
異

を
解
析
で
き
た三
十
八
人

分
す
べ
て
に
加
え
、変
異

が
検
出
さ
れ
て
い
な
かっ

た
八
人
分
で
も
変
異
を診

断
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

以
前
は
見落
と
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
遺
伝

子
の
異
常
を早
い
段
階
で

察
知
し
、
対
応
で
き
る
こ

と
が
分
かっ
た
。

重
症
復
合
型
の
免
疫
不

全
症
は
今
後
、
新
生
児
の

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
四
日
§

酸
残 奉
享 P1b

軍 人
震 曇量
供 整
tt', ~雪

辱 普

通
フクダ電子
省電力の装置

フ
ク
ダ
電
子
は
慢
性
呼
吸

不
全
患
者
向
け
に
酸
緊
残
還

な
ど
を
知
ら
せ
る3
つ
の
警

告
機
能
を
備
え
た
酸
素
吸
入

山
商
用
装
償
を
開
発
し
た
。

2

日
に
発
売
す
る。
患
者
に
酸

索
を
取
り
入
れ
る
置
を
調
整

す
る
装
慣
で
、
従
来
品
に
比

べ
て
電
池
の
持
続
時
間
を
5

倍
に
伸
ば
し
た。
外
出
先
で

の
長
時
間
利
用
が
可
能
に
な

り
、
患
者
の
行
動
範
囲
が
広

が
る
利
点
が
あ
る
。

慢
性
呼
吸
不全
態
省
は
郷

に
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
、
酸
素

濃
縮
穏
か
ら
酸
素
を
取
り
入

れ
て
生
活
し
て
い
る
。

た
だ

外
出
時
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
携

帯
す
る
た
め、

残
量
が
ゼロ

に
な
る
と
苦
し
く
な
る。「呼

吸
向
調
掠
」
と
呼
ぶ
装
慣
を

使
え
ば
、
呼
吸
に
応
じ
て
ボ

ン
ベ
の
弁
を
制
御
し
、
ボ
ン

ベ
は
約
3

倍
長
持
ち
す
る。

フ
ク
ダ
電
子
は
在
宅
用
の酸

素
波
縮
器
の
大
手
だ
が
、

呼

吸
同
閣
総
は
こ
れ
ま
で
他
社

技
術

・

療
法

か
ら
調
達
し
て
い
た
。

駆
動
時
間
は
外
部
制
連
品
と

自
社
開
発
ロ
聞
の
特
長
は

3

比
べ
5

倍
の
2
5

0

時
時

種
類
の
ア
ラ
ー
ム
機
能
ボ
ン
ベ
の
弁
が
開
く
時
だ
け

だ
。

ボ
ン
ベ
が
空
に
な
る
電
気
を
使
う
よ
う
に
設
計

と
響
告
音
が
鳴
る
ほ
か
、
し
、
省
電
力
に
つ
な
げ
た

。

呼
吸
向
調
践
の
電
池
残
量
医
療
機
関
に
貸
し
出
す
方

が
残
り
2

時
間
に
な
る
と
式
で
提
供
す
る
。

患
者
は
医

交
換
を
促
す。
呼
吸
が
検
知
療
機
関
か
ら
レ
ン
タ
ル
し
、

で
き
な
く
なっ
た
場合
も
音
負
担
額
は
保
険
適
用
で
月
額

で
知
ら
せ
る。
気
付
か
な
い
3

千
円。
1

年
間
で1
千
台

う
ち
に
鼻
の
チ
ュー
ブ
が
外
の
供
給
を
目
指
す
。

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
在
宅
酸
素
療
法
を
受
け
る

ら
だ。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ラl

患
者
は
圏
内
に
附
万
人
い
る

ム
機
能
を
個
別
に
持
つ
製
品
と
さ
れ
る

。

酸
素
濃
縮
総
の

は
あ
る
が
、
分
離
型
で
3

つ
シ
ェ
ア
は
帝
人
フ71
マ
が

を
組
み
合
わ
せ
た
の
は
業
界
5

割
程
度
で
首
位
、
フ
ク
ダ

初
と
い
う。

電
子
は
お
%
ほ
ど
で2
位
。

単
3

電
池
4

本
で
動
く。

呼
吸
向
調
器
を
テコ
に
在
宅

医
療
分
野
の
収
益
源
を
充
実

さ
せ
る。
(
度
目
祐
介)

2
0
1
6

年
3

月
2

日

(水
)

リ
ュ
ッ

ク
の
中
で
殴
繁
ボ
ン
ベ

に
つ
な
げ
る
サ
イ
ズ
(手
前
の

臼

い
装
置)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

67 
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く
に
も
と
病
院
(
北
海
道
旭

川
市
)
は
全
国
で
初
め
て
便
失

禁
の
外
来
を
開
き
、
診
療
実
績

を
積
み
上
げ
て
き
た
。
圏
内
の

潜
在
患
者
数
は5
0
0

万
人
を

超
す
と
さ
れ
、
存
在
意
義
は
大

き
い
。
生
活
に
困
る
と
い
っ
た

医療・介護

E前線
'リポート

患
者
の
悩
み
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
解
き
ほ
ぐ
し
、
体
の
負
担

が
少
な
い
先
進
治
療
を
進
め
て

い
る
。

本
人
の
怠
思
に
反
し
て
厄
門

か
ら
大
便
が
漏
れ
る
便
失
禁

は
、
ト
イ
レ
ま
で
が
ま
ん
で
き

な
か
っ
た
り
、
知
ら
な
い
-
2
D

くにもと病院(北海道)

に
下
着
が
汚
れ
た
り
す
る
。
便

臭
が
し
て
嫌
が
ら
れ
る
、
外
出

が
お
っ
く
う
に
な
る
、
離
着
陸

時
に
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
飛
行

機
で
の
旅
行
を
あ
き
ら
め
る
な

ど
、
生
活
の
質
の
低
下
を
招

く
。「

惹
恥
心
か
ら
受
診
を
た
め

ら
い
が
ち
。
い
ざ
受
診
を
決
心

し
て
も
、
ど
の
病
院
の
、
ど
の

漏
れ
る
。
外
来
診
療
を
続
け
て

い
る
と
、
括
約
筋
不
全
で
は
な

く
便
秘
が
原
因
の
患
者
も
多
か

っ
た
。
便
秘
で
出
し
切
れ
ず
残

っ
た
便
が
直
腸
の
収
縮
で
漏
れ

る
。
安
部
部
長
は
「
使
失
禁
と

便
秘
は
反
対
の
事
象
に
見
え
る

が
、
実
は
表
裏
一
体
」
と
話

す
。
日
年
に
は
便
失
禁
に
加
え

便
秘
、
下
痢
に
間
口
を
広
げ
た

〈施殴概要〉
マ所在地北海道細川市

陪 1 条 7 の 2 の 1
0 1飴 ・ 25 ・ 2241
199 1年 9 月
83人
(2016年 1 月末現在)
61床
紅門外斜、胃腸内税、
リハビリテーション
事十

マ電話
マ開業
マ職員数

マ病床数
マ診療斜

病
院
運
営

排
便
障
害
の
専
門
外
来
「
バ
ナ

ナ
外
来
」
を
北
海
道
で
初
め
て

開
設
し
た
。

両
外
来
と
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
重
視
す
る
。
生
活
習
慣
の

改
善
や
前
屈
の
排
便
姿
勢
を
指

導
す
る
だ
り
で
症
状
が
良
く
な

る
こ
と
が
多
い
。
患
者
本
人
だ

け
で
な
く
、
排
便
介
助
を
す
る

家
族
を
対
象
に
、
院
内
で
教
室

便
失
禁
外
来
、
先
進
治
療
施
す

診
療
税
に
行
け
ば
い
い
か
迷

う
」
。
安
部
達
也
診
療
部
長

は
、

2
0

0

5

年
に
開
い
た
便

失
禁
専
門
外
来
の
意
義
を
説

く
。
名
称
は
「
ク
ロ
ー
バ
ー
外

来
」
。
敷
居
を
低
く
す
る
こ
と

に
心
を
砕
い
た
。

主
な
原
因
は
匹
門
を
締
め
る

筋
肉
で
あ
る
括
約
筋
の
不
全

だ
。
締
ま
り
が
緩
く
な
り
便
が

北
大
病
院
が
専
門
外
来
開
設
ヘ

析
部を設

て初め
最も適

の効果
院(帯

ク
リ
ニ
カ
ル
バ
イ
オ
パ
ン
ク
(生夜
試
料
管
理
室
)

と
連
動
し
、
遺
伝
子
を
高
精
度
に
解
析
す
る
。

三
菱
ス
ペ
ー
ス
・

ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
(
墓
患
と

を
月
2

回
程
度
開
く
。
座
学
や

語
ら
い
の
場
と
し
、
便
失
禁
症

状
に
は
外
征
門
括
約
筋
や
骨
盤

底
筋
を
訓
練
す
る
体
操
、
便
秘

症
状
に
は
腸
の
活
動
を
促
す
体

操
も
す
る
。

症
状
の
原
因
は
問
診
の
ほ

か
、
直
腸
庇
門
検
査
や
排
便
検

査
で
探
る
。
下
痢
の
場
合
は
便

を
固
め
る
薬
を
処
方
す
る
。
本 人

の
意
思
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

で
き
な
い
、
自
律
神
経
で
活
動

す
る
内
紅
門
括
約
筋
が
弱
っ
て

い
る
場
合
は
紅
門
部
を
電
気
刺

激
で
鍛
え
る
。
便
失
禁
や
便
秘

に
関
係
す
る
神
経
が
集
ま
る
仙

骨
部
分
を
電
気
、
銭
灸
(
し
ん

き
ゅ
う
)
、
超
音
波
で
刺
激
す

る
療
法
に
も
取
り
組
む
。

妊
娠
・

出
産
で
箔
約
筋
が
断

裂
し
て
使
漏
れ
す
る
女
性
に
は

断
裂
部
手
縫
合
す
る
手
術
を
す

る
。
加
齢
に
伴
い
括
約
筋
が
薄

く
な
る
な
ど
し
て
刺
激
療
法
で

便
漏
れ
が
改
善
し
な
い
重
症
者

に
は
先
進
的
な
治
療
を
施
す

o

u
年
に
認
可
さ
れ
た
仙
骨
神
経

の
刺
激
機
器
を
埋
め
込
む
手
術

室
埠
内
で
初
め
て
実
砲
伸
縮

性
の
あ
る
人
工
靭
帯
を
用
い
、

体
の
負
担
の
よ
り
少
な
い
括
約

筋
修
復
手
術
も
進
め
る
。
直
腸

紅
門
部
の
異
常
に
よ
る
便
秘
に

移
動
式
カ
フ

徳
島
赤
十
字
病
院
(
徳
島
県

小
松
島
市
)
で
は
、
病
院
食
を

作
っ
て
い
る
調
理
師
が
「
ホ
ス

ピ
タ
ル
カ
フ
ェ
」
を
運
営
し
て

は
手
術
を
行
う
。

く
に
も
と
病
院
は
国
本
正
雄

院
長
が1
9
9
1

年
に
厄
門
税

の
診
療
所
を
開
業
し
た
の
が
始

ま
り
。
が
ん
な
ど
を
見
つ
け
る

大
腸
内
視
鏡
検
査
は
年
約
3
5

0
0

件
。
痔
(
じ
)
を
中
心
に

紅
門
手
術
は
年15
0

0

件
を

趨
え
る
。

「
紅
門
疾
患
、
使
失
禁
・

排

便
障
害
と
も
症
例
数
や
治
療
実

績
で
圏
内
ト
ッ
プ
水
準
に
あ

り
、
学
会
発
表
も
積
極
的
に
し

て
い
る
」
。
国
本
院
長
は
先
駆

的
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、
病

院
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
向
上
に
つ

な
げ
る
。

(
旭
川
支
局
長稲
田
成
行
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

日

(
木
)

エ

で
病
院
食
磨
く

た
)
淳
子
課
長
は
、
院
内
カ
フ
れ
な
い
と
き
に
食
べ
る
病
院
食

エ
の
特
徴
に
つ
い
て
「
病
院
食
は
、
普
段
食
べ
慣
れ
た
味
付
け

の
現
場
に
い
る
調
理
師
が
運
営
が
あ
り
が
た
い
も
の
。
地
元
の

す
る
こ
と
」
と
話
す
。
フ
ー
ド
食
文
化
を
深
く
理
解
す
る
こ
と 68 
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がん遺伝子を高精度解
【札幌】北海道大学(札幌)は4月 1 目、同大学病院にがん遺伝子診断

置し、腫場内科内にがん遺伝子診断外来を開設する。圏内の医療機関とし
て病院内で独自の高精度遺伝子検査を行い、解析結果や治療経歴を基に、
した抗がん剤情報など最適な治療方針を専門チームが示す。北海道全域で

的ながん治療を目指して道内の医療機関とも連携を進め、十勝からは北斗病
広)が参画を表明している。

患者個別に効く薬特定/結果最短2週間/40万""1 00万円

が
ん
の
種
類
や
臓
器
ご
と
の
標
準
的
な
治
療
法

で
は
、
薬
の
効
き
や
副
作
用
カ
患
者
に
よ
っ
て
異

な
る
場
合
も
あ
る
。
患
者
の
が
ん
組
織
を
遺
伝
子

領
域
か
ら
解
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
患
者
に
効
果

が
あ
る
抗
が
ん
剤
の
特
定
な
ど
患
者
個
別
の
治
療

方
針
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
。
同
大
学
病
院
内
の 共

同
で
、
独
自
の
遺
伝
子
解
析
シ
ス
テ
ム
を
梅
築
。

解
析
結
果
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
連
携
す
る
他

大
学
と
も
共
同
活
用
す
る
。

が
ん
喧
伝
子
診
断
部
は
腫
場
丙
科
、

4
9と
叩
人
の

医
師
ら
で
樽
成
し
、
主
に
転
移
、
再
発
後
な
ど
の

進
行
中
や
希
少
が
ん
の
患
者
に
対
処
す
る
。
遺
伝

子
検
査
(
保
険
意
外
)
の
費
用
は
検
重
9

る
遺

伝
子
数
で
異
な
り
、
川
品
種
類
で
約

ω
万
円
、1
6

0

種
類
で
約
叩
万
円
、
2
2
0

種
類
で
約1
0
0

万
円
程
度
と
ほ
る
。
解
析
結
果
は
璽
短

2

週
間
程

度
で
判
明
す
る
。

一
方
、
対
応
で
き
る
の
は
週
に

5
、

6

人
程
度

・
年
間3
0
0

人
程
度
と
み
る
。
新
規
が
ん
患
者

が
年
間
約4
万
人
で
広
大
な
北
海
道
で
、
受
診
機

会
の
拡
大
を
課
題
と
し
て
い
る
。
独
立
益
法
人

国
立
病
院
機
構
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、

今
後
も
道
内
医
療
機
関
と
幅
広
く
連
携
し
、
人
材

育
成
や
研
究
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る

。

2

日
に
都
内
で
発
表
し
た
。
同
病
院
の
賓
金
清

博
院
長
は
「
迅
速
か
つ
高
精
度
な
遺
伝
子
解
析
と

専
門
チl
ム
で
総
合
的
に
診
断
対
応
で
き
る
」
と

意
義
を
述
べ
た
。
聞
大
学
の
生
体
試
料
管
理
室
長

で
北
斗
病
院
腫
蕩
医
学
研
究
所
病
理
診
断
科
客
員

部
長
の
西
原
広
史
氏
は
「
道
内
地
域
の
基
幹
病
院

と
連
携
し
、
オ
ー
ル
北
海
道
体
制
で
日
本
の
が
ん

医
療
を
推
進
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。

北
斗
病
院
は20
1
3

年
に
最
新
の
壇
伝
子
解

析
装
置
を
導
入
し
、
西
原
氏
を
中
心
に
準
備
を
進

め
て
き
た。

(
原
山
知
寿
子
)

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
6

年
3

月
3

日
(
木
)

い
る
。
患
者
や
家
族
に
く
つ
ろ

げ
る
場
を
提
供
し
て
い
る
だ
け

医療・介護

目前線
ーリポート

県

で
は
な
い
。
カ
フ
ェ
を
通
じ
て

一
賜

串
者
の
好
み
や
流
行
を
知
り
、
二
日W

震
の
病
院
食
に
フ
ィ
ー
ド
パ函
冗

ツ
ク
す
る
狙
い
も
あ
る
。
通
叩

屋
台
の
よ
う
な
オ
シ
ャ
レ
な=
岡
市

店
構
え
で
、
旬
の
野
菜
を
使
っ

-
E
I

た
キ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
パ
ン
な
ど
一
園
内
圃

の
軽
食
が
並
ぶ
。
コ
ー
ヒ
ー
は
す
+
E

注
文
を
受
け
て
か
ら一杯
ず
つ

一-
k
r

ド
リ

ッ

プ
で
抽
出
し
て
い
る
。三
用
吻

病
院
を
訪
れ
る
患
者
や
家
族
、
雇
冒

見
舞
客
ら
で
い
つ
も
に
ぎ
わ
っ戸
国
》

て
お
り
、
パ
ン
は
い
つ
も
売
り
エ
訓
"

切
れ
る
。

一

栄
養
課
の
栢
下
(
か
や
しIll

《施設概要》

マ所在地徳島県小松島市小松
島町字弁利ノ口 103

0885 ・ 32 ・ 2555
405床
1047人 (2015年 7 月
時点)
呼吸器内税、脳神経
タ弘容十、 ノj、!尼革斗t，;. と~4
事}

マ電話
マ病床数
マ職員数

マ診療税

病
院
運
営

メ
ニ
ュー
の
栄
養
は
管
理
栄
養
は
重
要
と
な
る
。

士
が
計
算
。
コ
ー
ヒ
ー
は
カ
ロ
同
院
は
、
命
の
危
険
と
隣
り

リ

l

の
高
い
砂
糖
や
ミ
ル
ク
を
合
わ
せ
の
急
性
期
患
者
を
中
心

入
れ
な
く
て
も
お
い
し
く
飲
め
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
栢
下
謀

る
よ
う
、
コ
ク
の
あ
る
味
に
プ
長
は
「
病
院
食
が
患
者
さ
ん
に

レ
ン
ド
し
て
い
る。

と
っ
て
巌
後
の
食
事
に
な
る
可

カ
フ
ェ
は2
0
1
2

年
、
患
能
性
だ
つ
で
あ
る
」
と
い
い
、

者
に
軽
食
な
ど
を
出
す
「
お
茶
同
院
で
は
可
能
な
限
り
お
い
し

会
」
を
発
展
さ
せ
て
ス
タ
ー
ト
く
食
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を

し
た
。
店
舗
は
組
み
立
て
式
の
心
が
け
て
い
る
。

屋
台
で
、
約1
5
0

万
円
を
か
骨
折
な
ど
で
起
き
上
が
る

け
て
製
作
。
普
段
は
病
院
2

階
こ
と
が
難
し
い
患
者
に
は
、

で
開
業
し
て
い
る
が
、
移
動
し
料
理
を
串
に
刺
し
て
自
分
で

て
営
業
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
メ

院
外
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
こ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
。

通
常

と
も
あ
る
。
の
メ
ニ
ュ
ー
が
喉
を
通
ら
な
い

売
上
高
は
年
間1
千
万
円
程
患
者
に
は
、
ラ
ー
メ
ン
で
も
カ

度
。
収
支
は
ト
ン
ト
ン
と
い
レl
ラ
イ
ス
で
も
可
能
な
限
り

い
、
経
営
に
直
接
寄
与
し
て
い
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
し
た
食
事

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
病
院
の
を
出
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
多

利
便
性
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
少
崩
れ
て
も
、
お
い
し
い
も
の

役
立
っ
て
い
る
。

を
食
べ
て
元気
に
な
っ
て
も
ら

カ
フ
ェ
に
は
も
う
一
つ
、
病
う
事
が
先
決
だ
か
ら
だ
。

院
食
を
よ
り
良
く
す
る
と
い
う
調
理
師
は
院
内
カ
フ
ェ
で

役
割
が
あ
る
。
来
店
す
る
患
者「お
申
告
様
」
と
接
す
る
こ
と
に

と
の
会
話
や
商
品
の
売
れ
行
き
よ
っ
て
、
病
院
食
に
き
め
細
か

か
ら
、
患
者
の
好
み
や
声
官
乞
い
心
配
り
が
大
切
で
あ
る
と
再

把
握
し
、
病
院
食
に
反
映
さ
せ
認
識
し
て
い
る

。

徳
島
赤
十
字

る
。

病
院
は
一歩
先
の
病
院
食
を
提

例
え
ば
、
菓
子
パ
ン
や
ス
イ
供
す
る
た
め
、
今
後
も
カ
フ
エ

ー
ツ
で
は
あ
ん
こ
を
使
っ
た
商
を
活
用
し
て
い
く

。

品
が
特
に
売
れ
る
。
徳
島
県
は
(
徳
島
支
局
長
畠
山
周
平
)

金
時
一旦
の
煮
物
を
ち
ら
し
ず
し

に
入
れ
る
な
ど
甘
い
豆
が
好
き

な
土
地
柄
だ
が
、
そ
れ
を
再
確

認
し
た
と
い
う。
体
調
が
す
ぐ

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
沼
田
(
木
)
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地
域
医
療
を
支
え
る

な
ど
空
電
で
の
研
修
も
企
画
し
て
い
く
考
中
、
協
議
会
は
連
携
し
て
地
域
の
医
療
水

え
だ。

準
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

診
療
所
な
ど
の
医
師
が
、
県
外
な
ど
で
来
年
春
か
ら
は
、
率
業
後
に
地
元
で
一

休
日
の
当
直
に
入
る
と
専
門
外
の
対
応
も
開
催
さ
れ
る
研
修
に
参
加
す
る
場
合
、
両
定
期
間
勤
務
す
る
広
島
大
医
学
部
の
ふ
る

必
要
に
な
る。
臼
頃
困
っ
て
い
る
内
容
が
市
内
の
基
幹
病
院
か
ら
代
診
医
を
派
遣
す
さ
と
枠
の
医
師
が
本
格
的
に
現
場
に
出

多
く
、
助
か
る」
と
喜
ぶ。

る
こ
と
も
協
議
会
で
は
申
K
B
せ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
期
待
は

・
県
基
金
で
活
動
る

。

永
沢
副
唇
霞
「
過
疎
地
に
来
る
医
大
き
い
。

県
医
療
介
護
人
蓄
は
「
地
域

師
に
孤
立
感
を
持
た
せ
な
い
こ
と
が
大
で
医
師
を
支
え
る
態
勢
が
整
え
ば
、
若
い

セ
ミ
ナ
ー
主
雇
す
る
の
は
、
両
市
内
切
。

限
ら
れ
量
療
霊
堂
嘉
に
活
用
医
師
の
定
着
に
も
つ
な
が
る
」
と
説
明

。

県

の
6

医
療
機
関
の
医
師
と
県
地
域
医
療
支
し
て
勤
務

υ
や
す
い
環
境
を
強
え
て
い
く
内
で
は
、
安
佐
市
民
病
院

(広
島
市
安
佐

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
つ
く
る
医
師
育
成
必
要
が
あ
る
」
と
力
を
込
め
る

。

北
区
)を
中
心
に
、
岡
市
北
部
や
芸
北
地
域

・

活
躍
支
援
協
議
会
。

昨
年
日
月
に
発
足
距
離
が
離
れ
子
産
療
機
関
同
士
で
も
症
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

。

中
園
地
方
で
都
市
部
に
医
師
が
偏
る

地
域
間
掻
差
が
広
が
る
中
、
中
山
間
地

域
の
三
次
、
庄
原
両
市
で
、
医
師
不
足

を
乗
り
越
え
る
新
た
な
試
み
が
進
ん
で

い
る
。

市
域
房
越
え
て
医
療
機
関
カ
連

携
し
て
協
議
会
を
つ
く
り
、
技
能
ア

ッ

プ
に
向
け
た
研
修
会
を
開
い
た
り
、
遠

方
に
研
修
に
赴
く
医
師
の
穴
埋
め
を
別

の
医
師
が
す
る
取
り
決
め
を
し
た
り
し

て
い
る
。

専
門
家
か
ら
は
、
継
続
す
る

た
め
の
行
政
の
支
援
強
化
を
求
め
る
声

が
出
て
い
る。

編
池
8

8

日
夜
、
庄
原
市
の
庄
原
赤
十
字
病
院

の
会
融
室。
三
次
、
庄
原
両
市
の
医
師
約

ω
人
が
、認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
市
立
三

次
中
央
病
院
の
医
師
の
講
義
を
熱
心
に
聞

い
て
い
た。
1

月
に
ス
タ
ー
ト
し
、3
回

目
と
な
っ
た
「
初
期
診
療
セ
ミ
ナ
ー
」

。

専
門
の
医
師
が
講
師
を
務
め
、
小
児
救
急

な
ど
を
取
り
上
げ
た
初
回
は
河
人
、
皮
膚

科
診
療
な
ど
を
テ
l

マ
に
し
た2
回
目
は

白
人
が
受
講
し
た
。

参
加
し
た
男
性
医
師(初
)は
「夜
間
や

医療維持ヘ医師ら連携

協
議
会
設
立
勤
務
し
や
す
い
環
境
整
備

し
、
市
立
三
次
中
央
病
院
が
中
心
的
な
役
例
検
討
会
を
聞
け
る
よ
う
テ
レ
ビ
会
議
シ

割
を
担
っ
て
い
る。
地
域
医
療
の
確
保
を
ス
テ
ム
の
導
入
も
進
め
て
い
る

。

目
的
に
し
た
県
基
金
を
財
海
札
活
動
し
て

い
る0

.
「

支
援
不
可
欠
」

「内
科
や
外
科
以
外
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
若
手
医
師
が
研
修
先
の
医
療
機
闘
を
選

ト
が
少
な
い
過
醸
地
域
で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
ぺ
る
臨
床
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
た
後
、

聞
く
意
義
は
大
き
い
。

地
域
の
医
療
の
安
中
園
地
方
で
医
師
の
偏
在
が
進
む

。

広
島

全
確
保
に
も
つ
な
が
る
」
。

協
議
会
の
委
県
内
で
は
、
中
山
間
地
域
の
医
師
数
が
制

員
長
を
務
め
る
市
立
三
次
中
央
病
院
の
永
度
導
入
前
の

2
0
0
2

年
の5
2
9

人
か

沢
昌
副
院
長
は
強
調
す
る
。

地
域
の
医
師
ら
H
年
は4
6
4

人
と
白
人
減
る
一
方
、

へ
の
ア
ン
ケ1
ト
で
は
、
研
修
の
機
会
の
都
市
部
の
広
島
、
福
山
両
市
で
は
計

6
4

充
実
を
求
め
る
声
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

6

人
増
え
た。
人
口
減
少
が
進
む
山
間
部

今
後
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
専
門
外
来
や
島
で
医
師
確
保
の
道
筋
が
見
え
な
い

地
域
医
療
の
シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い
広
島

国
際
大
医
療
経
営
学
部
の
江
原
朗
教
授

(医
療
政
警
は
「い
か
に
継
続
で
き
る

か
が
課
題。中
心
的
な
人
が
変
わ
っ
て
も
、

続
け
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。

県
な
ど
行
政
の
財
政
面
で
の
支
援
も

欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る

。

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
市
日
(
木
)
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「
次
の
病
院
受
診
日
は
い
つ

だ
っ
た
戸
上
?
っ
か
」
。
-
年
余

立
則
、
北
見
市
内
の
薬
局
で
、

初
代
の
男
性
が
そ
う
尋
ね
て
き

た
。
薬
剤
師
の
奏
合
俊
憲
さ
ん

(
必
)
が
病
院
に
確
認
す
る
と
、

受
診
目
は
す
で
に3
遇
間
ほ
ど

過
ぎ
て
い
た
。

以
前
も
ち
ぐ
は
ぐ
な
一
事
が

見
ら
れ
た
た
め
、
森
ハ
全
?
ん
は

高
齢
者
の
総
合
支
援
機
関
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
所

定
の
フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
。
セ
ン

タ
ー
の
介
護
職
員
が
男
性
の
自

宅
を
訪
れ
、
本
人
と
同
居
の
息

子
に
専
門
機
関
で
の
受
診
信
勧

め
た
。
男
性
は
間
も
な
く
、
認

知
事
と
診
断
さ
れ
た
。

包
括
ケ
ア
背
景

処
方
筆
を
受
け
る
仕
事
が
薬

局
の
中
心
と
な
る
中
、
「
『
マ

国

み
ま
ど
が
認
ど
担
タ
ふ

住
期
な
代
、
へ
め
を
ン
叫

が
置
い
世
唱
を
役
セ
し

者
封
ま
の
駄
年
艶
援
パ

齢
し
住
擁
刈
お
調
支
日

高
恥
肱
団
駅
却
も
舗
爵

ム
い
早
川
仏
需
れ
し
減
に

テ
し
護
体
の
ま
て
地
ば

ス
ら
介
る
護
込
め
;

シ
分
圃
千
三
川
一
国
一
問
一
一
一
一

ア
自
医
掛
療
ヵ
築
冒
祉

計
れ
弘
主
医
ば
梅
噛
福

田
触
ど
伽
机
加m
J刷
協

同
崎
た
る
体
な
増
む
町

H州

地
一
肌
出
ト
比
一
品
一
町
一
山

周
器
製
邸
側
必

-
E

で
の
花
知
に
う
一

チ
の
薬
屋
の
役
割
を
取
り
戻

そ
う
」
と
、
道
薬
剤
師
会
北
見

支
部
が2
0
1
4

年
8

月
に
始

め
た
独
自
事
業
。
市
内
7

カ
所

の
同
セ
ン
タ
ー
で
つ
く
る
「
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
」
と
の
連
携
で
、
高
齢

者
の
因
り
ご
と
や
異
常
を
早
期 に

発
見
し
、
お
年
寄
り
へ
の
適
が
あ
る
。
医
療
や
介
護
、
予
防
道
頭
字
療
法
士
会
道
東
支
部
も

切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
な
ど
を
一
体
的
に
提
供
す
る
仕
協
議
会
と
と
も
に
、
新
た
な
試

現
在
、
市
内
の6
割
の
お
薬
組
み
だ
。
北
見
市
で
は
近
年
、
み
を
始
め
た
。

局
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
情
高
齢
者
支
援
に
関
わ
る
多
職
種
理
学
療
法
士
の
仕
事
は
従

報
提
供
件
数
は
侃
件
に
上
る
。
の
連
携
が
加
速
。
花
見
圭
ア
来
、
院
内
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
中

約
ω
件
が
保
険
で
認
め
ら
れ
た
ル
」
と
も
呼
ば
れ
る
新
た
な
取
心
だ
が
、
運
動
機
能
の
専
門
家

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
申
請
し
て
お
り
組
み
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
と
し
て
、
高
齢
者
の
転
倒
防
止

ら
ず
、
う
ち
半
数
の
約
加
件
が
る
。
を
図
る
ご
当
地
体
操
を
考
案

書
藤
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
中
心
を
担
う
市
地
域
包
撞
又
し
、
介
護
予
防
教
室
の
講
師
を

る
よ
う
に
な
っ
た
。
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
の
島
務
め
る
。
高
齢
者
宅
を
戸
別
に

組
織
的
な
連
携
の
成
果
は
、
田
剛
会
長
(
位
)
は
「
多
職
種
が
訪
れ
、
運
動
指
導
や
受
診
促
進

道
内
の
関
係
者
た
ち
の
注
目
を
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
別
々
に
仕
な
ど
の
活
動
を
重
ね
て
い
る
。

集
め
始
め
て
い
る
。
道
薬
剤
師
事
を
し
て
い
て
も
、
限
界
が
あ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
さ
ら
に
拡

会
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
る
。
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

1

大
し
て
い
る
。
地
元
の
弁
護
士

の
全
道
組
織
が1
月
末
、
会
遭
ク
を
つ
く
り
、
互
い
の
役
割
や
会
が
、
高
齢
者
ら
に
関
す
る
同

的
な
連
携
の
可
能
性
を
探
る
意
専
門
性
を
生
か
し
合
え
ば
、
可
セ
ン
タ
ー
の
相
談
に
無
償
で
応

見
交
換
会
を
札
幌
市
で
開
催
し
能
性
が
広
が
る
」
と
語
る
。
じ
る
仕
組
み
を
整
え
た
ほ
か
、

た
の
は
、
こ
の
北
見
の
取
り
組
自
宅
で
服
警
毒
す
る
薬
剤
師

多
職
種
が
連
携

み
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
と
訪
問
看
護
師
も
組
織
聞
の
協

こ
う
し
た
連
携
の
背
景
に
北
見
で
は
、
高
香
が
多
く
力
を
探
っ
て
い
る
。

は
、
思
構
築
を
求
め
て
い
る
訪
れ
る
接
骨
院
や
が
何
票
、
関
係
者
に
共
事
る
の
は
、

超
高
齢
社
会
へ
の
危
機
感
だ
。

一
連
の
取
り
組
み
で
地
域
連

携
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
北

見
医
師
会
の
今
野
敦
副
会
長

(
印
)
は
強
調
す
る
。
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

地
域
皇
帝
に
舎
わ
せ
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
資
源
が
基
{
か
し
、
ど

ん
な
マ
チ
を
つ
く
っ
て
い
く
の

か
を
考
え
る
こ
と
と
同
じ
だ
。

北
見
は
今
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
て
い
る
」

(
北
見
報
道
部
の
金
子
俊
介
が

担
当
し
、3
団
連
載
し
ま
す
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
(
火
)
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「
今
後
は
気
軽
に
相
談
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
ね
」。
昨
年
ロ

月
n
日
夜
、
北
見
市
内
の
ホ
テ

ル
で
聞
か
れ
た
「
医
療
×
福
祉

大
会
議
」。
病
院
や
介
護
事
業

所
な
ど
計
約
鈎
機
関
で
働
く
医

師
や
看
護
師
、
里
子
療
法
士
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
福
祉

士
ら
1
5
0

人
が
次
々
と
名
刺

を
交
換
し
、
仕
事
の
悩
み
か
ら

連
絡
窓
口
の
確
認
ま
で
会
話
が

弾
ん
だ。

有
志
の
実
一
位
委
が
主
催
し
た

こ
の
交
流
会
は
、
地
域
一
体
で

高
齢
者
を
守
護
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム」
の
実
現
に

向
け
、
医
療
・
介
護
の
関
係
者

が
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る

北
見
市
内
の
病
院
で
心
不
全

の
治
療
を
終
え
た
車
母
寸
の
朗

代
の
男
性。
病
院
か
ら
、
介
護

保
険
制
度
の
説
明
や
住
宅
環
境

の
聞
き
取
り
も
な
い
ま
ま
退
院

し
た
。

し
か
し
、
自
宅
に
ベッ

ド
は
な
く
、
床
に
布
団
を
敷
い

ルf毛

困

の
が
目
的
だ。
北
見
歯
科
医
師

時
持
一
柱
時wt
飲
み
会
で
交
流

入
が
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
機
能
「
大
会
曹
の
ルl
ツ
は
、

し
な
い
。

大
事
な
の
は
誰
を
知
社
会
福
祉
法
人
職
員
の
島
田
さ

っ
て
い
る
か
だ
」
と
語
っ
た
。

ん
が
2
0
0
7

年
、
同
じ
介
護

人
口
ロ
万
人
と
決
し
て
小
規
業
に
携
わ
る
施
設
職
員
や
会
社

模
と
は
言
え
な
い
大
き
さ
が
あ
員
な
ど
の
男
性
5

人
と
聞
い
た

る
北
見
市
で
、
専
門
職
同
士
の
小
さ
な
飲
み
会
だ
っ
た

。

当
時

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
進
ん
で
い
は
「
漂
っ
職
場
の
人
は
ほ
と
ん

る
。

そ
の
鍵
と
な
っ
て
き
た
の
ど
知
ら
な
か
っ
た
」
(島
田
さ

は
、
酒
を
交
え
た
草
の
根
交
流

。

ん
)
と
い
う
が
、
男
性
限
定
で

仕
掛
け
人
は
、
市
内
7

カ
所
の
毎
年
聞
く
う
ち
に
人
が
人
を
呼

高
齢
者
の
総
合
支
援
機
関
「
地
び
、
会
合
は
叩
人
規
模
に

。

そ

域
包
童
文
援
セ
ン
タ
ー
」
を
束
の
後
も
参
加
希
望
が
絶
え
ず
、

ね
る
連
絡
協
議
会
の
島
田
剛
会U
年
に
女
性
も
加
え
た
大
会
議

長
(位
)だ
。

に
発
展
し
た。

島
田
さ
ん
の
周
囲
で
は
日
ご

介

困

地
域
医
療
を
支
え
る

培
わ
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

が
、
活
動
の
幡
も
広
げ
て
い
る

。

昨
寄
'
月
に
は
、
認
知
症
患
者

着
実
に

地
域
刷ーーーー..... ‘ 

丸
で
生
活
重
視
に

に
よ
っ
て
温
度
差
や
文
化
の
違
北
見
医
師
会
の
今
野
敦
副
会
長
療
す
る
と
い
う
医
療
モ
デ
ル
が

い
は
残
っ
て
お
り
、
会
葎
の
円(印
)は
「
地
域
が
一
つ
の
チ
l

重
視
さ
れ
、
各
医
療
機
関
も
独

滑
な
連
携
は
道
半
ば
だ
。

ム
に
な
り
、
『
一
人
一
人
の
生
自
の
方
針
で
動
い
て
き
た

。

だ

一
般
的
に
「
医
療
機
関
の
ハ
活
を
み
る
』
と
い
う
同
じ
目
標
が
、
超
高
齢
社
会
で
は
一
つ
の

1

ド
ル
は
高
い
」
(複
数
の
闘
を
共
有
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

病
気
で
悩
む
人
は
減
り
、
医
療

係
者
)
と
さ
れ
、
医
療
と
介
護
今
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
従
来
だ
け
で
対
応
す
る
考
え
は
限
界

に
来
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
中
、
北
見
歯
科
医

師
会
の
松
浦
信
一
理
事(臼
)

は
、
ロ
の
機
能
を
維
持
・
回
復

さ
せ
る
「
口
腔
ケ
ア
」
の
方
法

を
地
域
や
多
職
種
で
共
有
す
る

研
究
会
を
設
立。
松
浦
さ
ん
は

者
ら
に
市
の
保
健
師
を
交
え
た

白
人
が
昨
年9
月
、
政
策
提
言

な
ど
を
里
芋
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
準
備

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
道
理
学
療
法
士

会
道
東
支
部
の
大
森
達
也
支
部

長
(位
)は
「地
域
の
関
係
者
を

さ
ら
に
多
く
巻
き
込
み
、
持
続

可
能
な
仕
組
み
を
つ
く
る
に

は
、
新
た
な
公
的
支
援
も
必
要

。

現
場
回
線
で
知
恵
が
但
し
合
い

た
い
」
と
話
す。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月

M
日

(水
)

顔
の
見
え
る
関
係

ろ
か
ら
、
多
職
種
が
集
ま
る
大
や
守
護
者
、
市
民
が
全
国
を
リ

小
さ
ま
ざ
ま
な
飲
み
会
が
多
レ
ー
す
る
「R
U
N
T
O
M

ぃ
。

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、0
ー

R
R
O
W
(ラ
ン
・
朴
モ

仲
間
の
輸
を
着
実
に
広
げ
て
き
ロl
)
」

(通
称
・
ラ
ン
伴)

た
結
果
、
市
内
の
薬
剤
師
会
や
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、
北
見
が

廻
李
療
法
士
会
な
ど
と
の
先
進
初
め
て
選
ば
れ
た

。

的
な
連
携
事
業
も
生
ま
れ
た
。

認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
る

飲
み
会
は
原
則
自
腹
。

島
田
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
、
北
見
ー

さ
ん
は
「身
銭
は
か
な
り
切
っ
帯
広
聞
の
運
営
を
担
っ
た
の

て
き
た
」
と
苦
笑
す
る
が
、
「み
は
、
島
田
さ
ん
ら
多
職
種
の
約

ん
な
の
中
に
地
域
の
た
め
に
加
入
で
つ
く
る
実
在
安

。

こ
の

も
、
自
分
の
た
め
に
も
、
必
要
区
間
で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
沿
道
の

な
投
資
と
の
考
え
が
あ
る
」
。

応
援
者
ら
計
約5
0
0

人
が
参

加
し
た
。

今
夏
も
参
加
者
を
増

政
策
の
提
言
も
や
し
、
沖
縄
を
暴
す

。

地
域
の
会
夜
檎
想
を
描
く
た

め
の
組
織
も
で
き
た
。

医
師
、

弁
護
士
、
薬
剤
師
各
会
の
関
係関

の
看
護
師
長
ら
と
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
ら
を
集
め
た
1
0
0

人
規
模
の
会
識
を
初
め
て
開
い

た
。

「
互
い
の
意
見
や
文
化
の

遣
い
を
老
慮
し
つ
つ
」
(
市
保

健
霊
曹
、
事
前
連
絡
が
必

要
な
患
者
の
条
件
や
、
情
報
の
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て
寝
る
こ
と
に
な
っ
た
男
性

は
、
上
手
に
起
去
王
が
れ
ず
、

失
禁
を
繰
り
返
し
た
。

男
性
の

妻
は
お
む
つ
交
換
に
追
わ
れ
、

疲
弊
し
て
い
っ
た。

一
連
の
状
況
を
、
高
齢
者
の

総
合
蓬
接
関
函
減
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
民
集
貰
を

通
し
て
把
握
し
た
の
は
、
車
在

の
退
院
か
ら
7

日
た
っ
て
か

ら
。
遅
ま
き
な
が
ら
、
ベ
ッ
ド

貸
与
な
ど
の
介
護
サ
ー
ピ
ス
が

始
ま
っ
た
と
い
う
。

地
域
一
体
で
高
齢
者
支
援
を

行
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
実
現
に
向
け
、
多
職
種

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
む
北 の

壁
は
と
り
わ
け
厚
い
。

患
者

の
退
院
時
の
連
絡
調
整
が
不
十

分
な
例
が
あ
る
ほ
か
、
多
職
種

の
有
志
が
開
催
す
る
市
内
の
交

流
会
に
も
、
医
師
や
看
護
師
ら

の
参
加
は
限
定
的
だ
。

市
内
の
病
院
に
勤
務
す
る
ベ

テ
ラ
ン
女
位
看
護
師
は
「
組
織

が
大
き
く
、
内
部
の
意
思
疎
通

で
さ
ベ
ひ
と
苦
労
し
て
い
る
。

看
護
師
不
足
の
多
忙
さ
も
あ

り
、
外
部
と
連
携
を
図
る
雰
閤

気
に
は
な
り
に
く
い
」
と
打
ち

明
け
る
。医

療
に
限
界
も

壁
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
。

入退院時の「北見ルール」策定
に向け、初の連携会議に診加す
る医療機関の担当者ら(奥)と、
ケアマネジャーら(手前)

上
村
病
院
が
「
一一
五O
年
史
」

」:引|和
医
を
務
め
た
。

1
8
7
1
(明

治
4

)
年
に
佐
賀
市
松
原
町
で

開
業
、1
9
9
3

年
に
兵
庫
町

に
移
転
し
た
後
も
地
域
医
療
を

支
え
て
い
る。

「
二五
O
年
史
」は
A
5

判
、

コ
U
U
引
」

佐
賀
市
兵
庫
町
の
上
村
病
院
(
上
村
春
甫

雇
聾
巾

一

日
け
げ
」
理
事
長
)
が
「
二
五
O
年
史
」
を
作
製
し
た
。

初
代
間
同
胞
が
江
戸
中
期
の

1
7
6
4
(明
和
元
)
年
に
長

崎
へ
遊
学
し
て
か
ら2
世
紀
半。
佐
賀
藩
の
医
師
を
務
め
た

上
村
家
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
医
師
国
家
試
験

の
先

駆
げ
を
つ
く
る
な
ど
医
学
の
近
代
化
を
進
め
た
佐
賀
藩
の
功

績
を
、
豊
富
な
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る

。

地
域
医
療
「
発
展
の
一
助
に
」

上
村
家
の
初
代
春
庵
は
1
7
3
3
5

ml
。

初
代
春
庵
の
ほ
か
、

2
3
(享
保8
)
年
、
近
江
国
伊
東
玄
朴
(
神
埼
・
仁
比
山
村
出

(現
滋
賀
県
)
の
生
ま
れ
。

長
身
)
が
江
戸
に
開
い
た
蘭
方
医

崎
で
修
業
し
た
後
に
襲
し
、
学
塾「
民
知
艶
」
最
初
の
門
人

佐
賀
藩
長
崎
屋
敷
の
出
入
り
医
と
な
り
、
佐
賀
藩
医
学
密
好
生

師
と
な
り
、
代
々
佐
賀
藩
の
内
館
」で
指
南
役
も
務
め
た
五
代

「
高
齢
者
の
生
活
に
寄
り
添
う

介
護
職
は
、
診
療
時
し
か
知
ら

な
い
私
た
ち
よ
り
情
報
が
多

い
。

大
事
な
の
は
同
じ
方
向
を

向
き
、
対
等
で
あ
る
こ
と
。

そ

う
な
れ
ば
互
い
に
尊
敬
し
、
高

め
合
え
る
」
と
言
い
切
る
。

「
北
見
ルl
ル
」

一
方
、
北
見
市
も
動
き
始
め

た
。

人
退
院
時
の
連
絡
・
霊

を
同
滑
に
戸σつ
た
め
、
地
域
共

通
の
「
北
見
ル
l

ル
」
を
つ
く
る

と
い
う
先
駆
的
な
試
み
は
、
市

主
導
の
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

市
は
1

月
泊
目
、
病
床
が
あ

る
市
内
ほ
ぽ
全
て
の
口
医
療
機

春
庵
ら
に
焦
点
を
当
て
、
上
村

家
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
る

。

ま
た
、
種
痘
を
全
国
で
最
初

に
成
功
さ
せ
、
藩
貨
に
よ
る
地

域
へ
の
種
痘
普
及
の
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
上
げ
る
な
ど
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
佐
賀

藩
の
医
療
史
を
併
せ
て
紹
介

。

嘉
永
4
(
1
8
5
1
)年
に
始

ま
っ
た
「医
業
免
札
制
度」で
、

五
代
春
庵
ら
免
札
を
与
え
ら
れ

た
医
師
の
名
簿
や
、
庶
民
が
入

手
可
能
な
薬
草
・
薬
種
を
使
っ

た
治
療
法
を
佐
賀
潜
が
ま
と
め

た
「普
救
類
方
選」
な
ど
の
資

地
域
医
療
を
支
え
る

共
有
項
目
な
ど
を
協
議
し
、
本

年
中
に
ルl
ル
の
運
用
開
始
を

目
指
す。

市
地
域
伺
括
支
援
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
の
島
田
剛
会
長

(位
)は
「
顔
が
見
え
る
機
会
が

多
く
な
り
、
連
携
に
前
向
き
な

病
院
も
増
え
、
こ
の
地
械
は
明

ら
か
に
前
に
進
ん
で
い
る
。

多

職
種
連
携
は
何
よ
り
住
民
の
た

め
。

つ
な
が
る
努
力
を
し
続
け

て
い
れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
実
を

結
ぶ
」
と
信
じ
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
(
木
)

料
も
収
録
し
て
い
る
。

9

代
目
に
当?
J
@春
甫
理
事

長
(
回
)
は
ご
家
の
歴
史
を
ひ

も
と
く
だ
げ
で
な
く
、
佐
賀
の

医
学
史
を
概
観
で
き
る
内
容
と

し
た
。

佐
賀
の
医
療
を
見
つ
め

直
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
一
助
に
な
れ
ば」と
話
す。

問
い
合
わ
せ
は
同
病
院
、
電
話

0
9
5
2
(
3
3
)
0
0
9
9

。

(古
川
公
弥)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
沼
田
(
金
)
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島
根
県
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ま
め
ネ
ッ
ト
」

が
鳥
取
の
問
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
お
し
ど
り
ネ
ッ
ト
」
に
緩

続
し
、
島
綬
県
内
の
医
療
機
関
が
、
応
取
大
医
学
部
付
属

病
院
(
米
子
市
)
な
ど
で
治
療
を
受
げ
た
患
者
カ
ル
テ
の

閲
覧
が
4

月
に
可
能
に
な
る。
鳥
取
県
西
部
で
急
性
期
に

治
療
を
受
け
る
と
と
が
多
い
安
来
市
や
隠
岐
部
の
住
民
を

中
心
に
利
点
が
あ
り
、
県
墳
を
ま
た
ぐ
医
療
情
報
の
や
り

取
り
が
緒
に
就
い
た
形
だ
。

し
か
し
、
ま
め
ネ
ッ
ト
へ
の

参
加
医
療
機
関
や
同
意
患
者
の
数
は
依
然
伸
び
悩
む

。

共

有
で
き
る
情
報
昆
が
楢
え
な
け
れ
ば
、
連
撲
の
メ
リ
ッ
ト

は
限
定
的
に
な
り
か
ね
な
い
。

春絵山口政経部

島
綬
県
東
端
の
安
来
市
立
病

院
(
安
来
市
広
瀬
町
)
は
、
米

子
市
内
の
病
院
に
年
間
約
6
0

0

人
分
の
紹
介
状
を
出
し
、
患

者
が
よ
り
高
度
な
医
療
を
受
け

て
い
る。
こ
の
う
ち
、3
分
の

l

の
2
0
0

人
が
、
再
び
同
病

院
を
受
診
す
る。

従
来
、
医
師
が
検
査
結
果
や

画
像
の
デ
l

タ
を
C
D

な
ど
に

取
り
込
ん
で
も
ら
い
、
郵
送
な ど

で
取
り
寄
せ
て
い
た
。

乙
の

や
り
と
り
だ
げ
で2
、

3

日
か

か
っ
た
が
、
お
し
ど
り
ネ
ッ
ト

へ
の
援
続
で
と
う
し
た
手
闘
が

省
げ
る
う
え
、
膨
大
な
資
料
を

送
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
、
過

去
の
治
療
経
過
が
瞬
時
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る。

「診
察
が
よ
り
正
確
に
で
き

る
助
け
に
な
る
」l
。

同
病
院

の
小
川
副
照
明
院
長
(
倒
)
は

「松

江
や
出
雲
閣
域
よ
り
紹
介
状
の

や
り
と
り
が
多
い
米
子
市
内
の

病
院
の
カ
ル
テ
閲
覧
の
方
が
、

一
一l
ズ
が
あ
る
」
と
指
摘。

お
し
ど
り
ネ
ッ
ト
の
運
用
に

携
わ
る
鳥
大
病
院
の
近
藤
博
史

教
授
(
印
)
は
「
主
治
医
が

2
、

3

人
い
る
よ
う
な
も
の
だ。
医

療
機
関
が
診
療
情
報
を
共
有
で

き
患
者
に
マ
イ
ナ
ス
は
な
い
」

と
強
調
す
る。

安
来
市
ワ
ー
ス
ト
3

島
根
県
東
部
の
医
療
機
関
の

連
携

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

要
望
が
あ
り
、
お
し
ど
り
ネ
ッ

ト
へ
の
援
続
に
島
根
県
は
約
l

千
万
円
を
投
じ
た。

し
か
し
、
肝
心
な
島
根
県
内

の
普
及
が
い
ま
ひ
と
つ
進
ん
で

い
な
い。

岡
県
が
凶
年
度
末
に

7
0
0

施
般
と
し
た
薬
局
や
介

護
施
設
な
ど
を
合
わ
せ
た
参
加

施
殻
数
は
、2
月
末
で7
5
4

施
設
と
な
り目
標
を
突
破
し
た

が
、
3

万
5

千
枚
と
す
る
同
意

忠
者
数
を
示
す
カl
ド
発
行
枚

数
は
同
2

万
4
0
3
0

枚
で
、

達
成
は
困
難
だ。
共
有
で
き
る

両県医療情報連携の課題

伸
び
悩
む
施
設
、

情
報
量
が
少
な
け
れ
ば
、
連
携

の
メ
リ
ッ
ト
は
薄
れ
る。

中
で
も
安
来
市
は
、
ヵl
ド

発
行
枚
数
が
同1
8
7

枚
。

人

口
に
占
め
る
割
合0
・
灯品Wは

県
内
川
川
市
町
村
で
最
低
だ

。

参

加
施
設
数
は
児
施
設
で
、
県
内

8

市
の
う
ち
、
益
田
、
江
津
両

市
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト3
位
と
少

な
い
。

くまめネットとおしどりネットの情報共有>

臨繊輯緬櫨

足
り
な
い
情
報
量

島
恨
県
は
、
患
者
ら
に
ま
め

ネ
ッ
ト
の
制
度
を
説
明
し
、
同

怒
を
促
す
「
支
援
問」
を
庖
用

し
た
病
院
に
補
助
金
を
出
す
な

ど
普
及
を
図
る。
し
か
し
、
安

来
市
立
病
院
で
は
、
経
営
上
の

理
由
な
ど
か
ら
支
援
貝
を
思
っ

て
お
ら
ず
、
小
川
院
長
が
「
多

忙
な
医
師
や
宕
護
師
に
制
度
を

説
明
さ
せ
る
の
は
難
し
い」
と

明
か
す
よ
う
に
、
患
者
へ
仕
組

み
を
伝
培
え
る
取
り
組
み
に
多
く

の
課
題
を
残
す。

公
立
病
院
で
さ
唱
え
普
及
が
難

し
い
中
、
個
人
病
院
で
は
な
お

さ
ら
だ
。
ま
め
ネ
ッ
ト
を
迎
営

す
る
N
P
O

法
人
「し
ま
ね
医

療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
」

の
小
阪
真
ニ
理
事
(
日
)
は
「
開

業
医
の
デ1
タ
が
共
有
で
き
れ

ば
、
日
頃
の
病
状
が
別
の
医
師

も
把
握
で
き
る。
そ
れ
で
も
参

加
に
つ
な
が
ち
な
い
の
は
、
便

利
と
思
え
る
ほ
ど
の
情
報
量
が

足
り
な
い
か
ら
だ」
と
す
る
。

小
阪
理
事
は
在
宅
医
療
の
推

進
が
圏
全
体
で
進
む
中
「
訪
問

看
鐙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ が

あ
る
」
と
し
、
紡
問
君
鑓
分

野
へ
の
呼
び
鈴
け
に
よ
る
参
加

を
楢
や
し
た
い
考
え
だ
。

応
大
病
院
の
近
藤
教
授
は

「患
者
同
怠
を
得
る
方
法
や
セ

同
意
患
者

キ
ュ
リ
テ
ィ
1

の
考
え
方
に
遠

い
は
あ
る
が
、
技
術
的
に
は
可

能
」
と
、
お
し
ど
り
ネ
ッ
ト
か

ろ
ま
め
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
も
前

向
き
に
捉
え
て
い
る。
両
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
援
続
効
果
を
十
分

に
得
る
に
は
、
白
銀
県
内
で
ま

め
ネ
ッ
ト
の
認
知
度
を
さ
ら
に

高
め
、
利
用
を
拡
大
す
る
と
と

が
不
可
欠
だ。

ク
リ
ッ
ク

「
ま
め
ネ
ッ
卜
」
と
「
お
し

ど
り
ネ
ッ
ト
」
ま
め
ネ
ッ
ト

は
、
島
根
県
が2
0
1
3

年
か

ら
運
用
す
る
医
綴
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。

検
査
結
果
や
処
方
築

な
ど
の
カ
ル
テ
情
報
を
、
出
者

の
同
意
を
の
て
複
数
の
医
療
機

闘
が
共
有
す
る
仕
組
み
。

2

月

末
現
在
で7
5
4

施
設
が
参
加

し
て
い
る。
お
し
ど
り
ネ
ッ
ト

は
、
凶
年
か
ら
鳥
取
大
学
医
学

部
付
属
病
院
が
中
心
と
な
っ
て

運
用
す
る
問
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

。

現
在
は
西
伯
病
院
(
鳥
取
県
南

部
町
)
な
ど8
病
院
が
診
療
情

報
を
提
供
し
、
と
れ
ら
を
含
む

お
医
療
機
関
が
閲
覧
す
る
。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
M
日
(
月
)
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藤
枝
市
と
市
立
総
合
病
院
、
志
太
医

師
会
、
藤
枝
薬
剤
師
会
は
3

月
か
ら
、

連
携
し
て
市
民
の
腎
臓
を
守
る
取
り
組

み
「
守
れ
腎
臓
!
ふ
じ
え
だ

C
K
D
(慢

性
腎
臓
号
ネ
ッ

ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

市
職
員
が
腎
臓
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
記
し
た
シl
ル
を
活
用
し
て
、
腎
臓

機
能
情
報
の
共
有
化
を
目
指
す

。

お
薬
手
帳
カ
パl
に
貼
り
付
け
た
腎
臓
被
能
情
報
の
共
有
化

を
目
指
す
シ1
ル
(
左
上)
H
藤
枝
市
保
健
セ
ン
タ
ー

だ
。

シ
l

ル
を
使
っ
た
の

は
、
医
療
従
事
者
間
の
情

報
共
有
が
目
的
で
、
対
象

者
に
も
嫌
な
思
い
を
さ
せ

な
い
の
が
狙
い。
シ
ー
ル

は
腎
臓
機
能
の
程
度
に
よ

っ
て2
色
あ
る。

市
に
よ
る
と
、C
K
D

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に

あ
り
、
市
内
で
は
却
歳
以

市
は
特
定
健
診
受
診
者
カ
バ
ー
に
ま
じG
・
え
上
の
人
口
かb
華
町
人
数
糖
尿
病
が
起
因
す
る
。

重

や
病
院
選
院
時
、
通
院
中
だ
G
シ
1

ル
」
を
貼
る。
2

万
人
と
い
う
デl
タ
も
症
生
9
る
ま
で
自
覚
症
状

の
人
で
腎
臓
機
能
を
一
示
す
医
療
機
関
や
薬
局
で
適
切
あ
る

。

市
民6
人
にl
人
が
な
い
の
が
特
徴
で
本
人

値
(e
G
F
R)
が
低
い
な
薬
の
処
方
や
診
察
な
ど
に
当
た
る
と
い
う

。

C
K

か
ら
申
し
出
が
な
い
と
、

人
に
対
し
て
、
お
薬
手
帳
の
目
印
に
し
た
い
考
え
D
の
原
因
の
半
数
程
度
は
周
知
で
き
な
い
課
題
が
あ

共
有
化
ヘ

「
お
薬
手
帳
」
に

程
度
別
シ
!
ル

証明機能活用

マ
イ
ナ
ン
バ

E

で

患
者
デ
E

タ
共
有

前
橋
市
と
群
馬
大
学
(前
橋

市
)
な
ど
は
近く
、
県
内
の
医

療
機
関
や
薬
局
、
老
人
保
健
施

設
と
連
燐
し
、
共
通
番
号
制
度

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵl
ド
を
使

っ

て
、
医
師
や
薬
剤
師
が
患
者

の
検
査
画
像
デ1
タ
な
ど
を
専

用
鍋
末
を
通
じ
て
共
有
す
るシ

ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

全
国
初
の
取
り
組
み
で
、
総
務

-前調1mが始める
マイナンバー
活用'重量のイメージ

群
馬
の
病
院
な
ど

C
T
画
像
や
処
方
筆

省
が1
0
0
0

万
円
助
成
し
、
は
、
所
持
者
本
人
で
あ
る
こ
と

他
の
地
域
で
の
展
開
も
呂
指
を
証
明
す
る
電
子
証
明
書
も
組

す
。

病
院
を
移
っ

た
患
者
が
同
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
シ
ス

じ
検
査
を
受
け
る
無
駄
を
省
テ
ム
は
こ
の
本
人
証
明
機
能
を

き
、
継
続
性
の
あ
る
診
療
に
つ
活
用
す
る
。

患
者
が
医
師
ら
の

な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。

専
用
端
末
の
カl
ド
リ
ー
ダ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
に
に
カ
ー
ド
を
読
み
取
ら
せ
る

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
法
(C
T
)
の
検
査
結
果
の

画
像
な
ど
が
医
師
を
通
じ
、
間

大
で
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー
に
登

録
さ
れ
る。
医
師
や
薬
剤
師
は
、

各
自
で
管
理
す
る
端
末
を
通
じ

て
自
分
の
カl
ド
で
サ
ー
バ
ー

っ
た。市

は
年
間
で
約60
0

万
円
か
か
る
と
い
わ
れ

る
透
析
患
者
を
減
ら
し

て
医
療
費
を
削
減
し
た

に
接
続
し
て
閲
覧
す
る
。

笠
録
が
で
き
る
の
は
、CT

画
像
の
ほ
か
に
滋
気
共
鳴
画
像

装
置
(M
R
I
)
の
検
査
結
果

や
処
方
築
画
像
な
ど
患
者
に
公

開
さ
れ
る
デ1
タ
に
限
ら
れ
、

カ
ル
テ
は
対
象
外
と
な
る
。

健
康
・
医
療
情
報
の
集
積
や

解
析
な
ど
を
担
当
す
る
同
大
来

来
先
端
研
究
機
構
の
浅
尾
高
行

教
授
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
患

者
が
病
院
を
移っ
た
際
に
は
、

持
参
し
た
C
T
や
M
R
I
の
画

像
C
D

が
シ
ス
テ
ム
の
違
い
な

ど
で
読
み
込
み
に
時
間
が
か
か

り
、
再
検
査
す
る
ケl
ス
が
多

か
っ
た
と
い
う。
病
院
だ
け
で

な
く
老
人
保
健
施
設
に
入
所
後

も
、
一貫
し
た
治
療
や
投
薬
が

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
考
え
も
あ
る。
相
富
者

は
「
藤
枝
は
健
康
予
防

日
本
一
を
目
指
し
て
い

る
。

重
症
化
そ
防
ぐ
の
が

大
き
な
目
的
」
と
話
し
て

い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
市
健
康

推
進
謀
〈
電0
5
4

(6

4
5

)
1
1
1
1

〉
へ。

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

日
(
木)

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

画
像
の
登
録
や
閲
覧
に
は
患

者
の
同
意
が
必
要
だ
が
、
同
怠

は
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る。
患
者
の
費
用
負
担
は

な
い
。
シ
ス
テ
ム
は
今
月
中
の

ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
、
医
師
や

薬
剤
師
計
約
叩
人
、
が
ん
患
者

約
加
入
が
参
加
す
る
予
定
。

前
橋
市
の
糸
将
之
・
情
報
政

策
担
当
部
長
は「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
ヵ
l

ド
を
使
う
こ
と
で
、
サ

ー
ビ
ス
が
全
国
に
広
が
る
可
能

性
が
あ
る。
普
及
を
後
押
し
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る。

読

売
{
東
京
)
・
9
刊

2
0
1
6

年
3

月
明
日
日
(
火
)
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AYA世代
県
ウ
蓄
闘
が
ん
セ
ン
タ

ー
(
長
泉
町
〕
は
、
「
A

Y
A
(
ア
ヤ
)
惜
再
」
と

呼
ば
れ
る
日i
m
歳
の
若

年
患
者
を
集
約
し
た
「
A

Y
A
世
代
病
棟
」
の
運
営

を
始
め
た
。
全
国
初
の
取

り
組
み
。
患
者
同
士
が
横

の
つ
な
が
り
を
持
て
る
機

会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
進

学
や
就
職
な
ど
若
者
特
有

の
悩
み
に
対
し
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
支
援
し
、
ケ
ア

の
充
実
化
を
図
る
。l 歳小児と大人の谷間

患
者
・
家
族
支
援

全
国
初
「
病
棟
」

専門支援がん治療
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
A
Y
A
世
代
の
患
者

は
小
児
が
ん
の
患
者
の
2

倍
程
度
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。

A
Y
A
世
代
の
が
ん

は
小
児
が
ん
と
大
人
の
が

ん
の
谷
間
に
あ
っ
て
認
知

度
が
低
く
、
愚
適
な
治
療

や
守
産
体
制
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
。

同
セ
ン
タ
ー
で
も
こ
れ

ま
で
A
Y
A
惜
尺
の
患
者

は
、
が
ん
の
種
類
に
応
じ

て
入
院
す
る
病
棟
が
異
な

っ
て
い
た。
A
Y
A
世
代

の
患
者
を
集
め
た
病
棟
を

運
営
す
る
こ
と
で
、
こ
の

世
代
の
が
ん
に
関
す
る
研

究
調
査
を
進
め
て
適
切
な

治
療
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、

精
神
面
で
も
専
門
性
の
高

い
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

退

院
後
の
社
会
復
帰
も
見
据

え
、
院
外
の
関
係
機
関
と

も
連
携
す
る。

既
存
の
病
室
を
一
部
改

76 

精
神
面
も
ケ
ア

修
し
たA
Y
A
世
代
病
棟

は
犯
床。
2

月
お
日
現
在
、

A
Y
A
世
代
の
患
者7
人

と
と
も
に
、
小
児
か
ら
朗

代
の
患
者
も
入
院
す
る
。

昨
守
o月
の
運
用
開
始
以

来
、
問
い
合
わ
せ
も
徐
々

に
増
え
、
今
後
、
病
棟
内

の
A
Y
A
世
代
の
劃
合
を

高
め
て
い
く。

入
院
中
の
男
子
高
校
生

(日
)
は
「
同
年
代
と
は
悩

み
が
似
て
い
て
、
話
し
て

い
る
と
気
が
紛
れ
る
」
と

新
た
な
病
棟
の
取
り
組

み
を
好
意
的
に
受
け
止

め
、
「
落
ち
着
い
て
勉
強

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
で
き

る
と
う
れ
し
い
」
と
期
待

し
た。石

田
裕
二
小
児
科
部
長

は
「
若
者
を
再
ひ
笑
顔
で

社
会
に
送
り
出
せ
る
よ
う

に
、
こ
の
世
何
に
合
っ
た

医
療
と
環
境
の
提
供
を
目

指
し
た
い」
と
話
し
た。

県
立
静
岡
セ
ン
タ
ー

AYA世代のがんは、発生部位が多臓器
にまたがり、白血病や脳腫蕩、神経芽腫、
肉腫などの小児型のがんと、肺がん、胃
がんなど大人型のがんが混在し、多様性
があることなどが特徴とされる。

AYA世代 � Adolescent 
and Young Adult (思春

期・若年成人) J の略。 県立静岡がんセ
ンターによると、定義は各種あり、 15~
29歳程度の年齢層を含めることが多い。

町宮

|静岡新聞・夕刊 I 2016年3月 9 日(水) I 



脳
腫
蕩
闘
病
中
甲
府
の8
歳
が
キ
ャ
ラ
考
案

病気に苦しむ子どもを支えようとの思いから、一冊の絵本が

生まれた。 脳腫療と闘う富士見支援学校小学部2年の篠原33鐘
さん ( 8 ) =甲府市千塚5丁目=が考えたキャラクターを主人公

に、母富美香さん (42) の友人村上悠記子さん (37) =岡市山富町

=がストーリーを考案。 完成した絵本は企業などの協力を得て

販売、収益は子ども用車いすなどの普及促進に役立てる予定だ。

活動の趣旨に共感する声は全国に広がり、絵本の増刷やキャラ

クターグッズの製作も進められている。<清水悠希〉
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絵本で応援病の子ども
羽
蓮
さ
ん
の
脳
に
腫
療
が
見
つ

か
っ
た
の
は2
0
1
4

年
叩
月。

羽
運
さ
ん
が
曜
吐
を
繰
り
返
し
た

た
め
、
病
院
で
検
査
を
受
け
て
判

明
し
た
。

腫
療
を
摘
出
す
る
季
術

を
受
け
た
が
、
翌
日
年
叩
月
に
再

び
腫
療
が
見
つ
か
り
、
再
入
院
し

た
。

「
羽
蓮
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
何

か
力
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」

。

最
初
の
入
院
時
か
ら
、
友
人
と
し

て
篠
原
さ
ん
親
子
を
支
え
て
き
た

村
上
さ
ん
は
「
羽
蓮
ち
ゃ
ん
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
絵
本
を
作
ろ
う

よ
」
と
提
案
し
た
。

着
目
し
た
の

I}lI'.....応ヌウJめげず
絵
本
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
1

ハ

ー
ト
を
さ
が
す
」
の
表
紙

は
、
羽
蓮
さ
ん
が
夏
休
み
の
工
作

で
手
作
り
し
た
ネ
ズ
ミ
の
ス
ト
ラ

ッ
プ。
頭
が
大
き
く
、
布
の
縫
い

告
せ
は
ジ
グ
ザ
グ。

震
淫

「
×
」で
と
め
た
目
は
愛
嬬
た

っ
ぷ
♀
ιっ
た。

絵
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、
ネ
ズ
ミ

の
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
」
が
愛
情
を
求

め
て
冒
険
に
出
る
「
チ
ャ
ー
ル
ズ

!
ハ
ー
ト
を
さ
が
す
」
。

チ
ャ

ー
ル
ズ
が
自
分
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
に
気
付
き
、
周
り
の
人
に
も

優
し
さ
を
持
つ
よ
う
に
な
る
日
咋

の
物
語
で
、
羽
蓮
さ
ん
と
富
美
香

さ
ん
が
配
色
を
担
っ
た
。

当
初
は
羽
蓮
さ
ん
ら
を
励
ま
す

た
め
の
給
本
作
り
だ
っ
た
が
、
村

上
さ
ん
は
頑
売
し
て
得
た
収
益

を
、
病
気
と
闘
う
ほ
か
の
子
ど
も

の
た
め
に
も
役
立
て
ら
れ
な
い

か
」
と
考
え
た
と
い
う
。

入
院
時
、

子
ど
も
用
の
車
い
す
が
な
か
っ
た

た
め
、
レ
ン
タ
ル
の
子
ど
も
用
車

い
す
を
有
料
で
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た。
同
じ
よ
う
に
病
と
闘

う
子
ど
も
に
負
担
を
感
じ
さ
せ
な

い
よ
う
、
絵
本
の
収
益
は
小
児
用

車
い
す
な
ど
の
普
及
促
進
に
役
立

て
る
計
画
だ。

患
者
・
家
族
支
援

2000部製作収益で車いす普及

絵
本
は
千
部
製
作
し
、
1

冊
6

0
0

円
で
販
売。
取
り
組
み
に
共

感
し
た
穀
物
食
品
メ
ー
カ
ー
は
く

ぱ
く
の
直
営
店「和
撃
汁
塑

(馬
市
)
や
筆
店
「
虹
塵

(場
市
)な
ど
が
堅
定
協
力。

評
判
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
千
部

増
刷
し
た。
土
丈
公
の
人
形
や
紙

芝
居
な
苧
も
製
作
し
、
堅
冗
し
て

い
る
。「

勇
気
を
持
ち
、
妙
高
閣
で
リ
ハ

ビ
リ
す
る
羽
蓮
ち
ゃ
ん
は
、
絵
本

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

そ
の
も
の
」
と
村
上
さ
ん
。

羽
蓮

さ
ん
は
「
好
き
な
色
を
塗
っ
た
絵

本
が
全
国
に
広
が
っ
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

絵
本
や
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
富
美

香
さ
ん
が
店
長
を
務
め
る
甲
斐
市

中
下
条
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
店
「R

u
-
-蕩
花」
な
ど
で
竪
冗
し
て
い

る
。

問
い
合
わ
せ
は
岡
市
q
電
話

0
5
5

(2
7
7

)
6
5
2
6
。

77 

山
梨
B

日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
日
日
(
日)



同rinukI Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2016

低カリウム野菜研究会発足
カ
リ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
腎
臓
病
患
者
向

け
の
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
の
普
及
を
目
指
し
、
全
国
低
カ
リ
ウ

ム
野
菜
研
究
会(会
長
・
吉
津
結
子
県
立
大
生
物
資
源
糾
学

部
長)
が
今
月
発
足
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
研
究
者
や
患
者
、

医
師
、
栄
養
士
、
栽
培
企
業
な
ど

。

低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
の
開

低価格化、多品種化図る

患
者
・
家
族
支
援

発
者
で
自
身
も
腎
臓
病
を
患
う
呼
び
掛
げ
人
の
小
川
敦
史
・

県
立
大
准
教
授
(
時
)
H作
物
生
理
学H
は
「情
報
発
信
や
研

究
開
発
、P
R

に
向
け
て
協
力
し
、
必
要
と
す
る
人
に
届
け

た
い
。

腎
臓
病
患
者
の
苦
労
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い

」
と

話
し
て
い
る。

腎
臓
病
患
者
は
普
及
心
待
ち

カ
リ
ウ
ム
は
野
菜
な
ど
に
多

く
合
ま
れ
る
栄
養
素
だ
が
、
腎

臓
の
機
能
が
低
下
し
た
腎
臓
病

患
者
は
余
剰
分
を
排
出
で
き
な

い
。

カ
リ
ウ
ム
を
過
剰
に
摂
取

し
血
中
濃
度
が
高
ま
る
と
心
不

全
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
腎
臓
病
患
者
は
十
分
な
量

の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
難
し

い
。

小
川
准
教
授
に
よ
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
な
ど
が

取
れ
ず
、
栄
養
不
足
や
便
秘
に

悩
む
患
者
は
多
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
負
担
を
解
消
す
る

た
め
、
小
川
准
教
授
は20
0

4

年
に
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
の
開

発
を
始
め
た。
2

年
後
に
は
、

水
耕
栽
培
の
生
育
期
間
後
半
に

施
肥
を
制
限
し
、
合
有
量
を
通

常
の4
分
の
ー
ほ
ど
に
抑
え
る

野
菜
の
栽
培
に
成
功
し
た
。

現

在
M
社
が
栽
培
し
て
い
る
が
、

流
通
量
が
少
な
い
の
が
課
題
と

な
っ
て
い
る。

研
究
会
発
足
に
伴
い
、
今
月

6

日
に
秋
田
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
。

腎
臓
病
を
研

究
す
る
帝
京
大
医
学
部
の
内
田

俊
也
教
授
は
講
演
で
、
約
千
人

の
患
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

結
果
を
紹
介。
6

割
が
カ
リ
ウ

ム
制
限
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

お
り
、7
割
近
く
は
「低
カ
リ

ウ
ム
野
菜
を
知
ら
な
い
」
と
回

答
、
「食
べ
て
み
た
い
」
と
答

え
た
人
は6
割
に
上
っ
た。
内

田
教
授
は
「多
く
の
栄
養
棄
を

合
み
、
抗
酸
伯
作
用
の
あ
る
生 野

菜
は
『襲
』
。多
く
の
患
者

が
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
」
と

話
し
た。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
各
分
野
の
専
門
家
が
発
言

し
た。

秋
田
厚
生
医
療
セ
ン
タ

ー
腎
臓
内
制
の
大
谷
浩
診
療
部

長
は
「透
析
や
カ
リ
ウ
ム
除
去

製
剤
で
は
拘
束
時
間
や
副
作
用

の
面
で
患
者
の
負
担
が
大
き

い
」
と
述
べ
、
患
者
が
入
手
し

や
す
い
よ
う
、
低
価
格
化
や
多

品
種
化
を
訴
え
た
。

低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
を
栽
培
す

る
富
士
通
ホi
ム
&
オ
フ
ィ
ス

サ
ー
ビ
ス
(神
奈
川
県)
の
今

井
幸
治
特
命
顧
問
は
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
必
要
性
を
強
調
。
「課
題

78 

は
生
鮮
状
態
を
保
つ
た
め
の
輸

送
費。
病
院
と
提
携
し
た
り
患

者
の
目
に
付
く
と
こ
ろ
で
P
R

し
た
り
し
て
需
要
を
掘
り
起
こ

し
た
い」
と
話
し
た。

腎
臓
病
を
患
う
秋
田
市
新
屋

の
男
性(叩
)は
会
場
で
低
カ
リ

ウ
ム
の
レ
タ
ス
を
話
食
。
「
普

段
は
全
く
生
野
菜
を
食
べ
ら
れ

な
い。

も
っ
と
普
及
し
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い」と
期
待
を
寄

せ
た。県

内
で
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
を

販
売
し
て
い
る
の
は
、
鎌
田
グ

リ
ー
ン
薬
局(秋
田
市)
と
秋

田
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー(同)

内
の
売
店。
全
国
低
カ
リ
ウ
ム

野
菜
研
究
会
の
年
会
費
は
千
円

(個
人
)
。申
し
込
み
と
問
い

合
わ
せ
は
同
研
究
会8
0
1
8

.
8
7
2
・

1
6
3
0

(高
橋
さ
っ
き)

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
M
日
(
月
)
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行列できる健康アプリ
交
通
事
故
の
影
留
に
よ
る
脳
脊
髄
液
減
少
症
(
髄
液
漏
れ
)
に
苦
し
む
兵
庫

県
姫
路
市
の
田
中
俊
二
さ
ん
(
日
)
が
、
叩
年
に
及
ん
だ
裁
判
の
経
験
を
基
に
、

毎
日
の
体
調
の
変
化
を
記
録
し
て
健
康
管
理
が
で
き
る
無
料
ア
プ
リ
を
開
発

し
配
信
を
始
め
た
。
保
険
謂
求
や
訴
訟
に
も
対
応
で
き
る
情
報
も
記
録
す
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
実
体
験
か
ら
「
健
康
な
人
や
ア
ス
リ
ー
ト
も
小
さ
な

体
調
変
化
に
気
付
い
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
る
。
【
川
畑
屋
之
、
写
真
も
】

日
々
の
体
調
手
軽
に
記
録

田
中
さ
ん
は2
0
0
3

年
1

月
、
車
で
通
勤
中
に
追
突
事
故
に

遭
っ
た
。
頭
痛
や
吐
き
気
、
固
ま

い
な
ど
が
続
き
、
翌
年
に
勤
務
先

を
退
職
。
追
突
し
た
車
の
運
転
者

に
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
交
通
事

故
な
ど
で
衝
撃
を
受
廿
た
人
に
神

経
症
状
が
出
る
こ
と
は
∞
年
ご
ろ

か
ら
一
部
の
医
師
が
主
強
し
て
い

た
が
、
そ
の
治
療
法
が
先
進
医
療

に
認
め
ら
れ
た
の
は
ロ
年
。
日
年

6

月
の
神
戸
地
裁
姫
路
支
部
判
決

は
髄
液
漏
れ
の
発
症
を
認
め
ず
、

日
年2
月
の
大
阪
高
裁
判
決
で
髄

液
漏
れ
の
疑
い
が
相
当
程
度
あ
る

と
認
め
ら
れ
て
、
逆
転
勝
訴
し
た
。

田
中
さ
ん
は
事
故
後
、
体
調
日

記
を
付
け
始
め
た
。
「
肩
が
張
り

首
筋
が
痛
い
」
「
寝
て
い
て
も
固

ま
い
が
し
て
天
井
が
ぐ
る
ぐ
る
回

る
」
な
ど
症
状
を
細
か
く
記
録
し
、

痛
む
箇
所
は
人
体
図
で
示
し
た
。 そ

れ
を
訴
訟
の
理
地
書
な
ど
に
活

用
し
た
。
こ
れ
を
デ1
タ
と
し
て

生
か
せ
な
い
か
と
考
え
た
田
中
さ

ん
は
、
姫
路
市
内
の
ア
プ
リ
製
作

会
社
に
依
頼
し
て
約
1

年
2

カ
月

か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
「
自
分
の

生
き
ざ
ま
」
と
の
思
い
を
込
め
て

「L
I
F
E
E
V
I
D
E
N
C

E

」
(
ラ
イ
フ
エ
ピ
デ
ン
ス
)
と

名
付
け
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

i
p
h
o
n
e
(アイ
フ
ォ
I

ン
)

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
i
p
a
d

(
ア
イ
パ
ッ
ド
)
で
利
用
で
き
る
。

姫路の男性ら開発

痛みのある箇所を入力できる体鋼管理アプリ

ア
プ
リ
に
は
食
事
の
内
容
や
時

間
、
ト
イ
レ
、
痛
み
の
種
類
や
度
合

い
、
病
院
で
の
診
断
結
果
、
血
圧
、

血
糖
値
な
ど
を
記
録
で
き
る
。
痛

む
箇
所
を
人
体
図
に
指
で
な
ぞ

り
、
記
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

現
在
と
、
謹
吾
記
録
を
見
比
べ
る

こ
と
が
で
き
、
治
療
効
果
も
確
認

で
き
る
。
健
康
な
人
で
も
生
活
の

リ
ズ
ム
を
把
握
で
き
て
体
調
変
化

を
察
知
し
や
す
く
な
る
。
デ
ー
タ

を
グ
ラ
フ
化
し
て
分
析
し
た
り
、

証
明
書
と
し
て
出
力
で
き
た
り
す

る
ア
プ
リ
も
計
画
し
て
い
る
。

訴
訟
の
経
験
な
ど
を
仮
名
の

「
高
原
光
」
で
ホ
l

ム
ペ
!
ジ
に
つ

づ
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
は
「
体
調

の
変
化
は
長
く
記
録
し
な
い
と
気

づ
き
に
く
い
。
こ
ま
め
な
記
録
は

身
を
助
け
る
。
裁
判
の
教
訓
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

毎

日

(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月

4
日
(
金
)
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「病気臓器を移植J

年内にも指針改正

【ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
臓

器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(
U
N

O
S
)
は
5

日
ま
で
に
、
治
療

目
的
で
摘
出
さ
れ
た
臓
器
を
別

の
人
に
移
植
す
る
医
療
の
推
進

に
向
け
た
移
植
指
針
の
改
正
案

を
ま
と
め
た
。
臓
器
提
供
者
が

恒
常
的
に
不
足
す
る
中
、
移
植

医
療
に
生
か
さ
れ
ず
捨
て
ら
れ

る
臓
器
を
少
し
で
も
減
ら
す
の

が
狙
い
で
、
年
内
に
も
適
用
さ

れ
る
。

摘
出
さ
れ
た
病
気
の
臓
器
で

も
、
移
植
を
受
け
た
患
者
の
体

米ネ ッ トワーク

内
で
は
機
能
す
る
場
合
が
あ

る
。

日
本
で
は
字
和
島
徳
洲
会

病
院
(
愛
媛
県
〉
の
万
波
誠
医

師
ら
が
、
腎
が
ん
患
者
な
ど
か

ら
摘
出
し
た
腎
臓
の
病
変
部
分

を
切
除
し
て
移
植
す
る
「
病
気

腎
移
植
」
と
し
て
臨
床
研
究
を

進
め
て
い
る
が
、
日
本
移
植
学

会
な
ど
は
「
医
学
的
妥
当
性
が

な
い
」
と
反
対
し
て
い
る。

U
N
O
S

の
既
存
指
針
で

は
、
臓
器
提
供
者
に
と
っ
て
は

健
康
上
の
利
点
が
な
い生
体
移

植
と
閉
じ
扱
い
で
実
施
条
件
が

病
患
者
に
玉
突
き
式
に
移
植
す

る
「
ド
ミ
ノ
肝
移
植
」
の
増
加

を
期
待
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。

厳
し
い
が
、
必
要
な
手
続
き
を

一
部
簡
素
化
し
「
摘
出
手
術
を

受
け
た
患
者
が
、
よ
り
簡
単
に

提
供
者
に
な
る
こ
と
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
た
」
(
U
N

O
S

関
係
者
)
と
し
、
正
規
の

移
植
医
療
と
し
て
位
置
付
け

る
。

提
供
さ
れ
る
臓
器
は
、
腎
臓

が
ん
患
者
の
腎
臓
や
、
メ
ー
プ

ル
シ
ロ
ッ

プ
尿
症
患
者
の
肝
臓

な
ど
も
想
定
し
て
い
る。

主
に

は
、
肝
臓
移
植
を
受
け
た
患
者

か
ら
摘
出
し
た
肝
臓
を
別
の
重

に
よ
る
も
の
で
、
仕
事
な

ど
の
都
合
が
つ
か
な
か
っ

た
り
家
族
の
同
意
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
適
合
す
る
ド

ナ
ー
に
は
同
パ
ン
ク
が

「
適
合
通
坦
を
郵
送
す

る
が
、
返
信
が
な
い
な
ど

O
A
W
/
O
 

刊
M
o
-

「
公
益
財
団
法
人
日
本
の
移
植
を
待
つ
患
者
に
と

骨
髄
パ
ン
ク
」
(
東
京
都
っ
て
、
移
植
に
必
要
な
白

平
代
田
区
)
の
ド
ナ
l

登
血
球
(
H
L
A型
)
の
適

録
者
自
万
7
3
8
4

人
合
者
を
見
つ
貯
る
に
は
登

(
2
0
1
6年
1

月
末
現
録
者
は
多
い
方
が
望
ま
し

在
)
の
う
ち
、
転
居
な
ど
い
。
同
パ
ン
ク
は
「
転
居

で
6

万
3
1
5
5

人
(
目
し
た
ら
忘
れ
ず
に
住
所
変

・
8

物
)
の
住
所
を
把
握
更
を
届
け
出
て
ほ
し
い
」

で
き
ず
、
同
パ
ン
ク
が
連
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

絡
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
同
パ
ン
ク
は
登
録
者
向

て
い
る
o
a泊噛
病
な
ど
で
け
に
機
関
誌
を
毎
年

1

回

骨
髄
や
末
梢血
幹
細
胞
送
付
。
住
所
不
明
で
戻
つ

住
所
不
明

て
き
た
登
録
者
は
移
植
に

必
要
な
白血
球
の
照
合
デ

ー

タ
ベ
ー
ス
か
ろ
外
し
、

移
転
先
の
届
貯
出
が
あ
れ

ば
再
登
録
す
る
。
住
所
不

明
者
は
毎
年
全
体
の
1

割

を
超
え
る
と
い
う
。

間
パ
ン
ク
に
よ
る
と
、

9

割
の
患
者
に
は
適
合
ド

ナ
ー
が
見
つ
か
る
が
、
実

際
に
移
植
で
き
る
の
は
6

割
に
と
ど
ま
る
。

で
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
(
日
)
に
は
ド
ナ
ー
が
見

つ

ケ
l

ス
は
全
体
の
目・
1

か
り
、
移植
手
術
が
成
功

物
だ
っ
た
。
し
た
。
斉
木
さ
ん
は
「
患

新
潟
県
よ
越
市
の
会
社
者
と
家
族
は
祈
る
よ
う
な

員
、
斉
木
綾
子
さ
ん
(
日
)
思
い
で
待
っ
て
い
る
。
提

は
侃
年
、
長
男
の
雄
太
さ
供
の
意
思
を
持
ち
続
け
て

ん
(
当
時
叩
歳
)
を血液
い
る
な
ら
、
住
所
変
更
の

の
難
病
で
亡
く
し
た
。
雄
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
」
と

太
さ
ん
は
治
療
の
た
め
に
訴
え
る
。
問
い
合
わ
せ
は

骨
髄
移
植
が
必
要
で
、
適
同
ハ
ン
ク
(
01
2
0

・

合
ド
ナ
ー
は
叩
人
見
つ
か44
5

・

4
4
5
)へ
。

っ
た
が
、
健
康
検
査
に
応

【梅
田
彩
】

じ
て
く
れ
た
の
は
そ
の
う

ち
3

人
。
提
供
に
最
終
同

意
し
て
く
れ
る
ド
ナ
ー
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
雄
太
さ
ん
の
死

後
、
同
じ
病
気
を
抱
え
て

い
た
次
男
の
期
太
さ
ん

住所や電信醤号の変更届けを呼び

かける日本骨髄パンクの機関箆

〈共
同
通
信
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
6

日

(
土
)

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
1

日
(
火
)
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| ドナー同意に第三者立ち会い 信|

CD 
目

リスクの認識再確認

白
血
病
な
ど
を
治
揮
す
る
た
め
の
骨
髄
移
植
で
、
ド
ナ

l
(
提
供
者
)
が
憲
終
的
な
同
意
房
決
め

る
場
に
弁
護
士
が
立
ち
会
っ
て
い
る
。
手
続
き
に
問
題
が
あ
れ
ば
患
者
と
ド
ナ

l

双
方
の
命
に
関
わ

る
だ
げ
に
、
リ
ス
ク
の
十
分
な
説
明
を
受
付
た
か
ど
う
か
や
、
移
植
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
な
い
か
を
客
観
的
な
目
で
確
認
す
る
の
が
目
的
だ
。
東
京
弁
護
士
会
カ
派
遣
を
始
め
て

初
年
余
り
。
会
国
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

骨
髄
移
植
の
同
窓
立
皇
宮
い
に
つ
い
て

話
し
合
う
弁
箆
士H
2
0
1
5

年
U

月
、
東
京
・
霞
が
関
の
弁
護
士
会
館

ド
ナ
ー
に
な
る
に
は
、
ま
ず

日
杢
亦
十
字
社
に
登
録
す
る
。

検
査
で
移
植
に
適
す
る
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
日
本
骨
髄
パ
ン
ク

(
東
京
)
の
依
頼
を
受
フ
た
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
医
師
か
ら

詳
し
い
説
明
を
受
げ
る
。

弁
護
士
が
立
ち
会
う
の
は
、

そ
の
後
の
最
終
同
意
の
場
南

麻
酔
に
よ
る
恵
故
の
危
険
性
な

ど
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
あ

っ
た
か
や
、
ド
ナl
に
加
え
て

少
な
く
と
も
家
族
1

人
が
自
発

的
に
同
意
し
た
か
を
一
つ
一
つ

T金
4に
確
か
め
る
。

ド
ナ
l

の
最
終
同
意
が
終
わ

れ
ば
、
患
者
は
放
射
線
照
射
な

ど
の
移
植
準
備
に
入
る
。
そ
の

後
に
提
供
が
撤
回
さ
れ
る
と
患

者
の
命
に
危
険
が
及
ぶ
た
め
、

後
戻
り
は
原
則
で
き
な
い
仕
組 み

に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
弁
護
士
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
最
終
同
意
に
は
当
該
患

者
と
関
係
の
な
い
医
師
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
同
席
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
手
続
き
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
に
は
移
植
医
療
に
関

わ
っ
て
い
な
い
第
三
者
の
視
点

が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
医
師
ら
の
説
明
の
仕

方
次
第
で
は
、
ド
ナ
ー
に
心
理

的
圧
迫
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。

東
京
弁
護
士
会
は
年
に2

回
、
会
員
向
け
の
研
修
会
を
開

催
。
昨
年U
月
の
会
合
で
は
、

立
ち
会
い
の
経
験
者
か
ら
「
家

族
の
中
に1
人
で
も
反
対
す
る

人
が
い
た
場
合
で
も
手
続
き
を

進
め
て
い
い
の
か
悩
ま
し
い
」

東京や広島

「
積
極
的
同
意
な
の
か
消
極
的

同
意
な
の
か
ま
で
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
言
っ
た
声

が
上
が
っ
た
。

東
京
弁
護
+
志
田
は
1
9
9
5

年
に
骨
髄
パ
ン
ク
と
協
定
を
結

び
、
弁
護
士
の
派
遣
を
開
始
。

2
0
1
4
年
度
の
パ
ン
ク
か
ら

の
依
頼
件
数
は58
3

件
で
、

開
始
当
初
の5
倍
以
上
に
増
え

た
。
骨
髄
パ
ン
ク
に
よ
る
と
、

広
島
弁
護
士
会
も
派
遣
実
績
カ

あ
る
。

東
京
弁
護
士
会
の
骨
髄
等
提

供
同
意
立
会
特
別
委
員
会
委

員
長
の
服
部
真
尚
弁
護
士
は

「
ド
ナ
ー
が
リ
ス
ク
を
理
解
し

て
自
発
的
に
決
意
し
た
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
中
立
の
立

会
人
が
必
要
だ
」
と
強
調
。
日

年
に
骨
髄
を
提
供
し
た
テ
レ

ピ
東
京
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
豊
島

晋
作
さ
ん
(
お
)
は
「
弁
護
士

の
確
認
は
事
務
的
な
感
じ
だ

っ
た
が
、
か
え
っ
て
気
持
ち
が

盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
に
自

分
房
袴
静
に
見
つ
め
直
す
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

る
。

〈共
同
通
信
〉

京
都
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
程
日
(
火
)
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受
精
卵
で
ゲ
ノ
ム
編
集

基
礎
研
究
な
ら
容
認
も

内
閣
府
調
査
会

内
閣
府
の
生
命
倫
理
専
門
調

査
会
は
H
目
、
遺
伝
情
報
を
高

精
度
に
改
変
で
き
る
技
術
「
ゲ

順天堂大病院倫理委

ノ
ム
編
集
」
を
人
の
受
精
卵
に

適
用
す
る
是
非
に
つ
い
て
、
基

礎
的
研
究
な
ら
「
容
認
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
」
と
の
方
針
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
ほ
ぽ
合
意
し

た
。
不
妊
や
難
病
の
治
療
方
法

の
開
発
を
促
す
可
能
性
が
あ

り
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

と
判
断
し
た
。

遺
伝
子
を
改
変
し
た
受
精
卵

を
子
宮
に
移
擁
し
て
赤
ち
ゃ
ん

を
作
る
こ
と
に
は
「
現
時
点
で

容
認
で
き
な
い
」
と
の
姿
勢
を

示
し
た
。
来
月
に
も
報
告
書
を

4
人
の
卵
子
凍
結
承
認

浦
安
市
、
少
子
化
対
策
で
初

千
葉
県
浦
安
市
が
少
子
化
対
子
凍
結
の
是
非
は
妊
娠
率
や
健

策
と
し
て
順
天
堂
大
浦
安
病
院
康
へ
の
リ
ス
ク
な
ど
の
点
で
学

と
共
同
で
進
め
る
卵
子
の
凍
結
会
で
も
見
解
が
分
か
れ
る
。
「
出

保
存
研
究
で
、
叩
日
に
聞
か
れ
産
の
先
送
り
を
助
長
す
る
」
と

た
同
病
院
の
倫
理
委
員
会
が
女
の
批
判
も
あ
る
中
、
全
国
初
の

性
4
人
の
卵
子
凍
結
を
承
認
し
公
費
助
成
に
よ
る
卵
子
凍
結
が

た
こ
と
が
は
目
、
関
係
者
へ
の
動
き
だ
し
た
。

取
材
で
分
か
っ
た
。

健
康
な
女
凍
結
保
存
は
が
ん
治
療
の
副

性
が
将
来
の
妊
娠
に
備
え
る
卵
作
用
な
ど
に
よ
る
不
妊
を
避
け

※凍結した
卵子は45緩
までに利用

ま
と
め
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
人
の
受

精
卵
改
変
を
巡
っ
て
は
、
中
国

の
研
究
チl
ム
が
実
施
し
た
と

の
論
文
を
昨
年4
月
に
発
表

し
、
米
政
府
が
「
舗
聞
え
て
は
な

ら
な
い
一
線
だ
」
と
批
判
す
る

る
理
由
で
始
ま
っ
た
が
、
晩
産

化
が
進
む
中
、
加
齢
で
妊
娠
し

に
く
く
な
る
「
卵
子
の
老
化
」
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
康

な
女
性
も
希
望
す
る
ケ
l

ス
が

出
て
き
た
。
一
部
医
療
機
関
で

既
に
実
施
、
大
阪
府
の
却
代
女

性
が
凍
結
卵
子
で
出
産
し
て
い

た
こ
と
が2
月
に
判
明
し
た
。

市
は
2
0
1
5

年
7

月
か
ら

共
同
研
究
を
開
始
。
同
年
度
か

-
旬
。
年
間
で
計
9

千
万
円
の
補

助
金
を
交
付
す
る
。
対
象
は
市

内
に
住
む
採
卵
時
加3
M
歳
の

女
性
で
、
妊
娠
を
目
揮
す
た
め

凍
結
卵
子
を
使
う
場
合
は
、
日
出

歳
ま
で
が
原
則
。

声
明
を
出
し
た
。
一
方
、
英
国

で
は
先
月
、
受
精
卵
を
改
変
す

る
基
礎
研
究
計
画
が
承
認
さ

れ
、
昨
年
ロ
月
の
国
際
会
議
で

は
基
礎
研
究
を
容
認
す
る
声
明

が
ま
と
ま
る
な
ど、
日
本
国
内

で
も
ルl
ル
作
り
が
急
務
と
な

今
回
承
認
さ
れ
た4人
は
病

院
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
高
齢
出

産
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
上
で
、
倫
理
委
の
審
査
を

受
店
~
。
同
意
書
な
ど
の
確
認

を
経
て
採
卵
・
凍
結
へ
と
進
む

。

こ
れ
ま
で
に
聞
か
れ
た7回

の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約
羽
人
が
参

加
し
て
お
り
、
今
後
も
共
同
研

究
の
枠
組
み
の
下
で
卵
子
凍
結

が
続
く
見
通
し
。

市
に
よ
る
と
、
採
卵
や
凍
結
、

保
管
に
か
か
る
費
用
は
1

人
当

た
り
印
万1
印
万
円
程
度
。
補

助
を
受
け
れ
ば
自
己
負
担
額
は

注
射
や
投
薬
な
ど
叩
万
円
程
度

に
な
る
。

っ
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
時
日
(
火
)

卵
子
凍
結
を
め
ぐ
っ
て
は
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
委
員

会
が
昨
年2
月
ま
で
に
、
妊
娠

率
が
高
く
な
い
な
ど
と
し
て
、

「
推
奨
し
な
い
」
と
の
見
解
を
ま

と
め
た
。
一
方
で
、
日
本
生
殖
医

学
会
の
指
針
で
は
容
認
さ
れ
て

お
り
、
時
裏
口
が
分
か
れ
て
い
る
。

〈共
同
通
信
)

長
崎
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
沼
田
(
日
)
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施
設
の
う
ち
は
施
設
は
同
年
以
植
す
る
。
卵
子
の
段
階
で
は
、

降
に
開
始
し
て
お
り
、
今
後
も
移
穣
で
き
る
受
精
卵
に
な
る
か

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
だ
分
か
ら
ず
、
卵
子
凍
結
を

同
学
会
の
指
針
で
は
、
高
齢
行
っ
て
も
出
庫
で
き
る
確
率
は

出
産
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
羽
歳
高
く
な
ら
な
い
。

以
上
で
の
採
卵
や
必
歳
以
上
で
東
京
大
学
産
婦
人
科
の
大
須

の
使
用
は
推
奨
で
き
な
い
と
し
賀
穣
教
授
は
「
凍
結
卵
子
を
使

て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
う
こ
と
で
妊
娠
す
る
年
齢
が
高

卵
子
を
凍
結
し
た
女
性
の
約
4

く
な
る
と
、
卵
子
の
質
に
関
係

割
が
初
歳
以
上
で
採
卵
し
た
。
な
く
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
ゃ

い
る
と
回
答
し
た
。
年
間
計
万
件
行
わ
れ
て
い
る
早
産
な
ど
も
増
え
て
、
母
子
へ

そ
の
後
、
加
齢
な
ど
に
よ
る
体
外
受
精
で
は
通
常
、
卵
子
は
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

」
と
注

不
妊
対
策
と
し
て
、
健
康
な
女
凍
結
せ
ず
に
受
精
さ
せ
、
順
調
書
思
を
促
し
て
い
る
。

性
に
対
し
て
も
一
部
の
施
設
で
に
育
っ
た
受
精
卵
を
子
宮
に
移

始
ま
っ
た
o
m
年
に
日
本
生
殖

医
学
会
が
条
件
付
き
で
認
め
る

指
針
を
作
っ
た
こ
と
で
、
一
気

に
拡
大
し
た
と
み
ら
れ
る
。
お

4霊童
，呉F之

-1>> I 
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幻
医
療
機
関
実
施

出
産

健
康
な
女
性
を
対
象
に
、
将
来
の
出
産
に
備
え
た
卵
子
凍

結
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
闘
が
、
全
国
に
少
な
く
と
も
泊
施

設
あ
り
、
初
歳
代
の
女
性3
人
が
凍
結
卵
子
を
使
っ
て
出
産

し
て
い
た
こ
と
が
、
読
売
新
聞
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
施
設
で
は
今
年2
月
末
ま
で
に5
6
2

人
が
卵
子
を
凍

結
し
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
若
い
時
の
卵
子
を
保
存
し
て
お

け
ば
、
出
産
で
き
る
可
能
性
は
高
ま
る
が
、
「
母
子
へ
の
健

康
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
出
産
を
助
長
す
る
」
と
懸
念
す
る
声

も
あ
る
。

高
齢
出
産
助
長
懸
念
も

調
査
は
昨
年
叩
月
、
高
度
な

不
妊
治
療
を
行
う
施
設
と
し
て

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
に
登
録

す
る
5
9
7

施
設
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
。
四
日
ま
で
に
3
0

4

施
設
が
回
答
し
、
泊
施
設
が

健
康
な
女
性
の
卵
子
凍
結
実
施

人
数
な
ど
を
明A
rか
に
し
た
。

採
卵
時
の
女
性
の
年
齢
はu

j

却
歳
。
白
人
が
凍
結
卵
子
を

解
凍
し
て
使
用
し
た
。
出
産
し

た
の
は
、
セ
ン
ト
マ
ザl
産

婦
人
科
医
院
(
北
九
州
市
)
が 2

人
、
ォ
l

ク
住
吉
産
婦
人
科

(
大
阪
市
)
が
1

人
の
計3
人
。

い
ず
れ
も
未
婚
だ
っ
た
3

人
の

採
卵
時
の
年
齢
は
泊
、
泊
、
引

歳
。
結
婚
後
に
凍
結
卵
子
を
使

っ
て
体
外
受
精
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
初
、
組
、
必
歳
で
産
ん
だ

と
い
う
。

卵
子
凍
結
を
望
ん
だ
理
由
に

つ
い
て
各
施
設
に
復
数
回
答
で

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
今
は
パ
ー

ト
ナ
ー
が
い
な
い
」
(
泊
施
設
)
、

「
今
は
仕
事
が
忙
し
い
な
ど
で

初
歳
代
3

人

出
産
で
き
な
い
」
(
7施
設
)

な
ど
が
多
か
っ
た
。

卵
子
凍
結
は2
0
0
0

年
頃

か
ら
、
が
ん
治
療
な
ど
で
卵
巣

機
能
を
損
な
う
女
性
に
将
来
の

出
産
の
可
能
性
を
残
す
た
め
に

始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
卵
子

凍
結
は1
1
8

施
設
が
行
っ
て

出産

f.I. 
'
U
 

吃
戻

阻
巾
-
」

l
l
 

精
宮
娠

受
子
妊

。

-卵子凍結による出産までの流れ

a 
@解凍し、
受精卵を
作る

@凍結
保存

子+

。卵子を
録取

本紙調査

背
景
に
晩
婚
化
の
進
展

司
Jh

健
康
な
女
性
が
卵
子
凍

田
区

結
を
考
え
る
背
震
に
は

晩
婚
句
か
あ
る
。
却
歳
代
前
半

の
女
性
の
お
よ
そ3
人
に
1

人

は
未
婚
だ
。

今
回
の
調
査
で
は
、
卵
子
を

凍
結
し
た
女
性
の
多
く
が
お
歳

以
上
で
約4
割
が
ω
歳
以
上
だ

っ
た
。
妊
娠
や
出
産
の
確
率
が

か
な
り
低
く
な
っ
て
か
ら
、
卵

子
凍
結
に
望
み
を
託
す
女
性
が

多
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

卵
子
凍
結
の
希
望
者
を
社
会

的
に
支
援
す
る
動
き
も
出
始
め

た
。
千
葉
県
浦
安
市
は
市
内
の

却
i

泊
歳
の
女
性
が
希
望
す
る

場
合
、
費
用
の
一
部
を
負
担
す

る
。
女
性
社
員
を
対
象
に
、
凍

結
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
導
入
し
た
企
業
も
あ
る
。

だ
が
、
卵
子
凍
結
は
将
来
の

出
産
を
保
証
せ
ず
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
の
委
員
会
は
「
安

全
性
や
有
用
性
が
不
明
」
な
ど

と
し
て
推
奨
し
な
い
と
し
て
い

る
。子

ど
も
を
望
む
女
性
が
医
学

的
に
適
切
な
年
飴
で
産
み
、
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で

働
き
方
の
改
善
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

(
医
療
部
利
根
川
昌
紀
)

読

官冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
初
日
(
日
)
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緊急性低ければ高齢者

主美

ヲ丙

E釘

一C

-
台
を
使
い
、
高
齢
者
ち

の
搬
送
事
業
を
始
め
た
。

1
1
9

番
よ
り
緊
急
性
の

低
い
患
者
を
対
象
と
し
、

か
か
り
つ
け
医
の
要
謂
で

出
動
す
る
。
費
用
は
国
の

地
域
医
療
再
生
基
金
を
使

い
、
患
者
の
搬
送
料
負
担

は
な
い
。
日
年
ロ
月
ま
で

に
回
件
の
出
動
が
あ
っ

た
。同

様
の
取
り
組
み
は
、

町
田
市
と
葛
飾
区
の
医
師

会
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

町
田
市
医
師
会
で
は
凶
年

叩
月
3

同
年
ロ
月
に1
7

入
院
患
者
を
別
の
医
療
機
関
な
ど
に
搬
送
す
る
た
め
に
病
院
が
所
有
し
て
い
る
救
急
車
(
病
院
救
急
車
)

を
、
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど
の
搬
送
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
東
京
都
内
で
始
ま
っ
て
い
る
。

地
域
の
医
師
会
が
運
用
す
る
仕
組
み
で
、
か
か
り
つ
け
医
が
救
急
車
の
出
動
を
要
請
す
る
。
所
有
し
て
い

る
病
院
以
外
の
医
療
機
関
に
も
搬
送
す
る
の
が
特
徴
だ
。
活
用
が
拡
大
す
れ
ば
、
出
動
件
数
が
増
加
し
て

い
る
消
防
署
の
救
急
車
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。
【
福
島
祥

】

1

月
上
旬
、
東
京
都
八

王
子
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
師
か
ろ
「
医
療
法
人

社
団
永
生
会
・
南
多
摩
病

院
」
の
コl
ル
セ
ン
タ
ー

に
病
院
救
急
車
の
出
動
要

請
が
あ
っ
た
。
「
う
つ
病

の
男
性
が
と
と
数
日
眠
れ

ず
ふ
ら
つ
き
を
訴
え
、
同

居
の
家
族
も
介
髄
に
疲
れ

て
い
る
。
入
院
さ
せ
た
い

の
で
自
宅
か
ら
搬
送
し
て

ほ
し
い
」

措置を保障

ル普及ヘ
同
病
院
の
救
急
救
命
士

や
看
謹
師
が
病
院
救
急
車で
初
代
の
男
性
の
自
宅
に

出
動
。
男
性
を
救
急
車
に

。
患
者
の
受
け
入
れ
を
要
請

乗
せ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

師
が
指
定
し
た
、
南
多
摩

病
院
と
は
別
の
病
院
に
運

ん
だ
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

師
は
男
性
の
か
か
り
つ
け

医
で
、
日
ご
ろ
か
ろ
健
康

状
態
を
把
握
し
て
い
た
。

八
王
子
市
医
師
会
で

は
、
2
0
1
4

年
ロ
月
か

ら
南
多
摩
病
院
の
救
急
車

広
が
る
活
用

移維の側動幽の盲
平鳩

∞
m
∞
m

a
-
-相r
n
v
p、
J
r
、
d
a
a守

2

件
の
出
動
が
あ
っ
た
。

南
多
摩
病
院
の
益
子
邦
洋

院
長
は
「
こ
う
し
た
搬
送

シ
ス
テ
ム
が
広
が
れ
ば
、

消
防
署
の
救
急
車
へ
の
支

援
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」
と
話
す
。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る

と
、
消
防
署
に
配
備
さ
れ

て
い
る
救
急
車
の
出
動
件

数
は
は
年
に
約59
8

万

件
に
達
し
、
叩
年
前
か
ら

約
2

割
増
え
た
。
搬
送
者

に
占
め
る
高
齢
者
(
邸
歳 以

上
)
の
割
合
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
は
年
は
日
・

5

働
に
上
っ
た
。
通
報
か

ら
到
着
ま
で
の
所
要
時
聞

は
平
均8
・
6

分
で
、
叩

年
前
か
ら2
・
2

分
延
び

て
い
る
。
と
う
し
た
状
視

が
、
重
篤
患
者
の
搬
送
に

支
障
を
及
ぼ
す
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

異
聞
浩
・
杏
林
大
准

教
授
(
高
齢
医
学
)
は
、

「
軍
要
な
の
は
、
お
年
寄

り
が
消
防
署
の
救
急
車
を

で
き
る
だ
け
呼
ば
ず
に
済

む
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り

だ
。
病
院
救
急
車
の
活
用

は
そ
の
一
例
と
い
え
る
。

前
提
と
し
て
、
か
か
り
つ

け
医
や
地
域
の
病
院
が
在

宅
患
者
の
情
報
を
共
有
す

る
体
制
が
不
可
欠
だ
」
と

話
し
て
い
る
。

消
防
出
動
減
ヘ

県
な
ど
が
初
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
制
人
参
加

教
急
医
療
の
高
度
化
に
欠
か

せ
な
い
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
す
る
と
と
。

県
内
の
消
防
機
関
の
救
急
搬充
実
強
化
に
係
る
取
り
組
み
」

と
題
し
て
話
し
た
。

毎

日

(
東
京
)
・
夕
刊
2
0
1
6

年
3

月
5

日
(
土
)

実
強
化
や
救
急
教
育L果
た
す

役
割
の
大
き
さ
も
伝
え
た
。

県
警
薬
務
高
度
化
推
進
協

議
会
会
長
の
前
川
剛
志
県
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
は
「
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
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心肺麻生の手順音声で案内
メディカルコント口一

ー
ル
(
M
C
)体
制
の
充
実
強

化
を
考
え
る
「
山
口
県
整
読

C

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
がU
目
、
山

口
市
吉
敷
下
東
の
県
総
合
保
健

会
館
で
あ
っ
た
。
県
、
県
救
急
業

務
高
度
化
推
進
協
議
会
主
催
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
、
傷
病
者
の
救
命
率
向
上
な

ど
の
た
め
、
救
急
搬
送
を
担
当

す
る
救
急
救
命
士
に
対
す
る
医

師
の
指
示
・
指
導
、
救
急
活
動

の
事
後
検
証
、
教
育
な
ど
で
、

医
学
的
見
地
か
ら
救
急
救
命
士

の
救
急
救
命
措
置
の
買
を
保
障 送

や
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
の

円
滑
な
実
施
の
た
め
に
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
普
及
啓

発
を
図
ろ
う
と
、
県
と
同
協
議

会
が
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
初
め
て

開
催
。
県
内
や
中
四
園
、
九
州

の
救
急
救
命
士
、
救
急
医
療
機

関
、
行
政
関
係
者
ら
約
3
0
0

人
が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
、
北
九
州
地
域

救
急
業
務M
C
協
議
会
長
を
務

め
る
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
の

伊
藤
重
彦
医
師
が
「
地
域
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の

伊
藤
医
師
は
、
高
齢
化
社
会

の
進
盟
に
伴
い
、
今
後
、
高
齢

者
救
急
の
適
正
化
が
課
題
と
な

る
と
指
摘
。
紋
急
医
療
が
高
度

化
、
複
雑
化
す
る
中
、
救
急
救

命
士
で
な
い
通
信
指
令
員
が
通

信
指
令
業
務
を
担
う
現
状
で

は
、
地
域
で
異
な
る
救
急
需
要

や
業
務
規
模
に
影
響
さ
れ
な
い

教
育
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
や
充

実
化
が
必
要
と
強
調
し
た
。
北

九
州
市
で
の
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
地
域M
C
協
議
会
が
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
充

信
大
助
教
や
県
内
企
業
年
内
商
品
化
目
指
す

心
肺
停
比
状
態
の
人
に
心
臓
マ

ッ

サ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
音
声
で
誘
導
す
る
装
置
を
、
信
州

大
医
学
部(松
杢
巾)の
川
岸
久
太
蔵
教(叫
)や
県
内
の
製
護
者
な
ど
が
開
発
し
て
い
る
。

キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
型
で
、
自
分
の
身
も
守
れ
る
よ
う
防
犯
ブ
ザ

l

の
機
能
を
加
え
る。
「R
E
S
C
U
E

V
O
I
C
E
(レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
イ
ス)
」と
名
付
け
、
年
内
の
商
品
化
、
普
及
を
阜
で
て
い
る

。

川
岸
さ
ん
は
解
剖
学
が
専
門
。

救

告
薮
命
土
や
消
防
士
の
指
導
も
し
て

い
る。

音
声
誘
導
装
置
を
普
段
か
ら

身
に
着
け
る
こ
と
で
事
故
や
急
病
、

災
室
蒔
な
ど
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
!
と
設
計
会
社
ス
ワ

一
一l

(伊
那
市
)
の
橋
爪
良
博
社
長

(ω
)に
相
談。
橋
爪
さ
ん
の
呼
び
掛

け
に
地
元
企
業
が
応
じ
た
。

川
岸
さ
ん
ら
医
師
が
監
修
。

ス
ワ

装
置
は
縦
横5
Hン
ほ
ど。
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
、
人
が
倒
れ
て
い
た
ら

周
囲
に
助
け
を
求
め
、
脈
が
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
胸
骨
を
圧

迫
す
る
ー
な
ど
と
心
肺
蘇
生
の
手
順

を
説
明
す
る
音
声
が
流
れ
る
。

胸
骨

圧
迫
は
、
装
置
中
央
に
埋
め
込
ま
れ

た
ハ
l

ト
形
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

(L
E
D
)
の
点
滅
に
合
わ
せ
て
行

切
っ。

一
一l
が
ケl
ス
を
設
計
し
、
電
子
部

品
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
サ
イ
ミ
ッ
ク

ス
(茅
野
市)が
基
盤
を
開
発
す
る
。

K
O
A
(伊
那
市)が
量
産
、
タ
カ
ノ

(上
伊
那
郡
宮
田
村
)
が
販
売
管
理

な
ど
を
担
い
、
関
わ
っ
た
社
が
自
社

製
品
と
し
て
販
売
す
る
。

既
に
病
院

や
医
大
か
ら
注
文
が
あ
る
と
い
い
、

希
望
に
応
じ
表
面
に
病
院
な
ど
の
名

前
や
ロ
ゴ
マl
ク
を
印
刷
す
る。

キーホルダー型学校配布も検討

す
る
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

消
防
や
医
療
、
行
政
機
関
関
係

者
が
顔
が
見
え
る
関
係
を
拡
大

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

山
口
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
ロ
目
(土
)

騒
が
し
い
場
所
で
も
聞
き
取
れ
る

よ
う
音
量
や
音
質
を
調
整
し
た
り
、

電
池
切
れ
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
た

り
と
商
品
化
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

素
早
く
心
肺
蘇
生
を
始
め
ら
れ

る
よ
う
、
誘
導
の
せ
り
ふ
も
変
え
る

予
定。
子
ど
も
向
け
に
学
校
へ
の
配

布
も
検
討
中
だ
。

橋
爪
さ
ん
は「地
元
企
業
の
技
術

を
結
集
し
て
地
域
貢
献
に
つ
な
げ
た

い
」。
川
岸
さ
ん
は
「
心
肺
蘇
生
法

を
幅
広
く
普
及
さ
せ
、
一
人
で
も
多

く
の
人
の
命
を
助
け
た
い
」
と
し
て

い
る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
同
日
(
土
)
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一
切
合
失
調
症
叩
年

支
え
合
い
生
き
る

?
1

H
J
M
旬
精

神
…

f
ν
1
4
1
r
v
R

障
害
者
…

…
自
立
支
媛
活
動
賞
(
リ
リ
l
-

N
P
O
法
人
地
域
糟
神
保
健
福
…

…
持
機
構
(
千
葉
県
市
川
市
)
の
主
…

…
催
。
精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
や
…

…
自
立
を
促
す
活
動
に
取
り
組
む
人
…

…
や
団
体
を
表
彰
す
る
。
当
事
者
と
…

二
守
護
者
の
2

部
門
が
あ
る
。

文江さん(副中間百就労支援でï)万二一賞受賞
10年。仲間の就労支援や自費出版を

通じ社会とつながる。 3月 11日、精
神障害者自立支援活動賞(リリー賞)
を東京で受ける。(鈴中直美)

広島市中区の大江祥博さん (44) は
統合失調症と向き合いながら、同じ
悩みを抱える人を励まし続ける。幻
聴や被害妄想などの症状と付き合い

「
働
け
ば
前
に
進
め
る
」

大
主
c
ん
が
発
症
し
た
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
や
、
同
じ
境
遇
の
人
空
文

の
は
鈍
歳
の
頃
だ
。
東
京
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
え
合
う

E
ア
サ
ポ
ー
ト
」

で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
。
に
つ
い
て
・
い
た
本

3

冊

と
し
て
働
い
て
い
た
。
仕3
年
前
に
設
立
し
た
障
を
自
費
出
版
し
た
。

事
に
追
わ
れ
、
残
業
が
月
害
者
の
就
労
支
援
セ
ン
「
患
者
は
病
気
の
せ
い

2
0
0

時
間
に
な
る
こ
と
タl
F
L
a
T
(フ
ラ
ッ
に
し
て
多
く
の
こ
と
を
諦

も
。
「
死
ね
、
死
ね
」
と
ト
)
に
準
備
段
階
か
ら
闇
め
が
ち
。
私
自
身
、
働
く

頭
の
中
で
幻
聴
が
響
き
、
わ
っ
た
。
大
江
さ
ん
は
ス
こ
と
で
つ
ま
ず
き
な
が
ら

「
同
僚
が
話
し
て
い
る
だ
タ
ッ
フ
と
し
て
利
用
者
も
前
に
進
み
、
生
き
が
い

け
で
悪
口
に
聞
こ
え
た
」
と
一
緒
に
求
人
情
報
誌
を
持
て
た
。
病
が
あ
っ
て

と
い
う
。
入
院
し
て
症
状
を
め
く
り
、
履
歴
・
の
書
も
人
生
は
楽
し
い
」

は
治
ま
っ
た
が
、
今
も
薬
き
方
を
助
言
す
る
。
「
病

を
飲
ん
で
い
る
。
気
は
し
ん
ど
い
経
験
だ
っ

就
労
支
援
に
携
わ
っ
た
た
け
ど
、
プ
ラ
ス
に
生
か

の
は
、
退
院
後
に
仲
間
と
す
こ
と
も
で
き
る
」
と
詰

職
探
し
を
し
た
の
が
き
っ
す
。

か
け
。
働
い
た
経
験
が
な
統
合
失
調
症
は
約

1
0

ぃ
、
仕
事
が
長
警
し
なO
人
に1
人
が
な
る
と
い

い
な
ど
患
者
の
相
談
に
乗
わ
れ
る
が
、
理
解
は
進
ん

っ
た
。
自
身
の
経
験
を
交
で
い
な
い
。
自
身
の
経
験

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
幻
自
(
土
)

沖
縄
市
で
上
映
会
支
援
者
ら
課
題
議
論

【沖
縄】
イ
タ
リ
ア
映
画
「
む
か
し
M
a
t
t
oの
町
が
あ
っ
た
」
の
上
映

会
と
ク
ロ
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
(上
映
実
行
委
員
会
主
催
)
が1
月
ω
目
、

沖
縄
市
登
川
の
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た

。

映
画
は
精
神
科
病
院
を

廃
止
し
た
実
在
の
精
神
科
医
ブ
ラ
ン
コ

・

パ
ザl
リ
ア
の
苦
闘
と
、
精
神
障
が

い
者
と
の
交
流
を
錨
く

。

映
画
上
映
と
と
も
に
県
内
の
精
神
医
療
の
現
状
と
課

題
で
登
壇
者
と
参
加
者
が
討
議
し
た

。

イ
タ
リ
ア
語
で
「
M
a
t

t
o

」
と
は
「狂
気
彩
持
つ

A
Cと
訳
さ
れ
る
。
「
イ
タ

リ
ア
の
精
神
病
院
閉
鎖
ι
入

所
者
の
地
減
移
行
か
ら
学

ぶ
」
を
テl
マ
に
5

人
が
登

担
し
、
討
議
し
た
。

司
会
は
自
立
位
落
セ
ン
タ

ー
リ
ン
グ
リ
ン
グ
(神
戸

市
)
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
船
橋
裕
晶
さ
ん
が
務
め

た
。

登
壇
者
は
ワl
ク
プ
ラ

ザ
ユ
ニ
テ
ィl

(沖
縄
市)

の
就
労
支
援
員
の
安
里
盛
和

さ
ん
、
同
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
の
比
嘉
寿
さ
ん
、
自
立

セ
ン
タ
ー
イ
ン
ク
ル
l

シ
プ

の
小
浜田
登
美
さ
ん
と
上
原

一
美
さ
ん
。

登
壇
者
は
、
映
画
で
の
患

者
の
扱
わ
れ
方
な
ど
感
事
乞

交
え
て
、
措
置
入
院
な
ど
の 在

り
方
に
つ
い
て
発
言
し

た
。
「
日
本
で
は
医
者
の
力

が
大
き
す
ぎ
て
、
患
者
の
回

復
を
も
左
右
し
て
い
る
感
じ

が
す
る
」
「
支
配
す
る
側
と

さ
れ
る
側
に
単
純
に
分
け
ら

れ
る
と
、
支
配
す
る
側
の
行

動
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
関

係
性
が
お
か
し
く
な
る
」
な

ど
の
霊
泉
あ
っ
た。

ま
た
「
対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
し
で
強
制
入

院
を
安
易
に
や
っ
て
い
な
い

か
」
な
ど
の
疑
問
も
出
号
フ

ロ
ア
か
ら
は
専
門
家
が
「米

国
で
は
入
院
措
置
が
適
切
か

ど
う
か
を
法
廷
が
出
向
い
て

で
も
判
断
す
る
。

日
本
の
医

療
は
医
者
の
さ
じ
加
減
で
保

護
、
入
院
な
ど
が
決
ま
る
き

ら
い
が
あ
り
、
法
律
の
発
言

権
が
弱
い
」
と
他
国
の
事
例 を

挙
げ
意
見
産
地
べ
た

。

園
内
精
神
医
療
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
登
壇
者

か
ら
は
「
現
在
の
精
神
医
療

に
は
、
あ
る
種
の
革
命
が
必

要
で
、
話
し
合
い
室
哲
合

い
な
ど
、
患
者
に
向
き
合
う

手
法
が
い
つ
か
確
立
で
き
れ

ば
と
思
う
」
と
要
望
が
出
さ

れ
た。
蛍
漉
者
や
フ
ロ
ア
の

参
加
者
か
ら
は
「
患
者
が
人

と
し
て
噂
厳
を
持
っ
て
生
き

て
い
く
た
め
に
当
事
者
同
士

の
情
報
の
共
有
が
必
要
。
市

民
に
も
広
く
精
神
医
療
の
現

状
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
琴
言
が
あ
っ
た

。

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月

m
日
(
水
)
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35年続く病棟「全開放」

岡
山
県
倉
敷
市
に
あ
る
ま
き
び
病
院
は
、
精
神
科
で
は
全
国
的
に
珍

し
い
「病
棟
の
治
時
間
全
開
放
」
を
、
お
年
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
て

い
る
。

閉
鎖
病
棟
(出
入
り
口
を
施
錠
し
た
病
棟)で
の
治
療
が
一
般

的
な
急
性
期
の
患
者
も
例
外
で
は
な
い
。

な
ぜ
、
「全
開
放
」
に
こ
だ

わ
る
の
か。
そ
の
考
え
方
と
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

岡
山
の
精
神
科
・
ま
き
び
病
院

病
棟
ロ
ビl
の
長
い
す
に
座
っ
て

い
た
女
性
患
者
が
、
出
口
に
向
か
っ

て
歩
き
出
し
た。
別
の
患
者
が
「ど

こ
行
く
の
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
引

病棟の24時間金開放を続けるまき

=岡山県倉敷市
35年間にわたり 、

び病院

き
留
め
る。
す
ぐ
後
を
追
っ
て
き
た

看
護
師
が
、
女
性
を
病
棟
内
に
連
れ

戻
し
た。

統
合
失
調
症
を
患
う
女
性
の
病
状

は
、
一
般
的
な
病
院
な
ら
閉
鎖
病
棟

に
入
院
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

レ
ベ
ル
に
あ
る。
だ
が
、
ま
き
び
病

院
の
全
1
4
5

床
の
う
ち
、
鍵
が
な

い
と
聞
か
な
い
の
は
、
か
な
り
重
度

の
患
者
に
使
う
保
護
治
療
室
5

床
の

み
。

病
棟
出
入
り
口
は
ク
レ
セ
ン
ト

錠
で
、
夜
で
も
内
側
か
ら
簡
単
に
開

/
\。

「非
常
勤
宝
百
め
約
印
人
い
る
正

・

准
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
全
職
員

が
病
棟
、
職
種
の
枠
を
超
え
て
連
携

し
、
患
者
の
動
き
に
目
を
配
っ
て
い

る
。
急
性
期
の
場
合
は1
対
1

で
看

護
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
、
大
久
保

美
津
看
護
部
長(臼
)は
い
う
。

女
性

の
例
の
よ
う
に
患
者
が
協
力
し
て
く

れ
る
ケ1
ス
も
珍
し
く
な
い
。

全職員が目配り/急性期は 1 対 1 看護

-

こ
う
し
た
手
法
は
医
療
側
に
とっ

て

「相
当
し
ん
ど
い
」(大
久
保
看

護
部
長)
。閉
鎖
病
棟
の
あ
る
病
院

か
ら
移
っ
て
き
子
主
看
護
市(紛
)は

「万
歩
計
の
数
値
が3
倍
に
な
っ
た
」

と
明
か
す。

そ
れ
で
も
「全
開
放
」
に
こ
だ
わ

る
理
由
を
、
一
色
隆
夫
院
長(冗
)は

「閉
鎖
前
提
の
看
護
で
は
、
患
者
は

常
に
『
管
理
さ
れ
る
側
』
に
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
」
と
説
明
す
る
。

そ
う

し
た
環
境
は
「精
神
疾
患
の
大
敵
と

な
る
ス
ト
レ
ス
を
増
す
だ
け
で
な

く
、
患
者
本
人
の
自
立
心
を
奪
う
と

と
に
も
な
る
」
と
い
う
の
だ
。

だ
か
ら
、
医
療
者
と
患
者
が
対
等

な
関
係
を
築
き
、
患
者
自
身
の
「こ
う

あ
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
尊
重
す

る
こ
と
を
、
病
棟
運
営
の
基
本
に
据

え
て
き
た。
「
誰
も
が
安
心
し
て
寝
泊

ま
り
で
き
る
宿
屋
」
。

一
色
院
長
は

理
想
の
病
院
像
を
こ
う
表
現
す
る
。

薬
だ
け
に
頼
ら
ず
、
患
者
を
信
じ

て
寄
り
添
う
|。
そ
の
考
え
方
は
、

地
域
で
暮
ら
す
重
度
精
神
障
害
者
を

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
全
国
で
活

動
例
が
増
え
て
い
る「包
括
型
地
域

生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム(A
C
T
)」

に
近
い。

1
9
8
1

(昭
和
田)
年
の
開
院

以
来
、
大
き
な
事
故
は
起
き
て
い
な

い
。

入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
は

常
に
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
。

お
年
間
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

急
性
期
室
百
め
た「全
開
放
」
が
不

可
能
で
は
な
い
こ
と
を
実
証
し
て
き

た
と
い
っ
て
い
い。

「自
由
す
ぎ
て
困
惑
す
る
部
分
も

あ
る
」
と
い
う
患
者
も
い
る
が
、
そ

-
コ
話
す
表
情
に
暗
さ
は
な
い
。

前
述

の
准
看
護
師
も
「こ
こ
の
患
者
さ
ん

は
、
目
が
生
き
生
き
し
て
い
る」と

話
し
、3
倍
歩
き
回
っ
た
効
果
を
実

感
し
て
い
る。

専
門
職
ロ
人
が
所
属
す
る
相
談
室

の
吉
村
尚
江
主
任(必
)H
作
業
療
法

土
H

は
「精
神
疾
患
で
は
、
行
動
制

限
し
た
方
が
治
療
効
果
が
出
る
患
者

が
い
る
と
と
も
事
実」
と
し
た
上
で

函
鎖
病
棟
は
患
者
を
一
つ
の
ルー

ル
で
縛
り
が
ち
に
な
る。
開
放
、
閉

鎖
の
是
非
よ
り
、
患
者
の
個
別
性
を

見
極
め
た
対
応
が
で
き
て
い
る
か
が

重
要
だ
と
思
う
」
と
話
し
た
。

会
宅
太
郎
)

南
日
本
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
同
日
(
火
)

4砂
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佐
賀
大
学
医
学
部
の
出
願
賢
治

教
授
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
が
、
微
量
の
涙
を
用
い
て
重
症

の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を
高
精

度
で
判
定
す
る
方
法
を
発
見
し

た
。

涙
に
合
ま
れ
る
特
定
の
タ
ン

パ
ク
質
の
量
で
重
症
、
軽
症
を
数

分
で
判
定
し
、
適
切
な
治
療
が
す

ぐ
に
可
能
と
な
る
。

大
手
臨
床
検

査
薬
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
商
品
他

も
進
め
て
い
る
。

研
究
は
鶴
見
大
学
歯
学
部
附
属

病
院
(神
奈
川
県)
の
協
力
を
得

て
、
患
者
と
健
常
者
合
計
百
人
分

の
デl
タ
を
、
佐
賀
大
チl
ム
が

解
析
し
た。
研
究
成
果
が7
目
、

米
国
の
専
門
誌「ジ
ャ
ー

ナ
ル
・

オ
ブ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ド
・

ク
リ
ニ
カ
ル
イ
ミ
ュ
ノ
ロ
ジ
l

」

電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

自
の
か
ゆ
み
や
充
血
、
腫
れ
が

主
な
症
状
の
ア
レ
ル
ギー
性
結

膜
炎
患
者
は
、
ス
ギ
花
粉
症
の

増
加
に
よ
り、

推
計
で
園
内
2

千
万
人
に
上
る。
た
だ
、
中
に
は

脂
肪
肝
診
断
に
M
R
E有
効

横
浜
市
大
が
確
認
胸
に
振
動
す
る
機
器 佐賀大医学部グループ発見

特定タンパク質着目
ア
ト
ピ
l

性
皮
膚
炎
に
合
併
し

て
発
症
す
る
ア
ト
ピl
性
角
結

膜
炎
(A
K
C

)
な
ど
最
悪
の
場

合
、
失
明
の
可
能
性
が
寄
畠
一
症

タ
イ
プ
も
あ
り
、
早
期
に
症
状
の

程
度
を
見
分
け
る
必
要
が
あ
っ

た
。研

究
は、
ア
ト
ピ
|
性
皮
膚炎

な
ど
で
増
え
る
と
さ
れ
る
タ
ン
パ

ク
質
の
ペ
リ
オ
ス
チ
ン
に
着
目
し

た
。

涙
液
中
の
濃
度
判
定
で
重
症

の
A
K
C

は
極
端
に
高
く
、
青
少

年
に
多
く
見
ら
れ
る
中
程
度
の
症

状
の
「春
季
カ
タ
ル」
は
や
や
多

か
っ
た。

花
粉
に
よ
る
季
節
性
ア

レ
ル
ギ
ー
は
微
量
で
、
健
常
者
は

検
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
最

近
の
M
R
ー
で
は
ソ
フ
ト
が

標
準
装
備
さ
れ
て
い
る
と
い

マ
つ。同

大
に
よ
る
と
、
成
人
男

性
の
約ω
%
が
脂
肪
肝
で
、

そ
の
う
ち
非
ア
ル
コ
ー
ル
性 な

り
や
す
い
脂
肪
肝
だ
。

安

価
な
超
音
波
検
査
は
肥
満
の

人
や
肋
骨
の
聞
が
狭
い
人
で

は
で
き
ず
、
血
液
検
査
だ
け

で
は
確
定診
断
で
き
な
い
と

い
う
。
肝
生
検
は
入
院
し
、

針
を
刺
し
て
調
べ
る
た
め
息

ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

「回
%
の
確
率
で
区
別
が
可
能」

と
結
論
付
け
た
。

研
究
成
果
を
基
に
し
た
検
査
キ

ッ
ト
は
早
げ
れ
ば2、
3

年
で
実

用
化
さ
れ
る
見
通
し
。

血
液
検
査

に
比
べ
、
採
血
の
痛
み
を
伴
わ
ず
、

そ
の
場
で診
断
で
き

。

出
原
教

授
は
「重
症
タ
イ
プ
は
子
ど
も
に

多
く
、
初
診
は
か
か
り
つ
け
の
小

児
制
と
い
う
ケ
!
ス
も
多
い

。

眼

糾
の
専
門
医
で
も
難
し
い
診
断
が

迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

早
期
の
治
癒
議
待
で
塁
と

意
義
を
説
明
す
る
。

(村
上
大
祐)

佐
賀
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
8

日
(
火)

で
肝
臓
を
観
察
す
る
た
め
、

線
維
化
や
脂
肪
化
が
正
確
に

分
か
る
。

た
だ
、
肝
臓
の
ご

く

一
部
し
か
測
定
で
き
ず

「精
度
の
ば
ら
つ
き
が
多
い
」

(
今
城
助
教
)
と
い
う
問
題

が
あ
る。
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横
浜
市
立
大
学
の
今
城
健
人
助
教
ら
の
研
究
チ

1

ム
は
、
悪
性
の
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
の
診
断
に
、
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
(
M
R
I
)が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。

現
在
は
超
音
波
や
肝
生
検
を
組
み
合
わ
せ
て
診
断
す
る
施
設
が
多
い
が
、
肥
満
の
人
で
は

検
査
で
き
な
か
っ
た
り
、
患
者
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
り
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

M
R
I

で
病
気
の
進
行
度
を
把
鐙
す
る
こ
と
で
、
肝
生
検
を
す
る
患
者
を
減
ら
せ
る
と
い
う
。

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
患
者
負
担
減
ら
す

M
R
I
検
査
の
際
、
胸
の

上
に
振
動
す
る
機
器
を
置

き
、
肝
臓
で
反
射
さ
れ
た
波

を
読
み
取
る。
健
康
な
軟
ら

か
い
組
織
を
育
く
、
脂
肪
肝

で
線
維
化
し
て
硬
く
な
っ
た

組
織
を
赤
く
可
視
化
し
、
具

体
的
な
数
値
を
表
示
す
る
。 脂

肪
化
の
度
合
い
も
数
値
で

表
示
す
る
。

聞
大
で
診
察
し
た
患
者
1

4
2

人
と
健
康
な
人
叩
人
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れM
R
I

と
超
音
波
で
調
べ
た
。
ま
ず

肝
生
検
に
よ
り
、
線
維
化
の

進
行
度
を4
段
階
に
区
分
。 線

維
化
の
数
値
と
の
関
係
を

統
計
学
的
に
解
析
し
た
と
こ

ろ
、
ー
が
最
高
の
相
関
係
数

は
超
音
波
で0
・

市
1
0

・

位
、
M
R
I
で
0

・

m
s
0

・

m別
だ
っ
た
。
線
維
化
の
ど

の
段
階
で
もM
R
I
が
超
音

波
に
ま
さ
っ
た
と
い
う
。

ぜ
ん
そ
く
個
人
へ
予
報

肝
臓
の
硬
さ
の
目
安
と
さ

れ
る
酵
素
な
ど
も
血
液
検
査

で
調
べ
た
が
、M
R
I
が
最

も
肝
生
検
の
結
果
と
相
関
し

て
い
た
。
脂
肪
化
に
お
い
て

も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ

た
。
今
城
助
教
は「超
音
波

よ
り
M
R
I
の
方
が
有
用
で

あ
る
こ
と
が
示
せ
た
」
と
話

す
。M

R
I
で
進
行
度
を
調
べ

る
こ
と
で
、
症
状
が
最
も
進

ん
だ
人
だ
け
に
肝
生
検
を
す

る
な
ど
、
患
者
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

従
来
は
特
別
な
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
な
け
れ
ばM
R
ー
で
は

横
浜
市
内
の
総
合
病
院
で
唯
一
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
市
立
み
な
と
赤
十

字
病
院
(
岡
市
中
区
)
で
、
登
録
し
た
ぜ
ん
そ
く
患
者
一
人
一
人
の
症
状
悪
化
要
因
に
合
わ
せ

て
、
ぜ
ん
そ
く
の
発
生
を
予
測
す
る
「
個
別
ぜ
ん
そ
く
予
報
」
を

2
0
1
6

年
度
中
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
考
え
で
あ
る
こ
と
が4
日
、
分
か
っ
た
。

市
病
院
経
営
本
部
に
よ
る
と
、
世
界
的
に

も
珍
し
い
試
み
と
い
う。
同
日
の
市
会
予
算
特
別
委
員
会
で
、
城
樽
俊
副
本
部
長
が
仁
田
昌
寿

氏

(公
明
党
)
の
質
問
に
答
え
た。
(

石
尾
正
大
)

は
6
1
7

割
だ
と
い
う
。
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
中
で
も
、

1
1
2

割
が
悪
性
で
が
ん
に 者

負
担
が
大
き
い
。

確
定
診
断
に
使
わ
れ
て
い

る
肝
生
検
は
、
細
胞
レ
ベ
ル

非アルコール性脂肪肝の検査

・MRI

査検
e

d……

効

・
て

一

有

れ

一
り

守
主

一

は

一
注

一
院

院
一

液

刻
一

血

E

一

一
倒一

神

g

r

l

f
 

検
査
志

波
検
検
超

音
液
生

I
V
4
4

超
血
肝
司
問

。
二
。
。

M

肝
臓
の
硬
さ
や
指
肪
化
を
測
定

岡
本
部
に
よ
る
と
、
ア
レ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
閃
年
に
開

設
。

常
勤
6

人
、
非
常
勤
2

人

で
計
8

人
の
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門

医
が
お
り
、
H
H年
度
の
外
来
患

者
数
は
延
べ
約1
万
6

千
人
。

ぜ
ん
そ
く
患
者
へ
の
対
応
と

し
て
、
患
者
か
ら
メl
ル
送
信

さ
れ
て
き
た
呼
吸
機
能
の
測

定
結
果
に
基
づ
き
主
治
医
が

対
処
法
を
送
信
す
る
「
遠
隔
医

習
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
セ

ン
タ
l

が
市
内
外7
カ
所
に
設

置
し
て
い
る
気
象
観
測
装
置
か

ら
の
デ1
タ
を
基
に
し
た
「
ぜ

ん
そ
く
予
報
」
を
実
施
し
て
い

る
。凶

年
度
に
は
、
遠
隔
医
療
に

使
っ
て
い
る
患
者
の
呼
吸
機
能

の
測
定
結
果
と
ぜ
ん
そ
く
予
報

に
使
用
し
て
い
る
粉
じ
ん
、
花

粉
な
ど
の
気
象
デl
タ
を
組
み

舎
わ
せ
て
、
患
者
一
人
一
人
の

症
状
悪
化
の
原
因
を
特
定
。

個

一
同
+
静
注
意
喚
起
、
同
年
度
導
入 研

究
チ
ー
ム
は
今
後
、
多

く
の
施
設
でM
R
I
の
有
用

性
を
確
か
め
る
臨
床
試
験
を

実
施
す
る
ほ
か
、
治
療
前
後

で
M
R
I
を
実
施
し
て
効
果

を
確
か
め
た
い
と
し
て
い

る
。
将
来
的
に
は
肝
生
検
を

し
な
く
て
も
す
む
よ
う
、
デ

ー
タ
を
蓄
積
す
る
方
針
だ
。

(
藤
井
寛
子
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
刊
日
(
金
)

人
の
発
症
傾
向
を
つ
か
ん
だ
上

で
個
別
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る

「個
別
ぜ
ん
そ
く
予
報
」
を
導

入
し
て
い
く
方
針
と
い
う
。

同
セ
ン
タ
ー
を
受
診
す
る
患

者
の
約
3

割
は
ぜ
ん
そ
く
が
原

因
。

城
副
本
部
長
は
神
奈
川
新

慣
の
取
材
に
対
し
、
「
セ
ン
タ

ー
の
医
師
が
独
自
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た。
よ
り
患
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
で
き
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
5

日

(
土
)
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，.咽

匿冨

岡
閤
E Eヨ
r51ヨ
高司

閏
E副

-・圃圃圃

エ
ポ
ラ
出
血
熱
H

図
。
H

の
治
療
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
、
ギ
ニ
ア
で
臨
床
試
験
が
行
わ
れ
た
富
山
化
学
工
業

(東

京
、
菅
田
益
司
社
長
)
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
「ア
ピ
ガ
ン」
(
一
般
名・
フ
ァ
ピ
ピ
ラ
ピ
ル)H図
@
H

に
つ
い
て
、
試
験
を
行
っ
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
保
健
医
療
研
究
所

(I
n
s
e
r
m)
は
、
明
確
な
有
効
性
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
と
す
る
結
果
を
公
表
し
た

。

血
中
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
患
者
の
致
死
率
を
下
げ
た
も
の
の
、
医

学
上
、
有
効
と
認
め
ら
れ
る
水
準
に
は
達
し
な
か
っ
た

。

エ
ポ
ラ
治
療
薬
と
し
て
の
猷
験
は
い
っ
た
ん
終
結
す
る

。

た
だ
一
定
条
件
下
で
致
死
率
を
下
げ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

I
n
s
e
r
mは
エ
ポ
ラ
熱
の
後
遺
症
と
さ
れ
る
症
状

の
治
療
に
向
け
、
臨
床
試
験
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る

。

富
山
化
学
の
ア
ビ
ガ
ン

園
内4
カ
所
で
実
施
。

2
0
1
4

年
四

月
汀
臼5
四
年4
月
8

臼
に
患
者1
2

6
人
に
ア
ピ
ガ
ン
を
投
与
し
、
栄
埠
畳
分

な
ど
を
与
え
る
治
療
も
同
時
に
行
っ

た
。

う
ち1
1
1

人
を
対
象
に
、
血
中

の
エ
ポ
ラ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
や
死
亡
率
の

富
山
化
学
工
業
が
開
発
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
護
「
ア
ピ
ガ
ン
」

話
験
結
果
を
ま
と
め
た
論
文
が

2

日
、

米
オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
誌
に
掲
載
さ

れ
た。
論
文
に
よ
る
と
試
験
は
ギ
ニ
ア

…
は
発
熱
や
頭
痛
、
下
痢
や
出
血
で
、
致
死

…
率
は
お
5

叩
必。

@
エ
ポ
ラ
出
血
熱
エ
ポ
ラ
ウ
イ
ル
ス
一
@
ア
ピ
ガ
ン
富
山
化
学
工
業
が
富
山

が
原
因
の
急
性
感
染
症
。
世
界
保
健
機
関
一
事
業
所
(
富
山
市
下
奥
弁
)
で
、
抗
ウ
イ

(
W
H
O
)によ
る
と
、1
9
7
6

年
に
一
ル
ス
剤
の
研
究
に
よ
っ
て
見
い
だ
し
た
化

ザ
イl
ル
(
現
コ
ン
ゴ
)
な
ど
ア
フ
リ
カ

一

合
物
開
発
番
号T
1
7
0
5
。

白
木
公

中
部
で
初
め
て
集
団
発
生
が
確
認
さ
れ
て
一
康
富
山
大
大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部
教
授

以
降
、
定
期
的
に
潜
行
を
繰
り
返
し
て
い
…
と
の
共
同
研
究
で
、
動
物
実
験
で
の
有
効

る
。
野
生
の
コ
ウ
モ
リ
や
サ
ル
が
ウ
イ
ル
ス
位
を
確
認
し
た

。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療

ス
の
宿
主
と
さ
れ
、
感
染
し
た
人
の
血
液
日
療
と
し
て

2
0
1
4

年
3

月
、
臼
本
で
製

や
汗
な
ど
の
体
液
か
ら
感
染
す
る
。
疲
状
-
造
販
売
承
認
を
取
得
し
て
い
る

。

仏機関が臨床結果公表
関
係
な
ど
を
調
べ
た

。

治
療
開
始
時
の
血
中
ウ
イ
ル
ス
量
に

基
準
値
を
設
け
患
者
を
分
類
し
た
と
こ

ろ
、
基
準
よ
り
量
が
少
な
い
患
者
の
死

亡
率
は
却w
mか
ら
却w
mに
下
が
っ
た
。

一
方
、
血
中
の
量
が
多
い
患
者
で
は
こ

う
し
た
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
有
効
性
を
確
認
で
き
な
か

っ
た。
深
刻
な
副
作
用
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た。

薬
の
臨
床
試
験
で
は
通
常
、
有
効
成

分
を
合
ま
な
い
プ
ラ
セ
ボ
(偽
薬)
な

ど
を
投
与
す
る
グ
ル
ー
プ
も
般
け

、

結

果
を
比
較
す
る
。

た
だ
エ
ポ
ラ
ウ
イ
ル

ス
は
致
死
率
が
非
常
に
高
く
、
既
に

流
行
が
広
が
っ
て
お
り
、
倫
理
上
の
観

点
か
ら
試
験
で
は
全
て
の
患
者
に
ア
ピ

ガ
ン
を
投
与
し
た
。

こ
の
た
め
、
比
較

対
象
と
な
る
デ
l

タ
が
猷
験
開
始
前
に

得
ら
れ
た
も
の
な
ど
一
部
に
限
ら
れ

た
。富

山
化
学
工
業
と
ア
ピ
ガ
ン
の
共
同

研
究
に
取
り
組
ん
だ
白
木
公
康
富
山
大

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部
教
授
は

「デ

ー
タ
不
足
が
有
効
性
の
確
認
を
難
し
く

し
た
要
因
の
一
つ
」
と
説
明。

結
果
に

つ
い
て
「有
効
性
を
裏
付
け
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
致
死
率
を
下
げ
た
と

い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
の
は
大
き
な
成

果
」
と
話
し
て
い
る
。

エ
ボ
ラ
熱
で
は
、
治
療
後
も
眼
球
な

ど
体
の
一
部
に
ウ
イ
ル
ス
が
残
り
、
視

力
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
「ポ
ス
ト
エ
ポ
ラ
症
候
群
」
へ
の
対

応
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

。

今
回
の
試

験
結
果
を
踏
ま
え
、
I
n
s
e
r
mと

ギ
ニ
ア
政
府
は
共
同
で
、
同
症
候
群
に

対
す
る
ア
ピ
ガ
ン
の
臨
床
試
験
を
検
討

し
て
い
る。

エ
ポ
ラ
熱
の
流
行
は
現
時
点
で
終
息

傾
向
に
あ
る
が
、
次
の
流
行
も
懸
念
さ

れ
る。
白
木
教
授
は
、
ア
ピ
ガ
ン
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
と
し
て
日
本
で
承
認

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
「次
に
流

行
し
た
場
合
、
国
際
的
に
は
、
最
初
に

投
与
す
べ
き
治
療
薬
と
し
て
医
療
現
場

で
遺
ば
れ
る
可
能
性
が
高
い

」
と
指
摘

す
る。論

文
で
は
血
中
ウ
イ
ル
ス
量
と
腎
機

能
障
筈
の
程
度
が
死
亡
率
に
深
く
関
わ

る
こ
と
な
ど
、
エ
ポ
ラ
熱
の
研
究
に
向

げ
た
知
見
も
公
表
し
た

。

米
医
学
誌
は

こ
れ
ら
の
情
報
の
重
要
性
も
加
昧
し
、

論
文
を
掲
載
し
た
と
み
ら
れ
る

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

B

(木
)
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ワ
ク
チ
ン
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
症
予

防
に
使
わ
れ
て
き
た
ワ
ク
チ
ン
を
が

ん
な
ど
の
治
療
に
つ
な
げ
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
塩
野
義
製
薬
は
食

道
が
ん
の
治
療
用
ワ
ク
チ
ン
で
臨
床

試
験
(
治
験
)
の
最
終
段
階
に
入
っ

た
。

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
米
ベ
ン
チ

ャ
ー
と
組
み
、
ス
ギ
花
粉
症
な
ど
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
向
け
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
に
着
手。
人
体
が
本
来
持
つ
免
疫

の
仕
組
み
を
活
用
す
る
こ
と
で
副
作

用
の
少
な
い
治
療
薬
を
実
現
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
お
り
、
製
薬
各
社
の

開
発
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

予
防
か
ら
治
療
ヘ

塩
野
載
が
近
般
大
の
研
究

成
果
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら

開
発
を
進
め
る
ワ
ク
チ
ン
は

が
ん
細
胞
に
発
生
す
る
た
ん ぱ

く
質
の
一
一
種
を
人
工
的
に

合
成
し
た
も
の
だ。
こ
れ
を

体
内
に
打
ち
込
み
、
免
疫
細

胞
の
働
き
を
促
す
。

全
国
で

砂ワクチン 毒性をなくした
り弱めたりした病原体を医薬品
として作り込んだもの。人体に
投与すると、免疫機能が活性化
し、病原体と闘う抗体を体内に
作り出す。古くから細菌やウイ
ルスによる感染症の予防法とし
て使われてきた。

約
2
7
0

人
の
患
者
を
対
象
社
ル
ン
ド
ペ
ッ
ク
と
共
同
で

に
治
験
を
実
施
。
今
後
2

年
開
発
を
進
め
る
。
第1
段
階

で
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
確
認
の
治
験
を
早
け
れ
ば

2
0
1

し
、
製
品
化
を
目
指
す
。6
年
末
に
も
終
了
す
る
。
認

ア
ス
テ
ラ
ス
は
米
創
薬
ぺ
知
症
の
予
防
や
進
行
を
抑
え

ン
チ
ャ
!
の
イ
ミ
ュl
ノ
ミ
る
効
果
を
見
込
む
。

ツ
ク
・
セ
ラ
ピ
ュl
テ
ィ
ク
製
薬
各
社
が
治
療
用
ワ
ク

ス
(
ペ
ン
シ
ル
ペ
ニ
ア
州
)
チ
ン
開
発
に
力
を
入
れ
る
背

と
ス
ギ
花
粉
症
や
ピl
ナ
ツ
景
に
は
生
活
習
慣
病
ゃ
が
ん

ア
レ
ル
ギ
ー
向
け
に
開
発
を
な
ど
の
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

始
め
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
解
明
が
こ
の
数
年
で
大
き
く

を
発
症
し
た
後
に
投
与
し
て
進
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
病
気

も
、
治
癒
さ
せ
る
可
能
性
が
を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
が

機
は
広
が
る。
大
阪
大
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
フ
ァ
ン
ペ
ッ
プ

(
大
阪
府
茨
木
市
)
は
2

月
、

医
薬
品
卸
大
手
の
メ
デ
ィ
パ

ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(
H

D
)
と
提
携
し
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
効
く
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に

着
手
し
た。
今
後3
年
程
度

で
実
用
化
に
め
ど
を
付
け
た

い
考
え
だ
。

ワ
ク
チ
ン
は
製
造
コ
ス
ト

も
安
く
、
も
と
も
と
人
体
に

備
わ
る
免
疫
機
能
を
使
う
の

で
、
副
作
用
の
心
配
が
少
な

い
と
さ
れ
る
。
実
用
化
で
き

れ
ば
、
世
界
的
に
需
要
が
見

込
め
る
た
め
、
米
フ
ァ
イ
ザ

免
疫
活
用
、
副
作
用
少
な
く

あ
る
と
い
う。

特
定
さ
れ
、
狙
い
通
り
の
効

大
塚
製
薬
が
挑
む
の
は
ア
果
を
発
揮
す
る
ワ
ク
チ
ン
作

ル
ツ
ハ
イ
マ
l

型
認
知
症
り
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

だ
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
製
薬
会
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
も
商

日本企業は新型ワクチンの
開発にカを入れている

泡野義製薬

食道がんを対象に治験中

大塚厳司区

認知症の予防ワクチンが治験
入り

アステラス製薬

アレルギー疾患治療用に

玄日本住友製薬

白血病を引き起こす難病「骨
髄異形成症候群」向け。 2017年
にも最終治験入り目指す

ファンペップ

高血圧や糠尿病など治療向け

T ヲ

保険適用外で勝臓(すいぞう)
がん治療用を臨床応用済み

アンジェスMG

子宮頚(けし、)がん向け

ー
な
ど
海
外
大
手
も
開
発
を

進
め
て
い
る。
調
査
会
社
の

英
エ
バ
リ
ュ
エ
ー
ト
フ
ア
|

マ
に
よ
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
の

世
界
市
場
規
模
は
は
年
の
2

6
3

億
ド
ル
(
約
2

兆
9

千
億

円
)
。
予
防
だ
け
で
な
く
、

治
療
用
の
用
途
も
広
が
る
こ

と
で
、
却
年
に
は
3
4
7

億

ド
ル
に
砿
大
す
る
と
聞
社
は
予

測
し
て
い
る。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
勾
日
(
日
)

糖尿病薬、大腸がん予防に期待

絡
尿
病
の
治
療
薬
に
大
腸
ポ
リ
1

プ
の
再
発
リ
ス

ク
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
の
研
究
結
巣
を
横
浜
市

立
大
の
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
め
た
。
大
腸
ポ
リ

l

プ
は

進
行
し
て
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
大
腸
が
ん

の
予
防
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

3

目
、
英
専

門
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
オ
ン
コ
ロ
ジ
l

に
発
表
し
た
。

横浜市大研究ポリープ抑制確認

グ
ル
ー
プ
は
、
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
と
い
う
槍

尿
病
治
療
薬
を
飲
ん
だ
患
者
の
が
ん
発
生
率

が
低
い
と
い
う
報
告
に
注
目
。
動
物
実
験
で

大
腸
が
ん
を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
大
腸
ポ
リ

l

プ
を

切
除
し
た
患
者15
1

人
に
つ
い
て
効
果
を

調
べ
た
。
-
年
後
の
大
腸
ポ
リ

l

プ
再
発
率

は
、
偽
薬
を
飲
ん
だ
グ
ル
ー
プ
の
回
%
に
対

し
、
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
を
飲
ん
だ
グ
ル
ー
プ
は

担
%
。
震
い
副
作
用
は
な
か
っ
た
と
い
う

。

再
発
率
を
下
げ
る
薬
は
ア
ス
ピ
リ
ン
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
予
防
法
と
し
て
は
確
立
し

て
い
な
い
。
中
島
海
教
授
は
「
メ
ト
ホ
ル
ミ

ン
は
副
作
用
が
少
な
く
安
価
。
が
ん
の
抑
制

に
本
当
に
効
果
が
あ
る
か
さ
ら
に
検
討
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
(
瀬
川
茂
子
)

朝

日

(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

日
(
木
)
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薬剤師外来がん患者支え

抗
が
ん
剤
治
療
で
、
薬
剤
師
が
通
院
患
者
に
対
し
て
直
接
、
薬
の
副
作
用
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
、
相
談
に
応
じ
る
「薬
剤
師
外
来
」
が
総
合
病
院
を
中
心
に
県
内
で
も

禍
唱
え
て
い
る
。

か
つ
て
が
ん
治
療
は一定
期
間
の
入
院
が
必
要
だ
っ
た
が
、
医
療
の
進
歩

と
と
も
に
通
院
治
療
が
増
え
、
薬
剤
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ。
2
0
1
4

年
度
に
が
ん
患
者
に
対
す
る
投
薬
な
ど
の
説
明
に
保
険
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
導
入
を
後
押
し
し
て
い
る
。
(

矢
沢
慎
一
)

ItU・n811 
.. ・.... ，

一ー…-
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一ー
一ー
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薬
剤
師
法で
は
、
調
剤
の
際

に
患
者
ら
に
対
し
て
、
必
要
な

情
報
を
提
供
し
、
専
門
知
識
に

裏
打
ち
さ
れ
た
指
導
を
す
る
よ

う
求
め
て
い
る。

し
か
し
、
人

員
数
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
病
院
の
薬
剤
師
が
対

面
で
説
明
す
る
場
面
は
、
入
院

患
者
に
ほ
ぼ
限
ら
れて
い
た
。

一方
、
最
近
の
が
ん
の
治
療

は
、
が
ん
細
胞
を
狙
い
撃
ち
す

る
分
子
標
的
薬
の
登
場
な
ど
も

あ
り
、
「入
院
を
せ
ず
に
放
射

線
治
療
を
受
け
る」
「手
術
後
、

早
め
に
退
院
し
て
、
通
院
で
抗

が
ん
剤
治
療
を
受
け
る」
と
い

っ
た
ケ
1

ス
も
培
え
て
い
る。

し
か
し
、
通
院
の
場
合
、診

察
や
手
術
な
ど
が
た
て
込
む
医

師
だ
け
で
、
患
者
の
服
薬
の
確

認
や
副
作
用
が
出
て
い
な
い
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
薬
剤
師
が
定
期
的
に
面

談
し
て
指
導
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

昨
年
叩
月
か
ら
「薬
剤
師
外

来
」
を
始
め
た
済
生
会
和
歌
山

病
院
(和
歌
山
市
)
は
、
「が

ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
国
」

を
1

人
配
置。
主
に
医
師
の診

察
前
に
通
院
患
者
と
会
い
、
例

え
ば
、
副
作
用
を
薬
で
智
り
げ

る
場
合
、
適
切
な
薬
が
何
か
な

ど
を
、
患
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。

抗
が
ん
剤
な
ど
の
効
果
を

妨
げ
て
い
る
他
の
薬
を
服
用
し

て
い
る
こ
と
を
面
談
で
把
握
で

き
、
医
師
と
連
携
し
て
処
方
を

中
止
し
た
事
例
も
あっ
た
と
い

「気軽に相談」好評通院増加に対応

罰
が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
日
本
病
院
薬
剤
師
会

E

が
、
抗
が
ん
剤
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
だ
薬
剤

師
を
認
定
、
全
国
で
約94
0

人
(2
0
1
5

年
叩
月1
日

現
在
)
が
い
る。

ぅ
。同

病
院
は
抗
が
ん
剤
治
療
に

加
え
、
綿
密
な
服
薬
管
理
が
必

要
な
C

型
肝
炎
の
薬
剤
につ
い

て
も
同
日
月
か
ら
薬
剤
師
外
来

を
実
施。
が
ん
と
合
わ
せ
て今

ま
で
に
延
べ
1
0
0

人
を
超
え

る
患
者
と
面
談
し
て
き
た
と
い

う
。同

病
院
に
よ
る
と
、
患
者
か

ら
は
「診
察
で
忙
し
い
医
師
よ

り
、
薬
剤
師
に
は
気
軽
に言
え

る
」
「様
々
な
診
療
科
に
通
い
、

多
く

の
薬
を
飲
ん
で
い
る
状
況

を
、

(医
師
で
は
なく
)
薬
剤

師
に
な
ら
打
ち
明
け
ら
れ
る」

と
好
評
。

医
師
も
「副
作
用
が

い
ち
早
く
発
見
で
き
た
」
な
ど

と
評
価
し
て
い
る
と
い
う
。

県
内
で
は
、
県
立
医
大
病
院

(同
)
は
2
0
1
1

年
か
ら
、

日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ

ン
タ
ー
(同
)
で
も
ロ
年
か
ら
、

薬
剤
師
に
よ
る
通
院
患
者
への

面
談
を
実
施
す
る
な
ど
こ
こ
数

年
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

済
生
会
和
歌
山
病
院
の
丸
山

秀
夫
・
診
療
技
術
部
長
兼
薬
剤

部
長
は
「医
師
と
薬
剤
師
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
最
大
限
発

揮
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
患

者
の
た
め
に
な
る」
と
話
し
て

い
る
。

読
売
{
和
歌
山)・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
沼
田
(
日
)
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在
上宅
霊薬
童剤
雲管
2 理
組学
講ぼ
ヨ豆 、

墨つ

薬
剤
師
が
患
者
の
自
宅
に
出
向

き
、
医
師
と
連
携
し
て
治
療
に
当

た
る
仕
組
み
「
在
宅
薬
剤
管
理

(
H

M
R
)」
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

上
田
薬
剤
師
会
(
上
田
市
)
は
初

日
、
市
内
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
参

加
型
講
習
会
)
を
聞
い
た
。

同
会

が
友
好
提
携
を
結
ぶ
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
薬
剤
師
会
の
リ
リ
l

・
チ
ヨ

ン
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
県
内
外

か
ら
叩
人
余
が
参
加
し
た
。

チ
ョ
ン
さ
ん
に
よ
る
と
、HM

R
は
資
格
認
定
課
程
を
修
了
す
る

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
薬
剤
師

在
宅
患
者
と
の
接
し
方
に
つ
い

て
考
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
み
が
携
わ
り
、
患
者
と
の
直
談

を
通
し
て
健
康
状
態
や
治
揮
上
の

不
安
な
ど
を
聞
き
取
る
。

相
手
の

状
態
を
理
解
し
た
上
で
同
漏
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
、

薬
の
服
用
や
健
康
管
理
を
促
す
の

が
大
切
と
い
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
た
ば

V」
を
警
習
慣
の
き
理
基

性
肺
疾
患
の
男
性(臼
)に
ど
の
よ

う
に
禁
煙
砕
働
き
掛
け
る
か
ー
な

ど
具
体
例
を
提
示
。

参
加
者
か
ら

は
「
生
活
が
ど
の
よ
う
に
改
善
す

る
の
か
と
い
う
禁
煙
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
を
教
え
る」な
ど
の
意
貝
か

出
た
。参

加
し
た
薬
剤
師
の
中
村
英
俊

さ
ん
(犯
)H
上
田
市
下
丸
子H
は

「
忙
し
い
と
、
つ
い
専
門
的
な
言

葉
を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

相
手
に
接
す
る
姿
勢
や
話

し
方
な
ど
を
工
夫
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
て

い
た。

「在宅調剤」対応を強化

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
引
日
{
月
)

E~1R輩蔓望EEEヨ耳!万F~~=Eitif量

ト
ー
カ
イ
グ
ル
ー
プ
で
調
剤
薬
局
を
展
開
す
る

「た
ん
ぽ
ぽ
薬
局」
(岐
阜

市
若
宮
町
、
星
谷
卓
男
社
長
)は
、
薬
剤
師
が
在
宅
患
者
の
自
宅
や
高
齢
者
施

設
へ
薬
を
届
け
る「在
宅
調
剤」を
強
化
し
て
い
る
。

高
齢
化
と
医
療
費
削
減

の
流
れ
の
中
、
増
加
す
る
高
齢
者
施
設
な
ど
の
入
所
患
者
ら
に
対
応
す
る

。

全

1
1
8

店
舗
の
店
舗
網
で
1

月
末
現
在
、
制
店
舗
で
在
宅
対
応
し
て
お
り
、

2

0
1
7

年
3

月
末
ま
で
に
全
店
舗
で
の
対
応
を
目
指
す

。

(山
田
孝
二)

高
齢
者
支
援
、
健
康
状
態
も
確
認

た
ん
ぽ
ぽ
薬
局
は
、
隣

接
す
る
総
合
病
院
や
大
学

病
院
の
処
方
せ
ん
を
主
に

扱
う
門
前
特
化
型
と
し
て

展
開。
在
宅
調
剤
は20

1
3

年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。

在
宅
調
剤
は
、
薬
剤
師

が
在
宅
患
者
の
自
宅
へ
処

方
せ
ん
を
基
に
調
剤
し
た

薬
を
月
に
2

回
ほ
ど
届

け
、
服
用
状
況
な
ど
を
医

師
に
フ
ィ
ー
ドバ
ッ
ク
す

る
サ
ー
ビ
ス。
高
齢
者
施

設
で
は
医
師
の
回
診
に
同

行
し
、2
、

3

日
後
に
薬

を
届
け
る。

患
者
の
健
康

状
態
も
確
認
す
る
ほ
か
、

服
用
し
や
す
い
ツ
ー
ル
の

紹
介
や
飲
み
方
の
墓
喜

導
、
福
祉
用
具
の
紹
介
な

ど
ト
ー
タ
ル
で
在
宅
患
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

2
0
1
6

年
度
か
ら
の

診
療
報
酬
改
定
で
、
か
か

り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け

薬
局
な
ど
の
推
進
が
図
ら

れ
る
中
、
在
宅
対
応
を
進

め
る
こ
と
で
、
特
定
の
病

院
に
集
中
し
が
ち
な
処
方

せ
ん
の
分
散
を
図
る
と
と

も
に
、
か
か
り
つ
け
機
能 手

嵩
め
る。

た
ん
ぽ
ぽ
薬
局
が1
月

末
現
在
、
在
宅
調
剤
を
行

っ

て
い
る
剖
店
舗
で
は
、

岐
阜
、
愛
知
両
県
を
中
心

に
有
料
老
人
ホlム
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

、

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
計

約
1
1
0

施
設
、
個
人
宅

の
約
2
0
0

人
を
訪
問

し
、
在
宅
調
剤
を
行
っ
て

い
る
。

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

μ
日
(
木
)
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性
同
'ーーーー・

性
障
害
に
認
定
医

加
入
以
上
診
断
学
会
が9
人
発
表

の
認
定
医9
人
を
発
表
し

た
。
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
持
つ
認
定
医
が
増
え

る
ご
と
で
、
治
療
の
賓
が

確
保
さ
れ
、
治
療
施
設
が

広
が
る
乙
と
が
貝
会
志
れ

る
。
将
来
的
に
保
険
診
療

の
道
が
開
け
る
可
能
性
も

あ
る
。
中
塚
理
事
長
は
「
認

定
医
制
度
を
通
じ
て
、
G

I
D

の
治
療
は
必
要
な
医

療
だ
と
い
う
と
と
を
、
社

会
に
も
理
解
し
て
ほ
し

体
と
心
の
性
別
が
一
致
目
指
し
、
認
定
医
制
度
を

し
な
い
乙
と
で
苦
し
む
性
導
入
し
た
G
I
D

学
会

同
一
性
障
害
(
G
I
D
)
(理
事
長
・
中
塚
幹
也
岡

の
診
断
や
治
療
の
充
実
を
山
大
教
授
)
は
却
目
、
初

G
l
D

学
会
の
認
定
医

-ぺ
同
一
学
会
が
適
切
な
診
断
や
治
療
が
で
き
る
と

F
b
』
認
め
た
医
師
で
、
公
的
な
資
格
で
は
な
い
。

認
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
診
断
・
治
療
は
可
能

で
、
今
回
も
十
分
な
実
績
が
あ
り
な
が
ら
必
要
な
研

修
が
受
け
き
れ
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
医
師
も
い
る
と
い
う
。
認
定
医
制
度
に
は
、

専
門
的
な
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
の
買

を
確
保
す
る
狙
い
が
あ
る
。

が
、
二
月
に
実
施
さ
れ
た
看
護

師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
と
発

表
し
た
。
合
格
率
は
日
・
0
%

で
、
7

・
3
%
だ
っ
た
前
年
を

3

・
7

間
上
回
っ
た
。

計
四
百
二
十
九
人
が
受
験

し
、
合
格
者
の
円
訳
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
十
一
人
、
フ
ィ
リ
ピ

比
な
ど
外
国
人
訂
人

看
護
師
試
験
に
合
格

厚
生
労
働
省
は
二
十
五
日
、

経
済
連
携
協
定
(
E
P
A
)に

基
づ
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
日

し
た
看
護
師
候
補
者
四
十
七
人

GID学会が発表した認定医 (敬称略)
阿部輝夫(あぺメンタルクリニック=千

葉)マ石原理(埼玉医科大病院)マ内島豊
(涼心クリニック=埼玉)マ織田裕行(関西
医科大滝井病院=大阪)マ康純(大阪医科
大病院)マ中塚幹也(岡山大病院)マ針閲克
己(はりまメンタルクリニツク=東京)マ松
本洋輔(岡山大病院)マ百沢明(山梨大病院)

い
」
と
話
し
て
い
る
。

認
定
医
は
、
精
神
科
や

産
婦
人
科
、
協
尿
器
科
、

形
成
外
科
な
ど
の
専
門
知

識
や
技
術
に
加
え
、
性
別

ン
が
二
十
二
人
、
ベ
ト
ナ
ム
が

十
四
人
だ
っ
た
。
合
格
率
は
そ

れ
ぞ
れ
5
・
4
%
、
日
・
5

%
、
引
・
2

%
。
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
は
二O
一
四
年
か
ら
受
け
入

れ
を
始
め
た
が
、
合
格
率
が
最

も
高
か
っ
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
合
格
し の

違
和
感
を
抱
'
え
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
学
校
の

対
応
な
ど
社
会
的
な
課
題

を
知
る
と
と
も
求
め
ら
れ

る
。
加
人
以
上
を
診
断
し

た
経
験
が
あ
り
、
関
連
の

論
文
や
著
書
が
あ
る
と
と

も
条
件
。
今
回
は
、
既
に

実
績
の
あ
る
笠
宮
理
事
ち

が
認
定
医
と
な
っ
た
。

G
I
D

の
治
療
は
、
ホ

ル
モ
ン
療
法
の
ほ
か
性
器

の
形
成
手
術
な
ど
が
あ

る
。
戸
籍
の
性
別
を
変
更

す
る
た
め
に
は
、
性
同
一

性
障
害
特
例
法
で
精
巣
や

卵
巣
の
摘
出
と
い
っ
た

「
性
別
適
合
手
術
」
が
必

要
と
さ
れ
る
。
2
0
0
4
き
る
の
が
望
ま
し
い
。
各

年
の
法
施
行
か
ら
凶
年
ま
県
に
認
定
医
が
い
れ
ば
手

で
に
5
0
0
0
人
以
上
が
術
な
ど
を
行
う
チ

l

ム
が

性
別
変
更
を
認
め
ら
れ
た
作
れ
る
」
と
語
る
。
今
後

が
、
国
内
で
手
術
を
手
が
は
試
験
を
経
て
認
定
す
る

廿
る
施
設
は
限
ら
れ
る
。
仕
組
み
を
整
え
、
5
年
間

年
間
印
件
ほ
ど
実
施
す
で
印
人
の
認
定
医
膏
成
を

る
岡
山
大
は
来
夏
ご
ろ
ま
目
指
す
。
【
五
味
香
織
}

で
予
約
が
埋
ま
っ
て
お

り
、
1

件
数
十
万
ら
百
数

十
万
円
か
か
る
。
タ
イ
な

ど
費
用
が
安
い
海
外
で
手

術
を
受
廿
る
人
が
多
い
と

さ
れ
る
。
海
外
で
の
手
術

は
、
術
後
ケ
ア
が
不
十
分

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

中
塚
理
事
長
は
「
日
本

で
安
全
な
医
療
を
提
供
で 毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
引
日
(
月
)

外
国
人
候
補
者
に
対
し
て
は
、

試
験
時
間
の
延
長
や
漢
字
に
振

り
仮
名
を
付
け
る
と
い
っ
た
特

例
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

〈共
同
通
信

)

た
四
十
七
人
の
う
ち
四
十
一
人

は
、
北
海
道
、
宮
城
な
ど
十
八

都
道
府
県
の
受
げ
入
れ
医
療
機

関
で
働
い
て
い
る
。
残
る
六
人

は
施
設
名
公
表
に
同
意
し
な
か

っ
た
。

日
本
人
を
含
む
看
護
師
試
験

全
体
の
合
格
率
は
田
・
4
%
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
初
日
(
土
)
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200 
ヲ丙
IS壱
で

終
末
期
医療
病
気
や
成
し
た
。
し
か
し
日
年
の

‘
問
事
故
な
ど
で
回
復
調
査
で
は
、
医
師
の

3

入

信
也
が
同
窓
め
な
い
患
に1人
は
指
針
の
こ
と
を

者
へ
の
医
療
。20
0
6

知
ら
ず
、
周
知
不
足
が
浮

年
に
発
覚
し
た
射
水
市
民
か
ん
だ
。
「
終
末
期
〉
」
い

病
院
(
富
山
県
)
の
人
工
呼
う
語
感
が
冷
た
い
と
の
指

吸
器
取
り
外
し
問
題
を
受
摘
も
あ
り
、
厚
労
省
は
数

け
、
厚
生
哨
働
省
は
延
命
年
前
か
ら
「
人
生
の
最
終

治
療
な
ど
の
決
塞
乎
順
を
段
階
に
お
げ
る
医
療
」
と

定
め
た
指
語
を
明
年
に
作
の
表
現
を
使
っ
て
い
る

。

厚
労
省
今
秋
か
ら
チl
ム
育
成

機
関
向
け
に
同
様
の
研
修
支
援
チ

l

ム
は
医
師
、
合
う。

を
開
い
て
も
ら
い
、
終
末
看
護
師
の
ほ
か
、
介
護
保
厚
労
省
は
は

i

日
年
度

期
の
相
談
に
乗
れ
る
医
療
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
在
宅
療
に
、
世
産
町
の
稲
次
整
形

機
闘
を
さ
ら
に
増
や
し
て
養
生
活
の
調
整
を
す
る
医
外
科
病
院
な
ど
計
日
カ
所

い
き
た
い
考
え
。

療
ソ
l

シ
ャ
ル
ワl
カ
で
支
援
チl
ム
の
モ
デ
ル

超
高
齢
化
で
日
本
の
年
O

万
人
か
ら2
0
2
5

年
る
見
通
し。

「
多
死
社
加
を
想
定
し
て
お
り
、
す
終
末
期
医
療
で
は
、
ホ

l

、
保
健
師
、
介
護
福
祉
事
業
主
語

。

患
者
の
意

間
死
者
数
は
昨
年
の
1
3

に
は
1
5
4
万
人
に
壇
え
会
」
の
到
来
に
備
え
、
患
ぐ
に
喧
麗
に
移
せ
る
よ
う
ス
ピ
ス
や
緩
和
ケ
ア
病
土
ら
で
構
成
。

①
胃
ろ
う
思
決
塞
又
援
に
向
け
た
研

;
・
歳
以

上
嶋
障

者
の
意
思
を
尊
重
し
た
終
チ
l

ム
単
位
で
受
講
し
て
棟
、
在
宅
療
養
に
対
応
す
に
よ
る
栄
養
補
給
や
、
人
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

悌
円l
u

伝
七
U
E
o思
功
末
期
医
療
が
震
さ
れ
る
も
ら
う

。

る
診
療
所
な
ど
が
各
地
に
工
震
器
の
警
と
い
っ
て
い
る

。

馴
副
副
副
副
副
副

-E

襲
づ
く
り
き

。

厚
労
省
は
霊
費
と
し
あ
る
が
、
警
と
家
族
が2i

に
対

割
配
目
E
E
-
-回
目
回
目
・ω一
畑
一
明
朗
一

チ
l

ム
育
成
の
研
修
は
て
凶
年
度
予
算
案
に
約

6

延
命
治
療
や
み
と
り
方
な
す
る
緩
和
ケ
ア

③
自
宅
や

死

n
-
E

・
E

・
-
E
-
A
鶏

1
1
2日
間
で
、9
月
ご
千
万
円
を
計
上
し
て
お
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に
相
施
設
、
病
院
な
ど
最
期
を

澗

4
阻
阻
阻
同
一
刊誌

ろ
か
ら
害
ブ
ロ
ッ
ク
り
、
4
月
に
も
研
修
の
委
談
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
迎
え
る
書

-
E

に

1
1
J

同
川
川
団
叶
川
団
叫
川
川
田
附
出
店
で
開
く
予
定
。20
0

以
託
先
を
募
集
す
る
。
修
了
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
患
者
や
家
族
の
希
望
を
聞

臥
m
m
間
四
四
回
印
ω
叩
0

印

刷
新
人
上
の
病
院・
診
療
所
の
参
者
に
は
地
元
の
他
の
医
療
が
現
状
だ
。
き
、
蓄
に
向
け
て
話
し

厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
な
ど
で
死
期
が
迫
っ
た
患
者
や
家
族
の
相
談
に
乗
り
、
医
療
や
介
護
、
み
と
り

を
支
え
る
医
師
、
看
護
師
ら
の
チ

l

ム
を
育
成
し
、
全
国
展
開
す
る
事
業
に

4
月
以
降
、
本
格
的
に
乗
り

出
す。

今
秋
か
ら
各
地
で
研
修
を
始
め
、
支
援
チ

1

ム
が
活
動
す
る
病
院
と
診
療
所
を
計2
0
0

カ
所
以

上
に
す
る
方
針
だ
。

共
同
通
信
)

徳
島
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
幻
自
(
日)



同rinukl Sokuhou 

医療と安全管理事議集版 2016

広告規制検討ヘ美容医療
美
容
外
科
な
ど
の
医
療
機
関
の
ホ
l

ム
ペ

ー
ジ
(
H
P
)を
巡
っ
て
健
康
被
害
や
契
約
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
受
け
、
厚

生
労
働
省
は
、
医
療
機
関
のH
P

を
広
告
規

制
の
対
象
と
す
る
検
討
を
始
め
る
。
有
識
者

に
よ
る
検
討
会
を
近
く
設
置
し
、
今
秋
を
め

ど
に
規
制
策
に
つ
い
て
結
論
を
ま
と
め
る
。

9 年間で10倍患者相談

ネ
ッ
ト
巡
り
厚
労
省

の
効
果
や
安
全
性
を
誇
張
し
た

り
、
実
際
よ
り
低
額
の
料
金
を

表
示
し
た
り
し
て
、
治
療
を
受

け
た
患
者
が
被
害
を
訴
え
る
ケ

ー
ス
が
急
増
し
て
い
る。
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、2

0
0
5

年
度
に
初
件
だ
っ
た
医

療
機
関
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
宣
伝
に
関
す
る
苦
情
相
談

は
、
昨
年
度
、
過
去
最
多
の
4

0
5

件
に
上
っ
た
。

例
え
ば
、
昨
年6
月
に
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
脂
肪
を
溶
か
す

注
射
を
打
っ
た
と
い
う
近
畿
地

方
の
却
歳
代
女
性
は
、HP
に

「
腫
れ、
痛
み
も
少
な
く
、
翌

日
か
ら
普
通
の
生
活
が
送
れ

る
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
の
に
、

施
術
直
後
に
足
の
腫
れ
や
痛
み

が
出
た
と
い
う
。
東
北
地
方
の

却
歳
代
男
性
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

パ
ッ
ク
あ
り
」
と
う
た
うH
P

を
見
て
脱
毛
の
施
術
を
受
け
た

が
、
終
了
後
に
「
対
象
外
」
と

説
明
さ
れ
、
代
金
が
戻
ら
な
か

薬
害
エ
イ
ズ
被
害
者

支
援
ヘ
「
手
帳
」
発
行

1
9
8
0
5

叩
年
代
に
社
会

閉
館
化
し
た
「
薬
密
エ
イ
ズ
」

の
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、再周知

ピ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
被
由
自
発
生
か
ら
時

闘
が
経
過
し
、
制
度
を
よ
く
知

っ
た
と
訴
え
た
。

医
療
法
で
は
、
医
療
機
闘
が

チ
ラ
シ
な
ど
で
広
告
を
行
う
場

合
、
記
載
で
き
る
の
は
診
療
科

名
や
手
術
の
内
容
な
ど
に
限
定

し
、
虚
偽
の
広
告
に
は
、6
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
叩
万
円

以
下
の
罰
金
も
あ
る
。
た
だ
、

同
法
を
所
管
す
る
厚
労
省
は
こ

れ
ま
で
、H
P
に
つ
い
て
は
「
一

般
に
広
く
認
知
さ
れ
る
『
広
告
』

で
は
な
く
『
情
報
提
供
』
に
あ

た
る
」
と
し
、
閲
覧
者
を
別
の

H
P
に
誘
導
す
る
「
パ
ナ1
広

血
巴
な
ど
を
除
き
、
規
制
の
対

象
外
と
し
て
き
だ
。

し
か
し
H
P
に
よ
る
宣
伝
が

一般
的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
省
は
、
専
門
家
ら
に
よ
る
検

討
会
を
設
け
、
同
法
政
正
や
解

釈
変
更
の
検
討
を
決
め
た
。

肝
・
勝
臓
の
腹
腔
鏡
保
険
適
用

4

月
か
ら

手
術
可
能
な
病
院
限
定

群
馬
大
学
病
院
や
千
葉
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
で
患
者
の
死
亡
が

問
題
に
な
っ
た
肝
臓
や
麗
の

腹
腔
鋭
手
術
が2
0
1
6

年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
保
険
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
厚
生
労

働
省
は
4

日
、
手
術
を
実
施
で

き
る
病
院
の
条
件
を
公
表
し

た
。
一
連
の
問
題
を
踏
ま
え
、

腹
腔
鏡
手
術
の
経
験
が
一
定
以

上
あ
る
常
勤
医
が
い
る
こ
と
な

ど
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。

4

月
か
ら
保
険
適
用
さ
れ

る
の
は
、
腹
腔
鏡
を
使
い
、
肝

臓
の
幅
広
い
区
域
を
切
除
す
る

手
術
や
、
勝
臓
の
一
部
と
十

二
指
腸
を
切
除
し
て
つ
な
ぐ
即
時

頭
十
二
指
腸
切
除
と
い
う
手

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

日
{
木
)

東
京
、
大
阪
薬
害H
I
V
訴

訟
塵
口
団
は20
1
1

年
、
細

川
律
夫
厚
労
相
(
当
時
)
と
の

協
議
で
、
手
恨
の
作
成
を
要
望

し
て
い
た
。
手
帳
を
示
せ
ば
窓

口
で
説
明
す
る
負
担
が
減
り
、

被
害
者
が
自
分
の
利
用
で
き
る

公
的
サ
ー
ビ
ス
を
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

国
が
実
施
し
て
い
る
調
査
研
究

事
業
の
概
要
な
ど
も
盛
り
込
ん

だ
。被

害
者
は
年
齢
を
重
ね
る
に

つ
れ
C

型
肝
炎
や
薬
の
副
作
用

な
ど
体
に
多
く
の
問
題
が
起
き

て
い
る
。
ロ
年
度
に
社
会
福
祉

法
人
「
は
ば
た
き
福
祉
事
業
団
」

(
東
京
都
)
が
行
っ
た
被
害
者

術
。肝

臓
や
隊
臓
の
手
術
は
開
腹

で
も
難
し
く
、
腹
腔
鏡
手
術
は

こ
れ
ま
で
、
一
部
し
か
保
険
で

認
め
・
つ
れ
な
か
っ
た
。
群
馬
大

な
ど
で
は
、
保
険
適
用
外
の
腹

腔
鏡
手
術
が
不
適
切
に
実
施
さ

れ
、
患
者
の
死
亡
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
新
た
な
保
険
適
用

で
は
、
実
施
で
き
る
病
院
を
限

定
し
た
。読

売
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

5
日
(
土
)

害
者
は
合
併
症
の
長
期
間
病
に

よ
っ
て
想
像
で
き
な
か
っ
た
新

た
な
身
体
症
状
を
抱
-
え
な
が
ら

生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

回
に
あ
り
ま
す
」
と
記
し
、
被

害
者
へ
の
支
援
、
協
力
を
求
め

た
。
同
事
業
団
の
大
平
墜
宍
理

事
長
(
町
)
は
「
国
や
自
治
体
、

医
療
機
関
な
ど
の
担
当
者
は
手



kl Sokuhω 

と安全管理 総集版 2016年 6号

厚
生
労
働
省
は
「
血
友
病
薬
害

被
害
者
手
帳
」
を
作
っ
た
。
薬

害
エ
イ
ズ
訴
訟
の
和
解
か
ら
今

月
で
却
年
。
医
療
に
加
え
て
福

祉
や
介
護
な
ど
公
的
サ
ー
ビ
ス

も
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
被
害

者
が
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
手
帽
を
発
行
し

た
。薬

害
エ
イ
ズ
被
害
者
は
、
国

の
H
I
V
(エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
)

感
染
者
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

に
協
力
す
れ
ば
健
康
管
理
費
用

が
支
払
わ
れ
た
り
、
生
活
に
支

障
が
あ
れ
ば
障
害
年
金
を
受
給

で
き
た
り
と
い
っ
た
公
的
サ
l

訴訟和解20年厚労省、公的サービスを

ら
な
い
自
治
体
や
医
療
機
関
の

職
員
が
指
加
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
被
害
者
が
制
度

に
つ
い
て
窓
口
で
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ケl
ス
も
漕
え

て
い
た
。

手
帳
は
は
が
き
サ
イ
ズ
で
幻

ml
o

被
害
者
が
受
け
ら
れ
る
医

療
や
福
祉
、
介
護
な
ど
の
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
問
い
合
わ

せ
先
を
記
載
し
、
薬
害
エ
イ
ズ

訴
訟
と
和
解
に
至
る
経
緯
や
、 前

人
を
対
象
に
し
た
調
査
で

は
、
問
人
(
聞
物
)
が
「
日
常

生
活
に
困
難
が
あ
る
」
「
少
々

困
難
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

手
帳
は
「
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
被

薬害エイズ

1980年代、出血が止
まりにくい血友病の患

者が使用する非加熱血液製剤
にH 1 V (エイズウイルス)
が混入。 固と製薬会社5社に
賠償を求めた訴訟の原告を含
め1400人を超える患者がHI
Vに感染し、原告だけで695
人が死亡した (2016年 2 月末
現在)。訴訟は96年 3 月に和
解が成立した。

大
学
病
院
長
の
裁
量
拡
大

省
令
改
正
検
討
医
療
事
故
を
防
止

政
府
は
日
目
、
医
療
事
故
防

止
な
ど
大
学
病
院
の
安
全
管
理

体
制
の
舷
充
に
向
け
、
病
院
長

の
裁
量
を
鉱
大
す
る
方
針
を
固

め
た
。

厚
生
労
働
省
の
有
識
者

会
合
が
夏
頃
ま
で
進
め
る
検
討

を
も
と
に
省
令
改
正
な
ど
を
行

ぃ
、
職
務
権
限
を
明
確
に
す

る
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
事
故
で

は
、
病
院
長
が
求
め
た
安
全
対

策
予
算
を
大
学
が
認
め
ず
事
故

発
生
の
理
由
の
一
っ
と
指
摘
さ

れ
る
ケ
l

ス
が
あ
り
、
制
度
改

正
に
よ
っ
て
現
場
の
実
情
に
即 し

た
対
策
を
病
院
長
の
権
限
で

柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

制
度
改
正
の
対
象
と
な
る
の

は
、
高
度
医
療
の
提
供
を
行
う

「特
定
機
能
病
院」
。
平
成
幻

年
6

月
現
在
、
承
認
を
受
け
て

い
る
の
は
脳
病
院
で
、
こ
の
う

ち
大
学
病
院
の
本
院
は
市
に
上

る
。

具
体
的
に
は
厚
労
省
令
や
通

知
を
改
正
し
、
特
定
機
能
病
院

の
承
認
要
件
を
見
直
す
方
向
。

法
令
に
規
定
が
な
か
っ
た
病
院

長
の
権
限
を
明
確
に
し
、
人
事

や
予
算
の
決
定
権
を
強
化
す

る
。

こ
れ
に
よ
り
、
医
療
事
故

の
防
止
策
や
医
療
従
事
者
の
配

置
な
ど
、
安
全
管
理
に
必
要
と

思
わ
れ
る
対
策
を
、
病
院
長
の

裁
量
で
迅
速
、
臨
機
応
変
に
行 え

る
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
は
人
事
や
予
算
の

決
定
権
を
大
学
の
理
事
会
な
ど

が
握
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
現
場

の
実
情
に
通
じ
た
病
院
長
の
裁

量
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
の
指

摘
が
出
て
い
た。

初
年
に
群
馬
大
病
院
な
ど
で

相
次
い
だ
医
療
事
故
で
は
、
病

院
長
に
安
全
対
策
の
予
算
権
限

が
な
く
、
一
事
故
を
回
避
で
き
な

か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
る

ケ
l

ス
が
あ
っ
た
。

厚生労働省が作成した

「血友病薬密被書者手帳J

帳
の
趣
旨
を
読
み
取
っ
て
適
切

に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

手
帳
は
、
被
害
者
に
町
布
す

る
と
と
も
に
、
厚
労
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
(
2
4
5
u
・\
\当者
者
・

出
品
己
者-
m
o」
U
\∞
けq
m
O
H
m

m
片
C
口
四
件
∞
己
】
件
。

\げ
ロ
ロ
て
印\

w
o
ロ
}
ハOF
」
可
叱o
c
h
M
、
印
}
内

c
E
E
H
ロ
ハ
H
O
N
-
E
S
H
)で

も
公
開
し
て
い
る。

{
古
関
俊
樹
、
写
真
も
】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
7

日
(
月
)

厚
労
省
の
有
識
者
会
合
が
今

夏
を
め
ど
に
ま
と
め
る
報
告
書

で
は
、
病
院
長
の
選
任
方
法
な

ど
を
病
院
の
内
規
で
定
め
る
よ

う
求
め
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
日
同
日
(
月
)
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-・・園田町・園田-

5

年
前
に
被
災
地
で
見
た
の

は
、
放
射
線
静
献
に
よ
る
健
康

被
害
に
お
び
え
る
住
民
の
姿
だ

っ
た
。
長
崎
の
被曝
医
療
の
専

門
家
と
し
て
冷
静
な
対
応
を
呼

び
か
け
た
が
、
待
っ
て
い
た
の

は
「
う
そ
つ
き
」
と
い
うH
パ

ッ
シ
ン
グ
の
嵐4
0

「
正
し
い

知
見
を
伝
え
る
こ
と
が
被
爆
地

の
医
師
の
務
め」
。
復
興
を
支

え
る
決
意
に
揺
る
ぎ
は
な
い
。

「
先
生
は
御
用
学
者
な
ん
で

し
ょ
う
?
本
当
の
こ
と
を
言

っ
た
らy
ヌ
J
で
す
か
」
。2
0

1
1

年
4

月
、
緊
急
被
曝
医
療

の
拠
点
だ
っ
た
福
島
市
の
福
島

県
立
医
大
の
ホl
ル
で
、
若
い

男
性
医
師
が
声
を
上
げ
た
。

「
今
の
政
射
線
量
な
ら
適
切

に
対
応
す
れ
ば
健
康
へ
の
影
響

は
な
い
ヤ
と
話
し
た
時
の
こ
と
。

世
間
に
は
放
射
線
に
関
す
る
真

偽
不
明
の
情
報
が
あ
ふ
れ
、
住

民
の
対
応
に
明
け
暮
れ
る
医
師

ら
の
疲
労
と
緊
張
は
限
界
に
逮

福島に
議詩昇さん 医

師
と
し
て

放
射
線
の
誤
解
を
解
く

47 

験経の
J
U
H
H』
の
家
に
生
ま
れ
た
。
五
島
列
島

町
勘
ト
ル

に
い
て
被
爆
を
免
れ
た
祖
父
と

I
r
'
日

父
は
戦
後
、
長
崎
市
に
戻
り
、

=
'
Z凶
F
内
科
医
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず

占
4
，
R

被
爆
者
ら
を
診
療
し
た
。

長崎大教授(被曝医療学)

「古
里
に
戻
り
た
い
と
い
う
人
が
い
る
限

υ

、
サ
ポ
ト
を
続

け
た
い
」
。
一
部
の
田
畑
で
は
、
地
表
を
削
り
取
る
除
染
作
業

が
続
く
(
今
年l
月
、
筒
島
県
富
岡
町で
)
H
坂
口
街
治
撮
影

研
究
施
設
(
原
研
)
の
助
手
と

し
て
、
原
発
のω
J
圏
内
の
調

査
に
入
っ
た
。
居
住
が
禁
止
さ

れ
て
い
た
が
、
手
元
の
線
量
計

を
見
る
と
、
健
康
に
影
響
が
出

る
数
値
で
は
な
か
っ
た
。
事
故

1968年生まれ。 婆と子供の 4 人家族。歴史好きで考
プロフィル

古学者を志したこともある。 r人と話すのが大好き」

な性格は、 l日ソ速や徳島でのフィールドワークに生かされている。
国内外を飛び回る多忙な日々を支える体力の源はジョギング。 4 月
には福島県川内村で聞かれるマラソン大会に参加する。

に
、
悔
し
さ
が
募
っ
た
。

原
発
事
政
や
核
実
験
に
よ
る

旧
ソ
連
の
汚
染
地
域
を1
0
0

回
以
上
訪
れ
、
医
学
を
志
す
若

者
た
ち
を
指
導
。
世
界
保
健
機

関
(
W
H
O
)に
出
向
し
、
衛

故
は
起
き
た
。
研
究
室
の
ホ
ー

ム
ペ
1

ジ
で
知
っ
た
の
か
、
見

ず
知
ら
ず
の
人
か
ら
メ
l

ル
が

殺
到
し
た
。
〈
東
京
を
離
れ
た

方
が
い
い
で
す
か〉
〈
水
を
飲

ん
で
も
大
丈
夫
か〉
。
混
乱
が

手
に
取
る
よ
う
に
分
か
っ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
か

ら
「
事
故
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
」

と
実
感
。
放
射
線
知
訟
を
持
つ

看
護
師
ら
の
益
成
課
程
を
1

年

前
に
長
崎
大
大
学
院
に
開
講
し

た
ば
か
り
だ
っ
た
。
放
射
線
教

育
の
遅
れ
を
悔
や
ん
だ
。

す
ぐ
に
現
地
に
飛
ん
だ
。

山

下
教
授
と
共
に
福
島
県
か
ら
放

射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
釜
嘱
さ
れ
た
。

避
難

所
を
訪
ね
、
食
物
汚
染
が
野
放

し
だ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と

の
遣
い
や
健
康
被
害
が
起
き
る

線
貨
を
説
明
。
野
草
を
食
べ
な

い
こ
と
な
ど
注
意
点
も
挙
げ
な

が
ら
、
「
今
の
状
況
な
ら
心
配

い
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

胎
児
へ
の
影
響
を
訴
え
る
妊
婦

に
は
、
膝
を
つ
き
ち
せ
て「大

丈
夫
。
安
心
し
て」
と
語
り
か

ォ
た
。

不
安
を
取
り
除
こ
う
と
し
た

言
葉
は
ネ
ッ
ト
上
で
曲
解
さ

と
い
う
高
村
の
意
志
は
強
か
っ

た
宇
」
山
下
教
授
は
述
懐
す
る
。

福
島
県
郡
山
市
の
底
冷
え
す

る
体
育
館
。
講
演
の
出
番
を
待

っ
て
い
る
と
、
「
ろ
く
な
も
ん

食
べ
て
な
い
で
し
ょ
う
」
と
商

船
女
性
が
菓
子
を
持
っ
て
き
て

く
れ
た
。
別
の
町
で
は
「
寒
か

ろ
う
」
と
自
分
の
ス
リ
ッ
パ
を

差
し
出
す
人
が
い
た
。
先
が
見

え
な
い
中
、
気
遣
い
を
忘
れ
な

い
人
々
の
ぬ
く
も
り
に
胸
が
熱

く
な
っ
た
。

原
発
のω
J
圏
内
で
全
村
避

難
を
強
い
ら
れ
た
福
島
県
川
内

村
に
は
、
事
故
前
の6
劃
の
人

が
戻
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
半

数
が
将
来
の
健
康
被
害
に
不
安

を
抱
え
る
。
H

心
の
復
興N
は

一筋
縄
に
は
い
か
な
い
。

村
内
に
開
設
し
た
長
崎
大
の

拠
点
に
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、

村
で
取
れ
る
作
物
の
放
射
線
量

を
調
べ
、
住
民
の
心
身
に
目
を

配
り
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

う
。
福
島
と
長
崎
の
往
復
は
優

に
1
0
0

回
を
超
え
た
。

「
先
生
が
福
島
の
役
に
立
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
。
長

崎
の
病
院
で
診
療
中
、
被
爆
者

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
自

然
と
力
が
湧
い
て
く
る
。

「
今
、
働
か
な
け
れ
ば
一
生

社
会
の
役
に
立
て
な
い
」
0

地

新聞社以外の許硲も得た上で掲鍛しております.
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し
て
い
た
。
男
性
の言
葉
は
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
「
説
明
を

尽
く
す
の
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
も
見
て
き
た
僕
の
役
目
」
と

思
う
と
、
冷
静
に
な
れ
た。

長
崎
市
で2
代
続
く
開
業
医国際医療支援「長い目で」

県
内
で
の
小
児
科
医
療
に
は

「
ほ
ぽ
全
て
の
専
門
分
野
に
対
応

し
、
県
内
で
完
結
し
た
医
療
を

小
池
教
授
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
掛
け
た
」
と
い
い
、
物
資
支
援
や
構
築
し
て
き
た
。
後
進
も
育
っ
て

原
発
事
故
の
ベ
ラ
ル
l

シ
で
医
療
医
療
指
導
に
注
力
し
た

。

遠
隔
診
い
る
」
と
自
負
す
る
。
4

月
か
ら

支
援
活
動
や
調
査
主
義
。
最
初
療
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
医
療
相
談
は
県
厚
生
連
篠
ノ
井
総
合
病
院

の
訪
問
で
「
ベ
ッ
ド
に
寝
る
白
血
に
も
取
り
組
ん
だ
。
(
長
野
市
)
の
院
長
を
務
め
る
。

病
の
女
児
に
何
の
処
置
も
で
き
湾
岸
戦
争
(
例
年
)
や
イ
ラ
ク
「
患
者
の
た
め
に
考
え
る
医
師
の

ず
、
母
親
が
ぬ
れ
タ
オ
ル
で
体
を
戦
争
(
2
0
0
3年
)
で
劣
化
ウ
根
本
を
常
に
心
掛
け
て
い
き
た

冷
や
す
だ
け
だ
っ
た
光
景
に
衝
撃
ラ
ン
弾
が
使
わ
れ
、
小
児
白
血
病
い
」
と
語
っ
た
。
被
災
地
の
医

を
受
け
た
。
何
と
か
し
た
い
と
恩
の
増
加
が
建
国
さ
れ
た
イ
ラ
ク
の
療
支
援
活
動
も
継
続
し
て
い
く
考

っ
た
」
と
し
、
以
降
、
現
地
を
叩
医
療
支
援
も
的
年
に
開
始
。
治
え
だ
。

回
以
上
訪
れ
た
。
「
現
地
の
医
師
療
を
続
け
れ
ば
治
る
タ
イ
プ
の
白

が
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
医
療
血
病
串
箸
を
遺
伝
子
解
析
で
明
ら

活
動
を
で
き
る
体
到
J
く
り
を
ω
か
に
し
、
治
癒
率
の
向
上
に
貢

今
月
退
官
福
島
原
発
事
故

「
追
跡
調
査
を

」

献
。
こ
う
し
た
経
験
官
、
福
島

第
1

原
発
事
故
も
念
頭
に
「
長
い

信
州
大
霊4襲
。

専
門
は
小
克
血
液
・
腫
章
。
信
大
医
学
部
壁
、
同
助
教
授
目
で
恒
常
的
に
医
療
支
援
を
行

普
を
経
て
、
2
0
0
4

年
小
児
医
学
講
座
教
授
。
日
年

3

月
ま
で3
年
間
、
信
大
病
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
だ
」
と
し

院
長
を
務
め
た
。
上
田
市
出
身
、
撃
市
里
山
辺
在
住
。
日
歳
。
た
。

被
付 つ教響ノの部
属事た授調プがに
施政 。(査 イ、進
設か 現をリ 1 学
・ら ・し原 9 0 

原 12 副て発 8 そ
震年 学い事 6 こ
後 長た故年で

陣、 ) 山のの出

雲李 8 雇襲三毛
療の だー影ルた

を
知
ら
さ
れ
ず
汚
染
さ
れ
た
牛

乳
な
ど
を
口
に
し
た
子
供
は
、

甲
状
腺
が
ん
を
発
症
。

住
民
は

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

「
正
し
い
放
射
線
リ
ス
ク
評

価
と
健
康
笥
理
が
行
わ
れ
て
い

れ
ば
、
街
は
再
興
で
き
た
は

ず
」
。
荒
廃
し
た
建
物
群
を
前

支持u域
えをと

奇想主
( 恐妻
遺言雇
信復刷
費績の
。左手今1

星
回
線
を
使
っ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
患
者
を
長
崎
大
で
診
断

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
診

察
に
あ
た
っ
た
。

れ
、
「
う
そ
つき
」
「御
用
学
者
」

と
批
判
さ
れ
た
。
混
乱
を
避
け

る
た
め
、
逃
げ
る
よ
う
に
会
場

を
後
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た。

「国
の
情
報
が
な
い
中
、
専

門
家
と
し
て
矢
面
に
立
た
さ
れ

た
が
、
愚
痴
一
つ
こ
ぼ
さ
な
か

っ
た
。
自
分
の
役
割
を
果
た
す

2
0
1
6

年
3

月
6

日
(
日
)

読

売
(
福
岡
)・
朝
刊

原
研
の
教
授
と
な
っ
て
い
た

2
0
1
1

年
3

月
、
福
島
の
事

居
期
産
学
部
(
松
杢m
)
の
小
選
了

小
児
医
学
教
室
薮
授(町
)H
小
兜
血
液
・
腫
直
情

学
H

が
担
目
、3
月
末
で
の
定
年
退
職
を
前
に

信
濃
毎
日
新
聞
の
取
材
に
応
じ
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
5

年
後
の1
9
9
1

年
か
ら

続
け
て
き
主
然
鑑
支
援
を
振
り
返
っ
た
。
小

児
串
血
病
患
者
り
を
診
る
活
動
を
通
し
、
現
地

の
水
準
に
合
っ
た
医
療
守
麗
を
継
続
的
に
行
う

必
要
性
重
覇
。
東
京
電
力
福
島
第
1

原
発
事

故
に
も
「
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
(
追
跡

調
査
)
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
し
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
金
)
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浮き彫り日独の違い

熊
本
大
で
「
赤
ち
ゃ
ん

。

ホ
ス
ト
」
国
際
シ
ン
ボ

親
が
育
て
ら
れ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
を
、
匿
名
で
も
預
か
る
「赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト」
を
テ
l

マ
に
し

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が2
月
初
、
れ
の
両
日
、
熊
本
市
中
央
区
の
熊
本
大
で
聞
か
れ
た

。

ド
イ

ツ
の
内
密
出
産
や
養
子
縁
組
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
日
独
の
研
究
者
ら
が
現
状
と
課
題
を
報
告

。

ド

イ
ツ
の
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
は
、
慈
恵
病
院
(
岡
市
西
区
)
が
運
営
す
る

「こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か

ご
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
が
、
両
国
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

。
(

森
本
修
代
)

ド
イ
ツ
連
邦
家
族
省
の

コ
リ
ン
ナ
・

ボ
ッ
ホ
マ
ン

係
官
が
、
相
談
機
関
に
実

名
を
明
か
し
た
上
で
、
医

療
機
関
で
は
仮
名
で
出
産

す
る

「内
密
出
産」
を
紹

介
。
子
ど
も
は
凶
歳
に
な

れ
ば
、
親
の
情
報
を
求
め

る
こ
と
が
で
宍
」
る
。

女
性

の
匿
名
性
と
、
子
ど
も
の

出
自
を
知
る
権
利
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、2
0
1
4

年
に
制
度
化
さ
れ
た。

日
本
で
も
導
入
で
占
否
。

の
か
。

床
谷
文
雄
・

大
阪

大
大
学
院
教
授
(
民
法
)

は

「日
本
で
は
子
ど
も
は

親
の
戸
籍
に
入
れ
る
こ
と

日本 「内密出産」戸籍法に抵触

が
前
提。
仮
名
記
載
は
戸

籍
法
に
抵
触
す
る
た
め
、

現
付
制
度
で
は
困
難」と

の
見
方
を
示
し
た。

阪
本
恭
子
・

大
阪
薬
制

大
准
教
授
(
哲
学・
生
命

倫
理
学
)
は
「利
用
し
や

す
い
妊
娠
・

出
産
シ
ス
テ

ム
を
築
く
こ
と
や
、
妊
娠

期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支

援
体
制
の
構
築
な
ど
、
内

密
出
産
制
度
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
」と
指
摘。
「国

が
現
場
の
声
を
聞
いて
取

り
組
む
必
要
が
あ
る。
内

密
出
産
が
で
き
れ
ば
、
赤

ち
ゃ
ん
ポ
スト
は
不
要
に

な
る
の
で
は」と
述
べ
た。

ド
イ
ツ
で
は
、
養
子
縁
組
は

.
公
的
責
任
で
実
施
。

出
生
後8

…
週た
た
な
け
れ
ば
、
実
親
は
養

…
子
縁
組
を
希
望
で
き
な
い
な
ど

…
の
規
定
が
あ
る
。

子
ど
も
を
手

…
放
す
実
親
の
意
思
が
括
れ
る
可

…
能
性
が
あ
る
た
め
、
配
慮
さ
れ

…
て
い
る。

こ
れ
に
対
し
、「日
本
の
厚

…
生
労
働
省
は
養
子
縁
組
を
積
極

.
的
に
行
って
い
な
い
」
と
床
谷

…
教
授。
縁
組
の
時
期
に
つ
い
て

養
子
縁
組
は

公
的
責
任
でド

イ
ツ

の
規
定
も
な
く
、
出
生
後
す
ぐ

手
続
き
も
で
当
」
る
が
、
「制
約

す
べ
き
だ
と
い
う
声
も
あ
る」

と
い
う
。

山
田
脚
文
治・
関
西
大
教
授

(
子
ど
も
家
庭
福
祉
)
は
「
親

が
育
て
ら
れ
な
い
場
合
、
児
童

相
談
所
で
養
子
縁
組
が
で
き

る
。

児
相
は
虐
待
相
談
で
は
知

基本的な権利「出自を知る」

事といっても、 レイプや売

春で妊娠し、生まれる子が

いる。 その出自を知って子

どもは幸せになれるのか」

との問い掛けがあった。

ドイツのポッホマン係官

は「出自を知ることは基本

的な権利。 行使するかは子

どもが決める。 出自を知る

ことは、アイデンティティ

ーを形成する上で不可欠

だ」と強調した。

トピアス ・ パウアー熊本

大准教授(独文学 ・ 思想史)

は、子どもが出自を知る権

利をめぐるドイツでの議論

を紹介。1"知る権利より生

きる権利が大事という声が

ある。 ただ、ポス トがなく

て遺棄殺害される確率を減

らすため、ほかの複数の子

どもたちの知る権利を侵害

していいのか、という議論

が必要」 と述べた。

会場から「知る権利が大

ら
れ
て
い
る
が
、
養
子
縁
組
も

し
て
い
る
と
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
。
周
知
が
必
要
だ
」

と
訴
-
え
た
。

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
5

日

(土
)
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関
西
に
「
ゆ
り
か

L一一一!!!!I

設
置
へ

園圃圃園、、.

足発委一寸

2

年
後
目
標
、
相
談
窓
口
も
蔚

にヲーー雪

「こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
病
院
(関
本
市
西
区)
が
に
よ
る
M
時
間
体
制
の
妊
広
げ
る
き
っ
か
け
に
し
た

か
ご

(赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
全
国
で
唯
一
設
置
。

同
病
娠
相
談
窓
口
の
設
置②
困
い

」
と
話
し
た。

ト

)
」
の
関
西
で
の
設
置
院
に
は
、
妊
娠・
出
産
に
難
を
抱
え
た
妊
婦
を
受
け
こ
の
日
は
実
行
委
発
足

を
目
指
す
「こ
う
の
と
り
関
す
る
相
談
が
全
国
か
ら
入
れ
る
病
院
支
援

③
2

年
翠
尖
会
も
あ
り
、
約
2

の
ゆ
り
か
ご
I
N

関
年
4

千
件
以
上
寄
せ
ら
れ
後
を
め
ど
に
関
西
の
病
院
5
0

人
が
参
加。
人
見
名

西
」実
行
委
員
会
が
四
日
、
て
い
る
。

関
西
か
ら
も
預
に
「ゆ
り
か
ご
」
設
置
④

沓
教
授
の
講
演
が
あ
っ
た

大
阪
市
で
発
足o
M
時
間
け
入
れ
や
相
談
が
あ
る
こ
養
子
縁
組
の
促
進
ー

な
ど
ほ
か
、
実
行
委
顧
問
に
就

体
制
の
妊
娠
相
談
窓
口
を
と
か
ら
、「受
け
皿
を
つ
を
決
め
た。

任
し
た
蓮
田
太二
・
慈
恵

設
置
す
る
ほ
か
、2
年
後
く
る
つ
」
と
声
が
上
が
っ
実
行
委
代
表
の
人
見
滋
病
院
理
事
長
が「匿
名
だ

を
目
標
に
「ゆ
り
か
ご
」

て
い
た
と
い
う。

樹
・
京
都
大
名
嘗
教
授
は
か
ら
こ
そ
救
わ
れ
る
命
が

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
実
行
委
は
、
関
西
在
住「困
っ
て
い
る
人
に
手
を
あ
る」
な
ど
と
訴
え
た。

た
。

の
医
師
や
弁
護
士
、
教
師差
し
伸
べ
る
と
と
も
に
、

(森
本
修
代)

親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
ら
日
人
で
構
成
。

第
1

回
命
を
大
切
に
す
る
教
育
に

ど
も
を
匿
名
で
も
預
か
る
会
合
で
は
、
目
標
と
し
て
も
力
を
入
れ
る

。

慈
恵
病

「ゆ
り
か
ご
」
は
、
慈
恵
①
電
話
や
メl
ル
、
面
談
院
の
取
り
組
み
を
全
国
に

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
6

年
3

月

初
日

(日
)

「
子
ど
も
食
堂
に
役
立
て
て
」

慈恵病院(熊本市) に寄付相次ぐ

慈
恵
病
院
(熊
本
市
西
区)

は
日
目
、
子
ど
も
食
堂
設
立

準
備
会
議
を
開
き
、
匿
名
で

現
金
1
0
0

万
円
の
寄
付
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
病
院
は
「困
窮
す
る
人
の

支
援
に
使
い
た
い」
と
し
て

い
る
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
現
金

は
小
包
で
届
き
、2
月
1

日

付
の
県
内
郵
便
局
の
消
印
が

あ
っ
た
。

差
出
人
の
名
前
は

な
く
、
「子
ど
も
食
堂
に
役

立
て
て
ほ
し
い」
と
い
う
内

容
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い

た
。1

月
下
旬
に
は
、
男
性
が

病
院
受
付
に
現
金1
万
円
を

届
け
、「小
さ
い
こ
ろ
食
べ
る

も
の
が
な
く
て
つ
ら
か
っ

た
」と
泣
き
な
が
ら
話
し
た

と
い
う
。

3

月
上
旬
に
は
、
神

戸
市
の
消
回
で
現
金1
万
円

現金100万円、食材、ボランティア

が
入
っ
た
封
筒
も
届
い
た
。

こ
の
ほ
か
野
菜
や
米
な
ど

食
材
の
提
供
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
希
望
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

蓮
田
健
・

産
婦
人
制
部
長

は

「子
ど
も
食
堂
に
熱
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る。
現
金
は
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
人
の
た
め

に
使
う
方
法
を
考
え
た
い
」

と
話
し
て
い
る。

子
ど
も
食
堂
は
、
経
済
的

理
由
な
ど
で
十
分
な
食
事
を

取
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

無
料
で
食
事
を
提
供
す
る
。

慈
恵
病
院
は4
月
の
開
-菅
乞

目
指
し
て
い
る。(森

本
修
代)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
6

年
3

月

ロ
日

(
土
)
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短
期
転
院
繰
り
返
し
側
人

( 生活保護受給の患者 1 

(注)厚労省まとめ

福
岡
(
37
8
人
)
、
東
京
5

人
に
と
ど
ま
っ
た
。
ず
、
意
思
も
確
認
さ
れ
な
い

(
3
7
3人
)
、
北
海
道(
2

生
活
保
護
受
給
者
の
医
療
ま
ま
転
院
を
繰
り
返
さ
せ
ら

6
3

人
)
と
続
い
た
。
費
は
全
額
が
医
療
扶
助
と
し
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

生
活
保
護
受
給
者
を
転
院
で
税
金
で
賄
わ
れ
る
。
厚
労
生
活
保
護
に
詳
し
い
学
習

さ
せ
る
場
合
、
病
院
は
自
治
省
に
よ
る
と
、
同
年
度
の
生
院
大
の
鈴
木
亘
教
授
は

「福

体
の
福
祉
事
務
所
に
「
転
院
活
保
護
費
の
幻
%
(
約

1

兆
祉
事
務
所
に
医
療
の
専
門
職

事
自
の
発
生
連
絡
」
を
前
も
7

千
億
円
)
を
占
め
る
。

不
を
配
置
し
て
入
院
患
者
か
ら

っ
て
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
適
切
な
転
院
の
横
行
は
、
公
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど
、
チ

ぃ
。
調
査
で
は
、
こ
の
届
け
的
医
療
費
の
増
大
を
招
く
と
エ
ツ
ク
機
能
を
強
化
す
る
必

初
め
て
の
全
国
調
査
を
実
施
生
活
保
護
受
給
者
」
が
計

4

出
が
転
院
後
だ
っ
た
患
者
が
懸
念
さ
れ
る
。

要
が
あ
る。
病
院
の
ネ
ッ
卜

し
た
。
今
月
ま
と
ま
っ
た
調05
7

人
い
る
こ
と
が
明
ら2
7
2
0

人
い
た
こ
と
が
判
人
権
上
の
問
題
も
あ
る
。
ワ
ー
ク
が
県
を
ま
た
ぐ
場
合

査
結
果
に
よ
る
と
、
昨
年
3

か
に
な
っ
た。

明
。

福
祉
事
務
所
が
主
治
医
弁
護
士
ら
で
つ
く
る
「医
療
も
多
く
、
自
治
体
関
の
情
報

月
ま
で
の1
年
間
で
「ω
日
都
道
府
県
別
で
は
大
阪
が
か
ら
事
情
を
聴
い
た
結
果
、
扶
助
・
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」共
有
も
欠
か
せ
な
い
」
と
指

問
自
宅
に
戻
る
こ
と
な
く
、12
8
7

人
で
最
も
多
く
全
「転
院
が
必
要
」
と
判
断
さ
の
内
田
朋
事
務
局
長
は
「
患
摘
し
て
い
る

。

2

回
以
上
続
け
て
転
院
し
た
体
の
3

割
以
上
を
占
め
た
。
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
の
1
8

者
は
十
分
な
説
明
を
受
け

1
1
1
J

5
年
間
で
計
お
固
に
わ
た
り
6

・
パ
レl
症
候
群
」
と
診
断
さ
れ
、
渡
さ
れ
、
詳
し
い
説
明
も
な
い
ま
な
い

。

し
ば
ら
く
た
っ
て
、
別
の

一司
出

一
都
県
の
凶
病
院
を
転
々
と
し
た
。

東
京
都
内
の
大
学
病
院
に
入
院
し
ま
次
の
病
院
へ

。

入
院
回
数
は
最
病
院
に
送
ら
れ
た

。

一副

一
「何
度
も
退
院
し
た
い
と
頼
ん
だ
ち
運
動
建
議
さ
れ
、
手
足
短
で7日
。

転
院
の
た
び
、
問
じ
昼
、
弁
護
士
に
相
談
し
よ
う

一n
L

一
が
、
取
り合
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
難
病
だ

。

よ
う
な
検
査
を
さ
れ
た
。
ゃ
く
退
院
で
き
た。

こ
の
間
に
か

一
守
、
一
た
」
。
千
葉
県
流
山
市
の
船
山
隆
1

年
4

カ
月
後
、
症
状
が
落
ち
着
「病
院
で
は
生
活
保
護
受
給
者
か
っ
た
医
療
費
は
約

3

千
万
円
に

孟
干

一

ー

が
1

つ
の
病
室
に
集
め
ら
れ
、
2

上
る
。
船
山
さ
ん
は
「
同
じ
よ
う

房
一「
退
院
希
望
か
な
わ
ず
」週
間
か
ら
1
3ど
で
移
つ
て
な
状
況
の
患
者
言
い
る

。自

三
島
凶
一

い
っ
た
」
と
船
山
さ
ん
。
転
院
を
立
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要

一

、

一

ケ民
ヨ

一
次
さ
ん
(
印)
は
転
院
を
繰
り
返
き
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
流
山
市
内
繰
り
返
す
生
活
が

1

年
を
過
ぎ
た
だ
」
と
訴
え
る
。

工
U
M
一
し
た
日
々
を
悔
し
げ
に
振
り
返
の
病
院
に
転
院

。

蓄
え
を
な
く
し
こ
ろ
、
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
し
た
い

一
E
A
一
る。

生
活
保
護
を
受
け
る
と「ぐ
る
ぐ
と
市
の
担
当
者
に
相
談
し
た
が

二

一
2
0
0
7年
秋
、
勤
務
先
の
寮
る
生
活
」
が
始
ま
っ
た

。

「
病
院
に
自立は
困
難
と言
わ
れ

で
体
調
が
急
に
悪
化
。

「
ギ
ラ
ン
数
日
前
に
突
然
、
転
院
を
言
い
た
」
と
し
て
取
り
合
っ
て
も
ら
え

病
院
、
診
療
報
酬
目
当
て
か

短
期
間
に
複
数
の
病
院
で
転
院
を
繰
り
返
す
生
活
保
護
受
給
者
が
全

国
に
4

千
人
以
上
い
る
こ
と
が
口
目
、
厚
生
労
働
省
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
患
者
の
入
院
期
聞
が
畏
く
な
る
と
、
診
療
報
酬
が
下
が
り
病
院

の
収
入
が
減
る
。

こ
の
た
め
一
部
の
病
院
が
示
し
合
わ
せ
、

診
療
報
酬

が
下
が
る
前
に
転
院
を
繰
り
返
さ
せ
た
疑
い
が
あ
る
。
同
省
は
各
自
治

体
に
対
し
、
福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
不
適
切
な
転
院
の
監
視
を
強
化
す

る
よ
う
指
示
し
た
。

こ
う
し
た
行
為
は
福
祉
関

係
者
の
聞
で
「
ぐ
る
ぐ
る
病

院
」
と
呼
ば
れ
る
。

生
活
保

護
受
給
者
の
人
権
侵
害
や
公 的

医
療
費
の
支
出
増
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

厚
労
省
は
実
態
を
把
鍾
す

る
た
め
、2
0
1
4

年
度
に

転院を繰り返す
生活保護受給者
が多い都道府県

① 大 阪 1287人

② 福 岡 0378 
③ 東 尽 373 
④ 北海道 263 
⑤ 愛 知 169 

⑥ 兵 庫 136 

⑦ 千 葉 127 

⑧ 神奈川 113 
⑨ 愛 媛 92 

⑬ 鹿児島 91 

日
本
経
済
新
聞
・朝
刊

2
0

1
6

年
3

月

沼
田
(
金
)
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国
承
認
の
後
発
薬
特
許
侵
害

販
売
差
し
止
め

知
財
高
裁
判
決

「

製
法
同

• 

後
発
医
薬
品
圏(
ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品)
を
輸
入
・
販

売
す
る
会
社
に
製
法
特
許
を
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
、
先
発
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
の
中
外
製
薬(東
京
)
が
販
売
の
差
し
止
め

を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審
で
、
知
財
高
裁
大
合
議
部
は
お
目
、

差
し
止
め
を
命
じ
た1
審
・
東
京
地
裁
判
決
を
支
持
し
、
後

発
薬4
社
の
控
訴
を
棄
却
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
後
発

薬
は
国
の
承
認
で
販
売
さ
れ
る
が
、
世
誕
隆

一裁
塑
霞
「製

法
が
先
発
薬
と
実
質
的
に
同
一
で
、
特
許
侵
密
に
当
た
る

」

と
判
断
し
た。

後
発
薬
は
、
先
発
薬
に
含
ま

れ
る
化
合
物
な
ど
の
「
物
質」

や
「
用
途
」
に
関
す
る
特
許
(最

長
お
年
)
が
切
れ
た
こ
と
を
厚

生
労
働
省
が
確
認
し
て
販
売
を

承
認
す
る
が
、
製
法
特
許
に
つ

い
て
は
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い。
製

法
特
許
は
切
れ
て
い
な
い
の

に
、
同
一
の
製
法
で
製
造・
販

売
さ
れ
た
と
し
て
先
発
薬
メ
1

カ
ー
が
訴
訟
を
多
数
起
こ
し
て

お
り
、
知
財
紛
争
に
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
同
高
裁
大
合
議
部

が
初
め
て
示
し
た
今
回
の
判
断

は
、
後
発
薬
の
普
及
に
影
響
を

与
え
そ
う
だ。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
皮
膚

が
硬
く
な
る
角
化
症
の
治
療
薬

「オ
キ
サ
ロ
l

ル
軟
こ
う
」
の

製
法
特
許。
こ
の
特
許
の
取
得

圏後発医薬品新薬(先発動
と同じ有効成分で作られ

る。 新薬の開発には大規模な臨
床試験が必要で数百億円かかる
が、後発薬は小規模な試験で済
み、開発費も数千万円程度のた
め、安く販売できる。 厚労省に
よると、昨年 9 月時点の普及率
は56 . 2% (数量ベース)。

時
期
は
物
質
な
ど
の
特
許
に
比

べ
て
遅
く
、4
社
が
後
発
薬
を

輸
入
・
販
売
し
た
時
点
で
は
製

法
特
許
は
切
れ
て
い
な
か
っ

た
。

中
外
製
薬
は
、
製
法
特
許

の
説
明
文
書
の
内
容
と
、
後
発

薬
の
製
法
の
説
明
文
は
実
質
的

に
同
じ
だ
と
主
張。
こ
れ
に
対

し
、
4

社
は
「
文言
が
異
な
る
」 」と

認
定

質 4 は言寧 tJ: Q? _ ~J.:・圏内の後発医凝品の普&*
的社なのか叶魁こç: 1M  

臨時務員 138 4;!? 
宅密号室長てぞ型住 ~~~-戸~'S6.2 持
、外そ的と工、広 o lf1 1 個ーー-F 24手

襲 2鋪持2 五… 11 ♂ i 諸
署長、で文差は薬 18年4月-20年献 ず理

に
当
た
る
と
結
論
づ
け
た。
る

後
発
薬
販
売
会
社
の
幹
部
は

「オ
キ
サ
ロ
1

ル
軟
こ
う
」
「
先
発
薬
側
は
安
い
後
発
ロ
聞
に

の
後
発
薬
を
巡っ
て
は
、
昨
年
シ
ェ
ア
(占
有
率)を
奪
わ
れ
な

2

月
、
東
京
地
裁
が4
社
に
対
い
よ
う
、
以
前
な
ら
主
張
し
な

し
、
輸
入
・
販
売
の
差
し
止
め
かっ
た
製
法
な
ど
の
特
許
を
持

を
命
じ
る
仮
処
分
決
定
を
出
し
ち
出
し
て
、
訴
訟
を
起
こ
す
よ

た
。

4

社
は
既
に
輸
入
・
販
売う
に
な
っ
た
」
と
話
す。

を
中
止
し
て
い
る。

後
発
薬
側
も
、
製
法
を
説
明

知
財
高
裁
は
通
常
、3
人
の

す
る
文
書
を
先
発
薬
の
特
許
と

裁
判
官
で
審
理
す
る
が
、
企
業
は
異
なる体
裁
に
す
る
な
ど
し

活
動
へ
の
影
響
が
大
き
い
場
合
て
、
特
許
侵
害
と
見
な
さ
れ
な

な
ど
は
5

人
の
裁
判
官
に
よ
る
い
よう
に
し
て
き
だ
が
、
今
回

大
合
識
を
開く
。

の
判
決
に
よ
り
、「後
発
薬
を
売

り
出
す
ハ
ー
ド
ル
が一一
段
上
が

「発
売
ハ
ー
ド
ル
高
く
」

っ
た
宇
』
、
こ
の
幹
部
は
嘆
く

厚
労
省
が
特
許
切
れ
を
確
認
加
藤
浩
・
日
大
教
授(知
的

し
て
承
認
し
たジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
財
産
法
)
も
、
「多
く

の
後
発

医
業
品
を
、
知
財
訴
訟
の「権
薬
企
業
が
行
っ

て
き
た
方
法
に

威
」
の
大
合
語
部
が
否
定
し
た
は
、
特
許
侵
害
の
リ
ス
ク
が
あ

こ
と
で
、
製
薬
業
界
が
受
け
る
る
可
能
性
が
顕
在
化
し
た
」
と

衝
撃
は
大
き
い。

指
摘
し
た
上
で
、
「今
後
も
同

政
府
は
医
療
貨
を
抑
制
す
る
織
の
司
法
判
断
が
続
け
ば
、
厚

目
的
で
、
後
発
薬
の
普
及
を
推
労
省
が
承
認
方
法
の
見
直
し
を

進
。

現
在
は6
割
に
満
た
な
い
迫ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る。
薬

普
及
率
を
、
「2
0
1
8
5
m
の
安
定
供
給
に
影
響
が
出
る
こ

年
度
末
ま
で
の
早
い
時
期
に
加
と
も
懸
念
さ
れ
る
」
と
諮
っ
て

%
以
上
」
に
す
る
と
い
う
目
標
い
る

。

を
掲
げ
て
い
る。

こ
の
た
め
、
ラ
イ
バ
ル
関
係

に
あ
る
先
発
薬
側
と
後
発
薬
側

の
競
争
は
激
化
し
て
お
り
、
あ

読

売
(
璽
尽
)・朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
土
)
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静
岡
赤
十
字
病
院
以
点
滴
ミ
ス
裁
性
の
左
肩
か
ら
先
は
硬
直

地
し
た
状
態
に
な
っ
た
。

側
万
円
支
払
い
命
令
鯛
実
費
は
「
他
部

位
に
比
べ
て
+
分
注
意
を

点
滴
の
針
を
複
数
回
刺
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

し
直
さ
れ
る
な
ど
し
た
結
判
決
に
よ
る
と
、
女
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
く

果
、
左
腕
が
完
全
に
ま
ひ
は20
1
0

年
ロ
月
、
甲
穿
刺
(
せ
ん
し
)
し
な
い

し
た
と
し
て
、
静
岡
市
の
状
腺
腫
蕩
の
除
去
王
術
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た
」
と

初
代
女
性
が
静
岡
赤
享
た
め
、
同
病
院
に
入
院
。
判
遣
由
を
述
べ
た
。

病
院
(
岡
市
葵
区
)
を
運
麻
酔
の
た
め
の
術
前
点
滴
同
病
院
の
広
報
担
富
者

営
す
る
日
本
赤
十
字
社
を
行
っ
た
女
性
看
護
師
が
は
司
判
決
文
や
精
査
し
今

(
墓
京
都
港
区
)
を
相
手
誤
っ
て
、
左
手
首
の
危
険
後
の
対
応
を
検
討
す
る
」

取
り
、
約7
1
0
0

万
円
部
位
に
複
数
回
針
を
刺
し
と
述
べ
た
。

の
慰
謝
料g
ど
を
求
め
た
直
し
た
り
、
深
く
刺
し
た

訴
訟
の
判
決
で
、
静
問
地
り
し
た
結
果
、
「
翌
ロ
性

裁
(
細
矢
郁
裁
判
長
)
は
島
建
痛
(
さ
つ
つ
う
)

μ
日
、
病
院
側
の
過
失
を
症
候
群
」(C
R
P
S
)

求
め
、
約6
1
0
0

万
円
を
発
症
さ
せ
、
雇
口
の
女

痔
の
手
術
後
に
死
亡
賠
償
命
令

千
葉
地
裁
病
院
側
に
酬
万
円

千
葉
県
四
街
道
市
に
あ
る
四

街
道
徳
測
会
病
院
で20
1
0

年
に
痔
の
手
術
を
受
け
、
4

日

後
に
死
亡
し
た
女
性
(
当
時

印
)
の
遺
族
が
、
病
院
を
運
営

す
る
医
療
法
人
「
沖
縄
徳
糊

会
」
な
ど
に
損
害
賠
償
を
求
め

た
訴
訟
の
判
決
が
お
目
、
千
葉

地
裁
で
あ
っ
た
。
摩
日
出
夫
裁

判
長
は
、
手
術
後
に
血
液
検
査

を
し
て
重
篤
と
判
断
し
て
い
れ

ば
「
生
存
し
て
い
た
相
当
程
度

の
可
能
性
が
あ
っ
た
」
と
し
て

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
金
)

沖
縄
徳
糊
会
と
担
当
医
2

人
に

計
約
4
6
0
0

万
円
を
支
払
う

よ
う
命
じ
た
。

訴
え
て
い
た
の
は
、
夫
ら
3

人
。
判
決
に
よ
る
と
、
女
性
は

凶
年
1

月
初
日
、
日
帰
り
で
痔

の
摘
出
手
術
を
受
け
た
。
同
胞

日
夜
、
強
い
痛
み
を
訴
え
て
こ

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
翌
羽
田

に
人
工
区
門
を
つ
け
る
緊
急
手

術
を
受
け
た
が
、
翌
却
自
に
敗

血
症
で
死
亡
し
た
。

原
告
側
は
手
術
時
に
医
師
が

}
;
・
・
l
l
v
・
i
・
-
v
v
v

活
を
送
っ
た。

E

自

U
-
3
=
E
E
E
F
h
民
、

E
コ
国
司

h
司

h
Z

在
は
転
院
し
た
以
降
の
治
療

過

E

凶
4
官

E
t
E
E
E

『
恒

u
-
E
a
E
.
E
官

事
後
遺
障
害
へ
の
慰
謝
料
、
人

妻

R
T
E

自

4
3

貝
位
百

d「

工
紅
門
を
装
着
し
て
い
た
期
間

!
l
-
i
i
-
4
f
;
・
・
・

B
l

‘
!
|

中
、
足
を
上
げ
る
動
作
が
難
し
く

均
視
境
課
作
ミ
ス
政
方
司

な
っ
た
た
め
実
容
た
皇
室

1
1

J

A
i
l
s
4
4
4
|

，

t
t
-

ノ
l
l

室
や
台
所
の
改
装
費
用
を
求
め
て

延
岡
市
医
師
会
病
院
で
大
腸
の
延
岡
支
部
(
塚
原
聡
裁判長)
は
が
聞
き
、
閉
鎖
処
置
を
行
っ
た
が
い
た

。

岡
市
医
師
会
側
は
医
師
の

内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
際
、
医
師
お
目
、
医
師
の
過
失
相
当
分
と
し
十
分
に
ふ
さ
が
っ
て
い
な
か
っ
過
失
は
認
め
た
も
の
の
、
「
自
宅

の
操
作
ミ
ス
で
直
腸
に
穴
が
開
て
、
岡
市
医
師
会
に
約

5
6
9

万
た

。

こ
の
影
響
で
腹
部
に
膿(う
改
装
費
な
ど
は
医
師
の
過
失
の
損

き
、
そ
の
後
の
処
置
も
不
適
切
だ
円
の
支
払
い
を
命
じ
た

。

み
)
が
た
ま
る
な
ど
症
状
が
懇
害
に
当
た
ら
な
い
」
と
主
張

。

賠

っ
た
こ
と
で
人
工
紅
門
の
装
着
を
判
決
に
よ
る
と
、
女
性
は

2
0

化
。

2

月
1

日
、
大
分
大
医
学
部
償
額
が
争
点
に
な
っ
て
い
た

。

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
し
て
、
岡
市
1
3

年
1

月
9

目
、
下
腹
部
の
痛
付
属
病
院
に
転
院
し
、
人
工
旺
門
塚
原
裁
判
長
は

「医
師
の
過
失

の
女
性(初
)が
岡
市
医
師
会
に
約
み
な
ど
を
訴
え
同
病
院
に
入
院

。

を
装
着
す
る
手
術
を
受
け
た

。

女
と
相
当
の
因
果
関
係
が
な
い
」
と

1
6
3
2

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
翌
日
に
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
を
受
性
は
そ
の
後
約

1

年
3

カ
月
間
、
し
て
、
治
療
費
や
改
装
賓
の
一
部

め
た
訴
訟
の
判
決
で
、
宮
崎
地
裁
け
た
が
、
操
作
ミ
ス
で
直
腸
に
穴
人
工
紅
門
を
着
け
る
不
自
由
な
生
な
ど
を
除
き
請
求
を
退
け
た

。

ま

地裁延岡支部

痔
を
適
切
に
取
り
除
か
ず
、
女

性
が
下
半
身
の
痛
み
を
訴
え
た

の
に
却
日
の
緊
急
手
術
時
に

も
、
担
当
医
が
麻
酔
後
の
神
経

障
害
を
疑
っ
て
血
液
検
査
を
怠

り
、
敗
血
症
に
気
づ
か
ず
に
死

亡
し
た
と
主
張
し
た
。
岸
裁
判

長
は
、
手
術
で
の
過
失
を
認
め

な
か
っ
た
が
、
血
液
検
査
に
つ

い
て
は
「
縫
合
不
全
を
含
む
震

篤
な
疾
患
の
可
能
性
を
検
討
す

る
た
め
に
も
、
検
査
す
べ
き
だ

っ
た
」
と
過
失
を
認
め
た
。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
土
)

た
「病
騒
員
が
症
状
の
訴
え
に

真
恐
(
し
ん
し
)
に
対
応
せ
ず
、
医

療
ミ
ス
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
」

と
し
て
女
性
が
求
め
て
い
た
慰
謝

料
増
額
も
「
女
性
や
親
族
が
病
院

職
員
の
対
応
に
不
満
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
う
か
が
え
る
が
、
病
院

の
診
療
録
な
ど
に
増
額
が
認
め
ら

れ
る
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
し
た

。

宮
崎
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
臼
(
土
)
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神戸の肝移植病院破産へ

新
施
設
の
負
荷
に

医
療
都
市
構
想
へ
の
影
響
懸
念

生
葎
肝
移
植
を
受
け
た
患
者
の
死
亡
が
相
次
い
だ
神
戸
市
中
央
区
の
「
病
院
の
存
続
は
難
し

民
間
病
院
「
神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

(K
I

く
な
っ
た
」。
K
I
F
M

F
M
E
C)
」
が
、
破
産
申
し
立
て
の
方
針
を
固
め
た
こ
と
が
回
目
、

E
C

の
代
理
人
弁
護
士
は

「
申
し
立
て
後
の
破
産
管

分
か
っ
た。
K
I
F
M
E
C側
は
守
護
者
を
募
っ
て
病
院
再
建
を
里
担
財
人
の
意
向
に
よ
」
と

し
た
が
、
移
植
を
可
能
と
し
て
き
た
最
新
施
設
の
債
務
カ

H

足
か
せ
'

前
置
き
し
な
が
ら
も
、
厳

と
な
っ
た。

神
戸
市
が
進
め
る
「
医
療
産
業
都
市
構
想
」
の
中
核
施
設
し
い
状
況
を
説
明
し
た

。

の
一
っ
と
あ
っ
て
、
岡
市
は
施
設
の
行
方
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る

。

支
援
者
と
し
て
宣
乗
り

(山
路
進
、
森
信
弘

)

を
上
げ
な
が
ら
、
断
念
し

評価機構発表

a
m
a
A
 

医
療
事
故
白
件
最
多

0
4
d
 

日
年
報
告
、
前
年
比
側
件
増

日
本
医
療
機
能
評
価
機
め
た
凶
年
以
降
、
最
多
を
発
を
防
ぐ
た
め
報
告
の
意
死
亡
事
例
」
が
起
き
た
場

構
(東
京
)
は
お
日
、2

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
識
が
定
着
し
て
き
た
」
と
合
の
第

三
者
機
関
へ
の
届

0
1
5

年
に
会
国
の
医
療
時
年末
時
点
の
参
加
医
療
し
て
い
る
。

け
出
と
、
院
内
調
査
を
義

機
関
か
ら
報告が
あ
っ
た
機
関
は
1
0
1
8

施
設
昨
年
叩
月
に
は
国
内
全

務
付
け
た
医
療
事
故
調
査

医
療
事
故
は
前
年
比4
6

で
、
3
3
9

施
設
か
ら
報
て
の
医
療
機
関
や
助
産
所
制
度
が
ス
タ
ー
ト

。

医
療

O

件
摺
の
3
6
5
4

件
告
が
あ
っ
た
。

件
数
の
増
(
計
謹
品
設
)
を
対
象
留
の
対
応
が
今
後
も
問

で
、
年
単
位
の
集
計
を
始
加
に
つ
い
て
機
構
は
「
再
に
、
「
患
者
の
予
期
せ
ぬ
わ
れ
て
い
る

。

た
医
療
法
人
も
あ
っ
た
。

こ
の
法
人
の
理
事
長
は

「
負
債
が
あ
ま
り
に
も
大

き
か
っ
た
」
と
打
ち
明
け

る
。
「
立
派
な
建
物
と
最

先
端
の
医
療
機
器
の
賃
料

や
リ
l

ス
代
が
滞
っ
て
い

た
。

1
2
0

床
と
い
う
ベ

ッ
ド
数
で
は
経
営
が
成
り

立
た
な
い
」
と
話
し
た
。

K
I
F
M
E
Cは
2
0

1
4

年
日
月
、
理
器
疾

患
の
専
門
病
映
と
し
て
開

院
。

1
2
0

床
中
却
床
は

海
外
患
者
も
受
け
入
れ

る
生
葎
肝
移
植
用
、
残
り

は
が
ん
の
内
視
鏡
治
療

機
構
に
よ
る
と
、法令

に
某
ヲ
き
報告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る大
学
病
院

や
国
立
病
院
機
構
の
病
院

-
F
内
u

数
品

川

牛

ま

1

割
欄

一川

田
晴価

川

…耕

…山

事
由

・川

療
弥

町

医
科

・引

、
1
1

寸
I

J
B
l
司I
J
h
f
」
『B
J

内
U

件
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞m

n
u
F
D
n
u
p
b
n
u
R
u
n
u
 

A
M
Y内d
q
u
内
〆
』
内
〆
』
1
E
1
'

な
ど
に
使
う
予
定
だ
っ

た
。だ

が
、
生
体
肝
移
植
を

受
け
た
患
者
叩
人
の
う
ち

7

人
が1
年
以
内
に
死
亡

し
た
こ
と
が
次
々
と
明
ら

か
に
な
り
、
「
体
制
が
不

十
分
」
と
す
る
批
制
が
学

会
な
ど
で
渦
巻
い
た
。

複
数
の
病
院
関
係
者
は

「死
亡
が
相
次
い
だ
影
響

で
、
移
植
以
外
の診
療
は

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ

た
よ
う
だ。
病
院
経
営
は

極
め
て
厳
し
か
っ
た
は

ず
」
と
指
摘
す
る。

神
戸
市
医
療
重
審
市

は
2
4
q
活
設
で
3
3
7

4
件
の
報告
が
あ
っ
た。

こ
の
う
ち
死
亡事例
は3

0
6

件
(
9・
1

%
)、

障
害
が
残
る
可
能
性
が
高

い
事
例
は3
2
4
件
(9

・
6

%
)
だ
っ
た。
報
告

の
内
容
別
で
最
多
だ
っ
た

の
は
、
患
者
の
転
倒
な
ど

療
養
上
の
世
話
に
関
す
る

事
例
(
お・4
%
)で
、
治
療

や
処
置
に
関
す
る
事
例

(
叩・2
%
)
が
続
い
た。

一
方、
任
意
で
参
加
す -

企
業
誘
致
推
進
本
部
は

「病
院
の
建
物
を
所
有
す

る
の
は
K
I
F
M
E
Cの

関
要
荘

。

破
産
が
決
ま

れ
ば
、
医
療
産
業
都
市
に

役
立
つ
活
用
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
話
を
し
た
い
」

と
強
調
し
た。
あ
る
債
権

者
は
「医
霊
業
聾
巾
の

中
心
部
が
無
人
で
は
情
け

な
い
。

神
戸
市
も
含
め
て

活
用
策
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
注
文
し
た。

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
げ
日
(
木
)

る
医
療
機
関
の
事
故
報
告

は
、
m
m施
設
で
2
8
0

件
。

機
構
は
「
報告
義
務

の
あ
る
医
療
機
関
と
差
が

大
き
い
」
と
し
て
積
極
的

な
報
告
を
求
め
て
い
る
。

〈共
同
通
信

〉

徳
島
新
聞

・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
火)
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群大病院

県
が
指
定

報
酬
加
算
が

肝
臓
手
術
を
受
け
た
患
者
が
相
次
ぎ
死
亡
し
た
問
題
を
受
け
、

「
が
ん
診
治
蓮

携
拠
点
病
院」
の
国
指
定
を
外
れ
た
群
馬
大
医
学
部
附
属
病
院

(前
橋
市)
に
つ

い
て
、
県
は
新
年
度
、
独
自
に
が
ん
診
療
の
「
中
核
病
院

」

に
指
定
す
る
。
県
内

唯
一
の
指
定
で
、
拠
点
病
院
に
準
じ
た
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
拠
点
病
院
指

定
か
ら
外
れ
た
こ
と
で
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
診
療
報
酬
加
算
が

一部
復

活
。

地
域
医
療
へ
の
影
響
が
緩
和
さ
れ
る
。

3

日
の
県
議
会

一般
質
問

で
、
中
島
篤
氏(志
高
会
)に
対

し
大
沢
正
明
知
事
が
答
え
た
。

地
域
の
が
ん
診
療
の
中
心
と

し
て
国
が
指
定
す
る
同
拠
点
病

院
は
現
在
、
全
国
に
約
4
0
0

カ
所
中
旬
、
県
内
に
は
9

カ
所

あ
る
。
群
馬
大
病
院
は
本
年
度
、

ガ
パ
ナ
ン
ス
(管
理
運
営
)
が

十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
な ど

を
理
由
に
指
定
更
新
さ
れ
な

か
っ
た。

指
定
か
ら
外
れ
た
本
年
度
、

群
馬
大
病
院
へ
の
補
助
金
や
診

療
報
酬
は
約9
千
万
円
減
少
。

病
院
は
手
術
問
題
で
第
三
者
委

員
会
の
調
査
が
続
い
て
い
る
と

し
て
、
新
年
度
の
再
指
定
申
請

も
見
送
っ
た。
県
内
の
拠
点
病

院
を
取
り
ま
と
め
る
「
県
が
ん 払

謡
蓮
携
拠
点
病
院
」
と
し
て

行
っ
て
き
た
人
材
研
修
や
他
病

院
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
事
業

は
自
主
財
源
で
続
け
て
い
る
。

群
馬
大
が
国
指
定
か
‘
り
外

れ
、
連
携
し
て
退
院
患
者
ら
を

受
け
入
れ
て
考
に
~
医
療
機
関
も

診
療
報
酬
加
算
が
受
け
り
れ
な

い
事
態
に
な
っ
て
い
た。
固
と

都
道
府
県
聞
の
制
度
に
基
づ ーーーー-

部
復
活

き
、
県
が
拠
点
病
院
に
準
じ
た

中
核
病
院
に
指
定
す
れ
ば
診
療

報
酬
加
算
の
一
部
を
受
け
り
れ

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
医
療

機
関
へ
の
影
響
も
緩
和
さ
れ
る

見
通
し
だ
。
県
は
現
在
、
同
制
度

に
の
っ
と
っ
て7
カ
所
の
「
推

進
病
院
」
を
指
定
し
て
い
る

。

県
議
会
本
会
議
後
、
大
沢
知

事
は
記
者
団
に
対
し
、「
(群

馬
大
病
院
は)
本
県
の
が
ん
治

療
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

中
核
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い」

と
述
べ
た
。

::::::::::::::::::: : :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::・.......・..・..・..・ .. ・:・・2・.....・..... ・. .・....・..・..・..・....・.....・..........・..........・..・..........・.... ・ ..・....・....

ES自問調苗関連~長躍謹盟副・・

診療の停滞防ぐ

手
術
死
問
題
は
本
県
医
療
に
深
刻
な

影
を
落
と
し
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
群

馬
大
病
院
で
の
初
期
臨
床
研
修
を
希
望

す
る
研
修
医
は
は
人
と
、
本
年
度
か
ら

半
減
。

全
県
で
も
新
年
度
は
間
人
で
、

本
年
度
か
ら
却
人
減
る
見
通
し
だ
。
初

期
研
修
を
受
け
た
研
修
医
の
約

8

割
が

後
期
研
修
も
県
内
で
受
け
る
こ
と
か

ら

、
研
修
医
の
減
少
は
将
来
の
医
師
不

足
に
つ
な
が
る。

群
馬
大
病
院
は
昨
年
6

月
、
高
度
な

医
療
を
提
供
す
る
特
定
機
能
病
院
の
承

認
も
取
り
消
さ
れ
た
。
3

日
の
県
議
会

で
県
の
青
木
勇
医
療
介
護
局
長
は
「
特

定
機
能
病
院
と
い
う

.

フ
ラ
ン
ド
を
欠
い

た
状
態
の
長
期
化
が
、
患
者
や
研
修
医

の
群
馬
大
病
院
離
れ
に
つ
な
が
り
、
医

師
確
保
や
医
療
の
提
供
態
勢
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る」
と
懸
念
し
た。

県
が
群
馬
大
病
院
を
が
ん診
療
の

「中
核
病
院」
に
指
定
す
る
の
は
、
本

県
医
療
の
中
心
に
位
置
付
け
り
れ
る
群

馬
大
病
限
と
、
地
域
の
医
療
機
闘
が
強

く

結
び
付
い
た
現
状
を
重
視
し
、
本
県

の
が
ん
卦
援
を
停
滞
さ
せ
な
い
犯
い
が

あ
る
。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

4
日
(
金
)
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外
科
も
高
死
亡
率

群馬大病院

肝
臓
手
術

群
馬
大
学
病
院
第
二
外
科

(
前
橋
市
)
で、

手
術
後
に
患

者
の
死
亡
が
相
次
い
だ
問
題

で
、
日
本
外
科
学
会
に
よ
る
死

亡
症
例
の
調
査
結
果
が
明
ら
か

に
な
り
、
第
二
外
科
の
肝
臓
手

術
の
死
亡
率
が
全
国
平
均
の
約

叩
倍
に
上
っ
て
い
た
だ
け
で
な

全
国
平
均
の
4

倍

く
、
第
一
外
科
で
も
平
均
の
約

4
倍
の
高
率
だ
っ
た
こ
と
が
、

加
臼
わ
か
っ
た
。
高難
度
の
航

鵬
手
術
で
は
、
第
一
、
塑
ア
と

も
死
亡
率
は
平
均
の
約2
倍
。

診
療
記
録
の
不
備
も
共
通
し
て

お
り
、
第
二
外
科
に
と
ど
ま
ら

な
い
深
刻
な
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

同
学
会
は
、
群
馬
大
が
設
置

し
た
第
三
者
に
よ
る
調
査
委
員

会
に
委
託
さ
れ
、
第
一
、
第
二

外
科
で
2
0
0
7

年
度
か
ら8

年
間
の
肝
臓
や
隣
臓
な
ど
消
化

器
の
手
術
を
対
象
に
調
査
。
死

亡
し
た
患
者
の
う
ち
印
人
に
つ

必
人
未
報
告

群大病院

術
後
死
亡

外
科
学
会
が
調
査
結
果
提
出

群
馬
大
医
学
部
附
属
病
院

(前
橋
市
)
の
旧
第
2

外
科
で

同
じ
男
性
医
師
(
退
職
)
の
手

術
を
受
け
た
患
者
が
相
次
い
で

死
亡
し
た
問
題
で
、
同
病
院
の 消

化
器
外
科
全
般
の
診
療
体
制

を
検
証
し
て
い
た
日
本
外
科
学

会
は
幻
目
、
学
外
翠
薯
で
つ

く
る
同
病
院
医
療
事
故
調
査
委

員
会
に
調
査
結
果
を
提
出
し

た
。
同
病
院
で
手
術
後
に
死
亡

し
た
叩
人
の
、
っ
ち
羽
人
の
ケ
ー

ス
で
、
院
内
の
事
故
調
査
を
担

う
部
署
に
死亡
が
報
止
男
」
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
つ

い
て
は
診
療
内
容
を
精
査
し

た
。そ

の
結
果
、
肝
臓
手
術
に
つ

い
て
は
、
第
二
外
科
の
死
亡
率

が
日
%
と
極
め
て
高
か
っ
た
だ

け
で
な
く
、
第
一
外
科
も
4
%

に
上
っ
た
。
勝
臓
手
術
に
つ
い

て
は
、
勝
臓
と
十
二
指
腸
を
切

っ
て
つ
な
ぐ
高
難
度
手
術
の
場

合
、

両
科
と
も
死亡
率
は
5
%

を
超
え
て
い
た
。

死
亡
し
た
患
者
の
中
に
は
、

病
気
の
進
行
な
ど
で
手
術
の
リ

ス
ク
が
高
過
ぎ
る
と
判
断
さ
れ

た
ケ
l

ス
が
4
例
あ
っ
た
。
両

科
と
も
に
、
症例
の
検
討
が
不

た
。事

故
調
が
同
日
都
内
で
開
い

た
会
ム
握
、
記
者
会
見
し
て
明

ら
か
に
し
た
。
上
田
裕
一
委
員

長
(
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
総
長
)
は
、
報
告
制
度
が
機

能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事

故
調
のヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
分
か

っ
て
い
る
と
し
た
上
で「医
師

に
よ
る
報
告
数
は
ど
こ
の
病
院

で
も
極
め
て
低
い
」
と
述
べ
た
。

十
分
な
ほ
か
、
カ
ル
テ
、
手
術
記

録
と
い
っ
た
診
療
記
録
の
記
載

が
不
十
分
で
連
携
も
と
れ
て
お

ら
ず
、
体
制
の
不
備
が
診
療
に

影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
病
院
で
は
手
術
室

当
た
り
の
手
術
件
数
が
全
国
の

国
立
大
学
病
院
の
中
で
も
多

く
、
夕
方
か
ら
手
術
を
開
始
す

る
な
ど
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

も
見
ら
れ
た
。
同
病
院
は
深
刻

な
赤
字
で
、
収
益
を
上
げ
る
た

め
手
術
件
数
を
摺
や
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
中
、
対
立
す
る
両

科
が
競
い
合
っ
て
い
た
こ
と
が

背
震
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

事
故
調
は
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
再
発
防
止
策
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
作
成
す
る
。
会
見
で

は
報
告
書
の
完
成
が
当
初
予
定

し
て
い
た
本
年
度
末
か
ら
5

月

下
旬
に
ず
仇
込
む
見
通
し
が
示

さ
れ
た
。

同
学
会
は
事
故
調
か
ら
委
託

さ
れ
、
昨
年
ロ
月
に
調
査
を
開

始
。

2
0
0
7

年
度
か
ら
の8

年
間
に
旧
第l
、
第2
外
科
で

る
。田

村
遵
一
病
院
長
は
「
内

容
を
見
て
い
な
い
の
で
コ
メ
ン

ト
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。

同
病
院
を
巡
っ
て
は
、
第
二

外
科
が
行
っ
た
腹
腔
鏡
を
使
う

肝
臓
手
術
で
死
亡
が
相
次
い
だ

こ
と
が
は
年
日
月
に
発
覚
。
後

に
肝
臓
や
豚
臓
の
開
腹
手
術
で

も
死
亡
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
両
科
は
同
年
4
月
に
統
合

し
た
。
同
8

月
か
ら
第
三
者
に

よ
る
調
査
委
員
会
が
調
査
を
進

め
て
い
た
。
同
学
会
は
き
ょ
う

釘
目
、
第
三
者
委
に
結
果
を
報

告
す
る
。

読

古
冗{
東
京
)
・
朝
刊

2

0
1

6

年
3

月

幻
日

(日
)

消
化
器
の
手
術
を
受
け
て
院
内

で
死
亡
し
た
全
事
例
を
調
べ

た
。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

6

年
3

月

沼
田

(月
)
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京ご

に
黙
と
う
を
『
」
さ
げ
た
と
だ
っ
た
が
、
既
に
半
数
が

い
う
。

亡
く
な
っ
た。
初
年
の
節

面
談
後
に
記
者
会
見
し
目
を
前
に
、
ど
う
し
て
こ

た
大
平
副
代
表
と
花
井
代
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か

」

表
は
「化
血
研
は
患
者
の
と
償
っ
た
。

玉
川
H
n昨
こ
閣

3
S
F、
一

需
ち
が
分
か
っ
て
い
な
化
血
研
で
は、
富
恭

4
2
n
l
m百
九
'
u

ー

弓
1
4
L

い
。

新
体
制
の
僧
築
は
患
久
厚
生
労
働
相
が
荻
本
的

面
談
は
約1
時
間
半
、
者
に
謝
っ
て
か
ら
進
め
る
な
組
織
見
直
し
を
求
め
て

化
学
及
血
清
療
法
研
君
所
(
化
血
研
)
が
血
液
製
剤
を
不
正
製
非
公
開
で
行
わ
れ
、
原
告
べ
き
だ」な
ど
と
話
し
た。
い
る
こ
と
を
受
け
、
新
体

造
し
て
い
た
問
題
で
、
東
京
、
大
阪
薬
害
H
I
V

訴
訟
原
告
団
は

間
に
よ
る
と
、
宮
本
理
事
化
血
研
は
、
厚
生
労
働
制
の
検
討
が
進
ん
で
い

げ
目
、
熊
本
市
北
区
の
化
血
研
本
所
を
訪
れ
、
宮
本
誠
二
理
事
長

長
は
「謝
罪
に
真
っ
先
に
省
か
ら
1
1
0

日
間
の
業
る
。

化
血
研
の
宮
本
誠
二

と
面
談。

訴
訟
の
和
解
確
認
轡
に
背
い
た
こ
と
へ
の
謝
罪
と
経
緯
行
く
べ
き
だ
っ
た

。
警
務
停
止
命
令
を
害
、

1
理
事
長
と
の
薗
談
で
は
新

の
説
明
を
求
め
た。

者
の
思
い
に
気
付
け
ず
閉
月
か
ら
一
部
製
品
の
製
造
体
制
に
つ
い
て
の
詳
し
い

E
E
1
9
9
6

構
築
を
進
め
て
お
り
、
面
白
重
要
求
。

噛
研
し
訳
な
い」と
陳
謝。
冒

・

販
売
を
停
止
し
て
い
説
明
は
な
か
っ
た
と
い

年
、
薬
害
の
再
発
防
止
に
談
は
控
え
る
」
と
文
轡
で
は
取
材
に
対
し
「真
単
に
頭
に
化
血
研
側
の
提
案
る
。
(

高
宗
亮
輔)
い
、
大
平
副
代
表
は「組

取
り
組
む
と
し
た
和
解
確
回
答
し
て
い
た

。

対
応
す
る」と
説
明
し
た。

で
、
亡
く
な
っ
た
被
害
者
織
が
変
わ
る
と
し
て
も
、

認
曾
を
、
化
血
研
を
合
む
こ
の
日
、
化
血
研
を
訪li
-
-
i
l
i
-
-
-
i
:l
i
-
-
j

・

j
a
i
-
g
i
z
-
-
z
i
-
-
-
j
i
f
-
-
3

・i
i
j

・
薬
害
エ
イ
ズ
問
題
の
反
省

被
告
企
業5
社
と
固
と
交
れ
た
大
平
勝
美
・
璽
尽
原
は
継
承
す
べ
き
だ

」
と
強

ゎ
駄
目γる
不
正
製
弓
問
問
討
結

節
目
の
年
に
怒
り
あ
ら
わ

く

m
H
M
i

は
「内
部
の

造
、
審
問
題
を
受
け
、

(
M
)は
「被
害
者
に
で
人
間
だ
け
で
は
菌
研
は

昨
年
ロ
月
に
抗
議
書
を
提
て
無
責
任
で
あ
り
承
服
で「こ
の
ま
ま
で
は
と
て
と
花
弁
十
伍
・
大
阪
代
表
に
和
解
が
成
立

。

塵
口
の
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い

出
。

和
解
確
認
容
を
裏
切
さ
な
い」と
し
て
宮
本
理
も
和
解
初
周
年
を
迎
え
ら(以
)
は
、
被
告
企
業
の
一
中
に
は
化
血
研
の
製
品
を
だ
る
つ

」
と
話
し
た。

り
、
医
薬
品
の
安
全
性
を
事
長
に
文
麿
を
差
し
戻
れ
な
い」。
げ
目
、
化
つ
で
あ
る
化
血
研
に
対
使
い
続
け
て
い
る
患
者
も

(高
宗
亮
輔
)

熔
る
が
す
行
為
だ
と
し
し
、
あ
ら
た
め
て
原
告
団
学
及
血
清
療
法
研
究
所
し
、
「被
筈
者
の
気
持
ち
い
る
と
い
う。

て
、
宮
本
理
事
長
に
面
談
と
の
面
談
の
笑
現
、
経
緯
(
化
血
研
、
熊
本
市
)
を
が
分
か
っ
て
い
な
い

」と
、
会
見
の
冒
頭
、
花
井
代

を
求
め
て
い
た。

の
説
明
を
求
め
た
。

原
告
訪
れ
、
会
見
し
た
薬
害
日
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

表
は
「被
害
者
約1
5
0

こ
れ
に
対
し
化
血
研
は
団
は
和
解
剖
周
年
記
念
集
I
V

訴
訟
原
告
団
の
大
平
宙
歪
泉
、
大
阪
の
両
訴
訟

O

人
が
い
ろ
ん
な
思
い
を

2
月
1
日
、

「新
体
制
の
会
を
開
く
今
月
初
日
ま
で
勝
美
・
東
京
副
代
表

(前
)
は
1
9
9
6

年
3

月
明
白
日
抱
え
な
が
『
2
仙
じ
た
和
解

HIV訴訟原告団

理
事
長

面
談

不
正

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
目
(
金
)

闘
病
長
期
化
「
人
生
設
計
に
混
乱
」

す
る
社
会
福
祉
法
人
は
ば
た
き

福
祉
事
業
団
(
東
京
)
に
よ
る

と
、
原
告13
8
4

人
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
に
半
数
以
上
の6
9

7

人
が
死
亡
。
川
出
5

間
四
年
に
は

6

日
に
1

人
の
ぺ
l

ス
で
亡
く

な
っ
た
。

原
告
の9
割
以
上
が
血
液
製

非
加
熱
の
血
液
製
剤
で
血
友

病
患
者
ら
が
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(
HI
V
)に
感
染
し
た
こ
と
を

巡
る
薬
害
エ
イ
ズ園
訴
訟
は
初

日
、
国
と
製
薬
企
業
が
責
任
を た

1
9
8
9

年
頃
。
血
友
病
治

療
で
使
用
し
て
い
た
非
加
熱
の

血
液
製
剤
にH
I
V

が
混
入
し

て
い
た
。

徐
々
に
免
疫
力
が
低
下
し
、

の
不
安
が
押
し
寄
ぜ
た
。
「
人

生
設
計
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
か
ら
、
混
乱
し
た
」

と
振
り
返
る
。

男
性
は
知
人
の
誘
い
で4
年

剤
に
よ
っ
てC
型
肝
炎
に
も
感

染
。
近
年
は
、
肝
硬
変
な
ど
の

合
併
症
や
脳
出
血
な
ど
で
毎
年

m
人
前
後
が
亡
く
な
る
。

同
事
業
団
の
調
査
で
は
、
被

管
者
の
う
ち
、4
割
以
上
が
無

職
だ
。
特
に
叩
歳
代
で
感
染
し

た
今
の
ω
i
M制
歳
代
は
、
闘
病
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認
め
て
和
解
し
て
初
年
を
迎
え

る
。
こ
れ
ま
で
に
約7
0
0

人

の
原
告
が
命
を
落
と
し
、
多
く

の
彼
富
者
は
今
も
治
療
を
続
け

る
。
闘
病
の
長
期
化
と
体
調
悪

化
で
、
生
き
る
意
欲
を
失
い
つ

つ
あ
る
被
害
者
も
い
る
。

「
か
つ
て
は
死
ぬ
覚
悟
を
、

今
は
生
き
る
覚
悟
を
迫
ら
れ
て

い
る
」
。
千
葉
県
に
住
むω
歳

代
男
性
は
、
複
雑
な
胸
の
内
を

明
か
す
。

男
性
がH
I
V
の
感
染
を
告

知
さ
れ
た
の
は
、
中
学
生
だ
っ

少
し
海
風
に
当
た
っ
た
だ
け
で

風
邪
を
引
い
た。
入
退
院
を
繰

り
返
し
、
大
学
を1
年
で
中
退
。

社
会
の
激
し
い
差
別
と
偏
見
の

中
、
励
ま
し
合
っ
て
い
た
友
人

や
先
輩
は
次
々
と
息
を
引
き
取

っ
た
。
「
次
は
自
分
の
番
だ
」

と
覚
悟
し
た
。

間
四
年
3

月
に
和
解
が
成
立。

例
年
に
は
画
期
的
な
治
療
法
が

導
入
さ
れ
、
エ
イ
ズ
は
「
死
の

病
」
で
は
な
く
な
っ
た
。
男
性

も
日
常
生
活
を
送
れ
る
ま
で
に

回
復
。
「
生
き
ら
れ
る
」
と
分

か
る
と
、
今
度
は
仕
事
や
老
後

1970年代 国が非加界再の血液製剤を承認

米疾病対策センター (C DC) が
1982年 7 月 非加勲製剤jを使用していた血友病

患者の感染事例を報告

1985年 国が安全性の高い加勲製剤を承認
7-12月

彼害者が固と製薬企業を相手取
1989年 5 月 り、大阪地裁に提訴 (10月には東

京地裁に提訴)

1996年 2 月
菅直人厚相(当時)が国の責任を
留め、原告らに謝罪

ヨ月 東京、大阪両地裁で和解成立

非加熱製剤lの販売中止を怠ったと
却∞年 2 月 して、大阪地裁が製薬会社 ・ 旧ミ

ドリ十字の歴代 3社長に実刑判決

2001 年 3 月
東京地裁がπ帝京大副学長(L:無罪
単IJj夫;

非加熱製剤の販売を中止させる襲
9 月 務があったとして、東京地裁が元

厚生省生物製剤課長に有罪判決

.薬害エイズを巡る主な経緯

ヨ
薬
害
エ
イ
ズ
血
友
病
患
者
ら
が
使
用
す
る
非
加
熱
の
血
液
製
剤
に

E
H
I
V
が
混
入
し
、1
4
0
0

人
以
上
が
感
染
し
た
。

製
薬
企
業
は

危
険
性
を
知
り
な
が
ら
販
売
を
続
け
、
国
は
有
効
な
対
策
を
怠
っ
た

。

1

9
8
9

年
、
被
害
者
が
国
と
製
薬
企
業
5

社
を
相
手
取
り
、
東
京
、
大
阪

両
地
裁
に
提
訴。
間
四
年
3

月
、
被
密
者1
人
当
た
り4
5
0
0

万
円
を
支

払
う
こ
と
な
ど
で
和
解
が
成
立
し
た
。

前
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
と

仕
事
を
し
て
い
る。
支
え
て
く
u

れ
た
両
親
は
こ
の2
年
で
相
次
位

い
で
亡
く
な
り
、
自
身
もH
I

百

V

に
加
え
、
血
液
製
剤
で
重
複
ズ

感
染
し
たC
型
肝
炎
の
治
療
を

続
け
る
。
「い
つ
病
状
が
悪
化

す
る
か
、
将
来
へ
の
不
安
は
尽

き
な
い
」
と
悲
痛
な
表
情
を
浮

か
べ
た
。

15年

や
差
別
の
た
め
学
校
に
通
え

ず
、
人
間
関
係
を
築
け
な
い
ま

ま
、
自
宅
に
引
き
こ
も
っ
て
い

る
ケ
1

ス
も
少
な
く
な
い
と
い

-
つ。柿

沼
章
子
・

事
務
局
長
は

「
差別
や
偏
見
を
恐
れ
て
地
域

か
ら
孤
立
し
て
い
る
被
害
者
も

お
り
、
手
厚
い
心
の
ケ
ア
が
必

要
だ
」
と
話
す。

。

薬
害
エ
イ
ズ
被
害
者
を
支
援

111111111111111111111111 11111111111 け 11111111111 引 1111 いい 111111 川 1111111111 け 1111111111111111111111111111111111 川 111111 引 1111111111111111111111111111111111111111"

60 

40 

10 95 2C則的90 

20 

0 
198385 

「

製
薬
企
業
体
質
変
わ
ら
ぬ
」

「
こ
の
初
年
、
患
者
の
命
を
軽
視

す
る
製
薬
企
業
の
体
質
は
全
く
変
わ

っ
て
い
な
い
」
。
薬
害
エ
イ
ズ
で
夫

(当
時
お
歳
)
を
亡
く
し
た
、
神
奈

川
県
の
印
歳
代
の
女
性
は
憤
り
を
隠

せ
な
い。

夫
は1
9
9
5

年
夏
に
エ
イ
ズ
で

死
亡
。
間
四
年
2

月
、
女
性
は
小
雪
の

舞
う
東
京
・
日
比
谷
公
園
で
原
告
団

の
一人
と
し
て
座
り
込
み
、
管
直
人

厚
相
(
当
時
)
か
ら
謝
罪
を
引
き
出

し
た
。
判
決
ま
で
闘
い
た
か
っ
た
が
、

日
々
、
表
弱
す
る
仲
間
の
早
期
の
救

済
を
考
え
、
和
解
を
受
け
入
れ
た。

被
告
企
業
の

一
つ
だ
っ
た
、
一
般

財
団
法
人
・
化
学
及
血
清
療
法
研

究
所
(化
郎
研
、
熊
本
市)
が
、
国

の
承
認
と
は
異
な
る
方
法
で血
液
製

剤
を
製
造
し
て
い
た
こ
と
が
昨
年
、

発
覚
し
た。
化
血
研
は
印
加
年
の
和
解

化血研不正に怒り

の
際
、
「悲
惨
な
被
害
を
再
び
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
重
ね

る
」
と
醤
約
し
た
が
、
そ
の
裏
で
不

正
行
為
を
続
け
、
惑
質
な
隠
蔽
工
作

も
行
っ
て
い
た。

化
血
研
は
今
月
お
日
付
の
文
書

で
、
「
和
解
内
容
を
軽
視
し
た
決
し

て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
っ
た
と
痛

感
し
て
い
る。
再
び
皆
様
を
深
く
傷

つ
け
て
し
ま
い
、
悔
や
ん
で
も
悔
や

み
き
れ
な
い」
と
原
告
団
に
謝
罪
し

た
。大

阪
原
告
団
代
表
の
花
井
十
伍
さ

ん
(臼
)は
、
「初
年
前
の
和
解
は
何

だ
っ
た
の
か
と
む
な
し
さ
'を
感
じ

る
」
と
話
し
た
。

続

売
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
間
出
日
(
火
)

109 
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副
作
用
救
済
申
請
5

第

|子宮頚がんワクチン|

蹴
害
儲「非
協
力
的
な
医
師
多
い
」

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
女
子
中
高
校

生
ら
が
健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
問
題
で
、
副
作
用

の
疑
い
が
約2
6
0
0

件
あ
る
の
に
対
し
、
医
療
費

な
ど
国
の
救
済
措
置
の
申
請
は
昨
年
末
で

1
4
0
件

(
5忽
)
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
西
日
本
新
聞
の
取
材

で
分
か
っ
た。

3
0
0

万
人
を
超
え
る
接
種
者
の
大

半
が
定
期
接
種
化(
2
0
1
3年
4
月
)
以
前
に
受

け
た
人
で
、
救
済
期
限
が
申
請
か
ら
過
去

5

年
に
限

ら
れ
る
た
め
、
十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態

が
生
じ
つ
つ
あ
る。

被
害
者
団
体
に
よ
る
と
、
国

や
自
治
体
の
周
知
不
足
に
加

え
、
申
請
に
非
協
力
的
な
医
師

ン健康障害 I

が
少
な
く
な
い
こ
と
が
背
景
に

あ
る
と
い
う

。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と、ワ

じ遺伝子

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
健
康
被
害
を
訴

え
る
少
女
ら
を
診
療
し
て

い
る
厚
生
労
働
省
研
究
班

代
表
の
池
田
修
一
信
州
大

教
授
(
脳
神
経
内
科
)
は

凶
日
、
脳
機
能
障
害
が
起

き
て
い
る
患
者
の8
割
弱

で
免
疫
シ
ス
テ
ム
に
関
わ

を
調
べ
る
と
と
で
、
接
種

後
の
障
害
の
出
や
す
さ
の

予
測
に
つ
な
げ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。
厚

労
省
内
で
聞
か
れ
た
発
表

会
で
公
表
し
た
。

研
究
班
は
信
州
大
と
鹿

児
島
大
で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
学
習
障
害
や
過
剰

「H
L
A
|
D
P
B
1

」

の
型
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
「05
0

1

」
の
型
の
患
者
が
信
州

大
で
U
人
中
山
人
(
礼

物
)
、
鹿
児
島
大
で
四
人

中
凶
人
(
剖
物
)
を
占
め

た
。
「05
0
1

」
は
一
般

の
日
本
人
の
集
団
で
は
4

ク
チ
ン
は
2
0
0
9

年
ロ
月
に

発
売
さ
れ
、
翌
年
公
費
助
成
を

開
始。
日
比
年
日
月
ま
で
に
約
3

3
8

万
人
か
接
種
を
受
け
、
う

ち
2
5
8
4
人
が
健
康
被
害
を

訴
え
た。
予
防
接
種
に
は
、
法

定
期
間
内
に
接
種
す
る
「
定
期

接
種
」
と
そ
れ
以
外
の
「
任
意

接
種
」
が
あ
り
、
健
康
被
害
の

救
済
措
置
に
つ
い
て
は
医
学
的

判
定
を
し
た
上
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
分
や
医
療
手
当

(
月
約3
万
円
)
な
ど
を
支
給

す
る
。

た
だ
任
意
接
種
は
、
救

済
対
象
が
申
請
か
ら
過
去
5

年
ま
る

。

い
と
い
う
。

同
連
絡
会
の
池
田

以
内
の
医
療
費
な
ど
に
限
ら
れ
申
請
に
は
接
種
を
受
付
た
医
利
恵
事
務
局
長
は
「
国
や
自
治

る
。

療
機
関
の
接
種
証
明
書
と
、
接
体
の
勧
め
で
接
種
し
た
の
だ
か

接
種
者
の9
割
が
任
意
接
種
種
に
よ
る
副
作
用
の
疑
い
を
示
ら
責
任
を
持
っ
て
救
済
し
て
ほ

で
救
済
期
限
が
過
ぎ
る
人
も
出7
診
断
書
が
必
要。
し
か
レ
、
し
い
」
と
替
え
る。

始
め
て
お
り
、
同
省
は
昨
年
ロ
全
国
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被P
M
D
A
は
「
副
作
用
の
場

月
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
申
請
害
者
連
絡
会
に
よ
る
と
、
接
種
合
、
個
々
の
医
師
に
責
任
は
な

を
呼
び
か
け
た
が
伸
び
悩
ん
で
や
診
断
の
責
任
が
間
わ
れ
る
の
い

。

医
療
機
関
に
も
救
済
措
置

い
る
。

九
州
7

県
で
は
、
各
県
を
恐
れ
て
か
、
書
類
作
成
に
非
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い

が
把
握
す
る
副
作
用
の
疑
い
報
協
力
的
な
医
師
が
多
く
、
相
談
周
知
を
徹
底
し
た
い
」
と
し
て

告
は
、
定
期
接
種
を
中
心
に
窓
口
で
あ
る
医
薬
品
医
療
機
器
い
る

。

P
M
D
A
H
(
0
1
2

別
件
あ
る
が
、
救
済
申
請
は
総
ム
届
撞
情(P
M
D
A、
東
京)
O
)
1
4
9
9
3
1

0

福
岡
、
長
崎
の
計2
件
に
と
ど
も
積
極
的
に
動
い
て
は
く
れ
な
(
坂
本
信
博
)

子
宮
顕
が
ん
ワ
ク
チ
ン
子
宮
頚
(
け
…
年
か
ら
高
校
1

年
相
当
の
女
子
を
対
象
に

い
)
が
ん
の
主
な
原
因
で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
…
し
た
原
則
無
料
の
定
期
接
種
と
な
っ
た

ロ
1

マ
ウ
イ
ル
ス
(
H
P
V
)の
感
染
を
…
が
、
体
の
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
副
作
用
が

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

。

筋
肉
注
射
で3
回
…
疑
わ
れ
る
被
害
が
相
次
い
だ
た
め
、
厚
生

接
種
す
る。
m
i
初
代
の
患
者
が
急
増
し
…
労
働
省
は
周
年
6

月
、
接
種
を
促
す
は
が

2
0
1
0

年
日
月
に
自
治
体
の
公
費
助
成
…
き
を
送
る
な
ど
の
「
積
極
的
な
勧
奨
」
を

が
始
ま
っ
た。
日
年
4
月
か
ら
は
小
学6

…
中
非
レ
た。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
川
目
(
日
}

が
あ
る
」
と
話
し
た
。

研
究
班
は
今
後
、
対
象

を
手
足
の
痛
み
な
ど
別
の

症
状
の
あ
る
患
者
も
含
め

て
1
5
0

人
に
広
げ
、
発

症
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
研
究
を
続
げ
る
。

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
2
0
0
9

年
ロ
月
以

学
的
に
意
味
は
な
い
」
(
日

本
産
科
婦
人
科
学
会
前
理

事
長
の
小
西
郎
生・
京
都

大
教
授
)
と
の
指
摘
も
あ

る
が
、
厚
労
省
の
専
門
家

検
討
会
が
原
因
と
み
る
援

種
時
の
痛
み
や
不
安
に
伴

う
「
心
身
の
反
応
説
」
と
は

異
な
る
観
点
か
ち
の
研
究

で
、
今
後
が
注
目
さ
れ
る
。 に

接
種
す
る
実
験
で
、
子

宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
打

っ
た
マ
ウ
ス
の
脳
だ
け
に

神
経
細
胞
を
攻
製
す
る
抗

体
が
作
ち
れ
た
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
人
種
差
が
あ

る
H
L
A
型
に
着
目
し
た

研
究
は
、
国
ご
と
に
遣
う

副
作
用
発
生
率
を
比
較
す

る
の
に
役
立
つ
可
能
性
が
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同
る
遺
伝
子
が
同
じ
型
だ
っ

た
と
の
分
析
結
果
を
ま
と

め
た
。
事
前
に
遺
伝
子
型

な
睡
眠
な
ど
の
脳
機
能
障

害
が
出
た叩
代
の少
女
ろ

の
血
液
を
採
り
、
遺
伝
子

患者 8 割

H
L
A
 細

胞
の
表
面
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
貿
で
、
体

に
入
る
異
物
を
攻
撃
す
る
目
印
に
な
る
。

H

L
A

を
構
成
す
る
迫
伝
子
は
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
H
L
A
型
は
糖
尿
病
や
べl
チ
エ
ツ
ト
病
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
な
り
や
す
さ
と
関
係
し
て
い
る
と

さ
れ
る。
研
究
者ち
が
作
る
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
と
「H
L
A
I
D
P
B
1

」
の
型
が
「
0
5
0
1

」

の
人
は
、
日
本
や
中
園
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で

多
い
一
方
、
欧
州
や
北
米
で
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

高
齢
者
医
療
に
取
り
組
む
医
師
ら

で
つ
く
る
認
知
症
治
療
研
究
会
が
日

目
、
横
浜
市
で
開
か
れ
、
「
抗
認
知

症
薬
の
適
量
処
方
を
実
現
す
る
会
」

(兵
庫
県
)
の
代
表
、
長
尾
和
宏
医

師
が
、
抗
認
知
症
薬
の
副
作
用
と
み

ら
れ
る
興
奮
な
ど
の
症
例
が
約
1
0

兵
庫
の
団
体

O

件
集
ま
っ
た
と
の
中
間
集
計
結
果

を
発
表
し
た。

長
尾
氏
は
「
多
く
の
医
師
や
家
族

は
、
興
奮
や
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
と
い

っ
た
症
状
を
薬
の
副
作
用
だ
と
思

っ
て
い
な
い
。
症
例
を
千
件
集
め
、
厚 生

労
働
省
に
薬
の
適
震
使
用
を
提
言

し
た
い
」
と
話
し
た
。

8

月
、
車
京
都

F
d
内
で
集
計
結
果
の
報
告
会
を
開
く
。

胆

「ア
リ
セ
プ
ト」
(
一
般
名
ド
ネ

峰

ペ
ジ
ル
)
な
ど
抗
認
知
症
薬
に
は
徐

河

々
に
使
用
量
を
増
や
す
規
定
が
あ

司
る

。
長
尾
氏
ら
は
患
者
に
応
じ
て
滅

菌
t
量
す
る
よ
う
訴
え
て
おり
、
薬
の
治

て
量
に
よ
る
副
作
用
の
事
例
を
収
集
し

与
回
て
い
る。
今
月
9

日
ま
で
に
医
師
か

集

ら
臼
件
、
家
族
ら
か
ら
必
件
の
報
告

聞
が
あ
っ
た
。

中
発
表
で
は
、
ア
リ
セ
プ
ト
を
投
与

し
た
と
こ
ろ
、
幻
覚
が
出
て
怒
り
っ

ぽ
く
な
っ
た
愛
知
県
の
男
性
(
別
)
の

例
を
紹
介。
薬
を
や
め
る
と
副
作
用

割
程
度
と
さ
れ
、
患
者
の

型
に
偏
り
が
見
ら
れ
た
。

池
田
教
授
は
「
ワ
ク
チ

ン
の
成
分
と
症
状
の
因
果

関
係
は
分
か
ら
な
い
が
、

緩
種
前
に
血
液
検
査
で
H

L
A
を
調
べ
る
と
と
で
発

症
を
予
防
で
き
る
可
能
性

降
、
小
学6
年
か
ら
高
校

1

年
の
少
女
を
中
心
に
約

3
3
8

万
人
が
接
種
を
受

け
た
が
、
副
作
用
墾
口
が

相
次
い
で
凶
年6
月
か
ら

接
種
の
呼
び
掛
け
が
中
止

さ
れ
て
い
る
。

【
斎
藤
広
子
】

免
疫
異
常
誘
発
可
能
性

「引
削

J

厚
生
労働
省
金
に
免
疫
機
能
が
異
常
を

幅
唾
研
究
班
の
今
回
き
た
し
、
遺
産
応
が

の
分
析
は
、
子
宮
頚
が
ん
起
き
て
い
る
可
能
性
を
示

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
引
き
す
。

調
査
数
が
少
な
く
「
科

は
治
ま
っ
た。
暴
言
や
暴
力
が
あ
り

介
護
を
拒
否
し
て
い
た
千
葉
県
の
女

性
(
叩)は
、
別
の
薬
に
変
え
る
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
室
瓦
け
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

実
現
す
る
会
に
よ
る
と
、
医
師
が

使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
が
あ
る
が
、

レ
セ
プ
ト
(
診療
報
酬
明
細
書
)
の

審
査
で
認
め
ら
れ
な
い
ケ
l

ス
が
あ

る
と
い
う
。

オピオイド依存症治療薬候補

米で第2相治験終了

(
共同
通
信
〉

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
時
日
(
火
)

世
界
保
健
機
関(
W
H

O
)
は
同
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
宣
言
を
出
し
、
接
種
を

事
実
上中
断
し
て
い
る
日

本
の
対
応
を
批
判
し
て
い

る
。
名
古
屋
市
も
昨
年
、

7

万
人
対
象
の
調
査
で
接

種
者
と
来
接
種
者
の
聞
に

発
症
差
は
な
か
っ
た
と
発

表
し
て
お
り
、
接
種
再
開

を
求
め
る
声
も
強
い
。

た
だ
、
患
者
ち
が
訴
え

る
症
状
の
原
因
は
、
解
明

の
途
上
だ
。
研
究
班
は
複

数
の
ワ
ク
チ
ン
を
マ
ウ
ス

メデ、ィ シノバ

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
の
創

業
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
〆
デ
ィ
シ

ノ
パ
は7
日
、
開
発
中
の
新

薬
候
補「M
N
1

1
6
6

(開

発
番
号
)
」
に
つ
い
て
、
米

国
で2
0
1
2

年
か
ら
行
っ

て
き
た
「
オ
ピ
オ
イ
ド
」
と

呼
ぷ
鎮
痛
剤
の
依
存
症
を
対

象
と
し
た
第2
相
臨
床
試
験

(
治
験
)
を
終
了
、
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
た
と
発
表
し

た
。今

回
の
治
験
で
は
、
オ
ピ

オ
イ
ド
の
一
種
、
医
療
用
麻

薬
成
分
「オ
キ
シ
コ
ド
ン
」

を
投
与
し
た
際
、
脳
が
快
い

と
感
じ
る
効
果
を
少
な
く
し

た
り
、
鎮
痛
効
果
を
増
加
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
た
。
今
後
、
よ
り
規
模

の
大
き
い
治
験
を
行
う
。

あ
り
、
新
た
な
知
見
が
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

接
種
再
開
の
餓
輸
を
す

る
際
は
、
こ
う
し
た
原
因

解
明
の
取
り
組
み
ゃ
治
療

法
の
開
発
の
状
況
を
考
慮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
{
斎
藤
広
子
】

毎

日

(
東
京
}・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
け
目
{
木
)

オ
ピ
オ
イ
ド
は
が
ん
な
ど

の
痛
み
を
取
り
除
く
た
め
に

使
わ
れ
る
一
方
、
依
存
性
が

高
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

M
N
1

1
6
6

は
、
ぜ
ん

そ
く
の
治
療
薬
と
し
て
、
初

年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る

「イ
プ
ジ
ラ
ス
ト
」
と
呼
ぶ

化
合
物
。
〆
デ
ィ
シ
ノ
パ
は

ω
年
に
杏
林
製
薬
か
ら
ラ
イ

セ
ン
ス
供
与
を
受
け
て
、
多

発
性
硬
化
症
や
薬
物
中
毒
の

治
療
薬
と
し
て
臨
床
開
発
を

進
め
て
い
る
。

米
国
で
の
医
療
外
目
的
の

オ
ピ
オ
イ
ド
依
存
症
患
者
は

約
1
4
0

万
人
と
さ
れ
る
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
8

日
(
火
)

"1 
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福島原発事故5年

節
目
優
先

議
論
十

福
島
県
の
県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会
が
、
中

間
取
り
ま
と
め
の
報
告
書
の
作
成
を
進
め
て
い

る
。

た
だ
十
五
日
に
聞
か
れ
た
検
討
委
に
は
主
要

な
委
員
た
ち
の
顔
が
な
か
っ
た
。

中
間
取
り
ま
と

め
前
の
会
合
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
と
い
う
。

「
福
島
原
発
事
故
か
ら
五
年
」
と
い
う
節
目
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
と
い
う
が
、
議
論
は
尽
く
さ
れ

た
の
か
。
(
榊
原
崇
仁
)

欠
席
し
た
の
は
委
員
十
五
人

の
う
ち
六
人。
い
ず
れ
も
甲
状

腺
が
ん
に
関
す
る
議
論
で
「
キ

l

パ
l

ソ
ン
」
と
呼
べ
る
専
門

家
た
ち
だ
。

日
本
医
科
大
名
誉

教
授
の
清
水
一
雄
氏
、
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
津
金
昌
一

郎
氏
、
日
本
学
術
会
議
前
副
会

長
の
春
日
文
子
氏
の
三
人
は
甲

状
腺
検
査
の
専
門
部
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
り
、
清
水
氏
は
そ

の
部
会
長
を
務
め
る。

残
る
三
人
は
放
射
線
医
学
総

合
研
究
所
理
事
の
明
石
真
言

氏
、
放
射
線
影
響
研
究
所
主
席

研
究
員
の
児
玉
和
紀
氏
、
長
崎

大
の
高
村
昇
教
授
で
、
前
者
二

人
は
圏
内
屈
指
の
被
ば
く
研
究

機
関
の
代
表
者。
高
村
氏
は
、

県
民
健
康
調
査
を
指
揮
し
て
き

た
長
崎
大
の
山
下
俊
一
副
学
長

に
師
事
す
る
人
物
だ。

彼
ら
が
不
在
だ
っ
た
十
五
日

の
検
討
委
で
、
事
務
局
の
県
は

取
り
ま
と
め
の
会
合
を
今
回
で

最
後
に
す
る
よ
う
要
請
。

座
長

を
務
め
る
県
医
師
会
副
会
長
の

星
北
斗
氏
は
こ
れ
に
応
じ
た。

県
に
よ
る
と
、
多
忙
な
年
度

末
が
近
く
、
欠
席
者
が
相
次
い

だ
と
い
う
。

担
当
者
は
「
事
故

か
ら
五
年
は
一
つ
の
区
切
り
。

中間まとめへ主要委員不在で最終会合

そ
れ
ま
で
に
報
告
書
を
出
し
て

ほ
し
か
っ
た
」
と
説
明
す
る。

だ
が
、
検
討
委
を
取
材
し
て
き

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
木
野
龍

逸
氏
は
「
と
て
も
科
学
的
な
議

論
を
尽
く
し
た
と
は
思
え
な

い
」
と
切
り
捨
て
る。

焦
点
と
な
る
甲
状
腺
が
ん
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
査
で

悪
性
や
悪
性
の
疑
い
と
さ
れ
た

の
は
百
六
十
六
人。
事
故
か
ら

約
三
年
間
の
一
巡
回
検
査
で
見

つ
か
っ
た
の
が
百
十
五
人
、
二

O
一
四
年
度
か
ら
の
二
巡
回
検

査
は
五
十
一
人
に
上
る。

甲
状
腺
が
ん
は
被
ば
く
後
一

定
期
間
後
に
発
症
す
る
と
さ

れ
、
一
巡
回
は
「
事
故
前
か
ら

あ
る
が
ん
を
見
つ
け
る
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た。
十
五
日

の
検
討
委
で
一
ホ
さ
れ
た
報
告
書

案
で
は
、
こ
の
一
巡
回
検
査
し

か
触
れ
て
い
な
い。
し
か
も
、

こ
の
結
果
に
つ
い
て
「
推
定
数

の
数
十
倍
発
見
さ
れ
た
」
と
し

データ「甲状腺被ばく ごくわず、かJ

な
が
ら
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
よ
り
被
ば
く
線
量
が
少

な
い
な
ど
と
し
て
「
放
射
線
の

影
響
は
考
え
に
く
い
」
と
評
価

し
て
い
る。

こ
れ
に
つ
い
て
木

野
氏
は
「
甲
状
腺
被
ぱ
く
の
デ

ー
タ
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
な

い
。

疑
問
が
あ
り
な
が
ら
結
論

を
急
ぐ
姿
勢
は
理
解
が
で
き
な

い
」
と
批
判
す
る。

環
境
N
G
O

「F
o
E
J

a
p
a
n

」
理
事
の
満
田
夏
花

氏
は
、
甲
状
腺
検
査
の
責
任
者

だ
っ
た
塁
斗
医
科
大
の
鈴
木
真

一
教
授
が
昨
春
以
降
の
検
討
委

に
出
席
し
な
く
な
っ
た
点
を
挙

げ
、
「
が
ん
の
詳
し
い
症
例
報

告
が
な
い。
そ
れ
で
放
射
線
の

影
響
の
有
無
が
議
論
で
き
た
の

か
」
と
疑
問
視
す
る。

事
務
局
の
県
は
委
員
に
意
見

照
会
し
た
上
で
、
三
月
中
に
報

告
書
を
公
表
す
る
と
い
う。
水

面
下
で
調
整
す
る
手
法
は
、
か

つ
て
問
題
に
な
っ
た
「
秘
密

会
」
を
想
起
さ
せ
る。

県
側
が
こ
う
ま
で
し
て
報
告

書
作
成
を
急
ぐ
理
由
は
伺
か
。

「
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

法
律
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
共
同 代

表
の
福
田
健
治
弁
護
士
は
、

甲
状
腺
が
ん
の
多
発
を
指
摘
す

る
岡
山
大
の
津
田
敏
秀
教
授
ら

の
学
伊
論
文
が
国
際
環
境
疫
学

会
の
学
会
誌
に
昨
秋
掲
載
さ
れ

た
点
な
ど
に
触
れ
、
「
自
分
た

ち
の
思
惑
と
は
別
の
見
解
が
広

が
ら
な
い
よ
う
、
早
々
に
手
を

打
ち
た
い
意
図
も
あ
る
の
だ
ろ

う
」
と
み
る。

検
討
委
の
中
継
を
続
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
局
「O

u
r
p
l
a
n
e
t
T
V

」

の
白
石
車
代
表
は
訴
え
る。

「
事
故
か
ら
五
年
が
た
ち
、
行

政
も
メ
デ
ィ
ア
も
『事
故
は
過

去
の
も
の』
『
被
害
は
お
そ
ら

く
な
い
』
と
い
う
意
識
に
な
っ

て
い
な
い
か。

継
続
的
に
問
題

意
識
を
持
ち
続
け
る
記
者
も
わ

ず
か
に
な
っ
て
い
る。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
例
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
大
事
な
の
は
こ
れ

か
ら
だ
」東

京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
幻
自
(
土
)
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ヨ
ウ
諜
は
コ
ン
ブ
な
ど
の
海

藻
に
多
く
含
ま
れ
る
。
普
段
の

食
事
な
ど
で
摂
取
し
た
ヨ
ウ
棄

が
甲
状
腺
内
に
一
定
量
あ
れ

ば
、
放
射
性
ヨ
ウ
棄
が
入
り
込

む
余
地
を
奪
う
と
い
う
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
政
で
は
、

ヨ
ウ
棄
の
欠
乏
が
被
ば
く
要
因

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
研
究
所
は2
0
1
3
(平

日
常
の
ヨ
ウ
素被
ば
く
防
御

日
常
的
な
食
事
で
摂
取
し
た
ヨ
ウ
棄
が
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性

ヨ
ウ
棄
の
取
り
込
み
を
妨
げ
、
甲
状
腺
の
被
ば
く
に
対
し
て
「
防
御

的
に
働
い
た
」
と
推
定
で
き
る
こ
と
が
、
ひ
ら
た
中
央
病
院
(
平
田

村
)
に
あ
る
震
災
復
興
支
援
放
射
能
対
策
研
究
所
が
ま
と
め
た
検
査

結
果
か
ら
分
か
っ
た
。
甲
状
腺
が
ん
の
リ
ス
ク
を
抑
え
た
判
断
材
料

の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
検
査
に
携
わ
っ
た
東
京
大
医
科
学

研
究
所
の
坪
倉
正
治
氏
が

3

目
、
検
査
結
果
を
発
表
し
た
。

震災

一

平田の研究所推定

「
、か
ん
リ
ス
ク
抑
え
た
材
料
の

成
お
)
年
度
か
ら
三
春
町
の
小
、

中
学
生
延
べ26
6
3

人
を
対

象
に
尿
に
含
ま
れ
る
ヨ
ウ
素
濃

度
を
調
べ
た
。
ヨ
ウ
素
欠
乏
状

態
の
目
安
は
尿
中
の
ヨ
ウ
素
濃

度
が1
w
w当
た
り
却
釘
一
旬
以

下
。
一
二
審
の
子
ど
も
は
最
小
値

が
同
お・
0

釘
匂
で
ヨ
ウ
素
欠

乏
状
態
の
子
ど
も
は
い
な
か
っ

た
。
平
均
値
は
男
子
が
同
3
9

つ

6
・
6

釘
旬
、
女
子
が
同
3
5
2

・0

釘
句
で
、
ヨ
ウ
棄
の
摂
取
量

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
同

2
0

0

釘
惇
を
上
回
っ
た
と
い
う
。

日
年
度
か
ら
同
町
の
小
、
中

学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
甲

状
膜
検
査
で
は
、
検
査
を
受
け

た
延
べ3
4
4
7

人
の
う
ち
、

甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
子

ど
も
は
ゼ
目
だ
っ
た
。

坪
倉
氏
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

の
ヨ
ウ
素
濃
度
に
つ
い
て
原
発

事
故
当
初
も
同
様
の
状
態
と
推

定
で
き
る
と
し
て
、
「
日
常
生

活
の
食
事
の
中
で
(
ヨ
ウ
棄
を

含
む
食
品
を
)
定
期
的
に
食
べ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

甲
状
腺
に
つ
い
て
は
防
御
側
に

働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
見

解
を
語
っ
た
。

内
部
被
ぱ
く
の

検
査
結
果
公
表

坪
倉
氏
は
同
病
院
で
行
っ
た

内
部
被
ば
く
検
査
の
結
果
も
公

表
し
た
。
日
年2
月
5

日
年
日

月
末
に
検
査
し
た
延
べ
5
6
0

7

人
の
う
ち
、3
人
を
除
い
て

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
限
界

値
未
満
だ
っ
た
。
検
出
し
た
3

人
の
数
値
はI
J
当
た
り7
・

2
5
5

・

4
M
Mで
、
キ
ノ
コ
や

山
菜
を
摂
取
し
た
こ
と
が
原
因

と
特
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
内
部
被
ぱ

く
を
測
定
で
き
る
ホ
l

ル
ボ
デ

ィ

ー

カ
ウ
ン
タ
ー
(
W
B
C
)

「
ベ
ビl
ス
キ
ャ
ン
」
で
同
時

期
に
検
査
し
た0
3
U粛
の
子

ど
も
延
べ2
0
1
0

人
全
員
か

ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ

れ
な
か
っ
た
。
坪
倉
氏
は
「
体

内
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
取
り

込
ん
で
い
る
人
の
割
合
は
、
非

常
に
低
い
状
視
を
維
持
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

福
島

民
友

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
4

日
(
金
)
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「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
絵
本
が
あ
る
。
が

ん
を
患
う
親
と
そ
の
子
ど
も
が
思
い
を
書
き
込
み
、

気
持
ち
を
伝
え
合
う
ツ
l

ル
と
し
て
作
ら
れ
た
。
広

島
土
砂
災
害
で
被
災
し
た
憩
Tの
心
の
ケ
ア
に
も
役

立
つ
の
で
はl
。
広
島
県
山
兜
科
医
会
は
昨
秋
、
被

災
地
の
子
ど
も
た
ち
2
5
0
0

人
に
ブ
ッ
ク
を
贈
っ

た
。
「
い
っ
し
ょ
に
し
た
い
こ
と
は
?
」
「
す
き
な

と
こ
ろ
は
?
」
:
・
。
素
朴
な
聞
い
に
導
か
れ
、
親
子

で
ベ
1

ジ
を
埋
め
て
い
く
。
あ
の
日
を
思
い
返
し
、

あ
し
た
を
見
つ
め
て
。
(
鈴
中
直
草
穴
)

が結ぶ
子の紳
地でも

がん患者向けに誕生
・サポートブック 正式名称は
「親子をつなぐサポートブック」。

B5判、 40ページ。広島県内のが
ん治療に携わる医師や看護師を中

心に、心理療法士、色彩プロデユ
ーサ一、翻訳家たちでつくるプロ
ジェクトチームが制作した。闘病

で子どもと過ごす時間が制限され
る人のために、いつか「別れ」が
訪れても思いが伝わるようにーな
どの願いが込められた。質問20項
目に、親子で気持ちを書き込める。
動物の親子のイラストも添えられ
る。 PHP研究所刊、 540円。

園
児
に
「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

安
佐
南
区
八
木8
丁
目
の
+
奔
友
美
さ

ん
(
却
)
は
、
小
学
2

年
の
長
男
稀
月
君

(
7
)と
年
長
の
次
男
宥
希
君(
6
)の
兄

弟
2

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
・
い
た
。
「
何

て
奮
い
た
ん
?
」
ブ
ッ
ク
を
の
ぞ
き
込

む
兄
と
、
土
井
さ
ん
の
背
中
に
く
っ
つ

く
弟
。
さ
つ
き
ま
で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た

リ
ビ
ン
グ
が
穏
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

る
。2

0
1
4

年
8

月
初
日
の
未
明
。
土
井

さ
ん
は
激
し
い
雷
の
音
で
目
が
覚
め
た
。

夫
と
窓
の
外
を
の
ぞ
く
と
山
が
波
打
つ
よ

う
に
押
し
寄
せ
、
目
の
前
の
住
宅
が
の
み

込
ま
れ
た
。
土
井
さ
ん
が
慌
て
る
姿
に
、

稀
月
君
は
「
ど
う
な
る
ん
」
と
怖
が
っ
た
。

通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
手
渡
さ
れ

た
。
あ
の
日
を
振
り
返
る
こ
と
は
せ
ず
、

た
だ
前
を
向
い
て
生
き
て
き
た
。
被
災
前

と
同
じ
よ
う
な
、
当
た
り
前
の
同
需
を
取

り
戻
し
た
。
慌
た
だ
し
い
子
育
て
の
日
々
。

や
ん
ち
ゃ
な2
人
を
毎
日
叱
っ
て
い
る
。

さ
て
、
ブ
ッ
ク
に
伺
を
書
こ
う
か
|
。

立
ち
止
ま
り
、
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
た
。
切
迫
早
産
を
乗
り
越
え
出
産
し

た
喜
び
、
い
と
お
し
い
寝
顔
、
土
砂
災
害

の
恐
怖
、
無
事
だ
っ
た
こ
と
の
あ
り
が
た

さ
・
:
。
こ
み
上
げ
て
き
た
思
い
を
そ
の
ま

ま
書
き
込
ん
だ
。
「
家
藤
み
ん
な
で
、
一
日

一
日
を
大
事
に
思
い
出
を
作
っ
て
い
こ

う
」

「わだかまり解きほぐす」科医会が寄贈

佐
北
両
区
の
軒
劫
カ
所
の
幼
稚
園
と
保
育

所
の
園
児
に
贈
っ
た
。

同
医
会
の
桑
原
正
彦
会
長
(
河
)
は
、
災

害
発
生
の
翌
日
か
ら
避
難
所
と
な
っ
た
小

学
校
玄
震
を
続
け
、
心
の
変
調
が
見
ら

れ
る
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て
き
た
。
特

段
変
わ
っ
た
様
子
は
な
く
て
も
「
心
の
傷

の
種
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
」
と

心
配
す
る
。

ブ
ッ
ク
に
は
親
子
の
「
こ
れ
ま
で
」
と

「
こ
れ
か
ら
」
を
見
つ
め
る
た
め
の
質
問

が
並
ぶ
。
桑
原
会
長
は
「
穆
ず
が
気
持
ち

を
寄
せ
合
い
、
ブ
ッ
ク
を
・
く
こ
と
で
心

の
わ
だ
か
ま
り
は
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
。
伺

か
あ
れ
ば
親
が
守
っ
て
く
れ
る
、
頼
れ
る

人
が
い
る
、
と
子
ど
も
が
思
え
る
こ
と
が

必
要
だ
」
と
効
果
を
期
待
す
る
。

兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
て
、
土
井
さ
ん

は
こ
ん
な
ふ
う
に
書
い
た
。
「
い
つ
も
、

き
づ
き
が
い
る
だ
け
で
』
郭
分
的
に
助
か
っ

て
る
よ
」
「
い
つ
ま
で
も
笑
顔
を
絶
や
さ

な
い
ゅ
う
く
ん
で
い
て
」
。
伝
え
た
い
こ

と
は
た
だ
一
つ
と
い
う
。
「
あ
な
た
た
ち

が
一
番
大
事
だ
よ
」



k� Sokuhou 

と安全管理総集版 2016年 6号

被災山岳医療に強い医師を
冨白蓮司長軍Æ~~J].司区割葺宗E彊言都酒 自

宅
の
周
り
は
土
砂
が
流
れ
込
み
、
膝
の

高
さ
ま
で
浸
水。
夜
が
明
け
て
一
家
は
救

助
隊
に
助
け
ら
れ
た
。

昨
年
叩
月
、
宥
希
君
が
通
立
経
圃
を

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
凶
年
、
広
島
で
制

作
さ
れ
た
。
が
ん
患
者
に
限
ら
ず
、
親
子

の
心
を
つ
な
ぐ
一
冊
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
く。
今
回
は
全
国
各
地
の
小
児
科
医
会

な
ど
か
ら
県
小
児
科
医
会
に
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
で
ブ
ッ
ク
を
購
入

。

安
佐
南
、
安

県小児

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
8

日
(
火
)

御
撮
山
(岐
車
、
長
野
県)
の
噴
火
災
害
を
受
け
、
県
医
師
会(小
林
博
会
長)
は
山
岳
地

帯
の
現
場
で
も
医
療
活
動
が
で
当
」
る
医
師
を
養
成
す
る

。

酸
素
が
薄
か
っ
た
り
、
足
場
が
悪
か

っ
た
り
す
る
過
酷
な
地
で
も
適
切
な
医
療
を
施
せ
る
よ
う
、
実
地
訓
練
も
行
う
計
画

。

医
師
会

に
よ
る
山
岳
医
療
の
医
師
養
成
は
、
全
国
柄
だ
と
い
う

。

(
松
浦
健
司
)

悪
条
件
で
の
処
置
磨
く

中
高
年
の
登
山
者
が
増
え
る

に
つ
れ
、
山
岳
事
故
件
数
も
増

加
。

医
師
は
搬
送
さ
れ
た
患
者

に
高
山
病
や
低
体
温
症
、
脱
水

症
な
ど
の
治
療
は
で
き
る
が

、

大
規
模
災
害
時
に
は
現
場
入
り

す
る
ケ
l

ス
も
想
定
さ
れ
る
。

た
だ
、
変
わ
り
ゃ
す
い
天
候
な

ど
山
に
は
特
有
の
条
件
が
あ

り
、
医
師
に
も
山
の
知
識
や
経

験
、
登
山
技
術
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
現
場
対
応
で
当
」
る
医
師

は
非
常
に
少
な
い
。

県
医
師
会
は
今
後
、
希
望
す る

医
師
に
山
岳
医
療
や
救
急
医

療
、
登
山
の
専
門
零
乞
講
師
に

研
修
乞
し
た
り
、
山
で
防
毒
マ

ス
ク
を
付
け
た
実
技
訓
練
を
実

施
す
る
計
画。
幻
自
に
岐
皇
巾

薮
田
南
の
県
医
師
会
館
で
行
わ

れ
た
発
足
式
で
、
小
林
会
長
は

「
海
難
のJ
M
A
T
(災
害
医

療
チ
l

ム
)
は
あ
る
が
、
山
岳

は
な
い
。

山
岳
J
M
A
T
を
つ

く
り
、
研
修
し
た
い」と
意
気

込
ん
だ。

式
典
に
続
い
て
開
か
れ
た
第

1

回
の
研
修
に
は
医
師
約
叩

人
の
ほ
か
、
警
察
や
自
衛
隊

ら
か
ら
計1
3
0

人
が
参
加。

御
獄
山
の
噴
火
災
害
で
救
助
に

向
か
っ
た
下
目
署
の
平
田
純
巡

査
長
や
、
高
山
赤
十
字
病
院

の
災
害
派
遣
医
療
チ
l

ム

(D
M
A
T
)
で
活
動
し
た
浮

田
雅
人
医
師
ら
が
体
験
を
語
っ

た
。

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
舘
日
(
日
)
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い
や
し
地
蔵

の
ち
の
限
り

「
余
命3
年
」
宣
告
の
男
性
被
災
地

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
人
々

に
、
静
か
に
ほ
ほ
笑
む
地
蔵
を

描
い
た
石
が
届
け
ら
れ
て
い

る
。

送
り
主
は
、
中
国
山
地
の

山
あ
い
に
あ
る
鳥
取
県
郡
勝
町

の
男
性
。

病
気
で
「
余
命3

年
」
と
宣
告
さ
れ
て
作
り
始
め

た
「い
や
し
地
蔵
」
だ
。

|東日本 l
大震災E

=--0 

男
性
は
川
上
巧
さ
ん
(
位
)

。

理
髪
店
を
営
ん
で
い
た20
0

6

年
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
痛
み
を
感
じ
て
入
院
。

糖
尿
病
と
狭
心
症
を
併
発
し
て

い
た
。
体
の
痛
み
や
手
足
の
し

び
れ
が
止
ま
ら
ず
に
入
退
院
を

繰
り
返
し
、ω
年
に
医
師
か
ら

「
余
命3
年
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

と
う
と
う
来
た
か1
l

。

妻
や

子
ど
も
に
「
わ
し
、
し
っ
か
り

生
き
る
か
ら
」
と
言
っ
た
。

店
は
閉
め
た。

「
趣
味
を
持

っ
て
、
残
り
の
人
生
を
よ
り
良

く
生
き
た
い
」。
近
く
の
八
東

川
の
河
原
を
歩
き
、
墨
河
の
石

を
眺
め
て
い
る
時
、
地
蔵
を
措

こ
う
と
思
い
つ
い
た。
手
先
の

器
用
さ
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。

店
を
工
房
に
改
修
し
、
畑
仕

事
の
合
聞
に
描
き
始
め
た
。

ご

つ
ご
つ
し
た
も
の
や
、
細
長
い

も
の
。

一
つ
一
つ
違
う
形
に
合

わ
せ
て
鉛
筆
で
下書
き
し
、
絵

筆
で
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
塗

る
。
描
く
ほ
ど
に
不
思
議
と
気

持
ち
が
静
ま
っ
て
い
っ
た
。

町
内
の
人
た
ち
が
「
見
て
い

て
い
や
さ
れ
る
」
と
言
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
い
や
し
地
蔵
」
と

名
付
け
た。
評
判
が
広
ま
っ
て

「
分
廿
て
ほ
し
い
」
と
手
紙
が

届
く
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
1

万
5

千
個
超
を
作
っ
た
。

最
初
は
絵
は
が
き

U
年
3

月
日
目
、
川
上
さ
ん

は
自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い

た
。

「
こ
れ
か
ら
生
き
な
き
ゃ

い
け
ん
命
が
、
あ
ま
り
に
も
多

く
奪
わ
れ
た
」。
何
と
か
励
ま

し
た
い
と
、
報
道
番
組
な
ど
で ヘ

送
り
続
け

名
前
や
居
場
所
が
分
か
っ
た
約

加
入
に
絵
は
が
き
を
送
っ
た
。

海
岸
か
ら1
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た

陸
前
高
田
市
内
の
住
宅
地
。

そ

の
年
の5
月
、
プ
レ
ハ
ブ
小
屋

に
住
む
畑
山
文
梁
さ
ん
(
口
)
、

修
子
さ
ん
(
肝
)
夫
妻
に
絵
は
が

き
が
届
い
た。

宛
名
に
「
陸
前
高
田
市3

坪
の
プ
レ
ハ
ブ
に
住
ん
で
い
る

畑
山
文
梁
様
」
と
あ
り
、

差
出

人
は
見
ず
知
ら
ず
の「鳥
取
県

若
桜
町
川
上
巧
」
。

愛
く
る

し
い
「
い
や
し
地
蔵
」
の
写
真

が
印
刷
さ
れ
、
決
し
て
め
げ
な

い
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
と
い

う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

建
材
店
を
兼
ね
た
夫
妻
の
自

宅
は
樟
波
で
流
さ
れ
た
。

知
人

宅
な
ど
に
身
を
寄
せ
た
後
、
自

宅
跡
に
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
を
運
ん で

住
み
始
め
た。
そ
の
様
子
が

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

夫
妻
は
仮
設
住
宅
に
移った

後
の
日
年1
月
、

川
上
さ
ん
に

年
賀
状
を
送
っ
た
。

「
奇
跡
の

一
本
松
」
の
絵
は
が
き
に
コ
元

気
で
お
り
ま
す
」
と
添
え
た
。

間
も
な
く
川
上
さ
ん
か
ら
実
物

の
い
や
し
地
蔵
が
届
い
た
。

夫
妻
は
川
上
さ
ん
と
手
紙
や

電
話
で
連
絡
を
取
り
始
め
た
。

「
つ
ら
い
境
遇
の
人
た
ち
に
地

蔵
を
わ
け
で
ほ
し
い
」
と
川
上

さ
ん
に
頼
ま
れ
、
快
諾
し
た
。

毎
月
の
よ
う
に
別
個
ほ
ど
が
届

く
よ
う
に
な
り
、
家
族
や
友
人

を
亡
く
し
た
知
り
合
い
に
「
寂

し
い
時
は
お
地
蔵
さ
ん
に
話
し

か
け
て
」
と
渡
し
て
い
る

。

笑
顔
を
つ
な
い
で

受
け
取
っ
た
人
は
こ
れ
ま
で

約
2
0
0

人
。

揮
波
で
妻
を
失

っ
た
睦
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市

長
(
日
)
も
そ
の
一
人
だ
。

戸
羽

市
長
は
川
上
さ
ん
に
手
紙
を
送

っ
た。

「
き
っ
と
た
く
さ
ん
の

市
民
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
」

夫
妻
はM
年
春
、
若
桜
町
で

展
覧
会
を
開
い
た
川
上
さ
ん
に

会
い
に
行
っ
た。

「
川
上
さ
ん

の
笑
顔
は
地
蔵
そ
の
も
の
だ
っ

た
。

お
地
蔵
さ
ん
が
結
ん
だ
縁

で
し
た
」
と
修
子
さ
ん
。
昨
年

暮
れ
、
陸
前
高
田
市
内
に
建
て

た
住
宅
に
移
り
住
ん
だ
。

川
上
さ
ん
は
野
菜
中
心
の
食

生
活
を
心
が
け
て
い
る
が
、
病

気
が
進
行
。
体
の
痛
み
か
ら
長

時
間
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た。

「
体
力
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
け
ど
、
地
蔵
を
描
く
こ

と
で
気
持
ち
は
元
気
に
な
っ
て

い
る
。

ほ
ん
の
少
し
で
い
い
か

ら
、

被
災
地
の
人
た
ち
の
心
が

い
や
さ
れ
て
ほ
し
い
」

命
が
続
く
限
り
、
送
る
つ
も

り
だ
。
(

柏
樹
利
弘)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
3

月
時
日
{火
)
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幻自 ・ J リーグ開幕 2 連覇を狙う広島』立川崎に敗れて黒
{土) 昼スタート。 J1 は今年も 2 ステ}ジ相同争う

・スーパーラグビー園内開幕戦 日本代表選手10人が
所属し、初歩戦となるサンウルブズは黒星発進

• G20で共同声明 中国・上海での尉務相・中央銀行
総裁会議で、市場安定化へ「政策総動員」で合意

28日 ・将棋の佐藤天彦八段(28) 、名人への挑戦備得る A 
(日) 級順位戦 8勝 1 敗。 羽生普治名人(45)に割揃へ

・東京マラソンで車いす男女リオ内定女子は土田、
男子は洞ノ上が日本勢最高となり内定

・東電元会長らを強制起訴福島第一原発事故をめぐ
り、指定弁護士が灘務上過失致死傷の罪で起訴

1 日 ・来春率量草川D大学生の就職活動解繁今年は選考開始
(火) が 6月。 説明会から 3 カ月の「短期決戦J に

.Ml知症をめぐる..J R訴~で愚高裁期l決家族の隠償
責任は「総合的に考慮J と判噺。 今回は責任匁し

・予算案、衆院を通過 2016年度予算案が与党などの
賛成多数で衆院通過、年度内成立が砲定

2 日 ・米大統領選スーパーチューズデー共和党はトラン
(水) I プ氏、 民主党はクリントン氏が11州中 7 州で勝利

.GPS捜査「重大な違法J とせず笹察の痩査手法
で大阪高裁。 実質的に、 一審と逆の判断示す

3 日 ・北朝鮮制裁強化の国連決議安保理由幌択。 北朝鮮
{木) からの石炭や鉄鉱石などの輸入を原則禁止

・北陸電力志賀原発「直下に活断層」と結鈴 1号畿
で原子力規制l委員会の有識者会合力1報告書案

・辺野古訴俗、固と沖縄県が和解政府は型め立て工
事を当面中断。 両者が解決に向けて話し合う

29日
{月)

2
0
1
6

年

2
/
幻
1
3
/
4
E
a
z
g

12日 ・閤碁の人工知能、 「最強練士」に勝ち錯し隣国人
(土) 棋士に 3連勝。 チェス、将模に続き、 AI が制す

・パレ一女子、久光製議が2季ぷり 5度目の優勝今
季リーグ戦で 4験全敗だった目立を破った

・国中智美選手がリオ五輸代表の座をつかむ
ウィメンズマラソンで日本選手最高の 2位

・古代史学者の上田正昭さん死去総歳。 渡来人とい
う呼称を定着させた。 著署警に「日本神話」など

・巨人選手、自チームの勝敗対象に金銭やりとり 巨
人と日本野球機構 (NPB) 調査委員会が認めた

・民主と維新が合流して 「民進党」へ新しい党名を
世論調査で決定。 27日に開く党大会で再出発

・トルコ首都で大爆発 アンカラ中心部で発生し多数
の死傷者。 首都での爆発はこの半年で 3 回目

15日 ・女子パスケット..J X-ENEOSが8連覇プレー
(火) オフ決勝で富士通を 3腸 l 敗で下し19度目の優膨

I .守ミヤン汗マ一大鳩統領釦にげこ3前テイρンチhヨ一4氏 駐肝続髄き
で非軍人の国家指導者が選ばれるのは半世紀ぷり

・春闘一斉回答ベースアップは前年と出ベて小幅に
とどまり、 「官製春闘」は 3 年目で勢いにかげり

・国際金融経済分析会合始まる ノーベル賞受賞の米
コロンピア大教授が首相に消費増税延期を提案

17日 1 ・シリアで不明の安閏純平さんか、ネットに動画過
(木) . 激派組織「ヌスラ戦線」による拘凍の疑い強まる

・広島の山陽道トンネルで多量炎上事敏 12台が絡
み、 2 人死亡、 67人負傷。 渋滞車列にトラ ック追突

・高佼教科書の検定結果を公表 新検定基調直が高校で
初適用。 政府見解の記出息加など目立つ

名古屋

2
0
1
6

年
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志
向
闘
V 4 日

(金)

201開閉(土o日(東京)・夕刊||朝2016年3月 19日出|日 (東京)・夕刊 i[! 

5 目 ・中国で全国人民代表大会開幕今後 5是正問の園内総
(土) 生産の成長目標を年平均6.5%に引き下げ

6 日 ・広島の佐藤寿人、..J 1 歴代置多の158得点
(日) 史、大久保嘉人と共に157点で並んでいた

・北島寿典と石川末広が代表に名乗り リオ五輪の選
考を兼ねたびわ湖毎日マラソンで 2 位と 4 位に

・卓球、世界団体で男女とも銀メダル福原愛ら女子
は 2大会連続、 水谷隼ら男子は39年ぶりに獲得

7 日 ・なでしこ、 リオ玄輸逃す女子サ ッカー日本代表が
(月) アジア最終予選で敗退。 4 大会連続五輪ならず

・国母神俊雄氏の事務所を捜索 東京都掬事選の際に
集めた政治資金の一部を私的に流用した疑い

・巨人で新たに野球賭博 高木京介投手の関与が判
明。 渡辺恒雄最高顧問らの引責辞任を球団が発表

・シャラポつがドーピンク‘違反 テニスの全豪オープ
ンの検査で陽性反応を示したことを公表

・高浜原発の運転差し止め仮処分決定 大海地裁が
「安全性の征明不十分J と判断。 稼働中では初めて

・東芝メデイカル、 キヤノンに売却へ東芝が、 医療
機様子会社の売却で独占交渉権を与えると発表

・ミャンマ一民主派、 新大統領候補指名 アウンサン
スーチー氏側近のテインチョー氏。 国会で選出へ

・欧州中銀、マイナス金利鉱大追加の金融緩和策を
理事会で決定。 政策金利は 0 %に引き下げ

11 日 ・東日本大震災から 5年金国各地で追悼式が開かれ
(金) た。 なお17万人超が避難生活を続けている

・第88回選銭高佼野球大会の組み合わせ決まる
紀枠で出場する釜石と小豆島が 1 回戦で対戦

19日 l ・欧州、雛民受け入れ政策を転換今後はギリシャに
(土) I 密航する簸民をトルコに送り返すことに

i ・刈同時テロの容疑者逮捕 ベルギー当局が謝守グ
ループの容疑者10人のうちで唯一の生き残りを

・作家 ・夏樹静子さん死去 rwの悲劇」などの作品
は、映画やドラマの原作としても親しまれた

・選抜高校野球が開幕 春連覇に銚む敦賀気出(福
井)、 21世紀枠の小豆島(香)11)など32校が出場

21 日 ・オパマ米大統領、キューパ訪問現職として飽年ぷ
(月} り 。 首脳会談など通じ、関係改曽の加速を目指す

E ・ A I 使った小説、文学賞の 1 次審査通過研兜者ら
が報告。 r8 割方J 人の手が加わっている段階

・ベルギーで連続テロ 首都ブリュッセルの空港と地
下鉄駅で爆発。死者鈎人超、負傷者180人超

・公示地価、商業地8年ぶり上界都市部でオフィス
ピルやホテル建設が活沼、地方との格差は蕗大

・圏内の景気判断、政府が5カ月ぷり下方修正個人
消費の低迷が腕き、企業の景混感も慎重なため

24日 ・高速道路、憲高120キロへ醤察庁が条件付きでー
(木人 部路線の規制速度を引き上げると発表した

・サッカ一日本代表が快勝 W杯ロシア大会アヲア 2
次予選でアフガニスタンを 5-0 で破る

25日 ・四国電力、 伊方原発 1 号憾の廃炉決定 安全対策費
(金 が多額で、再稼働しても見合わないと判断

.2人の死刑執行女性 5人殺容と連続保険金殺人の
死刑囚を。自民党政機交代後、 9度目16人に
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宮崎日日新聞(宮崎)

琉球新報(那覇)

沖縄タイムス(那覇)

日経流通新聞MJ ( 日本経済新聞社発行) 中部経済新聞 日刊工業新聞

日経産業新聞(日柑済新聞社発行) ビジネスァィ品名説蕗士約) 日本農業新聞
日本新聞協会 ー

政党紙

新聞協曾報

公明新聞(公明党)

社会新報(社民党)

お申込みお問い合わせ窓口

短ニホシ・ミック
ー・・『咽帽帽酬明開閉-

TEL~06(6365)1560 
FAX~ 06 (6365)9518 r::ヨ ~info@nihon-mlc .co .j p3 

自由民主(自民党) プレス民主(民主党)
しんぶん赤旗(共産党)

-取引銀行

ゅうちょ銀行 O一九支店 当座預金No.0880186

りそな銀行 締田北口支店 当座預金No.0411158

みずほ銀行 梅田支店 当座預金No.0007179

| h附杭巾p://州W川n刊iho川IC
三菱東京UFJ 銀行梅田新道支店 当座預金No.0005696

干 530 - 0045 大阪市北区天神西町6番7号フアイン.ア一卜ピル
撒電話 FAXまたは、ホ一ムベ一ジ上のWeb専周申込7オ ムカか、らお申込いただけます

口配本に関するお知らせ
配本日が当社休聾自の場合は配本が翌世襲日となり、お届けに時間がかカ喝場合がございます.
何率.ご了承くださいますようお願い申し上げます. 休業自 主E祝鎖国、置期休眠及び年来年始

三井住友銀行

.郵便振替

梅田支店 当座預金No.228631

00190・0-880186

2016年6号平成28年6月 1 日発行通巻 129号(毎月 1 回 1 日 発行)
月刊切抜き速報.医療と安全管理総集版| ・年間料金23.940円体制2. 187円哨)(1 冊単価 1.995円団体 1 .848円+船]

・送料サービス
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日本の歴史がスタートしました。
読み比べシリーズ
本誌「切抜き速報シリーズJ の別冊版。 切抜き速報シリーズと連動し、

テーマ別に編集。 朝日・産経・日経毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブロック紙・地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します。 切抜き速報とあわせることで、 より深

く読み比べできますロ

全国の食物アレルギー
事態妨止の取り組みを収録 1

0教育現場 O 家 庭
O自治体 O社会

観明や研修'i: ! 
解りやすい解説や図で

食物アレルギーの情報を整理

今すぐ使える!

対応メニューのヒントが
つまったレシピ記事も収録

除去食 7 代替食?お弁当?

食物アレルギ の子どもの増加によって、給食現場は対

応に追われています。 日進月歩の研究は、認識や知識の

格差も生み出し、溢れる情報に戸惑う保護者も少なくあ

りません。

食物アレルギーに関する新間報道から
現場や行政・保護者の取り組みの流れを追います。

月刊切抜き速報 『食と生活版』 別冊

・ 記事掲載期間/ 2012 /1 2パ 2~2016/2/22
e A4判 96 頁本体 1 ，667 門+税

・ 2016 年 3 月 24 日発刊

| 酬附-備制j附鶴みたい闘・刷関係の臨み比ベシ\pþ:単冊鵬/随時附 Cお求め・詳細時伽ームベージへ . 

-E司君~胃匪覇軍事割

月刊切被告速報 『食と生活版』 別冊

・回事掲載附1ll/ 2007/1 /25-2013/8/21
・ A4判 96 頁本体 1 ，667 円+税

. 2013年 9月 2 日発刊

-EmH臨NEWSPAPERS 
SPECI且t
EDITION ※ 『教育版』別冊

朝日産経日経毎日続売の5大紙と全国の

プロック紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に

社説論説と斬聞コラムを総集.

r 1 年を締めくくり、新年の流れ」を揺めます.

社説・論説読み比べ
との1 年に対する各社の主張や見方の違いなどを

読み比べ !新たな展望と幅広い視点在身につける

ことができます.

@ 明日こ…局面に
対する展望や、主張の遣いを読み比べ1

e 201 5年大.目&20 1 6盗事元日版

e A4判 160頁本体2，778円+観

・ 2016年 1 A10日発刊

新聞コラム読み比べ
各地爆の買棋風土、文化などが鮮やカ可こ配されてい

るのが特徴.美しくまとまった文章は、表現力文章力

の向上にも役立ちます.

- 新聞社トップクラスのコラムニストによる
ß!llW.着眼点在華しむl

司・F 地域性豊かな年末年始の情景1

・ 2015年大晦日&2016年先日臨
e A5判 128貰怠体1 . 1 58円+税

・ 2016写 11110日舞事l

E曹関F四百司百匪覇軍事曹司r&

月刊切抜き速報 『医療と安全管理総集版』 別冊

・記事掲載期間/2011 /3/25-20 12/7/2 4

. A4 判 72 頁本体 1 ，528 円+税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

昏尚・勃;Jlfjjる~R.(l事刃包引回・・

月刊切扱音速報 『福祉ニュース高齢福祉編』 別冊

・記事掲載期間/201 4/3 /1 3-2015/2/24

.A4'1'J 120 頁本体 2，∞0 円+税

・ 2015 年 4 月 10 日発刊

当社ホームページ 索引検索/目次・索引ダウンロード

ご購読者様限定サービスのご案内

当社ホームページにて公開しております下記サービスはご購読者様限定です。

10 ・ パスワ ドを入力していただくと、ご利用いただけます。

0索引検索

0目次・索引ダウンロ ド
※固まずウンロードは、発刊日より 1 年以内のみのと利用です. ご了承くだ古いませ。

ぜひ当サービスをご活用くだ古い。

http://www.nihon -mic ζo.jp/contents/download/index.html 

(有効期限 2016 年 2 月 -2016 年 4 月 )

10 : 25480723 パスワード : pvxBkLhE 

(有効期限 2016 年 5 月 -2016 年 7 月 )

10 : 27986592 パスワード : HGcJKmrb 

お申込み詳細はホームページで http://wwwnihon-mic.co .jp/ C 1 [ニホン・ミツク 笠豆島j



日本の新問責貴女新しい魅力、提案します。

Nihon.Miと Coよtd.
CREATIVE FARM GROUP 

http://www.nihon ・ mic.co.jp

本総から他の著作物への転載は禁止されております


